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本 書 は 、 シ ャ ー プ パー ソナ ル ワ ー ク ステ ーション 「X68000 シ リー ズ 」 上 で 動作 する オペ レー ティ ング 
シス テム 「Human68k」 の 説明 書 で す 。Human68k の 機能 、 お よび その 使い 方 が 詳細 に 解説 され て 
いま す 。 

な お 、 本 機 の 取り 扱い や ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 使い 方 な を ど に つい て は 、 別 冊 の 「 取 扱 説明 書 」 に わか 

ー … 屋 ど 


りや すく 説明 され て いま す 。 初 め て 本 機 を お 使い に な る 方 は 、 必 ず 「 取 扱 説明 書 」 を 先 に ご 覧 くだ さ 


い 。 


下図 は 、 本 機 に 同 梱 の 4 冊 の マニ ュ ア ル の 互い の 関係 を 示し て いま す 。 


X-BASIC ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス 


・X-BASIC で プロ グラ ム を 作る 
・X-BASIC で 作っ た プロ グラ ム を 使う 










日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 辞 書 ユ ー テ ィ イリ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 









取扱 説明 書 
・ 原 稿 や 書類 な ど と いっ た 文書 を 作成 する 
・ 各 文書 を 編集 する 

本 書 ・ 辞 書 デ ィ ス ク の メン テ ナ ン ス を 行う 


Human 68 k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


・ フ ァイル 操作 や デイ スク 操作 を 行う 
・ 様 々 な 環境 設定 を 行う 
・ 付 属 の スク リー ン エ ディ タ で テキ スト ファ イル を 作る 











この マニ ュ ア ル は 、 オペ レー ティ ング シス テム の 概念 、 Human68k の 概要 か ら 、 使用 で きる コマ ン 
ド の 詳細 、 お よび 付属 の スク リー ン エ ディ タ の 使い 方 に 双 る まで 、 具 体 的 な 例 と 共に 記載 し て あり 、 
初め て お 使い に な る 方 は も ちろ ん 、 ひ と と お り Human68k を 理解 し た 方 で も 目的 別に 参照 で きる よ 
うな 構成 に な っ て いま す 。 

各部 の 内 容 は 、 次 の と お り で す 。 


第 1 部 Human68k 


@ 第 1 章 で は 、 オ ペレ ー テ ィ ン グ シ ステ ム の 概念 や 、 Human68k の 構成 お よび 機能 の 概略 な ど に つ 
いて 説明 し て いま す 。 

@ 第 2 章 で は 、 Human68k の 起動 か ら 終了 の 方 法 ま で と 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト や バ 
ッ ク ア ッ プ コピ ー の 作成 に つい て 記載 し て い ま 3935 

。 徐 3 並 で は 、Human68k に お ける ファ イル と ディ レク トリ の 扱い に つい て 解説 し て いま す 。 

@ 第 4 章 で は 、Human68k で 使う こと の で きる コマ ン ド の 概略 と その 種類 な ど を 説明 し て いま す 。 
バッ チ 処 理 や リダイレクト 機能 な ど に つい て も 記載 し て いま す 。 

@ 第 5 章 で は 、 各 コマ ンド の 詳細 な 使い 方 を リフ ァ レ ンス 形式 で 説明 し て いま す 。 コ マン ド は アル 
ファ ベッ ト 順 に 解説 し て いま す の で 、 本 章 を 辞書 と し て お 使い いた だ く こ と が で きま す 。。 

@ 第 6 章 で は 、 テ ンプ レー ト 機 能 や ヒス トリ 機能 な ど と いっ た キー 入力 の 編集 機能 ・ お よび キー ボ 
ー ド コン トロ ー ル 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 - 

@ 第 7 章 で は 、CONFIG. SYS ファ イル に よる シス テム 構築 の 方 法 に つい て 説明 そい ます 。 

e 第 8 章 で は 、 デ バ スエ ラー の 処置 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 











第 2 部 スク リー ン エ ディ タ ED 


@ 第 1 章 で は 、 ス クリ ー ン エディ タ ED の 機能 の 概略 と 、 起動 方 潜 お よび 終了 方 法 な ど を 説明 し て 
いま す 。 

@ 第 2 章 で は 、 実 際 の 編集 作業 に 用 いる ED の コマ ン ド の 使い 方 に つい て 、 機 能 別 に 分 類 し 、 わ か 
りや すく 説明 し て いま す 。 

@ 第 3 章 で は 、ED を より 高度 に 使う た め に 、 ス イッ チ を つけ て 起動 する 方 法 に つい て 説明 し て いま 
ず 。 

@ 第 4 章 で は 、ED の 簡単 な 操作 例 と し て 、 小 さ な フ ァ イ ル を 作成 する 方 法 に つい て 述べ て いま す 。 

e 第 5 瘍 で は 、ED の コマ ンド や キー 操作 の 一 覧 が 記載 され て い ます % 


付録 


ASCII 制 御 コ ー ド 、 エ スケ ー プ シー ケン ス の 一 覧 な ど 、 Human68k を 使う 上 で 必要 な 資料 を 記載 
し で らい ます 。 
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第 1 章 Human68k の 概要 


ー、 
a1 Human68k ご は 


Human68k は 、 本 機 の ハー ドウ ェ ア の 持つ 高度 な 性 能 を 最大 限 に 発揮 する た め に 、 独 自 に 開発 きれ 
た ペレ シー ディ シン ダグ シ ステ スコ 60 で 

OS と は 、 ハ ー ド ウェ ア と アプ リケーション プロ グラ ム の 間 に 立 っ て 、 全 体 の 機能 を コン トロ ー ル す 
る た め の 基 本 ソフ トウ ェ ア の こと で す 。 OS は 、 表立っ た 活躍 を する わけ で は あり ませ ん が 、 アプ リ ケ 
ーション プログ ラム が 個々 の 機能 を 最大 限 に 発揮 で きる よう に 陰 で 働く 、 い わ ば 緑 の 下 の 力持ち ? 
的 な 存在 で ある 、 と いえ そま す 。 








VA RS 
の ロク ププ 







言語 (BASIC な ど ) 
ユー ティ リティ 







Human68k (オペ レー ティ ング シス テム ) 


コン ピュ ー タ を 全体 と し て 見 た 場合 に は 、 ま ず ハ ー ド ウェ ア が あり 、 そ の 上 に オペ レー ティ ング シ 
ステ ム (OS) が あり ます 。 こ の OS (本 機 の 場合 は Human68k で す ) が 、 お 使い の アプ リ ケ ー シ ョ 
ンプ ログ ラム の 実行 環境 を 提供 し て いる の で す 。 

Haman68k は 、 ハ ー ド ウェ ア と アプ リケーション プロ グラ ム の 両方 を 管理 し ます 。 キー ボー ド か ら 
の 入力 を ディ スプ レイ に 表示 する 、 特 定 の プロ グラ ム の デー タ を プリ ンタ で 印刷 する 、 プロ グラ や 
テキ スト を 編集 する 、 日 本 語 の デー タ 処 理 を 行う 、 な どの 働き を し ます 。 付 属 の 日 本 語 ワ ー ド プロ セ 
ッ サ や X-BASIC も 、Human68k の コン トロ ー ル の 下 で 動作 し ます 。 
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すま 


本 書 で 用 いる 表記 法 


Human68k の コマ ンド の 書式 は 、 以 下 の 表 記法 に 従っ て 表現 し て いま す 。 


その 他 カ ンマ ( , )、 


コロ ン ( : )、 ス ラッ シュ (の )、 等 号 (=) な どの 記号 は 表記 され て いる 通り 


に 入力 し て くだ さい 。 入力 す る 位置 も 変え て は いけ ませ ん 。 


ZS / ニ っ い 
NZ ペー ン 


























が お 8 


角形 カッ コ 
山形 カッ コ 


波形 カッ コ 


縦 線 


省略 記号 
ケイ 囲み 


リタ ー ン キー 


オプ ショ ン で す 。 必要 に 応じ て 入力 し て くだ さい 。 
あな た が 入力 する デー タ で す 。 
た と えば 次 の よう な 場合 は “PATH に 続け て 実際 の シス 名 ” を 入力 し ま 
3 
PATH < パス 名 > 
カッ コ の 中 か ら 必 要 な 項目 を 選ん で 入力 し ます 。 
角形 カッ コ で 囲ま れ て いな い 限 り は 、 最 低 1 つの 入力 が 必要 で す 。 
下記 の よう に 、 選 択 項目 の 区 切り に 使い ます 。 
< パス 名 > | < ファ イル 名 > 
た だ し 、 フ ィ ル タ の 中 で 使用 し た 場合 は 、、 パイ プ を 表し ます 。 (4 . 7 . 2 項 参 
照 )。 
DIR | SORT (この 場合 、 | は パイ プ ) 
オプ ショ ン で す 。 必要 に 応じ て 数 度 繰り 返し て 入力 する 項目 で す 。 
大 文字 が で 囲ま れ て いる と き は 、 特 殊 な 文字 の 入力 を 表し ます 。 


























CTRL| 二 | C | な ど は コン トロ ー ル 文字 を 表し ます 。 











リタ ダー シキ ー の 大 力 を 表し ます 。 


本 書 中 で コマ ンド 入力 の 例 を あげ る 際 に は 、^A>” な どの プロ ンプ ト 記 号 を 省略 し 、 キ ー 入 
力 す べき 文字 を 大 文字 に よっ て 表記 し て あり ます 。 
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2.1 イン トロ ダク ショ ン 


本 章 で は 、Human68k の 起動 の 方 法 、 画面 上 に 表示 され る プロ ンプ ト 、Human68k シス テム ティ 
スク の バッ クア デップ コピ ー の 作成 方 法 な ど に つい て 解説 し ます 。 

Human68k を 操作 する 際 に は 、「 取 扱 説明 書 」 の 「 第 2 部 基本 的 な 使い 方 」」 ま た は 本 意 の 解説 に 
従っ て 、 ま ず Human68k の 入っ て いる シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ コピ ー を 作成 し て くだ さい 。 
今後 Human68k を 実行 する と き に は 、 こ の バッ クア ッ プ コピ ー を 使用 し て くだ 
ク 内 蔵 タ イプ の X68000 を ご 使用 の 方 が 、Human68k を 操作 する 際 に は 、「 取 扱 説明 書 」 の 「 第 2 部 
基本 的 な 使い 方 」 に 従っ て 、 ま ず 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 転送 し 、 
内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 超 動 で きる よう に 設定 し な お し て くだ さい 。 今後 Human68k を 実 
行 する と き は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て 使用 し て くだ さい 。 


きい 。 ハ ー ド ディ ス 


2.2 Human68k の 起動 


ここ で は 、 本 機 の 電源 を 入れ て か ら Human68k の コマ ンド モー ド に する た め の 手 順 を 解説 し ます 

(コマ ンド モー ド と は 、 シ ステ ム が 画面 に YA>/、 BS a な ど と 表示 し て 、 コ マン ド の 入力 待ち 

を し て いる 状態 の こと を いい ます )。 起動 の 方 法 に つい て は 、「 取 扱 説明 書 」 の 第 2 部 を 参照 し て くだ 

さい 。 

な お 、 リ セッ ト し た と き に 、 た だ ち に コマ ンド モー ド に 入る よう に する こと も で きま す 。 こ の 方 法 

に つい て は 、「 本 書 」 の 第 7 章 を 参照 し て くだ さい 。 

(1) まず 、 本 機 の メイ ン 電 源 を ^ 入 ” (ON) に し て くだ きい 。 次 に 、 必 要 な 周辺 機器 (専用 カラ ー デ 
ィ ス プレ イ テ レ ビ 、 プ リン タ な ど ) が 接続 きれ て いる こと を 確認 し 、 そ れ ら の 電源 を 入れ て くだ 
さい 。 続 いて 、 本 体 前 面 に ある 電源 スイ ッ チ を バ 入 ” (ON) に し て くだ さい 。 
和合 ス イッ チ 、 コ ネ ク タ の 位置 な ど コ ンピュータ の 操作 方 法 が よく わか ら な いと き は 、「 取 扱 説明 書 」 
を 参照 し て くだ さい 。 

2) ハードディスク を 内 蔵 し て いな い X68000 を ご 使用 の 方 は 、 バッ クア ッ プ され た シス テム ディ ス 
ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 (ドラ イブ A) に 挿入 し て シス テム 起動 し て くだ さい 。 ハー ド 
ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 を ご 使用 の 方 は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ スム 起 動 し て くだ 
さい 。 

この 一 連 の 操作 に より 、Human68k その 他 の プロ グラ ム は シス テム ディ スク 上 か ら 本 体 の メモ リ 

へ 読み 込ま れ 、 シ ステ ム が 起動 し ます 。 

本 機 は 、 起動 され る と 自動 的 に ビジ ュ ア ルモード に な り ま す 。 
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MM 


コマ ンド モー ド に する に は 、*COMMAND.X" と いう 名 前 の アイ コン を 


、 マ ウス の 左 ボ タン で ダ 
プル クリ ッ ク (2 度 続 け て クリ ッ ク ) し て くだ きい 。 

これ に より 、COMMAND.X が メモ リ に 読み 込ま れ で Human68k の コマ ンド モー ド に な り 、 次 
の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


ommand ersion * 


a | 





NO AI EE Oo uo Er | 


SE 
A> 


は 、Human68k が コマ ンド の 入力 待ち 状態 で ある こと を 示し ます 。 

この “A>7 の こと を プロンプト? と 呼び ます 。 こ こ で 、 バ YA” は カレ ント ドラ イブ が ドラ イブ A 
で ある こと を 表示 し て いま す 。 

カレ ント ドラ イブ と は 、Human68k が 現在 作業 を し て いる ドラ イブ の こと で す 。 

カレ ント ドラ イブ を 変更 する と き は 、 プ ロン プ ト の すぐ あと に 、 変 更 し た い ド ライ ブ 名 と コロ ン を 


入力 し 、 続 いて [|( リ ター ン キ ー) を 押し ます 。 以 後 、| は リタ ー ン キー を 押す こと を 意味 し ます 。 
カレ ント ドラ イブ を ヾ A>? か ら ヾ B>? に 変更 し た いと き は 、 




















B : |J 











と 入力 し ます 。 す る と 画面 で は 、 


B> 


と 表示 され 、 カ レン トド ライ ブ が 変更 され た こと を 示し ます 。 


2.3 アロ ッ ピ ー デ イィ バスク の シ ォ デー マッ トド ト 


2.3 フロ ッッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う と き は 、 そ の 前 に 必ず ヾ フォーマット ” を し な けれ ば な り ま せん 。 
フォ ー マ ッ ト と は 、Human68k が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ を 効率 的 に 扱う た め に 、 バ セク タ ? と 
よ ば れる “区画” を 決め る 処理 の こと で す 。 紙 と 鉛筆 に よる 作業 を する 場合 で も 、 百 紙 の ノー ト を そ 
の まま 使う の で は な く 、 自 分 が 使い や すい よう に 線 を 引い た りす る こと が ある と 思い ます 。 区 画 を 決 
め る こと に よっ て 白紙 の 状態 より も 情報 が 整理 し や すく な る わけ で す 。 フ ォ ー マ ッ ト も これ と 同様 で 
9 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と き は 、FORMAT コマ ンド を 使用 し ます 。(FORMAT 
コマ ンド の 詳細 に つい て は 第 5 章 を 参照 し て くだ さい )。 
(1) コン ピュ ー タ を シス テム 起動 し た あと 、 Human68k の コマ ンド モー ド に 入り 、 プ ロン プ ト が 表示 

され て いる 状態 で 、 次 の よう に 入力 し ます 。 





FORMAT | 











(2) 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X68000 Version *.** Copyright 1989 SHRRPZHudson 


kkk 








カー ソル キー で 選択 し 、 リ ター ン キ ー て くだ さい 
人 紀 選択 し 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さ \ 























カー ソル キー の 時 [ 由 で 「 フ ロッ ピー ディ スク 」 に 合わ せ て 、 [| を 押し ます 。 
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(3) 画面 に は 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 





Mersion *.** Lopuright 1989 SHRRPZHudson 











まがい リタ ー ジ キー を 押し て くだ さい 








画面 の 「 ド ライ ブ 」 が 「B : 」 に な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 も し 、 他 の ドラ イブ に な っ て 
いる と き は 、 BB: に 変更 し て ぐだ きい 。 

ここ で 、 ド ライ ブ B (ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
1、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 を 指し ます ) に 新しい 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し て くだ さい 。 








(4) カー ソル を 「 実 行 」 に 合わ せ て | を 押し ます 。 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 











ドラ イブ BB (2HD ディ スク ) を 初期 化し ます 
よろ し いで すか (Y/N) ESC (前 に 戻る ) 





ここ で 、「[Y| を 押し て くだ さい 。 これ で ドラ イブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト が 開始 さ 
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本 の の 2 た で オク スニ ンー 2 
を 押し て くだ さい 。 も し ここ で 、 続 け て フォ ー マ ッ ト を 行う 場合 に は (4) か ら の 作業 を 繰り 返し て 
くだ さい 。 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と き は よい の で す が 、 す で に デー タ が 記憶 され て い 
る フロ SS 世 ま ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る と 、 デ ー タ は すべ て 清 を で し まい まず 。 ラ フォ ー マ ッ ト の こ 
と を "初期 化 ′ と も 言い ます が 、 こ れ は デー タ が な い 枠 だ けが 引い て ある 百 紙 の 状態 に 戻す こと か ら 
そう 呼ば れ て いま す 。 

し た が っ て 、 必 要 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤っ て フォ ー マ ッ ト し て し まう こと の な いよ う 、FOR- 
MAT コマ ンド を 使用 する と き は 十分 な 注意 が 必要 で す 。 


2.4 フロ ッ ピ ニス の バッジ ク クック 


2.4 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ は 、 大 切な デー タ を 誤っ た 操作 や 予期 せ ぬ 事故 か ら 保護 する た 
め に 行い ます 。 フ ロッ ピー ディ スク に コー ヒー を こぼし て し まっ た 、 必 要 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤 
2 アオ ォ オー マッ トド し じ て し まっ た 、 在 と の よう な 場合 アロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の / ペ パック アッ プ ゴ ピー や と 
っ て お け ば あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 バ パ バックアップ コピ ー を 使用 で きる わけ で す 。 

Human68k の シス テム ディ スク な ど 、 大 切な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 作業 の 前 に 必ず バッ クア ッ プ 
コピ ー を と る 習慣 を 身 に つけ て くだ さい 。 通常 の 作業 は この バッ クア ッ プ コピ ー を 使い ます 。 マ スタ 
ー の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 万 一 に 備え て 保管 し て お きま す 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ コピ ー は 以下 の 手順 で 行い ます 。 な お 、 こ こ で は 、 ハ ー ド ディ 
スク 内 蔵 タ イプ の X68000 を ご 使用 の 方 で 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 は 、 
ドラ イブ A を ドラ イブ B に 、 ド ライ ブ B を ドラ イブ C に 、 読 みか えて くだ さい 。 

1) 新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を FORMAT コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し ます 。 
(2) Human68k コマ ンド モー ド の プロ ンプ ト が 表示 され て いる 状態 で 、 








DISKCOPY | 4 











し ます 3 
(3) 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 








DISKCOPY for XB58000 Version *.** Copyright 1989 SHRRPZHudson 








カー ソル キー で 、 リ ター ン キ ー て くだ さい 
人 が し リタ ー ン キー を 押し て くだ さ v 








画面 の 機能 」 が 「 コ ピー」 に 、「 送 り 側 ド ライ ブ 」 が 「A : 」 に 、「 受 け 側 ドラ イブ 」 が 「B :」 に 
な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 も し 、 違 っ て いれ ば 設定 し 直し て くだ さい 。 
(4) カー ソル を 「 実 行 」 に 合わ せ て |J| を 押し ます 。 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 














ドラ イブ A か ら 、 ド ライ ブ B へ コピ ー し ます 何 か キ ー を 押し て くだ さい 
ESC (前 に 戻る ) 


第 2 章 Human 68k の 起動 


ここ で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に コピ ー の 原本 と な る シス テム ディ スク を セッ ト し 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 に は (1) で 作っ た フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト し ます 。 
続い て 任意 の キー を 押し て くだ さい 。 コ ピー が 開始 され ます 。 

(5) コピ ー が 終了 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ディ スク コピ ー 終 了 し まし た 何 か キー を 押し て くだ さい 
任意 の キー を 押し て くだ さい 。 これ で 、 元 の メニ ュー 画面 に 戻り ます の で 、 「 終 了 」 に カー ソル を 移 


動 し て | を 押し て くだ さい 。 も し 、 こ こ で 続け て コピ ー を 行う 場合 に は (3 か ら の 作業 を 繰り 返し 
て くだ さい 。 





2.5 自動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) に つい て 


市 販 の アプ リケーション プロ グラ ム な どの 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し て 本 機 を リセット 
し た と き 、 Human68k の 起動 メッ セー ジ が 出力 され た あと に 、 自 動 的 に その アプ リケーション ブロ グ 
ラム の 実行 が 開始 され る こと が あり ます 。 こ れ は 、 そ の の フロッピー ディスク 上 に “AUTOEXEC. 
BAT* と 呼ば れる 特別 な が ファ イル が 収め られ て いて 、 こ れ に より 自動 的 に その アプ リケーション ブロ 
グラ ム が 実行 され る よう に な っ て いる か ら で す 。 

この AUTOEXEC. BAT” ファ イル は 、「 自 動 実 行 バ ッ チ ファ イル 」 と 呼ば れる も の で 、 後 述 す 
る バッ チ フ ァイル の 一 種 で す 。 こ の ファ イル は 自分 で 作る こと も で き 、 シ ステ ム の 起動 時 に 実行 し た 
い プ ログ ラム を 立ち 上 げた り 、 い ろ い ろ な 環境 を 設定 し た りす る (RAM ディ スク に 必要 な ファ イル 
を コピ ー し た り 、 カ レン トド ライ ブ を B や C に 設定 し た りー… サ ) の に 利用 する こと が で きま す 。 

この 自動 実行 バッ チ フ ァイル の 詳し い 作り 方 を ど に つい て は 、「 4 . 6 バッ チ 処 理 」 の 項 を ご 覧 くだ 
さい 。 


2.6 ファ イル 


ファ イル は 、 コ ンピュータ が 管理 する デー タ の 集まり 、 と 言う こと が で きま す 。 従 っ て 、 単 に テキ 
スト デー タ の 集まり だ け で は な く 、 キ ー ボ ー ト や プリ ンタ な どの 周辺 機器 もち ファ イル と 見 な すこ と が 
で きま す 。 第 3 章 の 「 予 約 フ ァイル 名 」 で 周辺 機器 を 表す も の が 予約 ファ イル 名 と な っ て いま す が 、 
これ は 、 こ の 概念 に よる も の で す 。 

Human68k で は 、 データ 、 フ ァイル 、 ディ レク トリ の 3 者 を 、 互い に 関連 づけ て と ら え る と 理解 し 
や すい で し ょ う 。 情報 の 基本 単位 が デー タ で 、 デ ー タ に ある まとまり を 持た せ た も の が ファ イル 、 フ 
ァイル の 集まり が ディ レク トリ で す 。 

Human68k を 起動 し 、 プ ロン プ ト の 出 て いる 状態 で 、 





DIR | 











と 入力 し ます 。 す る と 、 デ ィ ス ク 上 の ファ イル お よび ディ レク トリ の 一 覧 が 、 そ の 大 き さ や 作成 日 時 
と と も に 表示 され ます 。 デ ィ レ クト リ に は 、<dir> と いう 表示 が つい て いま す 。 
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2.7 シス テム 終了 の 方 法 


これ ら は 、 本 棚 の 扉 を 開き 、 そ こ に 並ん で いる 本 や バイ ンダ ー の 背 の 一 覧 表 を な が め る こと に 相当 
し ます 。 1 つ 1 つの 本 棚 は 、 あ る まとまっ た 内 容 を 持ち も 、 そ れ ぞ れ 別 の 名 前 が つけ られ て 並ん で いま 
す 。 ま た 、 数 局 の 本 が まとめ られ 、 1 つの バイ ンダ ー に 入っ て いる こと も あり ます 。 こ の バイ ンダ ー 
(「 取 扱 説明 書 」 で は フォ ル ダ ー と も いう ) が (サブ ) ディ レク トリ に 相当 する も の で す 。 

ファ イル に 含ま れ て いる デー タ を 見 る に は 、 





TYPE < ファ イル 名 > |J 











と 入力 し ます 。 画面 に は 指定 し た ファ イル の デー タ (内 容 ) が 表示 され ます 。 た と えば 、 
TYPE CONFIG. SYS a 
と する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


FILES =15 
BUFFERS =20 1024 


DIR、TYPE コマ ンド の 詳細 は 、 第 5 章 を 参照 し て くだ さい 。 
2.7 シス テム 終了 の 方 法 


Human68k の シス テム を 終了 する に は 、 特別 な 操作 は 必要 あり ませ ん 。 た だ し 、 アプ リケーション 
プロ グラ ム な ど は すべ て 終了 し 、 画 面 に プロ ンプ ト が 表示 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 こ の 
と き 、 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら コ マン ド プ ロ セ ッ サ を 2 決 的 に 呼び 出し て いる こと が あ 
り ま す の で 、 念 の た め に 、 


EXIT |J 





と 入力 し て みて くだ さい 。 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら 呼 ば れ た コマ ンド プロ セッ サ の 場合 
は 、 元 の アプ リケーション プロ グラ ム に 戻り ます 。 
作業 中 の プロ グラ ム が 何 も な けれ ば 、 そ の まま 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を 切っ て 終了 し て くだ さい 。 
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6 拉 グ 52 イ リル と デイ レク トリ 


第 3 章 ファ イル と ディ レク トリ 


3.1 イン トロ ダク ショ ン 


第 2 章 で は 、Human68k の 基本 的 な 操作 、 概 念 に つい て 解説 し まし た 。 
本 章 で は 、 フ ァイル を 実際 に 扱う 方 法 に つい て 、 フ ァイル 名 の つけ 方 と その 制限 事項 、 フ ァイル の 
コピ ー、 ワ イル ドカ ー ド 、 デ ィ レ クト リ な ど に つい て 解説 し ます 。 


3.2 ファ イル 名 の 付け 方 


ファ イル は 、 処 理 を 行う とき に そ の 対象 と な る デー タ の まとまり を 指し 示す も の で すか ら 、 そ の フ 
ァイル の 内 容 が 何で ある か が わか る よう な 名 前 を 付け る と 便利 で す 。 
一 般 に 、 フ ァイル 名 は 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


ーー | 
MASTERFL. TXT 


主 フ ァイル 名 扱 張子 


ここ で は 、MASTERFL の 部 分 だ け を 主 フ ァイル 名 、 ピ リオ ド の 後 の *, TXT* を 拡張 子 と 呼び 
ます 

主 フ ァイル 名 の 長 さ は 、 半 角 で 18 文 字 、 全 角 で 9 文字 まで で す 。 ま た 、 拡 張子 と し て は 、 半 角 で 3 
文字 、 全 角 で 1 文字 まで 使う こと が で きま す 。 

た だ し 、 実 際 に Human68k が 識別 で きる 長 さ は 、 主 ファ イル 名 の 先頭 か ら 8 文字 (全角 だ け な ら 
4 文字 ) 分 と 、 拡 張子 3 文字 (全角 だ け な ら 1 文字 ) 分 で す 。 

し た が っ て 、 次 の 2 つの ファ イル 、 





MASTERFL 1 
MASTERFL 2 


は 同じ ファ イル 名 と 見 な され る こと に な り ま す 。 ま た 、 


MASTERFL 1 . TXT 
MASTERFL 1 . DOC 
MASTERFL 1 . REP 


は 、 い ずれ も 区 別 き され る こと に な り ま す 。 
ピリ オド 以下 3 文字 の 拡張 子 は 、 その ファ イル の 種別 を 表す も の で 、Human68k で は 、 以下 の 拡張 
子 が 特別 な 意味 を 持っ て いま す 。 
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3 で 3 の ルド カ 二 下 


R リロ ケー タプ ル 実 行 フ ァイル 
(メモ リ 空 間 上 の どこ に ロー ド さ れ て も 実行 可能 な 、 メ モリ イメ ー ジ の ファ イル ) 
Z アド レス 固定 実行 ファ イル 
(メモ リ 空 間 上 の 決め られ た アド レス 上 に ロー ド さ れる と 実行 可能 と な る ファ イル ) 
X ソフ トリ ロケ ー タ ブル 実行 ファ イル 
(メモ リ 空 間 上 の 任意 の アド レス 上 に 再 配置 され た 後 、 実 行 可能 と な る ファ イル ) 
アセ ンプ ブリ 言語 ソー ス フ ァ イル 
オプ ジェ クト ファ イル 
C 言語 ソー ス フ ァ イル 
ライ ブラ リフ ァイル 
SYS シス テム ファ イル 
BAT バッ チ 処 理 ファ イル 
BAS X-BASIC ソー ス フ ァ イル 


OO の 


この 他 、 拡 張子 は ^、 TXTY、 パ DOC” を な ど 、 自 由 に つけ る こと が で きま す が 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 1 
文字 だ け の 拡張 子 は シス テム 予約 きれ て いま す の で 、 使 わな いよ うに し て くだ さい 。 
ファ イル 名 に 使用 で きる 文字 は 次 の と お り で す 。 


A~Z 0 一 9 &# ( ) @ 
A て す -F カナ 文字 全角 玉 字 





な お 、 小 文字 の a 一 2 も 、 フ ァイル 名 と し て 使用 する こと が で きま す 。 た だ し 、 小 文字 の aーz に つ 
いて は 、 大 文字 の AZ と 区 別 き され て ディ スク に 登録 きれ ます (な お 、 コ マン ド な ど で こ れ を 利用 する 
と き は 区 別 さ れ ま せん )。 


・ フ ァイル 名 の 例 
MEIBO MEMO 
WKFL.100 MSTFL.100 
目次 案 . AAA 目次 案 . BBB 
計測 . 大 計測 . 中 計測 . 小 


S23 ワイ フレ ドカ ーー ボド 


Human68k で は 、 ワ イル ドカ ー ド と 呼ば れる 2 つの 特殊 な 文字 を 使う こと に より 、 フ ァイル 名 を 扱 
う 際 に 、 和 柔軟 性 を も た せる こと が で きま す 。 

これ に は 、^~*” と “72 が あり ます 。 * (アス タリ スク ) は 任意 の 文字 列 を 表し 、? (クエ スチ ョ ンマ 
ー ク ) は 任意 の 半角 1 文字 を 表し ます 。 

だ と 





SAMPLE. 001 
SAMPLE. 002 
SAMPLE. 003 
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第 3 剖 ファ イル と ディ レク トリ 


と いう ファ イル を すでに 作成 し て いる と し ます 。 デ ィ レ クト リ 中 に 多く の ファ イル が ある と き に 、 こ 
の よう に 主 フ ァイル 名 の 部 分 に SAMPLE と いう 名 前 を 持つ ファ イル の み を 表示 し た いと き は 、 











DIR SAMPLE.* | 





また は 





DIR SAMPLE.??? J 











と も ま eR 








DIR 72227229 * | コ 








と する と 、 主 ファ イル 名 が 6 文字 以下 の 名 前 の ファ イル を すべ て 表示 し ます 。 

ワイ ルド カー ド は 、 この よう に 便利 な も の で す が 、 REN コマ ンド や DEL コマ ンド を 使用 する と き 
は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 
だ と だ (は 





DEL *.* | 











と する と 、 そ の ディ レク トリ の すべ て の ファ イル が 削除 され て し まい ます 。 


3.4 予約 ファ イル 名 


Human68k で は 、 シス テム で 使用 する た め に 一 般 の ファ イル 名 と し て 使え な い 名 前 が あり ます 。 こ 
れ を 子 約 ファ イル 名 と いい ます 。 予約 ファ イル 名 に は 次 の も の が あり ます 。 


AUX 補助 入出 力 (RS-232C) 機 器 と の 入出 力 を 指定 する と き に 使用 

CON キー ボー ド か ら の 入力 、 ま た は スク リー ン へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 

PRN プリ ンタ へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 (漢字 IN/ 漢 字 OUT コー ド を 出力 する ) 

LPT プリ ンタ へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 
(漢字 IN/ 漢 字 OUT コー ド を 出力 し な い 。 ビ ッ ト イ メー ジ 出 力 な ど に 利用 ) 

PCM ADPCM デバ イス と の 入出 力 を 指定 する と き に 使用 

CLOCK Human68k 内 部 で 使用 され る ファ イル 名 。 ユ ー ザ ー は 使用 不可 

NUL コマ ンド が 入出 力 の ファ イル 名 を 必要 と し て いる が 、 特 に ファ イル を 作成 し な いと 
き に 使用 

OPM FM 音源 デバ イス へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 


これ ら の 名 前 は 、 そ れ ぞ れ 入 出力 機器 を 意味 し て いま す 。 な お 、 主 ファ イル 名 に これ ら の 予約 ファ 
イル 名 を 用 いた ファ イル 、 た と えば PRN. ABC* な ど と いう 名 前 の ファ イル を 作成 する こと は で き 
ませ ん 。 

上 記 以 外 の ファ イル 名 で あっ て も 、 英 文字 3 文字 だ け で 構成 され る ファ イル 名 は 、 今 後 シ ステ ム で の 
使用 が 考え られ る た め 、 一 般 に は 使わ な いよ うに し て くだ さい 。 
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3.5 ファ イル の 取り 扱い 


3.5 ファ イル の 取り 扱い 


本 節 で は 、 フ ァイル を コピ ー し た り 、 作 っ た り 、 ま た 消し た りす る に は どう し た ら よ い の か 、 具 体 
的 な 例 を あげ て 解説 し ます 。 


1 プア イル の コロ モー 





ファ イル 単位 で コピ ー を 行う と き は 、COPY コマ ンド を 使用 し ます 。 ファ イル の コピ ー は 、 同一 の 
ディ スク 上 で も 2 つの ディ スク 間 で も 行う こと が で きま す 。 

ファ イル の コピ ー は 、 以下 の 書式 で 行い ます 。 こ こ で 、<d 1 : > < ファ イル 名 1 > は コピ ー 元 の ドラ 
イブ 名 と ファ イル 名 、<d 2 : > < ファ イル 名 2 > は コピ ー 先 の ドラ イブ 名 と ファ イル 名 を 、 そ れ ぞ れ 表 
也 ま す 。 


COPY <d 1 : > < ファ イル 名 1> 【〔<d 2 :>]〔 く < ファ イル 名 2 >〕 


@ 同 一 ディ スク 上 で ファ イル を コピ ー す る と き 
コピ ー 元 の ファ イル 名 と コピ ー 先 の ファ イル 名 は 同じ で あっ て は いけ ませ ん 。 
訪 と どる は 


COPY A: 住 所 .001 A: 住 所 .002 
と する と 、 ド ライ ブ A の ディ スク に ある "住所 . 001? が お な じ デ ィ ス ク に “住所 . 002"” と いう 名 前 で 
作成 きれ ます 。 


@ 2 つの ディ スク 間 で ファ イル を コピ ー す る と き 
別 の ディ スク に コピ ー す る わけ で すか ら 同 じ フ ァイル 名 を 指定 する こと が で きま す 。 
だ 2 は ) 


COPY  A: MSTFL.TXT BB: [Jl 





と する と 、 ド ライ ブ A の ディ スク に ある MSTEFL. TXT” が ドラ イブ B の ディ スク に 、 同 じ フ ァ 
イル 名 で コピ ー さ れ ま す 。 

COPY コマ ンド は 、 こ の ほか に も いろ いろ な コピ ー を 行う こと が で きま す 。 詳し く は 、 第 5 章 の 
COPY コマ ンド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


3.5.2 ファ イル の 作成 


ファ イル を 作る に は 、 い ろ い ろ み な 方 法 が あり ます 。 
1. ス クリ ー ン エディ タ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 使っ て 作る ー テ キス ト フ ァイル 
2. プ ログ ラム を コン パイ ル 、 ア セン プル し て 作る ーー プ ログ ラム ファ イル 
3. プ ログ ラム 中 な どか ら デ ー タ を 保存 する た め に 作る つつ デー タフ ァイル 
これ 以外 に も 、 ま だ いろ いろ な 作り 方 が あり ます 。 作 る ファ イル の 内 容 が さま ざま な ら ば 、 そ の 作 
り 方 も さま ざま な わけ で す 。 
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し か し 、 ど の 場合 も 共通 し て 言え ん る こと は 、 ど ん な ファ イル で も 、「 あ る 一 定 の デー タ の か た まり 」 
に 「 規 約 に 沿っ た 名 前 」 を 付け た も の で ある 、 と いう こと で す 。 

この 項 で は 、 と りあ え そ ず 簡単 な ケ テ キ スト ファ イル (読む こと の で きる 文字 か ら な る ファ イル の こと ) 
を 前 項 で 説明 し た COPY コマ ンド を 用 いて 作る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 

次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 こ の コマ ンド は 、 コ ピー 元 と し て 指定 し た キー ボー ド を 表す CON 
(周辺 機器 を 表す ファ イル 名 ) か ら の 入力 を 、 コ ピー 先 と し て 指定 し た “TEST. TXT*” と いう ファ イ 
ル に コピ ー せ よ 、 と いう も の で す 。 Human68k で は 、 周辺 機器 も ファ イル と し て と ら そ る こと が で き 
ます の で こう し た 指定 が 可能 と な り ま す 。 











COPY CON TEST.TXT [4 





この 行 を タイ プ し て 、 リ ター ン キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 次 の 行 の 先頭 に 移動 し た まま と な り ま す 。 
ここ で 、 何 か テキ スト (文字 ) を 入力 し て くだ さい 。 











This is a test. | 
今日 は よい 天気 で す |J 

















そし て 最後 に [CTRL | 十 CTRL| キ ー を 押し な が ら 、| Z | キー を 押す ) を 入力 し て 、 リ ター 
ン キ ー を 押し ます 。 |CTRL| 十 | ZZ | を 入力 する こと に より 、 CON の 入力 が 終了 し た こと を シス テム 
に 知ら せる わけ で す 。 




















N 












































AZ ||(^Z は 、| CTRL | 士 | Z | を 入力 する と 表示 され る 記号 ) 




















これ で 、 さ き は ほど 入力 し た テキ スト を その 内 容 と する ファ イル TEST. TXTY が ディ スク 上 に 作 
成 さ れ ま す 。 試し に 、 こ の ファ イル を 画面 に 表示 し て み ま す 。 











TYPE TEST. TXT に 
This is a test. 
今日 は よい 天気 で す 





この 方 法 は 、 ス クリ ー ン エディ タ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ の よう に 自由 に 文字 を 編集 で きま せん 
が 、 ほ ん の 数 行 の テキ スト ファ イル を 作っ た りす る に は た い へ ん 簡単 で 便利 な も の で す 。 第 4 章 で 説 
明 す る バッ チ フ ァイル な どの 作成 に も 利用 する こと が で きま す の で 、 覚 えて お いて くだ さい 。 


3.5.3 ファ イル の 削除 


いら な く な っ た ファ イル を ディ スク 上 か ら 消 す に は 、DEL コマ ンド を 用 いま す 。DEL コマ ンド の 
書式 は 以下 の と お り で す 。 ここ で 、 <d : > は 削除 し た い フ ァイル の 入っ た ドラ イブ 名 を 、 < ファ イル 名 > 
は 削除 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 表し ます 。 








DEL (<d: >) < ファ イル 名 > 回 


ここ で は 、 前 項 で 作成 し た ^TEST. TXT”Y ファ イル を 削除 し て み ま し ょ う 。 





DEL TEST.TXT | 











と 入 訪 し ます 。 こ と で DIR コマ ンド を 実行 し て みれ ば 、 ディ スク 上 か ら 、FTIPST で RSCTY ファ オル 
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356. デ レク トド 


3 えて な く な っ て いる こと が わか り ま す 。 

いっ た ん 消し て し まっ た ファ イル は 、 も と どおり に 戻す こと は で きま せん 。 削除 する 前 に DIR コマ 
EY PE コマ ンド な ど を 使っ て よく 確か め る よう に し て くだ きい 。 

DEL コマ ンド の 詳細 に つい て は 、 第 5 章 の DEL コマ ンド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


本 si デイ レク トリ 


ファ イル と ディ レク トリ の 関係 に つい て は 、 第 2 章 で 簡単 に 触れ まし た 。 デ ー タ の 集まり が ファ イ 
ルレ で 、 フ ァイル の 集まり が ディ レク トリ で し た 。 で は 、 実 際 に は これ ら の 関係 が どう な っ て いる の か 、 
決 の 図 に 示し て み ま す 。 





ルー トディ レク トリ 

















ディ レク トリ | ディ レク トリ ディ レク トリ 





























ファ イル ファ イル ファ イル ファ イル 





























この 図 は 、 階 層 デ ィ レ クト リ 構 造 と か 、 ま た は た ん に 階層 構造 と 呼ば れん る も の で す 。 ま た 、 木 構造 
(ツリ ー 構 造 ) な ど と も 呼ば れ ま す 。 な せ ぜ 木 構造 と 呼ば ん る か と いう と 、 ち ょ うど 1 本 の 木 の 構造 に 
だ た と える こと が で きる だ た めで す 。 ル ー ト ディ レク トリ の 部 分 は 、 木 で いう と 根 に 当たり ます 。 ル ー ト 
ディ レク トリ の 下 に ある ディ レク トリ (サブ ディ レク トリ と 呼ぶ ) は 木 の 幹 に 当たり ます 。 そ の 下 に 
ある ディ レク トリ は 枝 に 当たり ます 。 そ の ディ レク トリ の 下 の フ ァイル は 葉 に 当たり ます 。 実際 に は 、 
ディ レク トリ は いく 層 で も と る こと が で きま す 。 ル ー ト ディ レク トリ は 根 、 フ ァイル は 葉 で その 間 に 
ある 幹 や 枝 が ディ レク トリ で ある と 理解 し て くだ さい 。 根 か ら 葉 に 至る 過程 に は いく つも の ディ レク 
トリ が 存在 で きま す 。 こ の いく 層 も の ディ レク トリ を た どる 道筋 を ヤマ ス ^ と 呼び ます 。 
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第 3 章 ファ イル と ディ レク トリ 


ある ディ スク 中 に 含ま れ て いる ディ レク トリ お よび ファ イル が 、 次 の 図 の よう な 構成 に な っ て いる 
も の と し ます 。 

















ーーTEST. BAS 
BASIC 
ーーBIO. BAS 
一 月 間 予 定 .TXT 
ルー ト TEXT 
し 会計,TXT 
ーーLETTERS 月 間 予 定 . TXT 


ルー トディ レク トリ の 下 に BASIC"、 パ TEXT"、 * ヾ LETTERS′ と いう 3 個 の サブ ディ レク トリ 
が あり 、 き さら に その 下 に それ ぞ れ ファ イル が いく つか 収納 され て いま す 。 

ここ で 、 こ の 例 を よく 見 る と 、\ 月 間 予 定 . TXT? と いう ファ イル が 、 デ ィ レ クト リ “TEXT' と 
ディ レク トリ LETTERSY の 両方 に 入っ て いる こと が わか る で し ょ う 。 つ まり 、 階 層 構 造 を 用 いる 
こと に より 、 同 じ 名 前 の ファ イル で あっ て も 、 そ の 属し て いる ディ レク トリ が 異な れ ば 、 互 い の 連 う 
も の と し て 区 別 す る こ と が 可能 と な る わけ で す 。 こ の こと は 、 デ ィ ス ク を 利用 する 際 に 、 名 前 付け に 
対す る 自由 度 を 大 きく ひろ げ て くれ ます 。 

た だ 、 こ れ ら の 2 つの ファ イル を 特定 する と き に は 、 い まま で 説明 し て きた よう な 、 主 ファ イル 名 
と 扱 張子 だ け の 組み 合せ で は 表現 で きま せん 。 そ こ で 登場 する の が 、 さ き に 本 に た と えて 説明 し た 、 
レス 」 の 概念 で す 。 す な わ ち 、 バ 月間 予 定 . TXT” を 特定 する に は 、 


ルー トー TEXT 一 月 間 予 定 .TXT 
で ある か 、 ま た は 、 
ルー トー LETTERS 一 月 間 予 定 . TXT 


の どちら で ある か を 明示 すれ ば よい わけ で す 。 こ こ で 、 そ れ ぞ れ \ ル レート ? か ら 月 間 了 予定 .TXT" 
に 至る まで の 経路 が 、 そ れ ぞ れ の パス 」 と な り ま す 。 

同様 の こと が 、 他 の ファ イル に も あて は まり ます 。 つ まり 、 デ ィ ス ク 中 に お ける ファ イル の 位置 を 
特定 し よう と する と き に は 、 ル ー ト ディ レク トリ か ら そ の ファ イル に 至る まで の パス 」 を 明らか に 
すれ ば よい わけ で す 。 た と えば 、 前 例 の TEST. BAS” を 特定 する に は 、 


ルー ト BASIC っ TEST. BAS 


と し ます 。 こ の よう に 、 あ る ファ イル を 特定 する こと を 、 一 般 に 「 フ ァイル を 指定 する 」 と か 、 ま た 
は 単に 「 指 定 する 」 と 呼び ます 。 
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3.7 ディ レク トリ の 取り 扱い 


3.7 ディ レク トリ の 取り 扱い 

本 節 で は 、 コ マン ド を 使用 し て 、 階 層 構 告 中 の ディ レク トリ や ファ イル を 操作 する 、 具 体 的 な 方 法 
に つい て 解説 し ます 。 

EE すす バス 名 


前 節 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ と ファ イル の 間 の 経路 が パス で ある こと を 解説 し ま し た 。 正確 に は 、 
「 あ る 特定 の ディ レク トリ か ら あ る 特定 の ファ イル に 至る まで の 経路 」 が パス で あり 、 そ れ を 文字 で 
表し た も の が パス 名 で す 。 具体 的 に は 、 次 の よう に な り ま す 。 
これ まで に 解説 し て きた ファ イル 名 は 、 次 の よう な 書式 を し て いま し た 。 


< ファ イル 名 > <. 拡張 子 y) 


ここ で 、< フ ァイル 名 > は 、 半 角 文 字 で 1 一 18 文 字 の 主 フ ァイル 名 、< 拡 張子 > は 半角 文字 で 1 一 3 
文字 の 抜 張子 で す 。 角 形 カ ッ コ の 中 は 省略 可能 な 項目 を 表し ます 。 
も っ と 一 般 化 し て 、 こ れ ら の 前 に 、 ド ライ ブ 名 と し て <d: > を 指定 する こと も で きま す 。 


[<d : >〕 < ファ イル 名 > <. 拡張 子 >〕 


これ が 、 階 層 デ ィ レ クト リ で ルー トディ レク トリ と ファ イル 名 の 間 に 何 層 か の ディ レク トリ が パス 
と し て 作成 され て いる 場合 は 、 次 の よう な 書式 に な り ま す 。 


[<d : >】(\ (< ディ レク トリ 名 〉\]…【< デ ィ レ クト リ 名 〉\〕 〈 フ ァイル 名 〉 [<. 拡張 子 >】 
ファ イル 名 まで の 、 
[\〕(< く ディレク トリ 名 >\] …[< く ディ レク トリ 名 >\〕 


が 、 パ ス 名 に な り ま す 。 こ こ で “ 笠 ′ は 、 フ パス 名 を 表す た め に ディ レク トリ 名 お よび ファ イル 名 を 区 
切る た め の 区 切り 記号 で す 。 た だ し 、 い ちば ん 最初 の “ 子 ”" は 、 ル ー ト ディ レク トリ を 表す シン ボル 
と みな され ます 。 

次 の よう な 階層 構造 が あっ た と し ます (太字 が ディ レク トリ )。 


























ーーーTEST. BAS 
rーーBASIC rーーーSAMPLE1. BAS 
USER 
月 間 子 定 . TXT ーー—-SAMPLE2. BAS 
ルー ト TEXT 
EX 
ーーーLETTERS 月 間 了 予定. TXT 
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第 3 章 ファ イル と ディ レク トリ 


2 つの “月間 予定 . TXT” を 、 そ れ ぞ れ ノ パス 名 付き で 指定 する と 、 


\TEXT'\ 月 間 予 定 .TXT 
\LETTERS\ 月 間 予 定 .TXT 


と な り が まお 

と ころ で 、 こ の パス 名 付き の ファ イル 指定 で す が 、 こ れ に は 、 “絶対 * 指 定 と 、 ヾ 相対 * 指 定 の 2 種類 
の 方 法 が あり ます 。 

絶対 指定 と は 、 フ ァイル 指定 の パス 名 が ルー ト 、 す な わ ち ” で 始ま る 指定 方 法 の こと を 指し ま 
す 。 ル ー ト か ら 全 パス を 指定 する こと か ら 、 バ フル ノ フス 名 に よる 指定 ” な ど と も 言い ます 。 前 の 例 は 、 
2 つと も この 絶対 指定 に よる ファ イル 指定 で す 。 

これ に 対し て 、 相 対 指定 と は 、 パ ス 名 が “ 壮 ? 以外 で 始ま る 指定 方 法 の こと を 指し ます 。 す な わ ち 、 
カレ ント ディ レク トリ (次 項 で 解説 し ます 。 こ こ で は 、 た ん に Human68k が 現在 作業 し て いる ディ 
レク トリ の こと で ある 、 と 考え て くだ さい ) か ら 始 め て 、 目 的 の ファ イル を 指定 する 方 法 で す 。 た と 
えば 前 の 例 で 、 カ レン トディ レク トリ が “TEXT” で ある と き に 、 バ 会 計 TXT" を 指定 する に は 、 





会 計 .TXT 


と する だ け で よい の で す 。 こ の 方 法 で す と 、 フ ァイル 指定 を 行う 際 に 、 い ちい ち フ ルフ ノ マ ス 名 を 指定 す 
る 手間 が 省け る た め 、 階 層 構 造 の 深い と ころ に カレ ント ディ レク トリ が ある と き な ど に も 、 簡 単に フ 
ァイル 指定 を 行う こと が で きる と いう 利点 が あり ます 。 た だ し 、 カ レン トディ レク トリ が 明らか で な 
い 限り 、 指 定 さ れ た ファ イル の 位置 を 特定 で き な い 欠点 が あり ます 。 

その 点 、 絶 対 指定 を 用 いん ば 、 カ レン トディ レク トリ が どこ で あろ う と 、 い つ で も ファ イル 位置 の 
特定 が で きる た め 、 正 確 な 指定 を 行う こと が で きま す 。 

この 2 つの 指定 方 法 は 、 ど ちら で も 便利 な 方 を 選ん で お 使い くだ さい 。 

ディ レク トリ の 関係 を 親 、 子 と 表現 する こと が あり ます 。 た と えば 、 前 の 例 で は 、 ル ー ト ディ レク 
トリ は サブ ディ レク トリ “BASICY、 TEXTY、 LETTERSY 宇部 の 症 ? で あり 、 逆 に これ ら サ 
プ デ ィ レ クト り は ルー トディ レク トリ の “ 子 ” と な り ま す 。 

Human68k で は 、 こ の “ 親 ” を 、 ピ リオ ド 2 つ ( .. ) で 表す こと が で きま す 。 こ れ は 、 フ ァイル 
の 相対 指定 の 中 で も 使う こと が で きま す 。 た と えば 、 カ レン トディ レク トリ が USER′ で ある と き 
に 、^TEST. BASY を 指定 する に は 、 


.。¥ TEST. BAS 


と する こと が で きる の で す 。 こ の 方 法 は 、 階 層 構 造 が 浅い 場合 は か えっ て 指定 が めん どう に な りか ね 
ませ ん が 、 深い 階層 構造 中 で 、「 と な り の ディ レク トリ 」 中 の ファ イル を 指定 し た りす る 場合 は 、 大 変 
便利 に 使う こと が で きま す 。 
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3.7 ディ レク トリ の 取り 扱い 


3.7.2 ディ レク トリ の 移動 


階層 構造 で は 、 “カレ ント ディ レク トリ ^ と いう 概念 が あり ます 。 こ れ は 、 フ ァイル に 関す る 作業 を 
行う に あたり 、 あ る 特定 の ディ レク トリ を 中 心 に し て 操作 が で きる よう 、 シ ステ ム が 注目 し て いる デ 
ィ レク トリ の こと を 指し ます 。 こ れ を 操作 する 側 か ら 見 て 、 ヾ いま 自分 が いる ディ レク トリ と と ら え 
る こと も で きま す 。 

ディ レク トリ を 移動 する こと は 、 こ の カレ ント ディ レク トリ を 変更 する と いう こと で あり 、 階 層 構 
造 中 の 自分 の いる? 相対 的 な 位置 を 変更 する と いう こと を 意味 し ます 。 

ディ レク トリ を 移動 する に は CHDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 

ドラ イブ A 中 の ディ スク が 、 次 の よう な 階層 構造 に な っ て いる と し ます 。 


ーーPGM1 





ーーPGM2 


ディ レク トリ を 、 半 PGIM 1 か ら PGM 2 に 移動 する と き は 、 











CHDIR  \PGM2 4 





と 入力 し ます 。 デ ィ レ クト リ が 移動 し た こと を 確認 する と き は 、 何 も パラ メー タ を 付け ず に 、 














CHDIR |4 





と 入力 し ます 。 す る と 、 
A : \PGM2 


と 表示 され ます 。 こ れ で 、 半 PGM2 が カレ ント ディ レク トリ に な っ た こと が わか り ま す 。 
な お 、 デ ィ レ クト リ の 移動 に は 、 絶 対 指定 の パス 名 の ほか に 、 相 対 指定 の パス 名 も 用 いる こと が で 
きま す 。 と くに 、 パ 親 ” ディ レク トリ に 変更 する (戻る や ) と き に は 、 
CHDIR 
を 使う と 非常 に 便利 で す 。 


3.7.3 ディ レク トリ の 作成 
ある ディ レク トリ の 下 の 階層 に ディ レク トリ を 作成 する と き は 、MKDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 














MKDIR PGM ヴ 





の よう に 入力 し ます 。 この と き 新 し い デ ィ レ クト リ PGM が カレ ント ディ レク トリ の 下 に 作成 され ま 
す 。 こ こ で DIR コマ ンド を 実行 する と 、 


PGM <dir> 。 nn-nn-nn nn:nn:nn 


と 表示 され ディ レク トリ が 作成 され た こと が 確認 され ます (<dir> の 後ろ に は 作成 時 の 年 月 日 と 時 刻 が 
表示 され ます )。 
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第 3 章 ファ イル と ディ レク トリ 


ディ レク トリ と し て 付け られ る 名 前 は 、 フ ァイル に 名 前 を 付け る 場合 と まっ た く 同 じ で す 。 3 . 2 節 
を 参照 し て くだ さい 。 

すでに 存在 する ディ レク トリ と 同じ 名 前 の ディ レク トリ を 作成 する こと は で きま せん 。 ま た 、 存 在 
する ファ イル 名 と 同じ 名 前 の ディ レク トリ も 作成 で きま せん 。 こ の よう な と き は 、 


ディ レク トリ が 作れ ませ ん 


と 表示 され ます 。 

1 つの 階層 構造 に 作成 する こと の で きる ディ レク トリ の 数 や 階層 の 深 さ の 制限 は あり ませ ん 。 デ ィ 
スク の 容量 が 許す 限り 作成 する こと が で きま す 。 た だ し 、 ル ー ト ディ レク トリ 上 の ファ イル 数 (ディ 
レク トリ も 含む ) に つい て は 制限 が あり 、5 イ ンチ 高密 度 (5 "2 HD) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 、 
192 個 まで 作成 で きま す 。 


3.7.4 ディ レク トリ の 削除 


ディ レク トリ を 削除 する と き は 、RMDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 

ディ レク トリ の 作成 は 、 MKDIR コマ ンド で 簡単 に で きま し た が 、 削除 する と き は その ディ レク ト 
リ の 下 の 階 層 に ある ディ レク トリ や ファ イル を すべ て 削除 し て お く 必 要 が あり ます 。 

し た が っ て 、 デ ィ レ クト リ を 削除 する と き は 、 階 層 の 低い も の か ら 階 層 の 高い も の へ と 順番 に 削除 
し て いか ね ば な り ま せん 。 

また 、RMDIR コマ ンド は 、 自 分 自身 の ディ レク トリ と 、 そ の すぐ 上 の ディ レク トリ を 削除 する こ 
と は で きま せん 。 し た が っ て 、RMDIR コマ ンド は 、 ふ つう 自身 の ディ レク トリ の すぐ 下 の デ ィ レ ク 
トリ を 削除 する と き に 使う の が 一 般 的 で す 。 

た と えば 、 次 の よう な 階層 構造 で ディ レク トリ ^PGM1′ を 削除 し た いも の と し ます (カレ ント デ 
ィ レ クト リ は 、 ル ー ト で ある と し ます )。 図 中 、 太 字 は ディ レク トリ を 表し ます 。 


FILE1.DOC 
ェ ーPGM1 ゴー 
TEMP FILE1.TMP 








ーーPGM2 


まず 、 デ ィ レ クト リ TEMP′ の 下 に ある ^FILE 1. TMP′ を 削除 し な けれ ば な り ま せん 。 そ 
の た め に 、 ま ず カ レン トディ レク トリ を TEMP に 移動 し て か ら DEL コマ ンド を 使用 し ます 。 


CHDIR \PGM1\TEMP 
DEL FILE1.TMP 


次 に 、 デ ィ レ クト リ TEMP を 削除 し ます 。 自 分 自身 の ディ レク トリ を 削除 する こと は で きま せ 
ん か ら 、 1 つ 上 の ディ レク トリ に 移動 し ます 。 


22 





3.7 ディ レク トリ の 取り 扱い 








CHDIR .. ば 








ここ で RMDIR コマ ンド を 使っ て 、 





RMDIR TEMP | 


と し ます 。 ま だ この まま で は \PGMT1* を 削除 で きま せん 。 “FILE 1. DOC” が この ディ レク トリ 中 
に 残っ て いる か ら で す 。 





DEL FILET1.DOC | 


これ で 、“^PGM1" 中 の ファ イル や ディ レク トリ は すべ て 削除 さき れ ま し た 。 こ れ で 初め て 、 目 的 の ディ 
レク トリ を 削除 する こと が で きま す 。 








cHDIR .. | 
RMDIR PGM1 [J 














な お 、RMDIR コマ ンド を 実行 する と 、 ディ レク トリ に 含ま れる サブ ディ レク トリ りや ファ イル が 一 
度 に 消え て し まう 、 と いう こと は あり ませ ん 。 削 除 し た い デ ィ レ クト リ の 下 の 階 層 に サブ ディ レク ト 
リ りや ファ イル が 存在 し て いる と き は 、RMDIR コマ ンド は 無効 と な り ま す 。 

以上 で ファ イル と ディ レク トリ に 関す る 解説 を 終了 し まし た 。 デ ィ レ クト リ の 作成 ・ 変 更 ・ 削 除 は 、 
階層 構造 中 に お ける ファ イル 操作 を 行う 上 で 欠く こと の で き な い も の で す 。 よ く 理 解 し 、 操 作法 を 修 
得 し て くだ さい 。 な お 、 さ ら に 詳し いこ と は 、 各 コマ ンド の 説明 (第 5 章 ) を ご 覧 くだ さい 。 
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第 4 章 コマ ンド に つい て 


第 4 章 コマ ンド に つい て 


4.1 イン トロ ダク ショ ン 


コマ ンド は 、 コ ンピュータ に 処理 を 実行 くさ せる た め の 言 葉 で す 。 人 間 と コン ピュ ー タ の 間 に 位 置 し 
て いて 、 両 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を は か る も の で す 。 

コマ ンド は ふつ う キー ボー ド か ら 入 力 さ れ ま す 。 こ れ を Human68k シス テム が コン ピュ ー タ に わ 
か る 命令 に 翻訳 し 、 そ れ を コン ピュ ー タ に 伝達 し て さま ざま な 仕事 を 行わ せる の で す 。 

逆 に 言え を ば 、 コ ンピュータ に 何 か の 仕事 を や ら せ よ うと 思っ た ら 、 そ の 仕事 に 応じ し た コマ ンド を 選 
び 、 そ れ を コン ピュ ー タ に 与え な く て は な ら な いわ け で す 。 

Human68k の コマ ンド に は 、 いろ いろ な も の が あり ます 。 た と えば 、 次 の よう な 基本 的 な 仕事 を す 
る だ た め の コ マン ド が あり ます 。 


@ ディス ク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 )、 コ ピー、 名 前 の 付け か え 

@ フ ァイル の 表示 、 コ ピー、 比 較 

@ ディレク トリ の 表示 、 作 成 、 変 更 、 削 除 

@ 日 付 ・ 時 刻 の 設定 

@ プ ログ ラム の 編集 、 実 行 

@ 周辺 機器 と の イン ター フェ イス の 管理 
これ ら の ほか に も 、 実 に きま ざま な 機能 を も っ た コマ ンド が た くさ ん あり ます 。 こ れ ら の ひと つ ひ 
と つの 働き を 理解 する こと に より 、 コ ンピュータ を 使い こなす こと が で きる 、 と いう わけ で す 。 
それ ぞ れ の コマ ンド に つい て は 、 第 5 凍 に 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に コマ ンド を 並べ て 詳し く 説 明 し て 
いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


4.2 コマ ンド の 種類 


本 書 で は 、Human68k の COMMAND.X の 中 に 含ま れ て いる コマ ンド を 内 部 コマ ンド 、 デ ィ ス 
ク 上 に 存在 する 実行 可能 な ファ イル を 外部 コマ ンド と 分 類 し て いま す 。 


@ 内 部 コマ ンド 
コマ ンド プロ セッ サ (COMMAND. XX) の 内 部 に あり ます 。 カ レン トド ライ ブ が どこ で あっ て も 、 
また 。、 カ レン トディ レク トリ が どこ で あっ て も 、 つ ね に 実行 まあ る こと が で きま す 。 


@ 外 部 コマ ンド 

コマ ンド プロ セッ サ の 外部 (シセ ステ ム デ ィ ス ク 上 の BIN′ と いう ディ レク トリ の 中 ) に あり 、 お の 
お の 独立 し た ファ イル で す 。 拡張 子 に 、*, X”- ま た は *\, R” が つい て いま す 。 カ レン トド ライ ブ の 
カレ ント ディ レク トリ 中 に その ファ イル が あれ ば その まま 実行 で きま す が 、 そ う で な けれ ば 、 そ の フ 


24 





4.3 コマ ンド オプ ショ ン 


町 ル に ドラ イブ 名 と フル フス 名 を 付け て 実行 し な けれ ば な り ま せん 。 

た だ し 、PATH コマ ンド に より 外部 コマ ンド の ファ イル が どこ に ある か を あら か じ め 指 定 し て お 
%W、 と いう 便利 な 方 法 が あり ます 。 こ れ に つい て は 、「4.5 外部 コマ ンド と PATH」 の 項 に 詳し く 
詩 度 し て あり ます の で 参照 し て くだ さい 。 


4』。3 コマ ンド オプ ショ ン 


コマ ンド オプ ショ ン と は 、 コ マン ド の 実行 時 に 与え る Human68k へ の 追加 情報 の こと で 、 コ マン 
ド の 後に 続け て 指定 し ます 。 オ プシ ョ ン を 省略 する と 、 ふ つう は その コマ ンド が あら か じ め 用 意 し て 
記 る 既定 値 (デフ ォ ル ト 値 ) が 使わ れ ま す 。 コ マン ド に よっ て は デフ ォ ル ト 値 が な いも の も あり ます 。 
デフ ォ ル ト 値 は コマ ンド に よっ て 異な り ま すか ら 、 く わし く は 第 5 章 の コマ ンド 別 の 解説 を 参照 し て 
くだ さい 。 

オプ ショ ン に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


ed: 
ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 表す 文字 に 続い て コロ ン (:) が つき ます 。 


@ フ ァイル 名 
コマ ンド に 与え る ファ イル 名 で す 。 拡 張子 付き の ファ イル を 指定 する と き に は 、 拡 張子 を 省略 する 
中 ま が で きま せん 。 


@ 拡 張子 
ファ イル 名 拡張 子 で す 。 コ マン ド に よっ て 省略 可能 で す 。 


@ バス 名 
階層 ディ レク トリ 構造 の 中 で 、 指 定 し た ファ イル が どこ に ある か を 示し ます 。 次 の よう な 書式 で す 。 
【 凌 ](< く ディ レク トリ 名 > 凌 ]…【< デ ィ レ クト リ 名 > 辛 ] く < ディ レク トリ 名 > 


きゃ ス イッ チ 
Human68k の コマ ンド を 制限 する も の で 、 コマ ンド に よっ て 異な り ま す 。 ふつ う 、 スラ ッシュ (人) 
と アル ファ ベッ ト 文 字 か ら な り ま す 。 ス ラッ シュ (/) の 前 に は 必ず スペ ー ス を 入れ て くだ さい 。 
例 ) CHKDSK B: プ A で ンプ A” が スイ ッ チ ) 


る パラ メー タ 
コマ ンド の 実行 の 際 に 必要 な 、 細 か い 情 報 で す 。 多く は 、 何 種類 か ある パラ メー タ の うち の 1 つ を 
選ぶ 形 で 指定 し ます 。 


例 ) BREAK ON ( ヾ ON” が パラ メー タ ) 


ダブ プル クォーテーション ( ? ) で 囲ま れ た 文字 列 は 、 そ の 中 に どん な 文字 が 含ま れ て いて も 、 フ パラ 
メー タ の 一 部 と し て 扱わ れ ま す 。 





第 4 章 コマ ンド に つい て 


4.4 コマ ンド の 共通 事項 


次 に 示す の は 、Human68k の 全 コ マン ド に 共通 する 事項 で す 。 


(1) 
(2) 


コマ ンド の 多く は 、1 文字 以上 の オプ ショ ン と と も に 使用 し ます 。 

コマ ンド の 入力 は 、 そ の コマ ンド 名 が 大 文字 で あっ て も 小文字 で あっ て も 、 大 文字 、 小 文字 、 ま 
だ た は その 混合 で 指定 し て も 構い ませ ん 。 た だ し 、 ス イッ チ に よっ て は 大 文字 、 小 文字 を 区 別 する 
必要 が ある も の も あり ます 。 

コマ ンド と オプ ショ ン を 区 切る 区 切り 記号 (デリ ミタ ) に は 、 ス ペー ス や カン マ を 使う の が ふつ 
う です 。 そ の ほか 、 セ ミコ ロン 、 等 号 、 タ ブ 文 字 な ども 区 切り 文字 と し て 使用 する こと が あり ま 
す 。 

ファ イル 名 の 指定 の 中 に 区 切り 記号 は 入れ られ ませ ん 。 

メッ セー ジ と と も に 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


な ど と 表示 され た と き は 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 処置 し て くだ きい 。 

拡張 子 つき の ファ イル 名 を 指定 する と き は 、 ふ つう 、 拡 張子 を 省略 する こと は で きま せん (コマ 
ンド の 中 に は 省略 で きる も の も あり ます 。) 

コマ ンド は 、 リ ター ン キ ー を 押さ れる まで は 処理 を 開始 し ませ ん 。 

コマ ンド を 実行 中 に [CTRL|+| C | を 押す と 、 ほ と ん どの 場合 は その コマ ンド の 実行 を 中 止 す 
る こと が で きま す 。 た だ し 、 コ マン ド に よっ て は 中 止 で せき な か っ た り 、 ま た は 別 の 動作 を する こ 
と が あり ます か ら 、 注 意 し て くだ さい 。 

ワイ ルド カー ド や デバ イス 名 は 、 コ マン ド 名 と し て 指定 する こと は で きま せん 。 

ディ スプ レイ へ の 出力 が 1 画面 以上 に 渡る 場合 、 そ の まま に し て お く と 情報 が どん どん 画面 か ら 
スク ロー ル し て 流れ 出 て し まい ます 。 この よう な と き は 、|CTRL| 十 | S | で 画面 の スク ロー ル を 
止め る こと が で きま す 。 任意 の キー で スク ロー ル を 再開 で きま す 。 

コマ ンド 入力 の 際 に は 、 テ ンプ レー ト 機 能 を 使用 する こと が で きま す 。 

コマ ンド モー ド を 表す プロ ンプ ト は 、PROMPT コマ ンド を 改め て 指定 し な い 限 り ヾ A>? な ど 
の 形 を し て いま す 。 こ の と き の “A” は カレ ント ドラ イブ 名 を 表し ます 。 

















4.5 外部 コマ ンド と PATH 


外部 コマ ンド を 実行 する と き は 、 実 行 し た い コ マン ド フ ァイル が カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ 
レク トリ 中 に な く て は な り ま せん 。 そ う で な い 場 合 は 、 実 行 し た い コ マン ド フ ァイル に ドラ イブ 名 と 
フル フッ パス 名 を 付け て 指定 する 必要 が あり ます 。 


し か し これ で は 、 外 部 コマ ンド の 所 在 位置 を つね に 覚え て お か ね ば な り ま せん し 、 実 行 の た びに ド 


ライ プ や パス 名 を 付け な けれ ば な ら な いた め 入力 も た い へ ん で す 。 も し 、 階 層 の 深い と ころ に ファ イ 
ル 名 が あっ た り し た ら 、 デ ィ レ クト リ 名 を いく つも 指定 する こと に な り 、 そ れこ そ た い へ ん な 手間 が 
か か っ て し まう こと に な り ま す 。 


そこ で 、Human68k で は 、^PATHP の 設定 に より 、 こ れ を 解決 し て いま す 。PATH の 設定 は 次 
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4.6 バッ チ 処 理 


別 ま 5 に し て 行い ます 。 





PATH 〔<d : >) ン パス 名 > |J 


ここ で 、<d : > ンス 名 > に は 、 実 行 し た い 外 部 コマ ンド ファ イル を 収納 し た ドラ イブ 名 お よび ディ 
シク トリ 名 を 指定 し ます 。 

こう し て PATH を 設定 し て お く と 、 入 力 さ れ た コマ ンド は まず 最初 に カレ ント ディ レク トリ 内 で 
き が され 、 も し そこ に 該当 の コマ ンド ファ イル が な いと 、 こ ん ど は 自動 的 に PATH で 設定 され た パ 
ス 和 名 の ディ レク トリ 内 で き が され ます 。 

つま り 、 外 部 コマ ンド も 、 内 部 コマ ンド と まっ た く 同 じ よ うに 、 ど こ で も 使う こと が で きる よう に 
な る わけ で す 。 

PATH は 、 複 数 指定 する こと も で きま す 。 











PATH  A:\BIN:A:\LOCAL:B:\BIN [4 





の よう に 、 セ ミコ ロン ( : ) で 区 切っ て 並べ て くだ さい 。 こ の 場合 、 外 部 コマ ンド は 
カレ ント ディ レク トリ ー A: \BIN っ A: \LOCAL…B: \BIN 


の 順に さき が さ れる よう に な り ま す 。 
PATH を 設定 し た 後 で 、 設 定 し た PATH を 見 た いと き は 、 











PATH |4 





と だ け 入 力 し ます 。 現在 設定 され て いる PATH が 、 


path=A: ¥BIN; A: \LOCAL ; B: \BIN 


の よう に 表示 され ます 。 

PATH は 、 いっ た ん 設定 し た ら 、 また PATH コマ ンド で 再 設 定 を 行う か 、 シス テム を リセ ッ ト す 
る か 、 電 源 を 切る か 、 の どれ か を し な い 限 り 有 効 で す 。 

また 、 PATH は 、 外 部 コマ ンド ファ イル だ け で な く 、 バ ッ チ ファ イル に つい て も 有効 で す 。 PATH 
に 指定 され た ディ レク トリ 中 に バッ チ フ ァイル が あれ ば 、 こ れ も さ が され ます 。 

シス テム の 起動 時 は 、 PATH は 設定 され て いま せん 。 し た が っ て 、 自分 の シス テム ディ スク 中 の 自 
動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) 内 に 、 こ の PATH コマ ンド 行 を 入れ て お く と 、 起 動 
後 自動 的 に PATH が 設定 され る た め 、 便 利 で す 。 自動 実行 バッ チ フ ァイル に つい て は 、 次 節 を 参照 
て ぐ だ さい ゆい 。 


4.6 バッ チ 処 理 


よく 使う 一 連 の コマ ンド を 、 入 力 する の と 同じ イメ ー ジ で テキ スト ファ イル の 中 に 収め て お く の が 
し ギブ イオ スープ (ラード RS ファ イル の 中 に 書か れ 
て いる コマ ンド を 、 い ちい ち キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し な く て も 書か れ た 順に 実行 で きま す 。 こ の よう な 
処理 の 仕方 は リバ ッ チ 処理 」 と 呼ば れ 、 コ ンピュータ の 一 般 的 な 処理 方 法 の ひと つ で す 。 パ バッチ ファ 
イル は 、 拡 張子 BAT* を 付け て 作成 し な けれ ば な り ませ ん 。 た だ し 、 実 行 の 際 は この 拡張 子 を 省 
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略し て 入力 で きま す 。 

バッ チ フ ァイル は 、 付 属 の スク リー ン エ ディ タ ED か 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ な ど で 作 成 し ます 
が 、「3.5.2 ファ イル の 作成 」 の と ころ で 説明 し た 、COPY コマ ンド を 利用 し て 作る こと も で き 
電 ま まあ 

ここ で は 、 こ の COPY コマ ンド を 利用 し て WORD. BAT′ と いう 名 前 の バッ チ フ ァイル を 作る 
ど 宮 低 攻 まあ 2 


COPY CON WORD.BAT 


と 入力 し て くだ さい 。 す る と 画面 上 で 改行 し て 、 入 力 を 待っ て いる 状態 に な り ま す 。 こ こ で バッ チ フ 
ァイル の 内 容 を 入力 し て くだ さい 。 各行 の 末尾 で は 、 必 ず リ ター ン キ ー を 押し ます 。 


VOL 
DIR *. TXT 


ED | 


入力 誤り は 、 い ま 入 力 し て いる 行内 で あれ ば | BS | キー で 消し て 書き 直せ ば よい の で す が 、 い っ た ん 
リタ ー ン キー を 押し て し まっ た 行 は 訂正 する こと が で きま せん 。 この と き は 、 COPY コマ ンド を 終了 
し て ファ イル に な っ た 段階 で スク リー ン エ ディ タ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 使っ て 修正 し て くだ さ 
3。 

バッ チ フ ァイル の 内 容 を すべ て 書き 終わ っ た ら 、 |CTRL|+| Z | を 押し ます (|CTRL| キ ー を 押し 
な が ら | Z | キー を 押す )。 続け て り リターン キー を 押し ます 。 COPY コマ ンド が 終了 し て 、 い WORD. 
BAT” と いう 名 前 の ファ イル が で きま す 。 

これ で 、 バ ッ チ ファ イル WORD. BAT” が で き あ が り ま し た 。 こ の バッ チ フ ァイル を 実行 する に 
は 、 





WORD 上 





と 入力 し ます 。 さ き は ほど 書い た 、 一 連 の コマ ンド が つぎ つぎ と 自動 的 に 実行 され て いき ます 。 
な お 、 バ ッ チ ファ イル を 使用 する 際 は 、 次 の よう な 規則 、 注 意 点 を 守ら な く て は な り ま せん 。 

(1) バッ チ フ ァイル 中 の 1 行 の 大 き さ は 、 255 文 字 ま で で す 。 超え た 行 が ある と 、 バッ チ 処 理 が 中 断 さ 
れ ま す 。 

(2) バッ チ フ ァイル 中 に バッ チ フ ァイル を 実行 する よう 指定 する と 、 そ の バッ チ フ ァイル に 実行 が 移 
っ た だ 時点 で 前 の バッ チ フ ァイル は 無視 され て し まい 、 そ れ よ り 後 に 書い て お いた コマ ンド は 実行 
され な いま ま コ マン ドモ ー ド に も どっ て し まい ます 。 こ の よう な 場合 は 、 プ C ス イッ チ 付 き の 
COMMAND コマ ンド を 実行 する よう に し て くだ さい (詳し く は 第 5 章 の COMMAND コマ ン 

ド の 項 を 参照 し て くだ さい )。 
(3) バッ チ フ ァイル の 実行 が 終了 する と 、ECHO モー ド は 強制 的 に ON に な り ま す 。 
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4.6 バッ チ 処 理 


きき.6.1 パラ メー タ を 用 いた バッ チ フ ァイル の 作り 方 


バッ チ フ ァイル に パラ メー タ を 使う と 、 異 な る デー タ に 対し て も 汎用 的 に 使え を る バッ チ フ ァイル を 
太る こと が で きま す 。 Human68k で は 、 バ ッ チ ファ イル の 中 に 「 仮 パラ メー タ 」 を 入れ て お き 、 実 行 
時 コマ ンド オプ ショ ン と し て 実際 の パラ メー タ (「 実 パラ メー タ 」) を 指定 する こと が で きま す 。 

収 パラ メー タ 名 は 、% 記 号 を 付け た 1 桁 の 番号 (% 0、% 1……、% 9) で 指定 し ます 。 

に 示す の は 、 仮 パラ メー タ を 用 いた バッ チ フ ァイル NAME. BAT′ の 内 容 例 で す 。 
COPY %1 TEMP. TMP 
COPY %2 %1 


COPY TEMP. TMP %2 
DEL TEMP. TMP 


これ を 実行 する に は 、 実 /* ラ メー タ を 付け て 、 た と えば 次 の よう に 入力 し ます 。 











NAME FILE.001 FILE.002 J 





この 場合 、% 1 に は FILE. 001′ が 、% 2 に は FILE. 002” が それ ぞ れ 代入 され 、 次 の よう な コ 
マン ド を お の お の 実行 し た の と 同じ に な り ま す 。 


COPY FILE.001 TEMP. TMP 
COPY FILE.002 FILE. 001 
COPY 。 TEMP.TMP FILE. 002 
DEL TEMP. TMP 


し た が っ て 、 結 果 的 に 、 び FILE. 001′ の 内 容 と FILE. 002” が 交換 きれ ます 。 

MD 注意 点 を 、 以 下 に あげ ます 。 

1) 仮 パ ラメ ー タ 9.0? は 、 つ ね に 指定 し た バッ チ フ ァイル 自身 の ファ イル 名 に 相当 し ます (拡張 

Siey ま オ じ ます )。 

バッ チ フ ァイル の 実行 時 に は 、 仮 パラ メー タ “9%6 1? は 1 番目 の コマ ンド オプ ショ ン ( 実 パ ラメ 

ー タ ) に 、 仮 パラ メー タバ %2? は 2 番目 の コマ ンド オプ ショ ン ( 実 パ ラメ ー タ ) に 対応 し ます 。 

以下 、 順 に 仮 パ ラメ ー タ の 番号 に 実 /* ラ メー タ の 順番 が 対応 し ます 。 

3) 仮 パ ラメ ー タ の 数 より も 実 パ ラメ ー タ (コマ ンド オプ ショ ン ) の 数 が 多い と き は 、 余 分 な 実 パ ラ 
メー タ は 無視 され ます 。 逆 に 、 実 パラ メー タ の 方 が 少な いと き に は 、 足 ら な い 分 に 対応 する 仮 パ 
ラメ ー タ に は ヌル 文字 が 適用 され ます ( 何 も 代 入 さ れ な い )。 

4) 仮 パ ラメ ー タ は 、10 個 まで 使用 で きま す (% 0 ~% 9 )。10 個 以上 必要 な 場合 は 、 バ ッ チ コマ ンド 
の SHIFT コマ ンド を 使用 し ます 。 

5) バッ チ フ ァイル 内 で は 、 仮 パラ メー タ を 表現 する の に %% 記 号 を 使い ます の で 、 そ の まま % だ け を 
単独 で 使う こと は で きま せん 。 も し % 記 号 を 文字 と し て 使い た けれ ば 、%%% と 2 つ 重 ね て 指定 し 
ます 。 

6) バッ チ フ ァイル に 与え る パラ メー タ に は 、 文 字 “@^ (コー ド $00) を 入れ て は いけ ませ ん 。 そ 
れ 以降 の 文字 は 無視 され ます 。 





by 
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4.6.2 自動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) の 作り 方 


バッ チ フ ァイル の 特殊 な か た ちと し て 、 自 動 実 行 バッ チ フ ァイル と いう も の が あり ます 。 こ れ は 、 
シス テム を 起動 し た と き に 、 自 動 的 に 実行 さき れる よう に な っ て いる も の で す 。 

これ を 利用 する と 、 次 に 示す よう な 、 シ ステ ム 超 動 の た びに 入力 し な けれ ば な ら な いよ うな 定型 的 
な 処理 と か 、 環 境 の 設定 と か を キー ボー ド か らい ちい ち 行う こと な く 、 自 動 的 に 行う こと が で きま す 。 


@ 起 動 後 、 す ぐ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 立ち 上 げ る 

@ よ く 使 う コ マン ド フ ァイル や デー タフ ァイル を RAM ディ スク に コピ ー す る 
@ PATH を 設定 する 

@ な ど な ど …… 


この 自動 実行 バッ チ フ ァイル を 作る の は 、 と て も 簡単 で す 。 前 項 で 述べ た 、 通 常 の パッチ フ ァイル 
と 、 そ の 作り 方 は まっ た く 同 じ で す 。 た だ 、 そ の バッ チ フ ァイル の 名 前 を 、 


AUTOEXEC. BAT 


と 付け る だ け で いい の で す 。 こ れ は いわ ば シス テム に 予約 され た 特別 な た ファ イル 名 で 、 そ の 意味 は 、 
*AUTOmatic EXECution BATchy、 す な わ ち “自動 実行 バッ チ ” で す 。 

Human68k が 起動 する と 、 起 動 に 必要 な ファ イル 類 を すべ て 読み 込ん だ 後 、 シ ステ ム は ディ スク フ 
ァイル 上 か ら こ の AUTOEXEC. BAT*” を さがし ます 。 そ し て も し この ファ イル 名 を も つ フ ァイル 
が ある と 、 シ ステ ム は すぐ に その 自動 実行 バッ チ フ ァイル を 読み 、 実 行 し ます 。 

次 に 、 自動 実行 バッ チ フ ァイル の 典型 的 な 例 を 示し ます 。 これ は 、 Human68k シス テム ディ スク 用 
の 環境 設定 を 行う も の で す 。 

ECHO OFF 

ECHO _ Human68k シス テム ディ スク 

VERIFY ON 

BREAK ON 

PATH Ai\:A:\BIN:A:\LOCAL:B:\ 
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4.7 コマ ンド 行 で 利用 で きる 機能 


4.7 コマ ンド 行 て 利用 で きる 機能 


革 qman68k で は 、 ふ つう は キー ボー ド か ら 入 力 を 行い 、 画 面 に 出力 し ます 。 これ は キー ボー ド が 『 標 
執 入力 」 に な り 、 画 面 が 「 標 準 出力 」 に な っ て いる か ら で す 。 

下 uman68k で は 、 コマンド 行 中 に 簡単 な 記号 を 指定 する こと に より 、 こ れ ら の 標準 入力 と 標準 出力 
デバ イス を 変更 し て 、 画 面 で は な く プ リン タ に 出力 し た り 、 デ ィ ス ク の ファ イル か ら 入 力 し た りす 
る こと が で きま す 。 こ れ を 「 入 出力 の リダイレクト 機能 」 と 呼び ます 。 

同時 に 、 コ マン ド 行 中 に 簡単 な 記号 を 指定 する だ け で 、 あ る コマ ンド の 実行 結果 を 、 そ の まま 他 の 
コマ ンド の 標準 入力 と し て 直結 する こと の で きる レイ プ 機 能 」 も あり ます 。 

きら に 、 1 つの コマ ンド 行 中 に 、 科 単 な 記 号 と と も に 複数 の コマ ンド を 一 度 に 指定 し 、 こ れ を 順に 
実行 させ る こと の で きる 「 マ ル チ 処 理 機能 」 が あり ます 。 


4.7.1 リダイレクト 機能 


多く の コマ ンド は 、 画 面 を 標準 出力 と し て いま すか ら 、 な に も 指定 し な けれ ば 出力 は 画面 に 表示 さ 
れ ま す 。 

た と えば 、 次 の コマ ンド は カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ の ディ レク トリ 内 容 を 画面 に 
表示 し ます 。 


DIR | 





し か し 、 次 の よう に 指定 すれ ば 、 画 面 に 出 た の と 同じ イメ ー ジ で プリ ンタ に ディ レク トリ 内 容 を 印 
字 で きま す (た だ し 、 こ の と まき 画面 に は ディ レク トリ 内 容 は 表示 され ませ ん )。 こ こ で >” は 、 不 等 
号 の “大 な り ? 記号 を 表し ます 。 











DIR > PRN | 





この よう に 、 パ > を 使う こと に より 、 標 準 出力 に 出さ れる べき デー タ を 、 フ ァイル や や 他 の デバ イス 
に その まま 転送 する こと が で きる の で す 。 こ れ が 、 出 力 の リダイレクト で す 。 

ここ で 指定 し た 標準 出力 は 、 テバ イス ファ イル で ある PRN7、 す な わ ち プリ ンタ で す が 、 次 の よう 
に すれ ば 、 コ マン ド の 出力 内 容 を ファ イル と し て 作成 する こと が で きま す 。 


DIR > FILES.DAT 


Human68k は 自動 的 に この ^EFILES.DAT” を 作り 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を 書き 込み ます 。 こ の と 
き 、 す で に ある ファ イル 名 を 指定 し て も 警告 は 出 ず 、 そ の まま ファ イル の 内 容 を 書き 換え て し まい ま 
すか ら 注 意 し て くだ さい 。 

新しい デー タ を 、 す で に ある ファ イル の 末尾 に 付け 加え る (アペンド する ) こと も で きま す 。 こ の 
と き は 、 出 力 の リダイレクト 記号 で ある 不 等 号 バ >” を 、 2 つ 続 け て 書き ます 。 次 の 例 で は 、 現 在 あ 
る ^XFILES. DATY の 内 容 に 、 い ま の ディ レク トリ 内 容 が 付け 加え られ ます 。 


DIR >> XFILES. DAT 


リダイレクト 機能 は 標準 出力 だ け で な く 、 標 準 入力 も 変更 する こと が で きま す 。 こ の と き リ ダイ レ 








第 小 還 に CA22NG つ いで 


クト を 受け る コマ ンド は 、 標 準 入力 で ある キー ボー ド か ら の 入力 を 必要 と し て いる コマ ンド で な けれ 
ば な り ま せん 。 入 力 の リダイレクト は 、 不 等 号 の * く <” ( 小 な り ) を 使用 し ます 。 
は 


SORT < FILES.DAT 


で は 、 デ ィ レ クト リ 内 容 の 入っ た デー タフ ァイル で ある FILES. DAT* の 内 容 を その まま 入力 と 
し て 、SORT コマ ンド が 働き ます 。 この よう な 入力 ファ イル が すでに 存在 する な ら 、1 行 ず つ キ ー ボ 
ー ド か ら 入 力 す る より は ずっ と 簡単 に 済み ます 。 

だ だ し この と き は 、 SORT コマ ンド に よっ て 並べ か えら れ た 出力 は 、 標準 出力 で ある 画面 に 表示 さ 
れ ま す 。 出 力 が 長い と すぐ に 画面 か ら ス クロ ー ル し て いっ て 消え て し まい ます 。 そ こ で 、 こ の 出力 を 
ファ イル に と っ て お く よ う に する に は 、 出 力 の リダイレクト を 組み 合わ せ て 次 の よう に し ます 。 


SORT < FILES. DAT > FILES. SRT 
並べ か えら れ た ディ レク トリ 内 容 は 、FILES. SRT と いう ファ イル に 収納 され ます 。 
4.7.2 パイ プ 機 能 


標準 入力 か ら デ ー タ を 読み 込み 、 標 準 出力 に 出力 する よう に 作ら れ た コマ ンド を 、「 フ ィ ル タ 」 と 呼 
び ま す 。Human68k で は 、 


FIND 
MORE 
PR 
SORT 


の 4 つの コマ ンド が フィ ル タ で す 。 

さて 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を アル ファ ベッ ト 順 に 並べ か えて 表示 し た 場合 、 出 力 の リダイレクト 機能 
を 使っ て いっ た ん ファ イル に 書き 込み 、 そ れ を 入力 の リダイレクト 機能 で SORT する こと が で きる 
こと は 、 前 項 で 解説 し まし た 。 し か し この 方 法 だ と 、 間 に ひと つ 余 分 な ファ イル が 残っ て し まい ます 。 

この よう な と き は 、SORT コマ ンド が フィ ル タ で ある こと を 利用 し て 、 イプ 機 能 を 使う と 、 途 中 
で 一 時 的 な ファ イル を 作成 し な く て も 、 2 つの コマ ンド 間 を 直結 し て くれ ます 。 し た が っ て 2 つの コ 
マン ド 行 が 必要 な と ころ を 、 1 行 の コマ ンド を 入力 する だ け で 済み ます 。 

パイ プ 機 能 は 、 コ マン ド と コマ ンド と の 間 を 終結 記号 “|” で 区 切っ て 表現 し ます 。 た と えば 、 


DIR | SORT 


は 、 デ ィ レ クト リ 表 示 (パイ プ 記 号 の 左側 ) を その まま SORT コマ ンド C パ イプ 記号 の 右側 ) の 標準 
入力 と し 、 画 面 に 表示 し ます 。 こ の 方 法 に よれ ば 、 前 項 の 例 の よう な ヾ FILES.DAT?” と いう ファ イ 
ル を 作る こと な く 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を ソー ト し て 見 る こと が で きる わけ で す 。 

ソー ト 結 果 を 画面 単位 で 表示 し た けれ ば 、1 画面 ご と の 表示 を し て くれ る MORE コマ ンド を 使っ 
6 
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4.7 コマ ンド 行 で 利用 で きる 機能 


















DIR | SORT | MORE | 
本 まま 才 経 ま いで し ょ う 。 ま た 、 次 の よう に すれ ば 、 
DIR | SORT > PRN 


ポー ト 結 果 を プリ ンタ に 印字 で きま す 。 
も ちろ ん 、 ド ライ ブ 名 や パス 名 、 フ ァイル 名 を 指定 すれ ば 、 指 定 の ファ イル に 書き 込む こと も で き 
ます 。 
DIR | SORT > 日 : \DATA\DIRNAMES. DAT 
この よう に 、 入 力 の ディ レク トリ 、 出 力 の リダイレクト 、 お よび パイ プ は 、 自 由 に 組み 合わ せ て 使 
うこ と が で きま す 。 
4.7.3 マル チ 処 理 機能 
マル チ 処 理 と は 、 1 行 の コマ ンド 行 入力 で 複数 の コマ ンド を 実行 する た な め の も の で す 。 こ れ を 行う 
に は ほ 、 コ マン ド と コマ ンド と の 間 を 、 縦 線 記号 (| ) 2 つ で 区 切っ て 並べ ます 。 
7 人 
DIR | | DATE | | TIME 


と 入力 する と 、DIR コマ ンド 、DATE コマ ンド 、TIME コマ ンド が 順に 実行 され ます 。 

この 機能 を 利用 する こと に より 、 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら COMMAND.X ヌ の 内 部 コ 
マン ド を 実行 する 場合 、 コ マン ド を 実行 する た びに アプ リケーション プロ グラ ム に 戻る こと が な く な 
り ま すか ら 、 1 回 の コマ ンド 指定 で 済ま せる こと が で きま す 。 
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第 5 章 コマ ンド 





5.1 イン トロ ダク ショ ン 


Human68k の 各 コ マン ド に つい て 解説 し ます 。 コ マン ド は アル ファ ベッ ト 順 に 並ん で いま す 。 バッ 
チ 処 理 で 使用 する コマ ンド に つい て は 、 5 . 3 節 で まとめ て 解説 し て いま す 。 


5.2 Human68k の コマ ンド 


この 節 で は 、 各 コマ ンド を 、 次 の よう な 形式 で 解説 し て いま す 。 





内 部 / 外 部 コマ ンド の 区 別 


8 シド 名 

















内 部 コマ ンド 


BREAK 














CTRL | HC| の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
BREAK [ON | OFF) 
BREAK Se Riis 


























測 | 瑞 | 
吾 周 | 障 




















ーー 一 使用 目的 、 用 法 な どの 詳し い 解 説 
コマ ンド 実行 時 の 指定 書式 
機能 の 簡潔 な 説明 








内 部 / 外 部 コマ ンド の 区 別に つい て 、 詳し く は 4. 2 節 を ご 覧 くだ さい 。 また 、 書式 の 表記 法 に つい 
て は 、1. 2 節 を ご 覧 くだ さい 。 
次 に 、 各 コマ ンド を 機能 別に 分 類 し て お きま す 。 


@ コマンド の 機能 に よる 分 類 
シス テム 関係 
BREAK 十 | C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
CES ディ スプ レイ の 消去 
COMMAND コマ ンド プロ セッ サ COMMAND. X の 起動 
CEY 入出 力 デ バイ ス の 変更 
CUSTOM CONFIG. SYS ファ イル の 作 茂 
DATE 日 付 の 表示 ・ 設 定 
EXIT 子 プ ロ セ ス と し て 起動 きれ た COMMAND. X か ら の 親 プ ロ セ ス 


べ へ の リタ ー ン 
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MIEMFREE 
MIENU 
PROCESS 
PROMPT 
SCREEN 
SET 
SPEED 
SUBST 
SWITCH 
TIME 
TIMER 
VER 


ディ スク 関係 
BACKUP 


CHKDSK 
COPY2 


DISKCOPY 
DRIVE 
FORMAT 
RECOVER 
RESTORE 
SYS 

VOL 


ディ レク トリ 関係 


CHDIR(CD) 
DIR 
MKDIR(MD) 


PATH 
RMDIR(RD) 
TEMP 
TREE 
WHERE 





5.2 Human 68k の コマ ンド 


ヒス トリ 行列 の 表示 

ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 
使用 可能 な メモ リサ イズ の 表示 

メニ ュー 形式 で コマ ンド を 実行 

プロ セス の 情報 を 表示 

プロ ンプ ト の 設定 

画面 モー ド の 設定 
環境 文字 列 の 値 の 設定 

RS 一 232C と イン ター フェ イス に 対す る パラ メー タ の 設定 ・ 起 動 
仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 
メモ リス イッ チ の 設定 

時 刻 の 表示 ・ 設 定 

時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セッ ト 

シス テム の バー ジョ ン の 表示 


ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に 、1 つ また は それ 以上 の フ 
ァイル の バッ クア ッ プ 作成 
ディ スク の 状態 の 報告 


ハー ド デ ィ スク 上 の ファ イル の フロ ッ ピー ディ スク へ の 退避 ・ フ ロ ' 


ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の 退避 ファ イル の ハー ド デ ィ スク へ の 復帰 

ディ スク 全体 の コピ ー・ 比 較 照 合 

ドラ イブ の 種類 、 状 態 の 表示 ・ ドラ イブ 名 の 交換 

ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 

不良 クラ スタ を 含む ファ イル また は ディ スク の 修復 

BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ され た ファ イル の 復元 | 
Human68k シス テム の 転送 

ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 変 更 


カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 

ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 ) の 表示 

新しい ディ レク トリ の 作成 

外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 

ディ レク トリ の 削除 

テン ポラ リフ ァイル の パス の 設定 ] 
ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 形 式 で の 表示 | 
ファ イル の 検索 
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ファ イル 関係 
ATTRIB 
BIND 
COPY 
COPYALL 
DEL(ERASE) 
DUMP 
FC 
MOVE 
REN (RENAME) 
TYPE 
VERIEY 


フィ ル タ 関 係 
FIND 
MORE . 
PR 
SORT 


バッ チ 処 理 関係 
ECHO 
FOR 
GOTO 
IF 
PAUSE 
REM 
STEAM 


日 本 語 処理 関係 
USKCGM 





ファ イル の 属性 の 設定 ・ 解 除 

オー バー レイ ファ イル の 作成 ・ 変 更 
ファ イル の コピ ー・ 連 結 

ファ イル お よび ディ レク トリ の コピ ー 
ファ イル の 削除 

16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 
ファ イル 内 容 の 比較 

ファ イル の 移動 

ファ イル 名 の 変更 

ファ イル 内 容 の 表示 

べり ファ イ 機 能 の 設定 


ファ イル 中 の 指定 文字 列 の 検索 
1 画面 ご と の 表示 

ファ イル 内 容 の ペー ジン グ 
デー タ の ツー ト で ペル) 


バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 
コマ ンド の 反復 実行 

バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 

条件 設定 に よる バッ チ 処 理 

バッ チ 処 理 の 一 時 停止 

バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 

バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 


外字 の 作成 ・ 登 録 ・ 削 除 
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ATTRIB 外部 コマ ンド 





ファ イル の 属性 の 設定 ・ 解 除 
ATTRIB ( け R| 一 RJ (HI 一 印 Kk ファ イル 名 


ATTRIB コマ ンド は 、 フ ァイル を 誤っ て 削除 し た り 、 別 の ファ イル に 上 書き し て し 
まう と いっ た ミス を 防ぐ た め に 使用 まず まな た フ テ デ テイ イル に 対 区 不可 視 属 性 (DIR 
コマ ンド な ど で 見 た り 操 作 し た りす る こと が で き な い と い う 属 性 ) を 与え る た め に も 
@ ファ イル の 属性 を 、 読 み 出し 専用 に 設定 し ます 

ATTRIB +R MSTFL.100 

ファ イル MSTFL. 100 の 属性 が 、 読 み 出し 専用 に 設定 され ます 。DIR コマ ンド で 

ファ イル 名 を 表示 する こと は で きま す が 、 削 除 し た り 、 内 容 を 変更 し た りす る こと 

は で き な く な り ま す 。 

@ フ ァイル の 読み 出し 専用 属性 を 解除 し ます 
ATTRIB —R MSTFL.100 
ファ イル MSTFL. 100 の 読み 出 し 専用 の 属性 が 、 解除 され ます 。 実行 後 、 フ ァイル 
は 書き 込み 可能 と な り ま す 。 
@ フ ァイル の 属性 を 、 不 可視 属性 に 設定 層 ま す : 
ATTRIB +H MSTFL.100 


ファ イル MSTEL. 100 の 属性 が 、 不可 視 属性 に 設定 され ます 。 フ ァイル は DIR、 
DEL、 TYPE な どの コマ ンド に よ る 通常 の 操作 で は 、 取 り 扱う こと が で き な く な を なり 
ま すう 
@ ファ イル の 不可 視 属性 を 解除 し ます 
ATTRIB 日 MSTFL.100 
ファ イル MSTFL. 100 は 、DIR コマ ンド で 見 る こと が で きる よ うに な り 、 そ の 他 
の コマ ンド に よる 通常 の 操作 も 可能 と な り まず 


@ ファ イル の 属性 を 表示 し ます 
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ATTRIB  WKFL.100 


ファ イル WKFL. 100 の 現在 の 属性 を 表示 し ます 。 現在 の ファ イル の 属性 の 設定 状 
態 を 見 る と き に 使用 し ます 。 


ATTRIB *.* 


DIR コマ ンド で 見 えな いも の も 含め 、 す べ て の ファ イル の 属性 を 表示 し ます 。 


この 書式 で は 、 フ ァイル の 属性 が 各 フ ァイル 名 の 左側 に 、 次 の よう な 記号 で 表示 され 
ます 


記号 属性 名 
A …… アー カイ ブ (通常 の ファ イル ) 
D Dt ディ レク ト リ 


V …… ボリ ュー ムラ ベル 
a シス テム 
H …… 不可 視 


R …… 読み 出し 専用 


な お 、ATTRIB コマ ンド で 設定 ・ 解 除 が で きる の は 、 革 お よび R の み で す 。 


@ ヘ ルプ 画面 の 表示 
ATTRIB 


ATTRIB コマ ンド の 使用 方 法 を 表示 し ます 。 
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BACKUP 外部 コマ ンド 





解 


に 


ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に 、 1 つま た は それ 以上 の ファ イル の バッ ク 
アッ プ 作 成 

BACKUP <hd : >( ン ス 名 >](< フ ァイル 名 >〕 <fd ZSJE/A L/D : < 日 
付 〕 し /T : < 時 刻 >〕 


ハー ド デ ィ スク は 大 量 の デー タ を 格納 で きる と いう 利点 が ある 反面 、 一 度 事故 が 起 
きる と 失う デー タ も 大 量 で ある と いう 欠点 もち あり ます 。 こ の た め 、 定 期 的 に バッ クア 
ッ プ を と り 、 デ ー タ の 保全 に 努め る 必要 が あり ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


BACKUP 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


EACKUP for X58000 Version *.* Copuright 1988 SHARP 








ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [人 1 [| で 処理 を 選択 し て を 押し ます 。 こ の 後 は 
画面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 な ど を 選択 し 
て くだ さい 。 

た と えば 、 ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク ) の 内 容 す べ て を 、 ド ライ ブ B (フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ) に バッ クア ッ プ する 場合 は 、 次 の 画面 の よう に サブ デ ィ レ クト リ も ババ 
クチ アブ” NADINE ES NR ドラ イア TB AE つつ シッ クア デップ 月 
始 ′ を | で 選択 し ます 。 
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EACKUP for X58000 Version *.** Copyright 1988 SHRRP 








バックアップ を 開始 し ま 5 
1 | (選択 ) RET ( 電 ) ESC (前 に 戻る ) 








必要 で あれ ば 最後 に 日 付 条件 (指定 し た 日 付 の 間 に 作 成 し た ファ イル を バッ クア ッ 
フ ) や 時 刻 条 件 (指定 し た 時 刻 の 間 に 作成 し た ファ イル を バッ クア ッ プ ) を 設定 し 、「 バ 
ッ ク ア ッ プ 開始 」 を 選択 し て くだ さい 。 


2 . コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ な た パラメータ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 

最初 の <hd : > ンス 名 > く < ファ イル 名 > に は 、 バ ッ ク ア ッ プ する ハー ド デ ィ スク ドラ イ 
プ の ディ レク トリ また は ファ イル を 指定 し ます 。 ンス 名 > く < ファ イル 名 > が 省略 され た 
場合 は 、 ル ー ト ディ レク トリ に 存在 する 全 フ ァイル が 指定 され た こと に な り ま す 。 次 
の <fd: > に は 、 バッ クア デップ され た ファ イル が 作成 され る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ 
プ を 指定 し ます 。 特 定 の スイ ッ チ を 指定 し な い 限 り 、 バ ッ ク ア ッ プ され た だ た フロッピー 
ディ スク 上 の ファ イル は 、 新 し い フ ァイル が 作成 され る 前 に 削除 きれ ます の で 注意 し 
て くだ る きる ss 

BACKUP コマ ンド で は 以下 の スイ ッ チ が 使用 で きま す 。 
SO デー レグ の ト 02 ウッ ビッ プレ ます チ 。 
ズ すでに バックアップ ズ され だ た フロッピ セー ディ スク 上 に ある 、 バ ッ ク ア ッ プ きれ た 

ファ イル に 追加 し ます 。 古 い フ ァイル を 削除 し ませ ん 。 

ノ D 指定 きれ な た 日 付 以 降 に 変更 され た ファ イル を バッ クア ッ プ し ます 。 
ノエ 指定 され た 時 刻 以 降 に 変更 きれ た ファ イル を バックアップ し ます 。 
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BIND 外部 コマ ンド 


機 能 オー バー レイ X フ ァイル の 作成 ・ 変 更 


書 式 BIND ( ン O) < 作成 する ファ イル 名 > <〈 フ ァイル 名 > < ファ イル 名 > TD ] 
XE) 


解 説 拡張 子 が で .X” に な っ て いる 複数 の X フ ァイル を 結合 し て 、 ひ と つの オー バー レイ 
々 ファ イル を 作成 し ます 。 オ ー バ パー レイ と いう の は 、 便 用 可能 な メモ リサ イズ に 対し 
て 、 ブ ログ ラム や デー タ の サイ ズ の 方 が 大 きい と き に 利用 され る も の で す 。 

だ さる みほ TESO※ と いう プロ グラ ム を 実行 する た め に は 600K バ イト の メモ リ が 
清 愛 と いう と き に 、 使 用 可能 な メモ リ が 500K バ イト し か な い 場合 、 ス モリ 不足 で こ 
の まま で は 実行 で きま せん 。 そ こ で 、 プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 ひ と っ の メイ ン 
ブロ グラ ム と 複数 の サ プ プ ログ ラム に 分 け て 作成 し 、 実行 する と き は 、 必 要 を サ プ プ 
ログ フラム を その つど ディ スク か ら 読 み 込ん で 実行 する よう に し ます 。 こう する と メモ 
が 少な く て も 大 き な プ ログ ラム を 実行 する こと が で きる よう に な り ま す 。 

と ころ が 、 こ の よう な プロ グラ ム を 作る た め に は 、 メ ポジ プア ログ プ テム で メモ リ の 油 
や ディ スク か ら の 読み 込み 、 実 行 な ど を 行わ な けれ ば な ら ず 、 プ ログ ラミ ング が た 
い へ ん めん どう に な り ま す 。 

PIND コマ ンド は 、 と の よう な オー バー レイ 構造 の プロ グラ ム の 作成 を 援助 する コ 
マン ド で す 。 複 数 の プロ グラ ム を オー ペー レイ に し た いと き は 、 通 常 の プロ グラ ム を 
作成 する と き の よ うに 単に X フ ァイル に すれ ば よい だ け で す 。 BIND コマ ンド は 以下 
の よう に 使用 し ます 。 


9 複数 の X フ ァイル を 結合 し て 新しい オー パー レイ え フ ァイル を 作成 する 





BIND /0O TEST TEST 1 TEST2 TEST3 











この 例 で は 、 TESPEX TEST2 XS TEST3.X と ら S Xx ファ テ イル か ら TEST.Xx 
こい う オ ー バ ー レ イメ ファ イル を 作成 し ます 。 拡張 子 は 省 隊 し て も 利 動 的 に *※ で 
ある と 判断 され ます 。 
すでに オー バー レイ X フ ァイル か 存在 する と き に 、 別 の X フ ァイル を 追加 する 


BIND TEST TEST4 TEST5 回 


ー の で は 、 TESTX と いう オー ペー レイ X フ ァイル に さら に TEST4.X と TEST5 
の 2 つの X フ ァイル を 追加 し ます 。 


41 





第 5 章 コマ ンド 


@ オーバー レイ ファ イル の 中 に どの よう な X フ ァイル が ある か 調べ る と き 


BIND TEST ノレ 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ ファ イル に 含ま れる X フ ァイル を 表示 
じ ま す 。 


e オ ー バ ー レ イ X フ ァイル か ら 特 定 の XX ファ イル を 削除 する 
BIND TEST TEST2 TEST4 /D 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ X フ ァイル か ら TEST2.X と TEST4.X 
の 2 つの X フ ァイル を 削除 し ます 。 


@ オーバー レイ X フ ァイル か ら 特 定 の X フ ァイル を 取り 出す 
BIND TEST TEST1 TEST3 ノ X 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ ファ イル か ら TEST1.X と TEST3.X 
の 2 つの X フ ァイル を 取り 出し ます 。 


オー バー レイ メ フ ァ イル の ロー ド と 実行 の 方 法 は 次 の と お り で す (別売 の 「C Com- 
piler PRO-68K」 が 必要 で す )。 

DOS コ ー ル の __exec フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 、MD の 下位 バイ ト に 0 (ロー ド お よび 
実行 )、 1 (ロー ド の み )、3 (特殊 な ロー ド )、MD の 上 位 バ イト に モジ ュー ル 番 号 を 与 
えて コー ル し ます 。 通常 の 々 ファ イル の 場合 、 モジュール 番号 は 0 で あり 、 オ ー バ ー 
レイ X メ ファ イル で も 最初 に 結合 し た ファ イル が 0 、 次 の ファ イル が 1 …… と な り ま す 。 
詳し く は 、「C Compiler PRO-68K」 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


@ TEST.X の 中 に TEST1.X、TEST2.X、TEST3.X が 入っ て いる と き に それ ぞ れ 
を ロー ド お よび 実行 する と き は 、 


TEST 1 .X な ら ば MD は $0000 
TEST 2 .X な ら ば MD は $0100 
TEST 3 .X な ら ば MD は $0200 


か の ます 。 し た が っ て 、 


TEST 
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と 入力 し た と き は 、TEST1.X が ロー ド お よび 実行 され る こと に な り ま す 。 で すか ら 、 
TEST1.X で は exec フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル を 利用 し て 、TEST2.X や TEST3.X を 
ロー ド お よび 実行 する よう に 作成 すれ ば よい わけ で す 。 


@ TEST.X の 中 に TEST1.X、TEST2.X、 TEST3.X が 入っ て いる と き に それ ぞ れ 
を ロー ド す る と き は 、 


TEST 1 .X な ら ば MD は $0001 
TEST 2 .X な ら ば MD は $0101 


TEST 3 .X な ら ば MD は $0201 


と な ます 3 


BIND コ マン ド の 具体 的 な 使用 例 と し て 、*MENU′ コマ ン ド を 利用 する 場合 、 く メ 
ニュ ー フ ァイル 名 > (標準 で は MENU.CNE) で 指定 され て いる コマ ンド を 、 こ の BI- 
ND コマ ンド て で 結合 し て お け ば 、 そ の コマ ンド を 実行 する た びに ディ スク を アク セス 
する と いう 動作 を 省け ます 。 

@ 複数 の 外部 コマ ンド を MENU.X に 結合 する 。 


BIND MENU ATTRIB _ BACKUP CHKDSK…… 


43 





第 5 章 コマ ンド 


BREAK 内 部 コマ ンド 





[CTRL|+| C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 


書 式 BREAK (ON | OFF | KILL 





解 


説 BREAK コマ ンド は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 実行 中 JCTRL| +| C | の チ 
ェ ッ ク を 行う か 否 か を 設定 する た め に 使用 する コマ ンド で す 。 

BREAK を ON に 設定 する と 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム が ディ スク の 入出 力 
な どの Human68k シス テム 内 部 の 処理 を 行う た びに 、 [CTRL|+| C | キー が 押さ 
れ た か 否 か の チェ ッ ク が 、 行 われ る よう に な り ま す 。 こ の 設定 を 行う と コン パイ ル や 
リン ク 中 に も プロ グラ ム を 中 断 す る こと が 可能 に な り ま す 。 

BREAK を OFF に 設定 する と 、 キ ー ボ ー ド 入力 、 デ ィ ス プレ イ 出 力 お よび プリ ン 
タ 出 力 の いずれ か の 内 部 処理 が 行わ ん る と き に の み [CTRL|+| C | の チェ ッ ク が 行 
われ 、 そ の 他 の 処理 で は チェ ッ ク さ れ な く な り ま す 。 し た が っ て この 状態 で は 内 部 
処理 が 行わ れ て いる 限り 、 プ ログ ラム の 中 断 を 行う こと は で きま せん 。 通常 は この 設 
定 で アプ リケーション プロ グラ ム を 実行 し ます 。 

BREAK を KILL に 設定 する と 、 どん な 場合 で も 中 断 で き な く な り ま す 。 ど うし て 
中断 し た い 場 合 は 、 本 体 の INTERRUPT スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 

BREAK は 、 シ ステ ム の 起動 時 に は 、OFF に 設定 され て いま す 。 

現在 の 設定 状況 を 表示 し た いと き は 、 

















BREAK |[J| 





と し ます 。BREAK が OFF の と き は 、 
break は <off> で す 

と 表示 され 、ON の と き は 、 
break は <on> で す 

と 表示 され 、KILL の と き は 、 


break は <kill> で す 


と 表示 され ます 。 
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CHDIR(CD) 7f 


カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 


漠 
喜 


書 式 CHDIR に (<d: [と 玉名 
CD 
護 説 カレ ント ディ レク トリ を 変更 する と き に 使用 し ます 。 


CHDIR コマ ンド は 、 指定 ド ライ ブ の カレ ン トディ レク トリ を 変更 する と き に 使用 
お る 

カレ ント ディ レク ト り は 、 ドラ イブ ご と に 設定 で きる た め 、 <d : > を 指定 する こと に 
ょ り 、 カ レン トド ライ ブ を 移動 する こと な く 他 の ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ を 
変更 する こと が で きま す 。 

<d : > を 省略 し た と き は 、 カ レン ト ドラ イブ と みな され ます 。 

ディ イレ クト リ の 指定 の 方 法 に は 、 ペ パス 名 を ルー トディ レク トリ りか ら 指 定 する 絶対 指 
定 と 、 カ レン トディ レク トリ か ら 指 定 する 相対 指定 の 、 2 種類 が あり ます 。 


@ 絶対 指 定 に よる ディ レク トリ の 変更 

タレ ント ディ レク トリ が 半 1 部 1 課 1 係 の と き 、 デ ィ レ クト リ ギ 1 部 1 課 
2 係 に 変更 し た いと き は 、 

CHDIR \1 部 \1 課 \2 係 凡 | 

A 
@ 相対 指定 に よる ディ レク トリ グ の 変更 

カレ ント ディ レク トリ が ま 1 部 半 1 課 詩 1 係 の と き 、 デ ィ レ クト リ ぎ 1 部 1 課 
ぎ 2 係 に 変更 し た いと き は 、 


CHDIR ..y\2? 係 


と し ます 。 ここ で て 人 村 カ レン トディ レク タクト リ よ まり ボウ 下 の デポ クト ドリ ここ 
で は 1 課 ) を 意味 し ます 。 


@ カ レン トディ レク トリ の 表示 
タレ ント ディ レク トリ を 表示 する と き に は 、 な に も パラ メー タ を 与え ず に 、 


CHDIR 
こし ます 。 カ レン トディ レク トリ か 1 部 1 課 2 係 で あれ ば 、 
\ 1 部 \1 課 \ 2 係 


と 表示 され ます 。 
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CHKDSK 外部 コマ ンド 


機 能 


U 


ディ スク の 状態 の 報告 
CHKDSK (<d : J LC/A C/V 


CHKDSK コマ ンド は 、<d : > で 指定 し た ドラ イブ に 挿入 きれ て いる ディ スク の 
FAT 領域 と ディ レク トリ 領域 を 調べ で 、 フ ァイル や ディ レク トリ の 使用 状態 な ど を チ 
= タグ ク し ほ まず 。 

コマ ンド を 実行 する と 、 次 の よう な ステ ー タ スレ ポー ト を 表示 し ます 。 バ イト 数 の 
表示 は キロ (K) バイ ト 単 位 で す 。 


d: vvvvv は yyyy-mm-dd hh: mm に 作成 され まし た 
nnnn K バ イト : 全 デ ィ ス ク 容 量 
nn K バ イト : n 個 の シス テム ファ イル 
nn K バ イト : n 個 の ディ レク トリ 
nnnn K バ イト : n 個 の ユー ザー ファ イル 
nnnnn K バ イト : 使用 可能 ディ スク 容量 


ここ で 、d : vvvvv は 、 ドライブ 名 と ボリ ュー ムラ ベル 名 、yyyy - mm - dd は 日 
付 、hh : mm は 時 刻 を それ ぞ れ 表し 、n は 数 値 を 表し ます 。 

スイ ッ チ を 指定 し な いと き は 、FAT 領域 を サー チ し て 、 フ ァイル の デー タプ ブロッ ク 
が 連続 し て いる か どう か の チェ ッ ク を 行い ます 。 不 連続 な デー タブ ロッ ク を も つ フ ァ 
イル が ある と 、 湊 の よう な メッ セー ジ を ステ ー タ スレ ポー ト の 前 に 表示 し ます 。 


d: \xxxxx n 個 の 不 連続 プ ブロッ ク が あり ます 


ここ で 、d: そま xxxxx は 、 ド ライ ブ 名 お よび フ パ ス 名 付き の ファ イル 名 を 表し ます 。 
も し スイ ッ チ が 指定 され て いれ ば 、 ス テー タス レポ ー ト の 前 に 、 そ の スイ ッ チ 指定 
し た 情報 を 表示 し ます 。 ス イッ チ に は 、 次 の 2 つ を 指定 で きま す 。 


e/A 

スイ ッ チ ノ A を 指定 する と 、 ス テー タス レポ ー ト まだ た は エラ ー メ ッ セ ー ジ の 他 に 、 
すべ て の ファ イル (サブ ディ レク トリ を 含む ) を 表示 し ます 。 同 時 に その ファ イル が 
収め られ て いる セク タ の 範囲 が 報告 きれ ます 。 


Er XXXXX. XXX 員 nnnn… も nnnn 


こと で に ーー ニー ニニ は 属性 を 、xxxxx. xxx は ファ イル 名 を 、$nnnn 一 $nnnn は 
セク タ の 報告 を 、 そ れ ぞ れ 表 し ます 。 

属性 に つい て は 、 ATTRIB コマ ンド で 表示 され る も の と 同一 で す 。 ATTRIB コマ 
ンド を 参照 し て くだ さい 。 





























@ プ V 

スイ ッ チ ノ V を 指定 する と 、 ズ ステ デ ー タ スレ ポー ト ま だ た は ほ エ ラー メッ セー ジ の 他 に 、 
すべ て の ファ イル (サブ ディ レク トリ を 含む ) を 表示 し ます 。 だ た だ し 、 セ クタ の 状態 
は 報告 され ませ ん 。 
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GES 内 部 コマ ンド 
ディ スプ レイ の 消去 

CLS 

CLS コマ ンド は 、 画面 上 に 表示 きれ た 文字 を 消去 (タリア ) する と き に 使い ます 。 


CLS コマ ンド を 実行 する と 画面 の 表示 は すべ て クリ ア き され 、 カ ー ソ ル は ホー ム ボ ジ 
ショ ン に 戻り ます 。 
何 か 作業 を 行う 際 に 、 表 示さ れ た 画面 を クリ ア し た いと き に は 、 


cLs 凡 | 





と 実行 する と 、 表 示 は すべ て クリ ア き され プロ ンプ ト が 画面 の 左上 に きま す 。 


注意 : CLS コマ ンド で クリ ア で きる の は テキ スト (文字 ) 画面 だ け で す 。 グ ラフ ィ ッ 
ク 画面 に は 、 何 の 影響 も 与 を ませ ん 。 
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COMMAND ye 
間 和 一 ---。 。 。 生計 


機能 コマ ンド プロ セッ サ COMMAND. Xx の 起動 


np 


書 式 COMMAND (レン P) UD) (XE: < 環境 エリ アサ イスズ >) し HH: 6 スポ 十 室 
リス SC) < 文字 列 >〕 


に 


COMMAND = マン ド は 、 ふ つう 、Human6sk の コマ ンド プロ セッ サ COML- 
MAND. X を 子 プ ロモ セス と し て 起動 する 際 に 使用 し ます 。 

リピ リケン ショ ッ ツ ウロ ツラ ム で だ よっ て は 、COMMAND. Xx を 子 プ ロ セ ス と し て 起 
動 す る こと が で きる よう に 作ら れ た も の が あり ます が 、 そ の アプ リ ケ ー シ ョ ン デ ログ 
ラム 中 か ら 直 接 COMMAND X を 呼び 出す の で は な く 、 コマ ン ド 行 を 指定 し て 呼ぶ 
こと が で きる よう に な っ て いる よう な 場合 と くに この COMMAND コマ ン ド が 意 
味 を 持ち ます 。 

また 、COMMAND コマ ン ド は 、CONEIG. SYS ファ イル の 中 の い ヾ SHELL ニッ 
行 中 に 指定 する 際 に 、 最も 一 般 的 に 用 いら れる も の で す 。 これ に つい て の 詳細 は 、「 第 
7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て < だ さい 。 

COMMAND コマ ンド は 、 パラメータ を 与え ず に 実行 する と 、 現在 の Human68k 
の ペー ジョ ン を 表示 し た 後 、 スロ と COMMAND. X を ロー しま す お 

COMMAND コマ ンド に は 、 以 下 の ょ うな パラ メー タ (スイ ッ チ な ど ) を 付加 する 
こと が で きま す 。 これ ら 以 外 の スイ ッ チ が 指定 され る と 、 それ 以降 の コマ ンド 行 は 無 
視 さ れ ま す 。 


@ プロ 
COMMAND.X か ぁ ら それ 以上 高い レベ ル に 抜け 出す こと を 防止 する と き に 使用 し 
ます 。 こ れ を 付け て COMMAND コマ ン ド を 実行 する と 、 子 プロ セス と し て 起動 され 
た 後 、EXIT コマ ンド か 実行 され て も その プロ セス の レベ ル よ り 上 に 抜け 出せ な く な 
休ま すず: 
まだ さら の ス 守 ウッ チ が 指定 され る と 、 COMMAND.X が 読み 込ま れ た 後 、 自動 的 に 
AUTOEXEC.BAT ファ イル か 実行 きれ に 


@ プ D 

ノ P と 同時 に 指定 する と 、 AUTOEXEC. BAT ファ イル の 起動 を し な いよ うに な 
り ま す 。 

この スイ ッ チ は 、 CONFIG.SYS の "SHELL=” また は ンズ P と と も に 指定 し た と 
き 以 外 は 、 無 効 と な り ま す 。 


® ノ E: < 環境 エリ アサ イズ > ] 
SET コマ ンド 用 に 、< 環 境 ェ リ アサ イズ メ で 指定 され た 数 の 環境 エリ ア を 確保 し ま 
す 。 環 境 エ リア は 、1 個 当 た り 256 バイ ト で 、0 255 の 範囲 で 指定 で きま す 。0 は 
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= 


a ンド 


512 バイ ト を 意味 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 0 512 バ イト ) で す 。 


@ プ H : < ヒス トリ エリ アサ イズ > 

HIS コマ ンド 用 に 、 く ヒス トリ エリ アサ イズ > で 指定 され た 数 の ヒス トリ エリ ア を 確 
保 し ます 。 ヒス トリ エリ ア は 、1 個 当たり 256 バイ ト で 、0 ~255 の 範囲 で 指定 で きま 
す 。 0 は 512 バイ ト を 意味 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 0 (512 バ イト ) で す 。 

ヒス トリ の 詳細 に つい て は 、HIS コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ /C < 文字 列 > 

文字 列 で 指定 され た コマ ンド が コマ ンド プロ セッ サ に より 実行 され 、 終 了 後 戻り ま 
す 。 こ れ を 利用 する と 、 バ ッ チ ファ イル 中 か ら 別 の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す こと が 
i で きま 9 が だら it 


COMMAND ング C TEST 


で は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 中 に コマ ンド プロ セッ サ が 起動 され 、 次 に TEST. 
BAT が 呼び 出さ れ て 実行 され た 後 、 最 初 の バッ チ フ ァイル の 次 の 行 の 実行 に 戻り ま 
3 

ふつ う 、 バ ッ チ ファ イル か ら 別 の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す こと は で きま せん が 、 
この スイ ッ チ を 使用 する こと に より 、 別 の バッ チ フ ァイル の 実行 が 可能 に な り ま す 。 

も ちろ ん 、 外 部 コマ ンド や 内 部 コマ ンド も この 形式 で 実行 する こと が で きま す 。 こ 
の 場合 、 現 在 の コマ ンド プロ セッ サ で は な く 、 子 プロ セス と し て 実行 され る COM- 
MAND. X の 下 で コマ ンド が 実行 され る こと に な り ま す 。 

な お 、/C は 省略 し 、 く 文字 列 > の み を 指定 し て も 同じ 動作 に な り ま す 。 

ノ C の 後ろ に 、 別 の オプ ショ ン や スイ ッ チ を つけ る こと は で きま せん の で 注意 し て 
くだ さい 。 

COMMAND.X は 、 バ ッ チ ファ イル グ の 実 行 中 、 お よび ノ C 付 き の COMMAND コ 
マン ド を 実行 し た と き に 、 次 の よう な エラ ー コ ー ド を 返し ます 。 こ の エラ ー コ ー ド は 、 
IF コマ ンド の ERRORLEVEL オプ ショ ン で 利用 する こと が で きま す 。 


00nn (0~255) 
外部 コマ ンド の プロ セス 終了 コー ド と 同一 の 値 で す 。 
01nn (256~—511) 


下位 バイ ト は 外部 コマ ンド の プロ セス 終了 コー ド と 同一 の 値 で す が 、 そ の コ 
マン ド が 常駐 終了 し た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 


02nn (512--767) 


コマ ンド が [CTRL|+[ C ] に よっ て 中 断 さ れ た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下 
位 バ イト は 不定 と な り ま す 。 
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$03nn (768 一 1023) 


ファ ンク ショ ンコ ー ル エラ ー に より 強制 終了 (アボ ー ト ) され た 場合 、 こ の 
値 と な り ま す 。 下 位 バ イト は Human68k の エラ ー コ ー ド と な り ま す 。 


$04nn (1024~—1279) 


バッ チ 処 理 の 実行 時 エラ ー の 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下 位 バ イト は 不定 と 
な り ま す 。 


$05nn (1280~1535) 


内 部 コマ ンド 中 で エラ ー が 生じ た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下位 バイ ト は 次 


の と お り で す 。 
00 パラ メー タ エ ラ ー 
01 ファ イル 読み 出し エラ ー 
02 "ファ イル 書き 込み エラ ー 
03 ファ イル が 見 つか ら な いと き 
04 ディ レク トリ が いっ ぱい の と き 
05 ディ スク 容量 が いっ ぱい の と き 


$06nn (1536-1791) 


旨 定 の コマ ンド が 見 つか ら な い 場 合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下 位 バ イト は 不定 
なり ます 3 


51 








第 5 章 コマ ンド 


COPY 内 部 コマ ンド 


機 ファ イル の コピ ー・ 連 結 


mk 
GC 


COPY {<d:> | る ©* ス 名 1> | < ラ ァ イル 外人 <⑬: 久 | る マス 名 2 > | < ファ イ 
贅 狂 2 う 2 朋 ルン VIJ。、 レ 0 2 BU 


書 


貞 


COPY コマ ンド は 、 フ ァイル や ディ レク トリ を コピ ー す る と き に 使用 し ます 。 ファ 
イル の コピ ー は ファ イル お よび ディ レク ト リ 単 位 で 行う こと が で きま す 。 

スイ ッ チ V を つけ る と ディ スク を コピ ー し な が ら 自 動 ベ リフ ァ イ を 行い ます 。 す 
な わ ち 。 コ ピー 後 自 動 的 に 、 コ ピー 先 の ファ イル ゃ ディ レク トリ の デー タ を 読み 込み 、 
書き 込み テラ ー が な いか どう か の 照合 を 行い ます 。 し た が っ て 、 コ ピー の 内 容 は 保証 
され ます が 、 実 行 の 速度 は 遅く な り ま す 。 複 数 の ファ イル を コピ ー す る 場合 、 ス イッ 
チバ Q を つけ る と 、 コ ピー の 対象 と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メッ セー ジ を 表示 
し て か ら コ ピー を 行い ます 。 


解 


に 


1. ファ イル 単位 の コピ ー 


@ あ る ファ イル を 培う ファ イル 名 で コピ ー し ます 











COPY < ファ イル 名 1 > < ファ イル 名 2> | 





く < ファ イル 名 1 > と まっ た く 同 じ 内 容 を 持つ ファ イル が 、 同 一 ドラ イブ 上 に < ファ イ 
ル 名 2 > と いう 名 前 で 作成 され ます 。 
@ ドラ イブ A に ある ファ イル を ドラ イブ B に 違う 名 前 で コピ ー し ます 
COPY A : < ファ イル 名 1 > 日 : < ファ イル 名 2 > 
く < ファ イル 名 1 > と まっ た く 同 じ 内 容 を 持つ ファ イル が 、 ド ライ ブ B 上 に < ファ イル 
名 2 > と いう 名 前 で 作成 され ます 。 
@ ドラ イブ A に ある ファ イル を ドラ イブ B に 同じ ファ イル 名 で コピ ー し ます 
COPY  A : < ファ イル 名 > 日 : 
この と き 、B : の 後に ファ イル 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
@ ドラ イブ A の ある ディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル を 、 ド ライ ブ B に それ ぞ れ 
同じ ファ イル 名 で コピ ー し ます 


COPY A: て パス 名 > 日 : 














ドラ イブ A の ンス 名 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 に 存在 する すべ て の ファ イル 
が 、 ま っ た く 同 じ 名 前 で ドラ イブ B の カレ ント ディ レク トリ 上 に 作成 され ます 。 
この と き B: の 指定 の 後に ファ イル 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 


また 、 ス イッ チノ Q を つけ る と 、 コ ピー の 対象 と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され た の ち 、 ユ ピー を 行い ます 。 


COPY A: < パス 名 > B: ノ ズ Q 


XXXX.XXX を コピ ー し ます か <Y ン N> 


2. ディ レク トリ 単位 の コピ ー 
@$ ひと つの ディ レク トリ に ある すべ て の ファ イル を 他 の ディ レク トリ に コ ビ = し ます 
COPY < パス 名 1> < パス 名 2> 


ンド パス 名 1 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 に 存在 する すべ て の ファ イル が 、 ま っ た く 
同じ 名 前 で それ ぞ れ ぐ バ ス 名 2 〉 で 指定 され た ディ レク トリ 上 に 作成 きれ ます 。 な お 、 
ンス 名 2 > に は 、 す で に 存在 し て いる ディ レク トリ 名 を 指定 し な く て は な り ま せん 。 

この ディ レク トリ 単位 の コピ ー は 、 同 一 ドラ イプ 上 で も 、 異 な る ドラ イブ 間 で も 行 
うこ と が で きま す 。 


3 。 エ ラー 


セテ ク スー 


ゴビ ピー 元 と コピ ー 発 の ファ イル 名 や ディ レク ト リ 名 が 同じ と き は 、 コ マン ド の 実行 
が 中 止 され ます 。 自 分 自身 に コピ ー す る こと に な る た めで す 。 こ の と き 、 次 の メッ セ 
ー ジ を 表示 し ます 。 


コピ ー 元 と コピ ー 先 が 同一 で す 


注意 : ドラ イブ 名 、 フ パス 名 を 指定 する 際 に 、 指 定 す べき ドラ イブ が カレ ント ドラ イブ 
で ある 場合 、 お よび 指定 する パス 名 が カレ ント ディ レク トリ で ある 場合 に は 、 
それ ぞ れ 省略 する こと が で きま す 。 


4 . ファ イル の 連結 


複数 の ファ イル を ひと つの ファ イル に まとめ る と き は 、 十 記 号 で ファ イル 名 を つ な 
げた り 、 ワ イル ドカ ー ド で 複数 の ファ イル を 指定 し ます 。 


%TEST1.DOC と TEST2.DOC を TEST.DOC に まとめ ます 
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COPY TEST 1 .DOC+TEST 2 .DOC TEST.DOC [』| 
@ 拡 張子 が “.DOC′ の ファ イル を すべ て ALL.DOC と し て まとめ ます 
COPY *.DOC ALL.DOC | 


上 記 の ファ イル の 連結 の 例 は テキ スト ファ イル の み 可 能 で 、 バ イナ リフ ァイル の 場 
合 は 、 ス イッ チ B を つけ な けれ ば な り ま せん 。 


@TEST1.X と TEST2.X を TEST.X に まとめ ます 


COPY TEST 1 .X 十 TEST 2 .X TEST.X /B 


注意 

アテ オル の ココ セー も 特 2 と ま 、 コ ピー 死 か コピー 先 に 、 仮 直 ド ライ プ で 収 想 デ ィ ャ 
クト リ を 含む 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

コピ ー 元 と コピ ー 先 が 異な る ドラ イブ 、 異 な る ディ レク トリ を 指定 し て も 、 指 定 し 
た コピ ー 元 と コピ ー 先 の 実体 と な る ドラ イブ 、 デ ィ レ クト リ が 同一 の 場合 が あり ます 。 
この 場合 、 コ ピー は 正しく 行わ れ ま せん 。 フ ァイル が 消失 する 可能 性 も ある の で 、 注 意 
し て くだ さい 。 (仮想 ドラ イブ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。) 











し じ OPY2 外部 コマ ンド 
紅 還 BE 


本 能 


ハー ド デ ィ スク 上 の ファ イル の フロ ッ ビ ピー ディ スク へ の 退避 ・ フ ロッ ピー ディ スク 上 
の 退避 ファ イル の ハー ド デ ィ スク へ の 復帰 


1) COPY2 (<hd : >J【 ン ス 名 >] く ファ イル 名 〉 【〔<fd : >〕 
(2) COPY2 【<fd : >)< フ ァイル 名 > Khd : >)( ン 玉名 >] ノノ ER 


COPY2 コ マン ド は 、 フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 収 ま ら な いよ うな 大 き な フ ァイル 
も 、 複 数 枚 に 分 け て 退避 する こと が で きま す 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 、 デ テー タ を 語 
め ら れる だ け 詰 め ま す か ら 、 効 率 よ く 退 避 を 行う こと が で きま す 。 

また 、COPY2 コ マン ド は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 退避 し た ファ イル を ハー ド デ ィ ス 
ク 上 に 復帰 する こと も で きま す 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


COPY 2 
と 入力 する と 、 画 面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ます 。 









| COPY2 for KB8O Version s as Copuright 1988 SHARP/Hudson | 


机 












を 選択 し て くだ さい 
| 特 0) で や ( 字 ) BSC (Osc 胡 る ) | 


ここ で 、 ハ ー ド ディ スク の ファ イル を フロ ッ ピ ー ジ ディ スク に 退避 する の か 、 あ る い 
は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ハ ー ド ディ スク へ 復帰 する の か を カー ソル キー の 
で 選択 し て [| を 押し ます 。 
選択 する と 、 画 面 に は さら に 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます の で 、 送 り 側 に 
は ハー ド デ ィ スク 上 の ファ イル を 、 受 け 側 に は ドラ イプ を 指定 し て 実行 し て くだ さい 。 
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十 の 計 コ マン シンド 








COPY2 for X68000 Uersion *.** Copyright 1988 SHRRPZHudson | 





機能 退避 


RL 8 MATNFADDRESS . MST 
SV 6 
きけ 





し 坦 を ) gsc (前 に 戻る ) 


1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 処理 が 終わ ら な いと き は 、 2 枚 目 、 3 枚 目 を モット す 
る よう に メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 そ れ に し た が っ て くだ さい 。 特 に 、 復 帰す る 
と き は 退避 し た 順に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か えて くだ さい 。 








2. コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た / パ \ ラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず に 
ゴマ ンド を 実行 し まま 

ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク へ ファ イル を 退避 する と き に は 、 書 式 1) を 
使用 し ます 。 

書式 (1) で は 、【〔<hd : >] 〔 ン ス 名 < ファ イル 名 > で 指定 され た ハー ド デ ィ スク の フ 
ァイル を 【<fd : >〕 で 指定 され た ドラ イブ 上 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 し ます 。 こ 
の と き 、1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 し きれ な いと 、 2 枚 目 、 3 枚 目 を 挿入 する 
よう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 指 示 に 従っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か えて くだ 
さい 。 

逆 に 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら ハ ー ド ディ スク へ ファ イル を 復帰 する と き に は 、 書 
式 (2 を 使用 し ます 。 

書式 (2) で は 、【 く fd : >]】 く < ファ イル 名 > で 指定 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ イル を 
〔<hd : >]〔 ン * ス 名 2] で 指定 され た ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ に 復帰 し ます 。 こ の 
と き 、 複 数 枚 に 分 け て 退避 され て いた ファ イル を 復帰 する 場合 は 、 退 避 し た 順に フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か えな く て は な り ま せん 。 

いずれ の 場合 も 、 ド ライ ブ の 指定 が 省略 され た と き は 、 カ レン トド ライ ブ が 対象 に 
な り ま す 。 ノ パ ス 名 が 省略 され た と き は 、 カ レン トディ レク トリ が 対象 に な り ま す 。 

な お 、 フ ァイル を 退避 し た 場合 その ファ イル は COPY 2 コマ ンド 以外 の 通常 の コ 
マン ド で 扱う こと は で きま せん 。 

次 に 退避 と 復帰 の 2 例 を あげ ます 。 
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1 . 退避 


COPY 2 C: \MAIN\ ADDRESS. MST 日 : 
と 実行 する と 、 決 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
1 番目 の ディ スク を ドラ イブ 日 : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 


メッ セー ジ 通 り に 作業 し 、 任 意 の キー を 押し ます 。 も し 1 枚 に 収まり きら な いと き は 、 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


2 番目 の ディ スク を ドラ イブ 日 : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
同様 に 作業 し ます 。 次 の メッ セー ジ が 表示 され コマ ンド の 実行 が 終了 し ます 。 
ファ イル の 退避 が 終了 し まし た 


この 例 で は 、 ド ライ ブ C の ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ MAIN に ある 
ADDRESS. MST と いう ファ イル を 、 ド ライ ブ B 上 で 2 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 
退避 し まし た 。 


2 . 復帰 


COPY2 B: ADDRESS. MST C:MAIN ズ R 2 
と 実行 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

1 番目 の ディ スク を ドラ イブ B : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
メッ セー ジ 通 り に 作業 し 、 任 意 の キー を 押し ます 。 

2 番目 の ディ スク を ドラ イブ B : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
同様 に 作業 し ます 。 次 の メッ セー ジ が 表示 され コマ ンド の 実行 が 終了 し ます 。 

ファ イル の 復帰 が 終了 し まし た 


この 例 で は 、1. で 退避 し た ハー ド デ ィ スク の ADDRESS. MST と いう ファ イル 
を 、 ド ライ ブ C の ディ レク トリ MAIN に 復帰 し まし た 。 
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COPYALL 外部 コマ ンド 


ファ イル お よび ディ レク トリ の コピ ー 


書 式 COPYALL 〔 ン /D〕 C/TI/N) dl : >) < パス 名 TV く < フ テ アイ ルル 者 TZT く <d2 : 0 
| を @ ヾ 者 "2? ツ | 


解 説 【<d1 : J 〔< パ ス 名 1 >] く フ ァイル 名 1 > で 指定 し た ファ イル を 1 <d2 : >| < パス 
名 2 > | で 指定 され た パス 以下 に コピ ー し ます 。 この と き 、 転送 先 の ディ スク が いっ ぱ 
い に な っ た 場合 、 デ ィ ス ク を 交換 する よう に メッ セー ジ を 表示 し 、 交 換 す る と 引き 続 
き コ ピー を 行い ます 。 
COPYALL コマ ンド は 種別 の 違う ディ スク の オー ルコ ピー も で きま すし 、COP\ 
ュ ン ンド と 異な り 、 新 し い フ ァイル だ け を コピ ー す る と いっ た 選択 的 な コピ ー や サブ 
ディ レク トリ の 内 容 ま で コピ ー で きま す 。 ま た 、BACKUP コマ ン ド が シス テム 全体 
の バッ クア ッ プ を 作成 する た め に 使用 する の に 対し 、COPYALL コマ ンド は 新しく 作 
っ た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する と き な ど に 利用 で きま す 。 
COPYALL コマ ンド で は 、 以下 の スイ ッ チ が 使用 で きま す 。 


・ グ D 

サ プ デ ィ レ クト リ ま で コピ ー し な い 場 合 に 指定 し ます 。 こ の スイ ッ チ が な けれ ば 、 
サブ プ デ ィ レ クト リ 以 下 を コピ ー 先 に も 同じ サブ ディ レク トリ を 作り な が ら コ ピー し ま 
す 。 
・/T 

コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル を 比較 し 、 コ ピー 元 の ファ イル が 新しい か コ Es 沈 
に 存在 し な い フ ァイル で あれ ば コピ ー し ます 。 こ の スイ ッ チ が な けれ ば すべ て コピ ー 
じ ま きず 
・/N 

コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル を 比較 し 、 コ ピー 元 の ファ イル が 新 し け れ ば コピ ー 
し ます 。 コ ピー 先 に 存在 し な い フ ァイル は コピ ー し ませ ん 。 


これ ら の スイ ッ チ の うち 、/T と /N を 同時 に 指定 する こ と は で きま せん 。 


@ ドライブ A (ハー ド デ ィ スク ) の すべ て の ファ イル を ドラ イブ B (フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク ) に コピ ー す る 





COPYALL A:\*.* B: | 


@ ド ライ ブ A の ルー トディ レク ト り の ファ イル だ け を ドラ イブ B に コピ ー す る 





COPYALL /D A:\*.* BB: J 
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@ ド ライ ブ A の 新しく な っ た すべ て の ファ イル を ドラ イブ B に コピ ー す る 
COPYALL ノン T A:\*.* 日 : 


@ ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ で 新しく な っ た ファ イル だ け を ドラ イブ B に コピ 
ー す る 


COPYALL ノ /D ノ T A:\*.* B: 回 


@ ド ライ ブ B の ファ イル と 比較 し て 、A ド ライ ブ の 日 付 の 新しい ファ イル だ け を コピ 
ー す る 











COPYALL ZN A:\*.* B: A 





59 





第 5 章 コマ ンド 


CTTY 内 部 コマ ンド 





機 能 入出 力 デバ イス の 変更 


CTTY < デバ イス 名 > 


中 
潜 


CTTY コマ ンド は 、 入 出力 デバ イス の 変更 を 行い ます 。 標準 の 入出 力 デ バイ ス ( キ 
ー ボ ー ド お よび ディ スプ レイ ) と 補助 入出 力 機器 (RS-232C 回 線 ) を 切り か えて 入出 
力 を 行う と き に 使い ます 。 
< デバ イス > に は 、 入 出力 の 可能 な デバ イス 名 を 指定 し ます 。 


民 


CTTY AUX 


と する と 、 コ マン ド の 入出 力 を キー ボー ド 、 デ ィ ス プレ イ か ら 補 助 入出 力 機器 (RS-232 
C 回 線 ) に 変更 し ます 。 
も と の 入出 力 機 器 に 戻す と き は 、 補 助 入出 力 機器 側 か ら 、 


CTTY CON 


と 入力 し ます 。 こ れ で コマ ンド の 入出 力 は 補助 入出 力 機器 か ら キ ー ボ ー ド 、 デ ィ ス プ 
レイ に 復帰 し ます 。 
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STOM 外部 コマ ンド 


CONFIG. SYS ファ イル の 作成 
CUSTOM 


CUSTOM コマ ンド を 使用 する と 、 CONFIG. SYS ファ イル を 簡単 に 作成 する こ 
8 き が で きま すす 5 
CONFIG. SYS ファ イル は 、 Human68k を 起動 する と き に 、 シス テム に より 読み 
込ま れる ファ イル で す 。CONFIG. SYS ファ イル に 関す る 詳細 は 「 第 7 剖 シス テ 
ム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 
CUSTOM 


と 入力 する と 、 画 面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ま す 。 





Pe CONFIG. 人 上 に 作成 され て いま す 項目 を 選択 し て く だ さい 


TT (確定 ) に 戻る ) 








"新規 作成 」 か 「 更 新 」 か を 聞い て きま す の で 、 カ ー ソ ルキ ー で 選択 し | を 押す と 、 
次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ま す 。 
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CUSTOM for XB58000 Version *.** Copuright 1988 SHRRP/Hudson 
現在 値 








15 

2 1924 

¥CONF IG¥TITLE. SYS 
¥CONF IG¥KEY. SYS 
¥CONF IG¥USKCG. SYS 
了 " FIG¥BEEP. SYS 


で HH | 


ラウ 
3 
ド 
の 
キ 
ス 
し 
シ 
コ 
え 
MON 
プ 


ご 


9 9 20 
512 ¥STARTUP. ENV 


N= 
H 


座 
こ ! 





3 さ か い 
の K る 1 ん 権 富 ) ESC (OS に 戻る ) 


「 更 新 」 を 選択 する と 、 カ レン トディ レク トリ に CONFIG.SYS が あれ ば その 内 容 
が 表示 され ます 。 で すか ら 、 通 常 は 起動 ドラ イプ の ルー トディ レク トリ て 実行 し て く 
だ さい 。 

メニ ュー 画面 で 変更 し た い 項 目 に カー ソル を 移動 し て 、|J| を 押す と その 内 容 を 入 
力 す る よう に 要求 し て きま すか ら キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 

な お 、 メ ニュ ー 画 面 の 項目 の 中 で デバ イス ドラ イ バ を 登録 する 「 デ バイ ス 」 と シェ 
ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム を 指定 する 「 起 動 プ ログ ラム 」 だ け は 、 複 数 の 内 容 
を 設定 で きる の で さら に 次 の よう な メニ ュー 画面 (デバイ ス 」 の 場合 ) が 表示 され ま 
す 。 

















CUSTOM for X68000 Uersion *.** Copyright 1988 SHARP/Hudson 








C プリ ン CV RNN ST 

OZ I 

6SC68K 日 本 いな 漢字 変換 SYSfRSK68K.SYS B:¥XEBK_M.DIC B:*X68K_S.DIC R:*SKfENM1.RSK 
7 SYSFOPMDRY. X 


1 SFL OA 2 
入 


T2.X 
行 ¥SYSHHISTORY.X /D¥HIS¥ 


ドラ イ バ を 指定 し て くだ 
9 


い \ 
SS (削除 し ます ) RET (確定 ) ESC (前 に 戻る ) 





ここ で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 追加 する 場合 は 、 次 の 画面 の よう に 下部 の 「DEVICE=」 
の と ころ に その 内 容 を 書き 込み ます 。 
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| CHSTOGM for XEARODO Version *.** Copyright 1988 SHRRPZHudson 








人 Ee, ンダ 
昌 


の 字 変 換 SGASKBSK. SS B: 秋 68K_M.DIC B: 補 68K_S.DIC A:hSKEENVL.ASK 


1 3 MN ¥SVS¥FLOAT2.X 
#SVS 間 HISTORY.X /DYHIS* 








デバ イス ドラ イ バ を 指定 し て くだ さい \ 0 
ce) CE (人 除 し ま の RET (確定 ) ESC (前 に 戻る | 


書き 込ん だ ら | を 押し て くだ さい 。 画面 に は 次 の よう に デバ イス ドラ イ バ が 追 
加 さ れ ま す 。 


















| CUSTOM for X68000 Version *.** Copuright 1988 SHRRP/Hudson 


ッッ ン 


CB9K 日 本 庄 か な 
LU 















SYSfRSK6SK. 8 B: 秋 68K_M.DIC B: 秋 68K_S.DIC A: FNSKFENVL.ASK 
SO 






SSHISTOR. X /DHHIS¥ 
FSYSFRAMDISK. SYS 79 








RET (確定 ) ESC (前 に 戻る ) 


設定 が 終わ っ た ら 「 終 了 」 に カー ソル を 合わ せ て | を 押す と 、CONFIG.SYS 
の 内 容 が 表示 され 、 画 面 の 下部 に 





CONFIG.SYS を 以上 の 内 容 で 作成 し ます よろ し いで すか (Y ン N) 





と 表示 され る の で 、 内 容 を 確認 し て 良けれ ば [| を 、 再度 設定 し な お す 場 合 ( は [NNI 
を 押し て くだ さい 。 [Y] を 押す と 、 設 定 し た 内 容 で CONFIG.SYS が 作成 され ます 


な お 、CONFIG.SYS を 更新 せ ず に 途中 で 終了 し た いと き は 、[ESC を 押し ます 。 
する と 、 





o 





終了 し ます よろ し いで すか (Y ン N) 





と 表示 され る の で 、 





Y: 








を 押し て くだ さい 。 
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ンド 


DATE 内 部 コマ ンド 





機 能 日 付 の 表示 ・ 設 定 
書 式 DATE 【〔<yyyy?>—<mm?ー<dd>) 
解 計 Human68k は 、 ク ロッ ク (時 計 ) に より 、 日 付 ・ 時 刻 を 管理 し て いま す (電源 を 切っ 


て も 常に 日 付 と 時 刻 は 保持 され て いま す )。 こ れ ら の 時 間 情報 は 、 フ ァイル を 作成 ・ 更 
新 し た と き に ディ レク トリ に 記録 きれ ます 。 

DATE コマ ンド は 、 こ れ ら の 時 間 情 報 の うち 日 付 " を 表示 し た り 、 設 定 し た りす 
る も の で す 。 


DATE 
と 入力 する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


現在 の 日 付 は <yyyy>ー く mm> 一 く dd> (<w>) で す 
日 付 を 入力 し て くだ さい : 


ここ で 、 <yyyy> は 西暦 に よる 年 、 <mm> は 月 、 <dd> は 日 、 <w> は 曜日 (1 文字 ) を 表 
の 

ここ に 表示 きれ て いる 日 付 を 変更 し な いと き は 、 そ の まま リタ ー ン キー を 押し て く 
だ さい 。 

変更 する 場合 は 、 次 に 示す よう な 範囲 内 の 数 字 を 、 そ れ ぞ れ ハ イフ ン ( 一 ) ま た は ス 
ラッ シュ (/) で 区 切っ て 入力 し ます 。 年 、 月 、 日 の いずれ も 、 省 略す る こと は で きま 
せん 。 


年 : <yyyy> 1980--2079、 ま た は 0 一 99 
月 : <mm> =1 て 12 
日 : <dd> 三 1 31 


曜日 、 月 の 大 小 、 う る う 年 に つい て は 、 シ ステ ム が 自動 的 に 管理 し ます の で 、 意 識 
する 必要 は あり ませ ん 。 

な お 、 年 に つい て 2 桁 以下 で 入力 する 場合 は 、0 一 79 に 対し て は 2000 一 2079 が 、 
80 一 99 に 対し て は 1980 一 1999 が 、 そ れ ぞ れ 対 応 し ます 。 た と えば 、 


95-11-7 
と 入力 すれ ば 、1995 年 11 月 7 日 を 指定 し た こと に な り ま す 。 ま た 、 
ドー ドー 1 


と 入力 すれ ば 、2001 年 1 月 1 日 を 指定 し た こと に な り ま す 。 
入力 し た 日 付 が 誤っ て いる 場合 、 次 の よう に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の で 、 
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今度 は 正しい 範囲 内 の 数 値 を 入力 し て くだ さい 。 


日 付 の 指定 が 違い ます 
日 付 を 入力 し て くだ さい : 


DATE コマ ンド の 後ろ に 、 直 接 日 付 を 指定 し て 入力 する こと も 可能 で す 。 
DATE 95-11-7 


この と き は 、 日 付 が 正しけれ ば メッ セー ジ は 何 も 表 示さ れず 、 そ の まま 日 付 の 更新 
が な され ます 。 日 付 が 誤っ て いる と 、 前 述 と 同じ エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の 
で 、 再 入力 し て くだ きい 5。 
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DEL(ERASE) es 
ファ イル の 削除 
DEL (<d: >)( ン る 名 >)< フ ァイル 名 > 【/Y| ノノ 9 
ERASE 
解 説 DEL コマ ンド は 、 フ ァイル を 削除 する と き に 使い ます 。 


誤っ て ファ イル 名 を 指定 し て コマ ンド を 実行 し て し まう と 、 フ ァイル を 回 復 す る こ 
と は 不可 能 と な り ま す 。 あ ら か じ め DIR コマ ンド な ど で フ ァイル 名 を 確認 し て か ら 
実行 し て くだ さい 。 


DEL MSTFL. 100 


で は 、 フ ァイル MSTFL. 100 が 削除 きれ ます 。 こ の と き 、 削 除き れ た ファ イル 名 
(ここ で は MSTEFL. 100) が 表示 され ます 。 


DEL MSTFL. * 


と する と 、 フ ァイル 名 に MSTEFL を 持っ た すべ て の ファ イル (拡張 子 は 何で も よい ) 
が 削除 きれ ます 。 こ の と き 、 削 除き れん た すべ て の ファ イル 名 が 画面 に 表示 され ます 。 


DEL *.* 
で は 、 カ レン トディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル が 、 ま た 、 
DEL パス 名 > 


で は 、 ン る 名 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル が 、 そ れ ぞ れ 削 除 さ 
れ ま す 。 こ の と き 、 削 除き れ た すべ て の ファ イル 名 が 画面 に 表示 され ます 。 

な お 、 削 除 の 対象 と な る ファ イル が 複数 で ある 場合 は 、 次 の 確認 メッ セー ジ が 表示 さ 
2 ま 9 


よろ し いで すか <Y プ N> 


削除 し て も よけれ ば Y、 そ う で な けれ ば N を 押し て くだ さい 。 た だ し 、 ス イッ チノ Y 
を つけ る と 確認 の メッ セー ジ が 表示 され な い の で 、 バ パッ チ フ ァイル で 用 いる と き に 便 
利 で す 。 ま た 、 ス イッ チ Q を つけ る と 削除 の 対象 と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の 
メッ セー ジ が 表示 され た の ち 、 削 除 を 行い ます 。 こ れ を 用 いる と 複数 の ファ イル を 確 
認 し な が ら 削 除 で きま す 。 


注意 


ファ イル の 削除 を 行う と き 、 仮 想 ド ライ ブ や 、 仮 想 デ ィ レ クト リ の 割り 当て が 設定 
され て いる 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 
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削除 し よう と し た ファ イル が 存在 し て いる ディ レク トリ に 、 仮想 ドラ イブ が 割り 当 
て られ て いた 場合 に は 、 フ ァイル の 削除 を 行う と 、 実 体 が 同様 に 割り 当て られ て いた 
仮想 ドラ イブ の 中 の ファ イル も 削除 きれ ます 。 ま た 、 削 除 し た ファ イル が 存在 し て い 
た ディ レク トリ が 仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ だ っ た 場合 、 実 体 の ファ イル も 前 
除き れ た こと に な り ま す 。 

つま り 、2 箇所 に 同じ ファ イル が あり 、 一 方 は 仮想 ドラ イブ で 、 も う 一 方 は 実体 ド 
ライ ブ だ っ た 時 に 、 一 方 を 削除 し よう と する と 両方 と も 削除 され た こと に な っ て 、 フ 
ァイル が な く な っ て し まい ます 。 (仮想 ドラ イプ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 
し で す だ さ きい 
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DIR 内 部 コマ ンド 
機能 ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 ) の 表示 
書 式 DIR <d: 2)( と 玉名 2)(< フ ァイル 名 2 し /NJ(/L)(T)(RJ( ブ PJ)【 ビ W]J 
DIR コマ ンド は 、 フ ァイル お よび サブ ディレク トリ の 一 覧 で ディ レク トリ 情報 " ま 


た は 単に パ デ ィ レ クト リ / と 呼び ます ) を 表示 し ます 。 こ の と き 表示 され る 情報 は 、 次 
の と お り で す 。 


ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル 名 

カレ ント ドラ イブ 名 お よび カレ ント ディ レク トリ 名 

表示 され る ファ イル お よび サ プ デ ィ レ クト リム の 合計 数 「nnn ファ イル 」 
現在 使用 中 の 合計 容量 「nnnK Byte 使用 中 」 

ディ スク の 残り 容量 「nnnK Byte 使用 可能 」 

ディ レク トリ 内 の ファ イル だ け の 容量 「nnnK Byte 使用 」 


ファ イル 名 また は サブ ディレク トリ 名 
ファ イル の 大 き さ ( バ イト 単位 ) 

ファ イル が 最後 に 更新 され た 日 付 
ファ イル が 最後 に 更新 され た 時 記 


パラ メー タ を 省略 する と 、 カ レン トド ライ ブ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 





DIR | 











ドラ イブ 名 の み 指 定 す る と 、 そ の ドラ イブ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 
DIR B: 
パス 名 を 指定 する と 、 指 定 し た サブ ディ レク トリ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 


DIR \ 住 所 | 





ファ イル 名 を 指定 する と 、 指 定 し た ファ イル に つい て だ け の ディ レク トリ 情報 を 表 
示 ア ます 8 


DIR 社員 名 簿 


この 場合 、 フ ァイル 名 と し て ワイ ルド カー ド (*、? ) を 使用 する こと が で きま す 。 特 
定 の ファ イル の み を 表示 する 場合 な ど に 便利 で す 。 詳 細 は 、「 3 . 3 ワイ ルド カー ド 」 
を 参照 し て くだ さい 。 

スイ ッ チ ン N。 グル エニ グ 下 グン ER は ワ ァ イル を 次 の よう に ソー 人 E べ か る じじ て 
表示 し ます 。 
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N… 名 前 で ソー ト (昇順 ) 

し L… 大 き さ (バイ トト 単位) で ソー ト (昇順 ) 

プ T… 時 刻 で ソー ト (昇順 ) 

グ R… 上 記 の 3 つの スイ ッ チ と と も に つけ る と 逆順 に ソー ト 


また 、/N、 プ L、 ノ は 同時 に 指定 で き 、 先 に 指定 され た も の か ら 優先 的 に ソー 
ト し ます 。 た と えば 、 ン エン 上 と 指定 し た 場合 、 同 じ 時 刻 の も の は 大 き さ で ソー ト し 
ます 。 

スイ ッ チ ノ P を 指定 する と 、 1 画面 分 の 表示 を 行っ て 停止 し ます 。 再開 する と き は 
任意 の キー を 押し ます 。 

スイ ッ チ ノ W を 指定 する と 、 1 行 に 4 つ ず つ ( 横 64 文 字 モ ー ド の 場合 は 2 つ ず つ ) 
ファ イル 名 お よび サブ プ デ ィ レ クト リ 名 の み が 表 示さ れ ま す 。 フ ァイル に 不随 する 情報 


は 表示 され ませ ん 。 
DIR の 実行 例 で す 。 

Human68k A:¥ 

10 ファ イル 102K Byte 使用 中 1119K Byte 使用 可能 

ファ イル 使用 量 98K Byte 使用 
FORM く d ュ ャ ッ > 95-07-07 14:45:00 
MAGAZTNE く dTT> 95-07-08 15:08:00 
EWS く d ュ エッ 95-09-04 13:28:00 
X68K く d ュ > 95-11-03 19:07:00 
DOC TMP 2115 95-12-09 19:11:00 
MANA DOC 35110 95-01]-26 12:00:00 
JUN DOC 37519 95-04-26 12:18:00 
ETU DOC 4863 95-09-20 8:09:00 
SANAE DOC 5219 95-12-07 19:30:00 
KYOKO DOC 12134 95-12-28 19:55:00 

注意 


ディ レク トリ 情報 を 表示 する と き 、 デ ィ レ クト リ に 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮想 ディ レク 
トリ を 含む 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

ディ スク の 使用 量 を 表示 し ます が 、 表示 され た ディ スク の 使用 量 は 、 指 定 し た ドラ 
イブ の ルー トディ レク トリ に 対す る 実体 の ドラ イブ の ディ スク の 使用 量 を 表示 し ます 。 
し か し 、 表 示さ れ た ディ レク トリ に 対す る 実体 の ドラ イブ は 、 それ と は 別 の ドラ イブ 
に な っ て いる 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て 、 デ ィ ス ク の 使用 量 よ り フ ァイル の 使用 
量 の 方 が 大 きく 表示 され る 場合 が あり ます 。 同 様 に 、 使 用 可能 量 が 小さ い に も か か わ 
ら ず 、 よ り 大 きい ファ イル が 作成 で きる 場合 が あっ た り 、 使 用 可能 量 が 大 きい に も か 
か わら ず 、 そ の 大 きき さ に 満た な い 小さ な ファ イル が 作成 で き な い こと も あり ます 。( 仮 
想 ド ライ ブ プ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。) 
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DISKCOPY i 





機 能 ディ スク 全体 の コピ ー・ 比 較 照 合 
書 式 DSKCOPY ) dR KC 2 VY) 
解 説 DISKCOPY コマ ンド は 、 あ る ディ スク の 内 容 を 、 他 の ディ スク に す べ て コピ ー し 


る 

この コマ ンド で コピ ー き され た ディ スク は 、 コ ピー 元 の ディ スク と まっ た く 同 一 の 状 
態 と な り ま すか ら 、 バ ッ ク ア ッ プ コピ ー を 作成 する と き に 使う こと が で きま す 。 

また 、 DISKCOPY コマ ンド は 2 つの ドラ イブ に ある ディ スク の 内 容 を 比較 照合 す 
る こと が で きま す 。 


1 . メニ ュー 画面 か ら の 実行 





DISKCOPY |J 


と 入力 する と 画面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ま す 。 





DISKCOPY for X68000 Version *.# Copuright 1989 SHARP/Hudson | 





カー ソル キー で 選択 し 、 リ ター ソン キー を 押し て くだ さい 
ESC (終了 ) 





画面 の 「 機 能 . に は 、「 コ ピー」 また は 「 比 較 照 合 」 の どちら か を 指定 する こと が で 
きま す 。 指定 す る と き は 、 カ ー ソ ル を 「 機 能 」 に 合わ せ て キー を 押す と 、 メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます の で 、 そ れ に し た が っ て 指定 し て くだ さい 。 

きら に 「 送 り 側 ドラ イブ 」 に カー ソル を 合わ せ て キー を 押す と 、 次 の よう な 
画面 に な り ま す 。 
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DISKCOPY for X58000 Version *.** Copyright 1989 SHARP/Hudson 
























カー ソル キー で 
ESC (前 に 戻 





男 択 い リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 





ここ で ドラ イブ を 選択 し て くだ さい 。「 受 け 側 ドラ イブ 」 も 同様 に 指定 し ます 。 指定 
を 終え を た ら 、「 実 行 」、 に カー ソル を 合わ せ て キー を 押し て くだ さい 。 


な お 、DISKCOPY コマ ンド は 次 の 場合 、 実 行 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 


・ 同 一 ドラ イブ で の コピ ー と 比較 照合 

・ コ ピー 元 の ディ スク と コピ ー 先 の ディ スク の 種別 が 異な る と き 
・ コ ピー 先 の ディ スク に ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる と き 

・ コ ピー 先 の ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いと き 


DISKCOPY コマ ンド は ハー ド デ ィ スク に 対し て も 使用 する こと が で きま す 。 た だ 
し 、 コ ピー 元 の ハー ド デ ィ スク の 容量 より コピ ー 先 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 少な い 
と き は 実行 で きま せん 。 ま た 、 比 較 照 合 の 場合 は 、 同 じ 容 量 で な いと 実行 で きま せん 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 

コマ ンド 行 で に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず 
に コマ ンド を 実行 し ます 。 

1 . ディ スク コピ ー 


<d 1 : > で 指定 され た ドラ イブ 上 の ディ スク (コビー 元 ) の 全 内 容 を <d 2 : > で 指定 
され た ドラ イブ 上 の ディ スク (コピ ー 先 ) に コピ ー し ます 。 

コピ ー 先 と な る ディ スク は 、Human68k フォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) さ 
れ て いな く て は な り ま せん 。 も し 、 新しい ディ スク を 使用 する 際 に は 、 前 も っ て FOR- 
MAT コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し て お いて くだ さい 。 
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93 間 ヨ マ ンド 


DISKCOPY A: B: 
と 入力 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ドラ イブ A か ら 、 ド ライ ブ B へ ヘコ ピー し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 


ドラ イブ A に コピ ー 元 の ディ スク を 、 ド ライ ブ B に コピ ー 先 の ディ スク を それ ぞ 
れ 入 れ 、 和 任意 の キー を 押す と コピ ー が 始ま り ます 。 コ ピー 中 は 、 次 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


コピ ー 中 で す … 
ディ スク コピー 終了 し まし た 
他 の ディ スク を コピ ー し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続 け て コピ ー を 行い た けれ ば Y を 、 終 了 し た けれ ば N を 押し て くだ さい 。 
Y を 押し た と き は 、 自 動 的 に フロ ッ ピー ディス ク の み が イ ジェ クト され ます 。 
な お 、 次 の よう に 同一 の ドラ イブ を 指定 する と 、 





DISKCOPY A: A: 所 
次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 コ ピー は 行わ れず に コマ ンド が 終了 し ます 。 
同一 ドラ イプ で の コピ ー は で きま せん 


また 、 コ ピー 元 の ディ スク と コピ ー 先 の ディ スク の 種別 が 違っ て いる と 、 次 の よう 
な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 コ マン ド は 終了 し ます 。 


種別 の 違う ドラ イブ な の で 、 コ ピー は で きま せん 


2 . ディ スク の 比較 照合 


スイ ッ チ ノ V を 指定 し て DISKCOPY コマ ンド を 実行 する と 、 ド ライ プ <d 1 : > 
上 の ディ スク の 内 容 と ドラ イブ <d 2 : > 上 の ディ スク の 内 容 の 比較 照合 を 行い ます 。 


DIsSKCOPY A: B: ノ V 加 
と 入力 する と 、 湊 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ドラ イブ A と 、 ド ライ ブ の 内 容 を 比較 し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 


指示 され た と お り に ディ スク を 入れ 、 任 意 の キー を 押す と 比較 が 始ま り ま す 。 比 較 
中 は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


比較 チェ ッ ク 中 で す ・・・ 


比較 が 終り 、 2 つの ディ スク の 内 容 が まっ た く 同一 で あっ た と き に 次 の よう に 表示 
され ます 。 
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比較 を 終了 し まし た 。 比較 し た ディ スク の 内 容 は 一 致し て いま す 
他 の ディ スク を 比較 し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続 け て 比較 を 行い た けれ ば Y を 、 終 了 し た けれ ば N を 押し て くだ さい 。 
比較 の 結果 、 2 つの ディ スク 間 で 内 容 の 異な る セク タ が 発見 され た と き に は 、 次 の 
よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


比較 し た ディ スク の 内 容 は 異 っ て いま す 
他 の ディ スク を 比較 し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続け て 比較 を 行い た けれ ば Y を 、 終了 し た けれ ば N を 押し て くだ さい 。 Y 
を 押し た と き は 、 自 動 的 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み イ ジェ クト され ます 。 
な お 、 次 の よう に 同一 の ドラ イブ を 指定 する と 、 


DISKCOPY A: A: ノ V 
次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 比 較 は 行わ れず に コマ ン ド が 終了 し ます 。 
同一 ドラ イブ で の 比較 は で きま せん 


また 、 2 つの ディ スク の 種別 が 培っ て いる と 、 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 
され 、 コ マン ド は 終了 し ます 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 比 較 は で きま せん 


3 . ハー ド デ ィ スク 間 の コピ ー・ 比 較 照 合 


DISKCOPY コマ ンド は 、 ハー ド デ ィ スク に 対し て も 使用 する こと が で きま す 。 た 
だ し 、 コ ピー 元 の ハー ド デ ィ スク の 容量 より コピ ー 先 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 少な 
いと き に は 、 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し 、 コ マン ド を 終了 し ます 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 コ ピー で きま せん 


北 較 鶏 合 の 場合 も 、 双 方 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 異な る と き に は 、 湊 の よう な エ 
フー メッ セー ジワ を 表示 じ コ マス の 衝 (ほす 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 比 較 で きま せん 
注意 
@ デ ィ ス クコ ピー 時 に 、 ド ライ ブ の 指定 が され て いな いと 、 次 の よう な メッ セー ジ が 
表示 され ます の で 、 ド ライ ブ 名 を 入力 し て くだ さい 。 


コピ ー 元 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 
コピ ー 先 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 


@ 比較 照合 時 に 、 ド ライ ブ の 指定 が され て いな いと 、 湊 の よう な メッ セー ジ が 表示 き 
7 作 肝 を の で 、 ド ラテ ライブ プ 名 を 入力 し て くだ さい 。 
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比較 元 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 
比較 先 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 
@ 次 の 場合 は コピ ー が で きま せん 。 そ れ ぞ れ に 適切 な 処置 を し て か ら 、 再 度 コ マン ド 
を 実行 し て くだ さい 。 
1. コピ ー 先 の ディ スク に ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる と き 
2. コピ ー 先 の ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いと き 
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DRIVE 外部 コマ ンド 





機 能 ドラ イブ の 種類 、 状 態 の 表示 ・ ド ライ ブ 名 の 交換 
書 式 DRIVE (<d 1 :>] (<d 2: 9 
解 説 DRIVE コマ ンド は 、 ド ライ ブ 名 <d 1 : > と <d 2 : > を 指定 する か どう か で 動作 が 
異な り ま す 。 
<d 1 : >、<d 2 : > で の ドラ イブ 名 の 指定 が な い 場 合 は 、 全 ドラ イブ の タイ プ を 表示 
ま 訪 8 
DRIVE | 
Ai: ハード ディ スク | 
B:2 HD(1 MB) ユニ ッ ト 番 号 ………0 
C: 2 HD(1 MB) ユニ ッ ト 番 号 ““………1 
D:RAM DISK ユニ ッ ト 番 号 ………0 
E : 仮想 ド ライ ブ で す 
| 
Z : 仮想 ドラ イブ で す 


仮想 ドラ イブ プ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 


<d 1 : > の ドラ イブ 名 だ け を 指定 する と 、 そ の ドラ イブ の 状態 を 表示 し ます 。 


DRIVE A: 

A: ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト 番 号 ……………… 0 
1 セク タ あ た り の バイ ト 数 ee 1024 
1 クラ スタ あたり の セク タ 数 = …… の の の oroert… 1 
絵 ク ラス ネタ 数 …… ド oo 20155 
ファ イル アロ ケー ショ ン の 先頭 セク タ 番 号 …… 1 
プア イオ MM みか ー ジ クジ ョ レ の モク クタ 数 mWYre tea 40 
ルッ ディレクト り の 人 寺下 モ セク ク 赤 号 ……… い … 81 
ルー トディ レク トリ の 最大 個数 = ………………… 512 
デー タ 領 域 の 先頭 セク タ 番 号 ……… ii……… 97 
アク セス ドド 可 
イク ii 不可 
書き 込み ie 可 


<d 1 : >、<d 2 : > の ドラ イブ 名 と も 指定 し た 場合 は 、 指 定 し た ドラ イブ 名 を 交換 し 
ます 。 
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DRIVE A: D: 回 


ドラ イブ A : と ドラ イブ D : を 入れ 替え まし た 

カレ ント A : を ドラ イブ D : に 切り 替え まし た 

A:RAM DISK ユニ ッ ト 番 号 ……0 

B: 2 HD(1 MB) ユニ ッ ト 番 号 ……0 

C: 2 HD(1 MB) テー ト 赦 号 : 1 

DLS PR ンド 番号 … 0 

っ 板 要 ドラ (アロ 9 

| 

2 る 仮想 ドラ イブ で すず 
この 例 で は 、DRIVE コマ ンド の 実行 前 は A : ハー ド デ ィ スク 、D : RAM ディ スク だ 
っ た の が 、 実 行 後 は A : RAM ディ スク 、D : ハー ド デ ィ スク と な り ま す 。 








MP 外部 コマ ンド 


16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 
DUMP < ファ イル 名 > 〔 < 開始 アド レス > 【, < イト 数 >〕〕 


DUMP コマ ンド は 、< フ ァイル 名 > で 指定 され た ファ イル の 内 容 を 、 バ イト 単位 の 16 
進 表 現 と アス キー 文字 に より 表示 し ます 。 

DUMP コマ ンド で は 、 TYPE コマ ンド で は 表示 で き な い よう な コン トロ ー ル 文字 
を 含ん だ バイ ナリ ファ イル で も コー ド 単 位 で 表示 する こと が で きま す 。 

く 開始 アド レス > お よび く バ イト 数 > を 指定 する と 、 く 開始 アド レス > 番地 (ファ イ 
ル の 先頭 か ら の オフ セッ ト 値 ) か ら < バイ ト 数 > 分 だ け ダ ンプ ' し ます 。 こ の と き 、 こ 
れ ら の それ ぞ れ の 指定 値 の 前 に “X” を つけ る と 16 進 、 何 も つけ な いと 10 進 に よる 指 
定 と な り ま す 。 

< バイト 数 > を 省略 し 、 く < 開始 アド レス > だ け を 指定 し た と き は 、 指定 番地 か ら フ ァ 
イル の 最後 まで ダン プ さ れ ま す 。 


DUMP MSTFL. 100 


と 入力 する と 、 フ ァイル MSTFL. 100 の 内 容 が 表示 され ます 。 こ の と き 、 画 面 の 左 
側 部 分 に は 、 こ の ファ イル の 最初 か ら の アド レス 相対 値 が 、 中 央 部 分 に は ファ イル 内 
容 の バイ ト 単 位 の 16 進 表現 が 、 右 側 部 分 に は 該当 する アス キー 文字 が 、 そ れ ぞ れ 表 示 
され ます 。 右側 部 分 の アス キー 文字 は 、 表現 不可 能 な 文字 に つい て は ピリ オド ( . ) で 
表示 され ます 。 


@ DUMP の 中 断 

大 き な フ ァイル を ダン プ す る と 、 1 画面 に 収まり 切ら ず 、 ス クロ ー ル し て いっ て し 
まい ます 。 この よう な 場合 、 [CTRL|+| S | を 押す こと に より 、 表示 を 途中 で 止め る 
こと が で きま す 。 い っ た ん 止め た 後 は 、 任 意 の キー を 押せ ば スク ロー ル は 再開 し ます 。 

















@ DUMP の 終了 


ダン フ の 実行 中 に [CTRL|+| C | を 押せ ば 、 処理 は 中 止 さ れ て 、 コマ ンド モー ド に 
戻り ます 。 
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EXIT Wi 





機 能 子 プ ロ セ ス と し て 起動 きれ た COMMAND. X か ら の 親 プ ロ セ ス へ の リタ ー ン 


EXIT 


忠 
2 


Human68k シテ スム で は 、 あ る プロ グラ ム の 内 部 か ら 子 プロ セス を 生成 し 、 こ れ に 
実行 制御 を 一 時 的 に 移す こと が で きる よう な 機能 を も っ て いま す 。 

この 子 プ ロ セ ス 機 能 を 利用 し て 、 COMMAND. X プロ グラ ム を 子 プ ロモ ス と し て 
起動 で きる よう に し た アプ リケーション プロ グラ ム で は 、 そ の アプ リケーション ブロ 
グラ ム の 途中 の 状態 を 保持 し た まま 、Human68k の コマ ンド モー ド に 移行 する こと 
が で きま す 。 す な わ ち 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム を 終了 させ ず に Human68k の 
コマ ンド を 使う こと が で きる わけ で す 。 

EXIT コマ ンド は 、 こ の よう に 子 プ ロモ ス と し て 起動 きれ た COMMAND. X か 
ら 、 親 の アプ リケーション プロ グラ ム に 戻る た め に 使用 し ます 。 


EN 
に 
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ファ イル 内 容 の 比較 
FC < ファ イル 名 1 >< フ ァイル 名 2 >【/AJ【/B])LWJ (ソロ )( ビ n) 


FC コマ ンド は 、 2 つの ファ イル の 内 容 を 比較 し 、 異 な る 部 分 が あれ ば 表示 し ます 。 
ファ イル の 修正 を 行っ た 後に その 個所 を 確認 する と き な ど に 使用 し ます 。 
FC コマ ンド で 使用 で きる スイ ッ チ は 5 種類 あり ます 。 


ノン A アス キー 比較 の 指定 。2 つの ファ イル を 行 単位 で 比較 し ます (1 行 を 1 つの 
デー タブ ロッ ク と し て 比較 し ます )。 

ン B バイ ナリ 比較 の 指定 。 2 つの ファ イル を バイ ト 単 位 で 比較 し ます 。 

ン W ブラ ンク 圧縮 。 連続 し た スペ ー ス 、 タ ブ を 1 つの プラ ンク と し て 処理 し ま 
すず 3 

ン C 大 ・ 小 文字 の 無視 。 テ キス ト 中 に 現れ る 大 文字 、 小 文字 を 区 別 し ま せん 。 

ノ n 一 致 部 分 の 行 数 。 n に は 、1 一 9 を 指定 し ます 。 n の テキ スト が 一 致し て い 
た 場合 に の み 、 同 一 の 内 容 と し て 判断 し ます 。 省 略 時 に は 3 が 指定 され た 
も の と 見 な し ます 。 


な お 、/A、/B の 両方 と る 指定 され て いな いと 、 ア スキ ー 比 較 が 行わ れ ま す 。 た だ 
し 、 比 較 す る ファ イル の 拡張 子 が 次 の どれ か で ある と き は 、 バ イナ リ 比 較 が 行わ れ ま 
ま 。 


X、R、Z、SYS、O、A 
し た が っ て 、 こ れ ら の ファ イル を アス キー 比較 し た い 場 合 に は 、/A スイ ッ チ を 必ず 
付け て くだ さい 。 
@ 相違 点 の 報告 
以下 の 形式 で 出力 され ます 。 


圭二 二 十 二 < ファ イル 名 1 > 
< 一 致し て いる 部 分 の 最後 の 1 行 > 


< 相違 点 > 


< 再び 一 致し た 行 > 
十 十 十 二 二 < く フ ァイル 名 2 > 
< 一 致し て いる 部 分 の 最後 の 1 行 > 
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< 相違 点 > 


< 再び 一 致し た 行 > 


グ B スイ ッ チ に よっ て バイ ナリ 比較 を する 場合 は 、 出 力 報告 が 次 の よう に な り ま す 。 
アド レス ジテ イル 中 l ます ン 9 ウレ 2 
XXXXXXXX: YY ZZ 


ここ で 、xxxxxxxx は ファ イル の 先頭 か ら の バイ ト 数 で あり 、YY、ZZ は 相違 の 
あっ た デー タ で す 。 

な お 、 バ イナ リ 比 較 で は 、 バ イト 単位 で 比較 する た め 、 1 バイ ト の ずれ が あっ た だ 
け の 場合 で も 、 す べ て の デー タ が 異な る 、 と いう 報告 と な り ま す 。 
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FIND 外部 コマ ンド 





ファ イル 中 の 指定 文字 列 の 検索 


FIND 〔 ビ V}( ビ GOJ【 ビ N)( ソ エ 〕) し レ F]〕 ぐ 文字 列 ?>(< フ ァイル 名 2〕 


当 
護 


nM 
半 


FIND コマ ンド は 、 指定 し た ファ イル か ら 指 定 し た 文字 列 を 含ん だ 行 を さがし 、 そ 
れ ら を 全部 表示 し ます 。 

< ファ イル 名 > に ワイ ルド カー ド を 用 いる と 、 複 数 の ファ イル を 対象 に 検索 を 行う こ 
と が で きま す 。 ま た 、 各 種 ス イッ チ を 指定 する こと に より 、 次 の よう に いろ いろ な 操 
作 を 行う) こと が で きま す 。 


消 
に 


グ V 指定 文字 列 を 含ま な い 行 を 表示 し ます 

グ C 指定 文字 列 を 含む 行 数 な どの 検索 結果 を 表示 し ます 

グ N 出力 行 の 行頭 に 行 番 号 を 付け な いで 表示 し ます 

グ L 半角 英 数 字 の 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 し な いで 検索 し ます 

グズ F 文字 列 を 含む 行 が ある ファ イル の ファ イル 名 を 各行 の 行頭 に 表示 し ます 


これ ら の スイ ッ チ の うち 、/F に つい て は 、< フ ァイル 名 > に ワイ ルド カー ド を 指定 
し た と き に つい て の み 有 効 で す 。 

スイ ッ チ は 任意 に 組み 合わ せ て 使用 する こと が で きま す が 、/C を 指定 し た 場合 、/ 
V、/N、 ン ノン F は 無視 され ます 。 
文字 列 を 合 む 行 を 表示 し ます 

FIND 東京 " WKFL. 100 

ファ イル WKFL. 100 内 より 、 び 東京 ′ と いう 文字 列 を 含ん だ 行 を すべ て 抜き 出し 、 

表示 し ます 。 


@ 文字 列 を 含ま な い 行 を 表示 し ます 





FIND ン V パ 神 奈川” WKFL. 100 | 
ファ イル WKFL. 100 内 より 、 神奈 川 / と いう 文字 列 を 含ま な い 行 を すべ て 抜き 出 
し 、 表 示し ます 。 
@ 検 索 結果 を 表示 し ます 
FIND プ C 東京” WKFL. 100 


ファ イル WKFL. 100 内 の 、 東京 "と いう 文字 列 を 含ん だ 行 数 、 含 まな い 行 数 、 全 
体 の 行 数 を 表示 し ます 。 
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@ 文字 列 を 合 む 行 に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 
FIND ン N 港 区 ? WKFL. 100 
ファ イル WKFL. 100 内 より 、 港 区 ” と いう 文字 列 を 含ん だ 行 を すべ て 抜き 出し 、 
それ に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 。 
@ 文字 列 を 含ま な い 行 に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 
FIND ノン V /N パ 港 区 ” WKFL. 100 
ファ イル WKEL. 100 内 より 、 港 区 ” と いう 文字 列 を 含ま な い 行 を すべ て 抜き 出 
し 、 そ れ に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 。 
@ 文字 列 を 含む 行 が ある ファ イル の ファ イル 名 を 各行 の 行頭 に 表示 し ます 
FIND /F 東京” WKFL. * 


主 フ ァイル 名 に WKFL を も つ フ ァイル 全部 に つい て 東京” と いう 文字 列 を 含ん 
だ ファ イル を さがし 、 文 字 列 を 含ん だ 行 の み 表 示し ます 。 各 行 の 行頭 に は 、 そ の 行 が 
ある ファ イル の ファ イル 名 が 付加 され て 、 表 示さ れ ま す 。 

な お 、FIND コマ ンド は フィ ル タ と し て も 使う こと が で きる よう に な っ て お り 、 標 
準 入 力 か ら の デー タ 入 力も 受け 付け る こと が で きま す 。 


TYPE WKFL. 200 | FIND "東京 


は 、TYPE コマ ンド に よっ て 標準 出力 に 出さ れ た WKFL. 200 の 内 容 を パイ プ で 標準 
入力 に つなぎ 、 こ れ を FIND コマ ンド に 入力 させ て 処理 する よう に 指示 する も の で 
9 
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ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 
FORMAT (<d : J L/S C/O LV 


FORMAT コマ ンド は 、 指 定 し た ドラ イブ の ディ スク を フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) す 
る と き に 使用 し ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


FORMAT 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 

| FORMAT for X68000 Version *.** Copyright 1989 SHRRP/Hudson | 
ハー スク 
終了 





で 


カー ソル キー で 選択 し 、 リ ター ソ キ ー を 押し て くだ さい 
(の マナ 








ここ で まず 、 カ ー ソ ルキ ー の [|] 「 上 | で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト か 、 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト か を 選択 し 、[| を 押し ます 。 以下 それ ぞ れ の フォ 
ー マ ッ ト 方 法 に つい て 解説 し ます 。 





1. フロッピー ディスク の フォ ー マ ッ ト 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を 選択 する と 、 画面 に は 次 の よう な メニ ュー 画 
面 が 表示 され ます 。 
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IFORMAT for XB68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson | 





装置 名 フロ DE ベク 





B: 
ポポ CT し な も 
ンス ょ い \ 
接し 細 囲 ES 


次 















i i EME a 
ESC (前 に 戻 








それ ぞ れ の 項目 に は 、 次 の よう に 設定 し ます 。 


e ドラ イブ 
フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ を 指定 し ます 。 


e@ ボ リュ ー ム ラベ ル 
ディ スク に つけ る 名 前 を 設定 し ます 。 


@ シ ステ ム 

シス テム の 転送 を 行う か どう か を 設定 し ます 。 シ ステ ム の 転送 を 行う と 、 フ ォ ー マ 
ッ ト 終 了 後 に カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある “HUMAN.SYS* 四 
*COMMAND.X′ を コピ ー し ます 。 


@ 初 期 化 範囲 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 全 体 を 初期 化す る の か 、 す で に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる ディ ス 
ク の 管理 領域 (FAT 部 と ディ レク トリ 部 ) だ け を 初期 化す る の か を 設定 し ます 。 管理 
領域 だ け の フォ ー マ ッ ト は 全体 を フォ ー マ ッ ト す る より 高速 で す が 、 一 度 全体 を フォ 
ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で な けれ ば 使用 で きま せん 。 











それ ぞ れ の 項目 を 設定 し た ら 、「 実 行 」 に カー ソル を 移動 し て J| を 押し ます 。 画 
面 に は 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 





ドラ イブ dg : (2HD デ ィ ス ク ) を 初期 化し ます 
よろ し いで すか (Y/N) ESC (前 に 戻る ) 
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ここ で 、 ドラ イプ ブ d: (d は 指定 し た ドラ イブ 名 ) に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 、 
Y| を 押し て くだ さい 。 これ で 、 フ ォ ー マ ッ ト が 開始 され ます 。 フォ ー マ ッ ト が 終了 
する と 、 元 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 

FORMAT コ マン ド を 終了 し た いと き は 、「 終 了 」 に カー ソル を 移動 し て [| を 押し 
て くだ さい 。 














2. ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト を 選択 する と 、 画面 に は 次 の よう な メニ ュー 画面 が 
表示 され ます 。 











for 5SBUUOU Mersion *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson | 


VY ドス 


は 綿 人 が 7 





IFORMAT 













カー ソル キー で 選択 し 、 リ ター ソン キー を 押し て くだ さい | 
に が | 


複数 の ハー ド デ ィ スク が 接続 きれ て いる 場合 、 最 初 に フォ ー マ ッ ト を 行う 装置 番号 
を 選択 し ます 。 ハ ー ド ディ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は 、 本 体外 部 に 最大 16 台 
(装置 番号 は 0 ~15) まで ハード ディ スク を 接続 する こと が で きま す 。 ハー ド デ ィ スク 
内 蔵 タ イプ の X68000 で は 本 体外 部 に は 最大 14 台 (装置 番号 は 2 ~15) まで 接続 する 
こと が で きま す 。 こ こ で 、 装 置 番号 と いう の は 本 体外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド デ ィ 
スク に 割り 当て られ て いる 番号 の こと で す 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 
で は 装置 番号 1 は 無効 で 、 装 置 番号 0 は 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク を 指し ます 。 

メニ ュー 画面 に 表示 され る 項目 の 詳細 は 、 そ れ ぞ れ 次 の と お り で す 。 








@ 領 域 確保 
領域 の 確保 を 行い ます 。 こ れ を 選択 する と 、 さ きら に 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 
され ます の で 、 次 の よう に 設定 し て くだ さい 。 
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for XB5800UDU Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson | 


ハー ド デ ィ スク 
















全体 の 容量 49M パ イト 
和 : 486M パ イト 


き 












3 ポポ い リタ ー ソ キー を 押し て くだ さい 





・ 容 量 
確保 する 容量 を 指定 し ます 。 た と えば 、 10M バイ ト 確 保 す る と き は “10” と 入力 し 
ます 。 


ボリ ュー ムラ ベル 
ボリ ュー ムラ ベル を 設定 し ます 。 


・ シ ステ ム 

シス テム の 転送 を 行う か どう か を 指定 し ます 。 シ ステ ム の 転送 を 行う と 、 フ ォ ー マ 
ッ ト 終 了 後 に カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある “HUMAN.SYS' と 
*COMMAND.X′ を コピ ー し ます 。 


・ 実 行 
領域 確保 を 開始 し ます 。 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 


領域 の 確保 を 行い ます 
よろ し いで すか (Y/N) ESC (前 に 戻る ) 











ここ で 、 [| を 押す と 領域 確保 が 開始 され ます 。 IN| を 押す と 、 元 の メニ ュー 画 
面 に 戻り ます 。 領 域 確保 が 終了 し た ら 、「 終 了 」 に カー ソル を 移動 し て | 引 を 押し ます 。 
次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 |IY] を 押し て くだ さい 。 























終了 し ます 一 度 リ セッ ト し な いと 、 ハ ー ド ディ スク は 使用 で きま せん 
リセ ッ ト し て も よろ し いで すか (Y ン N) 
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・ 終 了 
FORMAT コマ ンド を 終了 し ます 。 


@ 領 域 解放 
確 休 し た 領域 の 解放 を 行い ます 。 解 放し た い ブ ロッ ク を 選択 し て くだ さい 。 





















失 守 休 の 容 4M バ イト 
a 10M バ イト 

: Human68k 10DML パ イト 

20DM バ イト 





この よう に 、2 つの ブロ ッ ク が 存在 する 場合 、 ブ ロッ ク (1) を 解放 する と 次 の よう に 
な り ま す 。 





4MM パ イト 
1MM バ イト 
3MMM パ イト 
@ 領域 選択 
確保 され た 複数 の ブロ ッ ク (領域 ) か ら 、 使 用 する ブロ ッ ク を 選択 し ます 。 
















た 持久 体 の 容量 4MMM バ イト 
( 1) 覗 用 不可 :Human68k? 1HMM バ イト 
( 2 使用 可能 :Human68k 19MM パ イト 
あき 傘 域 : 29M バ イト 
の 場合 、 プ ロッ ク (2) が 選択 され て いま す 。「 領 域 選択 」 に カー ソル を 合 | を 











ively ds Gorrie ブロ ッ ク (1) の と ご ろ で ee 
する と 、 「 使 用 不可 」 が 「 使 用 可能 」 に 変わ り ま す 。 同 様 に 、 ブ ロッ ク (2) の と ころ で 
| を 押す と 、 こ ん ど は 「 使 用 可能 」 が 「 使 用 不可 」 に 変わ り ます 。 こ れ で 、 ブ ロッ 
ク 1) が 選択 され た こと に な り ま す 。 通常 は この よう に 、1 つの ブロ ッ ク だ け を 「 使 用 可 
能 」 に し て 使い ます 。 














( 2 


あき * 可 :Human68k? 1M パ イ 


2MM バイ 





科 19M ィ ト 
ト 
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a ボド 


また 、 湊 の よう に 複数 の ブロ ッ ク ( こ の 場合 は 2 つ ) を 「 使 用 可能 」 に し た 場合 、Human 
68k 起動 時 に 「X68000 HARD DISK IPL メニ ュー」 と いう メッ セー ジ が 表示 され 、 
起動 する ブロ ッ ク を 選択 する こと が で きま す 。 詳し い 操 作 方 法 は "取扱 説 明 書 』 の 「6.4 
ハー ド デ ィ スク 」 を 参照 し て くだ さい 。 






49M バ イト | 

久作 Human68k 10M バ イト | 

可能 :Human68k 19M パ イト 
29M パ イト | 





e 装置 初期 化 
ハー ド デ ィ スク 全体 を 初期 化し ます 。 こ こ で 、 


装置 全体 を 初期 化し ます 
よろ し いで すか (Y/N) ESC (前 に 戻る ) 





と 表示 され ます の で 、「Y| を 押す と 初期 化 が 開始 され ます 。 初期 化 が 終了 する と 、 元 
の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 











装置 変更 
フォ ー マ ッ ト を 行う 装置 番号 を 変更 し ます 。 


@ 終 了 
FORMAT コマ ンド を 終了 し ます 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 





コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず 
に コマ ンド を 実行 し ます 。 コ マン ド 行 か ら は 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト の 
み 可 能 で す 。 

FORMAT コマ ンド で 指定 で きる スイ ッ チ は 、 次 の 3 つ で す 。 











@ ブ S 
シス ア 導 の コピ ビータ 行い まき 全 フロ ッ ビー デ ョ スク の my 下 後 、 み カレ ント ド 
ライ ブ か ら Human68k シス テム を 読み 込み 、 フ ォ ー マ ッ ト さ れ た だ た フロッピー ディ ス 
に 書き 込み ます 。 こ の スイ ッ チ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み 有 効 で す 。 
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@ プ /C 

すでに 物理 的 に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 管理 領域 、 す な わ ち 
FAT 部 お よび ディ レク トリ 部 の み を 初期 化し ます 。 デ ー タ 領域 を 物理 フォ ー マ ッ ト 
し な いで 、 速く フォ ー マ ッ ト を 行う こと が で きま す 。 た だ し 、 FORMAT コマ ンド で 
一 度 は 物理 フォ ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し て し か 使用 で きま せん 。 


@ プ V 
ボリ ュー ムラ ベル を 指定 する 場合 に 使用 し ます 。 こ の スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 、 
Human68k と いう ボリ ュー ムラ ベル が つけ られ ます 。 こ の スイ ッ チ は フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク の み 有 効 で す 。 
FORMAT コマ ンド は 、 た と えば 次 の よう に 実行 し ます 。 
FORMAT B: 


ドラ イブ を 指定 し な い 場 合 は 、 ド ライ ブ B が フォ ー マ ッ ト の 対象 に な り ま す 。 
まず 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


"ライ ブ 日 : (2HD ディ スク ) を 初期 化し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 。 


こと で 、 新曲 の gw ビ マ ディ スク を ボラ イデ に や ト し 。 制 か キー を 押す と フォ 
ー ジ アッ 上 ト が 始ま りこ 次 の あの な アッ モー ジ が 表示 され ます 。 


初期 化 中 で す … 
フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
初期 化 を 終了 し まし た 
な お 、/V ス イッ を つけ て で いれ ば 。 こ と で 
ボリ ュー ム 名 を 半角 21 文 字 以 内 で 指定 し て くだ さい : 


と た ず ね て きま す の で 、 指 定 ど お り 半 角 21 文 字 以 内 の 名 前 を 入力 し 、 |( リ ター ン キ 
ー) を 押し て くだ さい 。 

また 、/S スイ ッ チ を つけ て いれ ば 、 次 の メッ セー ジ る も 表示 され ます 。 ここ で 、d: に 
は 、 カ レン トド ライ ブ 名 が 表示 され ます 。 


d: の シス テム ファ イル を 日 : に 転送 し ます 。 
これ で フォ ー マ ッ ト 完 了 で す 。 次 の メッ セー ジ が 表示 さき され ます 。 
他 の ディ スク を 初期 化し ます か ? <Y ン N> 


ここ で Y を 押す と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が イジ ェクト され 、 最 初 の メッ セー ジ に 戻り 
ます 。N を 押す と フォ ー マ ッ トコ マン ド が 終了 し 、 プ ロン プ ト に 戻り ます 。 
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HIS 内 部 コマ ンド 


機 能 ヒス トリ 行列 の 表示 
書 式 HIS に 開始 行 ]J〔 < 終了 行 >】 し /B】〕 
HIS コマ ンド は 、 ヒ スト リ 行 列 を 表示 する と き に 使い ます 。 
HIS 
と 入力 する と 、 た と えば 次 の よう に 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド が 順に 表示 され ま 
すま 。 
00005:DIR BB: 


00004:TYPE B:FILE. 100 

00003 :COPY B:FILE. 100 A:FILE. OK 
00002 : DIR 

00001:DEL B:FILE. 100 

00000 : HIS 


左側 に は いま 入力 し た ^HIS” コマ ンド か ら 逆 順に 数 えて いくつ 前 の ”" コマ ンド 
行 で ある か が 数 字 で 示さ れ 、^ : 以下 右側 に 、 保 存 さ れ て いる コマ ンド 行 が 表示 され 
ます 。 

< 開始 行 >< 終 了 行 > に は 、 表 示し た い ヒ スト リ 行 列 の 始め の 行 、 お よび 終わ り の 行 を 
指定 し ます 。 ど ちら が 大 きく て も か まい ませ ん 。 た と えば 、 


HIS 20, 10 


と する と 、 ヒ スト リ 行 列 の 20 行 か ら 10 行 まで を 行 番 号 付 で 表示 し ます 。 次 の よう に し 
て も 同じ で す 。 


HIS 10, 20 


< 開始 行 > を 省略 する と 、 最 も 古い ヒス トリ 行 が 、< 終 了 行 > を 省略 する と 、 最 も 新 し 
い ヒ スト リ 行 が 、 そ れ ぞ れ 指 定 さ れ た も の と みな され ます 。 た と えば 、 


HIS ,10 
で は 、 最 も 古い リス ト 行 か ら 10 行 まで が 、 
HIS 20, 


で は 、20 行 か ら 最も 新しい 行 ま で が 、 そ れ ぞ れ 行 番号 付き で 表示 され ます 。 
< 開始 行 > の み を 指定 する と 、 そ の ヒス トリ 行 だ けが 行 番号 付き で 表示 され ます 。 
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HIS 15 


で は 、15 行 だ けが 番号 付き で 表示 され ます 。 

HIS コマ ンド に B を 付け て 実行 する と 、 ヒ スト リ 行 列 を 、 行 番号 な し で 表示 し ま 
す 。 ま た 、 ヒ スト リ 行 列 に コン トロ ー ル 文字 が 含ま れ て いて も 、 そ の まま 出力 し ます 。 

し た が っ て 、/B 付き の HIS コマ ンド の 出力 を リダイレクト を 用 いて ファ イル へ 
出力 すれ ば 、 そ の まま バッ チ 処 理 を 作成 する こと が で きま す 。 た と えば 、 


HIS 20,10 XB > TEST. BAT 


と すれ ば 、 過 去 に 実行 し た 、 ヒ スト リ 行 列 の 20 行 か ら 10 行 まで の コマ ンド 行 が 、 そ の 
まま TEST. BAT ファ イル に 収納 され 、 バ ッ チ ファ イル と する こと が で きま す 。 

な お 、 く 開始 行 > お よび < 終了 行 > で 指定 する ヒス トリ 行列 の 行 番号 は 、 実 行 し よう と 
する HIS コマ ンド を 最も 新しい 行 (第 0 行 ) と し て 追加 し て か ら 新しく 付け 直さ れ た 
行 番号 と し て 扱わ れ ま す 。 し た が っ て 、 一 度 HIS コマ ンド を 実行 し 、 そ こ で 表示 され 
た ヒス トリ 行列 の 行 番号 を も と に 次 の HIS コマ ンド を 実行 する と 、 1 つ だ け 行 番号 
が ずれ る こと に な り ま す 。 注意 し て くだ さい 。 


注意 : カン マ ( , ) の 前 後に スペ ー ス や タブ を 入れ な いよ うに し て くだ さい 。 
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KEY 


外部 コマ ンド 


時 | | 
i 必 


恒 
ドロ 


ミル どー 


ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 
KEY 


KEY コマ ンド は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー や カー ソル 移動 に 使用 する キー な どの 割り 
当て 状況 が 記録 さき れ て いる ファ イル (キー 設定 ファ イ ル ) の 内 容 を 更新 し た り 、 フ ァ イ 
ル の 内 容 を シス テム に 登録 する 場合 に 使用 し ます 。 


KEY 
と 入力 する と 、 湊 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


更新 で すか 、 登 録 で すか ? <U ウ 


1 . キー 設定 ファ イル の 更新 
キー 設定 ファ イル の 内 容 を 変更 する と き は 、U を 入力 し ます 。 続 いて 、 
入力 ファ イル 名 [KEY. SYS] : 
が 表示 され ます 。 こ こ で 入力 ファ イル 名 を 入力 し ます 。 続 いて 、 
出力 ファ イル 名 〔KEY. SYS : 


が 表示 され ます 。 こ こ で 書き 出し た い キ ー 設 定 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 い ずれ も り 
ター ン キ ー の み を 押す と 自動 的 に KEY. SYS が 対象 ファ イル と な り ます 。 

また 、 ヒ スト リ テ バ イス ドラ イ バ (HISTORY.% 用 の キー 割り 当て ファ イル KEY.HIS 
も KEY コマ ンド で 作成 で きま す 。 詳し く は 第 6 章 を 参照 し て くだ さい 。 

出力 ファ イル 名 を 入力 する と 、 


処理 を 開始 し ます か ? <Y グ NN 


と た ず ね て きま す 。 こ こ で 、N を 入力 する と 、 処 理 は 終了 し 、 コ マン ドモ ー ド に も ど 
り ま す 。Y を 入力 する と KEY.SYS の 中 で 割り 当て られ て いる キー の 一 覧 表 が 次 の 
よう に 表示 され ます 。 
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REL IP : 
RULL Du 
JNN 3 


次 に 、 


キー 番号 : 


と た ず ね て きま す の で 割り 当て る キー を 入力 し ます 。 割り 当て る キー を 入力 する 範囲 
は 、 3 文字 の 記号 で 表 さ れ ま す 。 記 号 は 次 の と お り で す 。 





















































キ 一 キー 番 
F・1 F 01 

$ $ 
F・10 F10 
SHIFT+F・1 F 11 

1 5 
SHIFT+F・10 F 20 
ROLL UP F 21 
ROLL DOWN F 22 
INS F 23 
DEL F 24 
{ F 25 
ーー F 26 
= F 27 
\ F28 
CLR F 29 
HELP F30 
HOME F 31 
UNDO F 32 
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キー 番号 を 入力 する と 、 キ ー 機 能 を た ず ね て きま す 。 割り 当て る 内 容 を 以下 の 条件 
で 大 力も で ぐだ きい 。 


F01~F20 半角 31 文 字 以 内 
その 他 の キー 半角 5 文字 以内 


ここ で FORMAT、DISKCOPY な どの よう に 割り 当て る 内 容 を 入力 し リタ ー ン 
キー を 押し て キー の 決定 を し ます 。 こ こ で その まま リタ ー ン キー を 押す と すでに 割り 
当て られ て いた 機能 が クリ ア さ れ ま す 。 再び リタ ー ン キー を 押す と 、 


終了 し ます か ? <Y グ N> 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、N を 押す と 、 キ ー 番 号 を 入力 する 画面 に ちどり ます 。Y を 
押す と 、 


< ファ イル 名 > を 更新 し ます か ? <Y グ N> 


と た ず ね て きま す 。Y を 押す と ファ イル を 更新 し た 後 、 処理 を 終了 し ます 。N を 押す 
と 、 更 新 前 の 状態 で 、 終 了 し ます 。 
な お 、CR コー ド な どの 特殊 コー ド を キー に 割り 当て た いと き は 、 次 の よう な キー を 


使用 し て くだ さい 。 
CR コー ド (リタ ー ン ) っ CTRL 二 ろ (か な キー) 
BS コー ド (バッ クス ペ ベース) っ CTRL 十 む ( か な キー) 
FE ーー CTRL+ へ (か な ネ キー) 


ここ で 、$ FE は 、 一 種 の 編集 コー ド で 、 これ に 続く 7 文字 は 、 画面 最 下 行 の ファ ン 
クシ ョ ン キ ー 表 示 に 表示 され ます 。 8 文字 目 以降 が ファ ンク ショ ン キ ー の コー ド と し 
て 扱わ れ ま す 。 

また 、 ヌ ルコ ー ド ($00) と $ 1 C-$ 1 F の コー ド を ファ ンク ショ ン キ ー な ど に 人 割 
り 当て る こと は で きま せん 。 


2 . キー の 登録 
キー 設定 ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 する と き は 、 工 を 入力 し ます 。 続 いて 、 
入力 ファ イル 名 【〔KEY.SYS] : 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、 登 録 し た い キ ー 設 定 ファ イル 名 を 入力 し ます 。 そ の まま り 
ター ン キ ー を 押す と 自動 的 に 、 KEY.SYS が シス テム に 登録 きれ ます 。 これ で 次 の メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され キー の 登録 が 終了 し ます 。 


ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 
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3 . キー 設定 ファ イル の 内 容 


キー 設定 ファ イル の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


Ee 

) 
F・10 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の デー タ が 、 次 の よう な 形式 で 20 個 分 
SHIFT+F・1 収め られ て いま す 。 


) 
SHIFT+F・10 


as ニニ ニー ギー うー 





| *- の テー タ (余り は $ 0 0 で 埋め られ る ) | 





まだ は 計 20 個 
EE NRE 





| $FE | 表示 デー タ ER 





ROLLUP 
ROLLDOWN 
INS 

DEL 


< ファ ンク ショ ン キ ー の デー タ に 続い て 、 これ ら の キー の 
= デー タ が 、 次 の よう な 形式 で 12 個 分 収め られ て い ます 。 


A 


(余り は $00 で 埋め られ る ) 計 12 個 





| キー の テー 
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第 5 章 コマ ンド 


MEIMF REE 内 部 コマ ンド 





機 能 使用 可能 な メモ リサ イズ の 表示 
書 式 MEMFREE 


EN 
ドロ 


| 解 説 | 現在 使用 で きる メモ リサ イズ を 表示 し ます 。 こ の メモ リサ イズ は メイ ン メ モリ の うち 、 
RAM デ ィ ス ク 、 デバ イス ドラ イ バ な どの 常 入 プロ グラ ム 、Human68k 、 親 プ ロ セ ス 
な ど が 利用 し て いる メモ リ を 除い た メモ リサ イズ の こと で す 。 


MEMFREE J 
と 込 放す る と 、 
15554 バ イト : 最大 使用 可能 メモ リ 


と いう よう に メモ リサ イズ を 表示 し ます 。 
まき 


14296 バ イト : 最大 使用 可能 メモ リ 
15548 バ イト : 全体 使用 可能 メモ リ 


と いう よう に 表示 され た 場合 は 、 一 度 に 確保 で きる メモ リ が 14296 バ イト で ある こと を 
示し て いま す 。 
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MENU 外部 コマ ンド 
還っ ーーー ーー 


メニ ュー 方 式 で コマ ンド を 実行 
書 式 MENU し / 了 I く メニ ュー ファ イル 名 >〕】【< く コマ ンド ツ ) 


解 説 MENU コマ ンド は 、 指 定 さ れ た く メ ニュ ー フ ァイル 名 > の 内 容 に し た が っ て 、 メ ニ 
ュー 形式 で の コマ ンド の 実行 を 支援 する コマ ンド で す 。 
スイ ッ チ ノ 耳 は 、 メ ニュ ー フ ァイル と し て ファ イル 名 が “MENU.CNF ン 以外 の フ 
ァイル を 利用 する と き に 指定 し ます 。 ン HH く メ ニュ ー フ ァイル 名 > を 省略 する と 、 メ 
ニュ ー フ ァイル と し て ヾ MENUL.CNE* が 読み 込ま れ ま す 。 
く コ マン ド > に コマ ンド を 記述 する と 、 そ の コマ ンド を 実行 し ます 。 


MENU コ マン ド を 利用 する こと に は 、 次 の よう な 利点 が あり ます 。 


・ コマ ンド や アプ リケーション の 名 前 や 使い 方 を 知ら な く て も それ ら を 実行 で きる 。 
・ カ ー ソ ルキ ー に よっ て メニ ュー を 選択 する の で 、 少な い キ ー 操 作 で 利用 する こと が 
で きる 。 


この た だ ため MENU コ マン ド は 、 デモ で 複数 の 人 が 利用 する 場合 や Human68k に 習熟 
し て いな い 人 の た め に 利用 する と 便利 で す 。 


eMENU コマ ンド の 操作 

MENU コ マン ド は メニ ュー ファ イ ル を 読み 込ん で 、 そ の 内 容 に し た が っ て メッ セー 
ジ の 表示 や コマ ンド の 実行 を 行い ます 。Human68k の シス テム ディ スク に は メニ ュー 
ファ イル (MENU.CNF) が お さめ られ て いま す の で 、 こ れ を 実行 する と き は 次 の よ 
うに 大 力 し ます 。 


MENU [| 





する と 、 メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ま す の で 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て コマ ン ド を 実行 し ま 
す 。 こ の 画面 で は 、 次 の よう な キー 操作 が で き 上 2 
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第 5 窒 コマ ジン シンポ 
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本 | | 
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還 





ROLL UP 


ROLL 





























コマ ンド 選択 の メニ ュー 画面 で 入力 し た 場合 は MENU コ マン ド を 終 
了 し て 、Human68k に 戻り ます 。 それ 以外 は 直前 の メニ ュー に 戻り 
ます 。 

カー ソル が 位置 する メニ ュー 内 容 を 実行 し ます 。 パ ラメ ー タ が 必要 な 
場合 は 、 入 力 す る よう に 要求 し て きま す 。 

カー ソル を 上 下 に 移動 し ます 。 

ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 

カー ソル が 位置 する 項目 の パラ メー タ を 入力 し ます 。 また 、 これ 以外 
に も ファ イル 名 や ディ レク トリ 名 な ども ファ ンク ショ ン キ ー で 簡単 に 
入力 で きる よう に し て いま す 。 画 面 の 下 に 表示 され る メッ セー ジ に し 
た が っ て 操作 し て くだ さい 。 

次 ペー ジ の メニ ュー 画面 を 表示 し ます 。 次 ペー ジ が な い 場 合 は 表示 は 
変わ り ま せん 。 

前 ペー ジ の メニ ュー 画面 を 表示 し ます 。 前 ペー ジ が な い 場 合 は 表示 は 
変わ り ま せん 。 


@ メ ニュ ー フ ァイル の 形式 

メニ ュー ファ イル に は 、 メ ッ キ セー ジ の 表示 や 実行 する コマ ンド な ど を 記述 し て お き 
ます 。 MENU コ マン ド は 、 こ の メニ ュー ファ イル を 読み 込ん で 、 そ の 内 容 に し た が 
っ て メッ セー ジ の 表示 や コマ ンド の 実行 を 行い ます 。 

メニ ュー ファ イル は 通常 の み チキ スト ファ イル で すか ら 、 エ ディ タ や ワー プロ な ど で 
作成 ・ 編 集 が で きま す 。 メ ニュ ー フ ァイル は 複数 の 「 コ マン ドレ コー ド 」 で 構成 され 
て いま す 。 コ マン ドレ コー ド は 、 次 の よう な 形式 で 記述 し ます 。 


1 . 開 始 識別 記号 
2 . コ マン ド : メニュー 項目 名 
3 . パ ラメ ー タ  : メ ッ セ ー ジ 


4. 1 


| 


ヘル プ メ ッ セ ー ジ 


それ ぞ れ の 詳細 は 次 の と お り で す 。 


1 . 開 始 識 別記 号 
コマ ンド レコ ー ド の 開始 を 識別 する た め の 行 で す 。 次 の いずれ か を 記述 し ます 。 


斗 半 
4#M 


コマ ンド 終了 後 、 メ ッ セ ー ジ 確認 を 行い ませ ん 。 
コマ ンド 終了 後 、 メ ッ セ ー ジ 確認 を 行い ます 。 
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2 . コ マン ド ・ メニュー 項目 名 
実行 する コマ ンド と メニ ュー 画面 に 表示 され る 項目 を 記述 し ます 。 


例 ) 
WHERE : ファ イル の 検索 


3 . パ ラメ ー タ  : メッ セー ジ 

コマ ンド の 実行 に パラ メー タ が 必要 な と き に 、 そ の パラ メー タ の 分 だ け 記述 し ます 
特定 の パラ メー タ の 場合 は その パラ メー タ を 記述 し 、 実 行 時 に パラ メー タ を 入力 し た 
いと き は ^?? を 記述 し ます 。 


o 


例 ) 
? - : ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 
? ) スイ ッ チ を 指定 し て くだ さい 
4. 1 


ヘル プ メ ッ セ ー ジ 
| 
を 押し た と き に 表示 され る ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 記述 し ます 。 


例 ) 
{ 
使用 法 WHERE <d: >< く フ ァイル 名 >【 ス イッ チ 】 
スイ ッ チ 
グ A すべ て の ドラ イブ を 検索 する 
グズ F フス 名 の 他 に 見 つか っ た ファ イル 名 も 表示 する 
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第 5 章 コマ ンド 





MKDIR(MD) 内 部 コマ ンド 
[ 機 能 | 新しい ディ レク トリ の 作成 
MKDIR (<d:) て 名 > 
MD 
解 説 MKDIR は 、 新 し い デ ィ レ クト リ を 作成 する の に 使う コマ ンド で す 。 


ンス 名 > に は 、 新 し く 作成 する ディ レク トリ の 名 前 を 指定 し ます 。 ル ー ト ディ レク 
トリ か ら 始 まる 「 フ ル バ ス 名 」 で 指定 (絶対 指定 ) し て も 、 新しい デ ィ レ クト リ の 名 前 
だ け を 指定 (相対 指定 ) し て も か まい ませ ん 。 
だ た と は 
MKDIR ¥SUB 1 


と する と 、 ル ー ト ディ レク トリ に ぎ \SUB 1 と いう 名 前 の サブ デ ィ レ クト リ が 新規 に 
作成 され ます 。 同 様 に 、 


MKDIR \SUB 1 \SEC 1 


と する と 、 デ ィ レ クト リ 王 SUB 1 の 下 に 壮 SEC 1 と いう 名 前 の サブ ディ レク トリ が 
作成 され ます 。 
また 単に 、 
MKDIR DOCS 


と する と 、 カ レン トディ レク トリ の 下 に 、 DOCS と いう 名 前 の サブ ディ レク トリ が 作 
成 さ れ ま す 。 

ンス 名 > の 前 に ドラ イブ 名 を 指定 する こと も で きま す 。 こ の 場合 、 指 定 し た ドラ イ 
プ ブ 上 に 新しい ディ レク トリ が 作ら れ ま す 。 

な お 、 作 成 し と よう と する ディ レク トリ の 名 前 と 同名 の ファ イル や ディ レク トリ が す 
で に ディ スク 上 に ある 場合 、 デ ィ レ クト リ の 作成 を 行う: こと は で きま せん 。 
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MORE 


機 能 


| 書式 | 


小 


解 説 





外部 コマ ンド 


1 画面 ご と の 表示 
MORE 【< フ ァイル 名 


MORE コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で す 。 標準 入力 か ら の 入力 を 1 画面 ずつ に 区 
切り 、 標 準 出力 (通常 は 画面 ) に 出力 し ます 。 


1 画面 分 を 表示 し て な お デー タ が 残っ て いる 場合 は 、 画 面 の 最 下 行 に 、 


ーーmore— 


と 表示 され ます 。 こ の と き 、 何 か 任意 の キー を 押す と 、 次 の 1 画面 を 表示 し ます 。 こ 
う し て MORE へ の 標準 入 カ デー タ が な く な る まで 表示 を 続け ます 。 

MORE コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で すか ら 、 通 常 の コマ ンド の よう に コマ ンド 
名 の 後に パラ メー タ と し て ファ イル 名 を 指定 し て も 無視 され ます 。 必 ず リ ダイ レク ト 、 
まだ た は パパ イプ "と と も に 使用 し て くだ さい 。 

だ と ええ 


TYPE MSTFL. 100 | MORE 


と 入力 する と 、 フ ァイル “MSTFL. 100′ の 内 容 を 、 画 面 に 1 画面 分 ずつ 表示 し ま 
す 。 こ れ は 、 次 の よう に し て も 同じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 


MORE < MSTFL. 100 
な お MORE コマ ンド は < ファ イル 名 > を 指定 する こと も 可能 で す 。 た と えば 、 
MORE MSTFL. 100 


と 入力 すれ ば 、 上 記 2 例 と 同様 の 結果 が 得 ら れ ま す 。 
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MOVE 外部 コマ ンド 













機 能 ファ イル の 移動 
書 式 MOVE 【<d : > | ンス 名 1> | < ファ イル 名 12) 【 ン ス 名 22〕 
ンス 名 1 > また は < ファ イル 名 1 > で 指定 し た ファ イル を 、 他 の パス 名 > で 指定 し た 


ディ レク トリ へ 移動 し ます 。 移 動 で すか ら 、 移 動 元 の ファ イル は な く な り ま す 。 
< ファ イル 名 1 > に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きま す 。 
た だ し 、 読 み 出し 専用 属性 、 シ ステ ム 属 性 の つい て いる ファ イル は 移動 され ませ ん 。 
また 、 移 動 先 の ディ レク トリ は 前 も っ て 作成 され て いな けれ ば な り ませ ん 。 


@ フ ァイル 単位 の 移動 
MOVE TEST. TXT \TMP 


カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ に ある TEST.TXT を 、 カ レン トド ラ 
イブ の ディ レク トリ 半 TMP へ 移動 し ます 。 


MOVE *.TXT \TMP 


カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ に ある すべ て の ^*.TXTY を 、 カ レン 
トド ライ ブ の ディ レク トリ 壮 TMP へ 移動 し ます 。 


MOVE  \TMP\TEST.TXT 


カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 壮 TMP に ある TEST.TXT を 、 カ レン トド ラ 
イブ の カレ ント ディ レク トリ へ 移動 し ます 。 


@ デ ィ レ クト リ 単 位 の 移動 


MOVE \TMP \TEST 


カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 壮 TMP の すべ て の ファ イル を 、 カ レン トド ライ 
ブ の ディ レク トリ 至 TEST に 移動 し ます 。 


MOVE  \TMP 


カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 王 TMP の すべ て の ファ イル を 、 カ レン トド ライ 
プ ブ の カレ ント ディ レク トリ に 移動 し ます 。 
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PATH 内 部 コマ ンド 





外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 
回 


3 


琴 TSJU【< つ 3 の ス 名 CE・ [<@ 2 うど ス 名 2 よう 


衣 PATH コマ ンド は 、 外 部 コマ ンド を 実行 する と き に 、 ど の ドラ イブ の どの ディ レク 
トリ か ら そ の コマ ンド ファ イル を さがし て くる か (これ を PATH と 呼び ます ) を 指 
定 す る も の で す 。 

PATH が 設定 され て いな いと 、COMMAND. X は 外部 コマ ンド を カレ ント ディ 
レク トリ か らし か さがし ませ ん 。 

PATH コマンド に よっ て PATH が 設定 され る と 、 何 か の 外部 コマ ンド が コマ ン 
ド 行 に 入力 され た と き 、 COMMAND. X は 、 その 外部 コマ ンド の ファ イル を まず カ 
レン トディ レク トリ で さがし 、 そ こ に な いと 設定 され た PATH に 従っ て 、 順 に それ 
ぞ れ の ディ レク トリ 中 を さがし ます 。 し た が っ て 、 カ レン トド ライ ブ 、 カ レン トディ 
レク トリ が どこ で あっ て も 、 外 部 コマ ンド の 主 フ ァイル 名 さえ 入力 すれ ば その まま 実 
行 す る こと が で きる よう に な り ま す 。 

PATH コマ ンド は 、 複数 の ディ レク トリ を 指定 する こと が で きま す 。 この 場合 、 次 
の よう に 各 デ ィ レ クト リ の パス 名 を セミ コロ ン ( : ) で 区 切っ て 指定 し ます 。 


PATH _ A:\:A:i\BIN:B:y\ 癌 





PATH と し て 設定 する ディ レク トリ の パス 名 は 、 ドラ イブ 名 付き の フル パス 名 ( 絶 
対 指定 ) に し て お く と よい で し ょ う 。 

PATH コマ ンド を 実行 する と 、 以 前 の PATH は 消去 され 、 新 し く 設 定 し た 
PATH が 有効 と な り ま す 。 

な お 、 PATH コマ ンド を パラ メー タ な し で 入力 し た と き は 、 現 在 の PATH が 表示 
され ます 。 

また 、PATH の 設定 を 解除 する 場合 は 、 


PATH  : 


と 入力 し て くだ さい 。 
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例 
PATH  A:\ 


HO カレ ント ディ レク トリ の 他 に 、 ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ か ら も 外部 コマ 
ンド を さがす よう に な り ま す 。 


PATH  A:\NAME:B:y\ 凡 | 


ROY カレ ント ディ レク トリ の 他 に 、 ド ライ ブ A の サブ デ ィ レ クト リ \NAME お よび 
ドラ イブ B の ルー トディ レク トリ か ら も 外部 コマ ンド を さがす よう に な り ま す 。 


PATH |J| 





em 現在 の PATH 設定 を 表示 し ます 。 
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PR 





外部 コマ ンド 


消 
部 





ファ イル 内 容 の ペー ジン グ 


PR ピピ Wqy)( ビ L<n>) し ン H< ヘ ッ ダ 文字 >) し ン B< タ プ サ イ ズ >)【 ン F] TE 
N]〕 〔< フ ァイル 名 > (< 出力 ファ イル 名 >]〕〕 


PR コマ ンド は 、 指 定 し た ファ イル の 内 容 を ペー ジ 単 位 に 整形 する た め に 使用 し ま 
す 。 プ リン タ 出 力 用 と し て 利用 する こと に より 、 印 刷 を 美しく 行う こと が で き ます 3 

<〈 フ ァイル 名 > に は 、 ペ ー ジ 整 彩 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 ワ イル 
ドカ ー ド を 使用 する こと も で きま す 。 

< 出力 ファ イル 名 > に は 、 ペ ー ジ 整形 し た 結果 を 収め る ファ イル 名 を 指定 し ます 。 
PRN を 指定 すれ ば 、 直 接 プ リン タ に 印刷 する こと が で きま す 。< 出 力 ファ イル 名 > を 指 
定 し な い 場 合 は 、 結 果 は 標準 出力 (通常 は 画面 ) に 出力 され ます 。 

な お 、PR コマ ンド は フィ ル タ と し て 用 いる こと も で き まる 

PR コマ ンド で 使用 で きる スイ ッ チ は 、 次 の と お り で す 。 


@ /W<n> 
1 行 の 文字 数 を 指定 し ます 。 <n> は 指定 する 文字 数 を 表し ます 。 デ フォ ルト 値 は 80 で 
9 


@ プ L<n> 

1 ペー ジ の 行 数 を 指定 し ます 。 <n> は 指定 する 行 数 を 表し ます 。 デ フォ ルト 値 は 66 で 
す 。 

スイ ッ チ ノ W と スイ ッ チ ン L を 両方 指定 する こと に より 、1 ペ ー ジ の フォ ー マ ッ ト 
を 指定 する こと が で きま す 。 


@ プ H< く ヘッダ 文字 > 
ヘッ タダ 文字 を 指定 し ます 。 こ れ を 指定 する と 、 各 ペー ジ の 上 部 の ヘッ ダ が 付加 され 
ます 。 ヘ ッ ダ 文字 を 指定 し な いと き は < ファ イル 名 > が ヘッ ダ と し て 付加 され ます 。 


@ /B< タ ブサ イズ > 
水平 タプ の サイ ズ を 指定 し ます 。 < タブ サイ ズ > に は 2 、 4 、 8、16 の うち の どれ か 
を 指定 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 8 で す 。 


@ プ ビ 

ペー ジ の 終り に フォ ー ム フィ ー ド コー ド (FF) を つけ ます 。 これ を 指定 する と 、/W 
お よび ノル で 指定 し た 1 ページ の フォ ー マ ッ ト の 最後 に 、 改 ペー ジ 用 と し て フォ ー ム 
フィ ー ド コー ド を つけ ます 。 デ フォ ルト 値 は 、 キ ャ リッ ジリ ター ンプ グラ イン フィ ー ド 
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(CR/LF) コ ー ド を 1 ペー ジ の 行 数 に 合う よう に 複数 個 つ け ま す 。 


@/T 
ヘッダ 文 字 を つけ な いで 出力 し ます 。 


@ プ N 


行 番号 表示 を 指定 し ます 。 こ れ を 指定 する と 、 対 象 フ ァイル の 各行 に 順に 行 番号 が 
つけ られ ます 。 
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PROCESS 外部 コマ ンド 


間 間 ーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーー ーー レー 
筐 能 プロ セス の 情報 を 表示 


PROCESS 〔 し AI ン B) 


胡 説 現在 の プロ モス が どの よう に メモ リ を 割り 当て て いる か を 表示 し ます 。 
また 、 並行 処 理 を 行っ て いる と き の バ パッ ク グ ラウ ンド プロ セス や 全 プ ロ セ ス の 情報 
を 表示 し ます 。 PROCESS コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


ノイ A 
バッ ク グ ラウ ンド プロ セス を 含め 、 す べ て の プロ セス の 情報 を 表示 し ます 。 
グ 日 

パッ ク グ ラウ ンド プロ セス の 情報 だ け を 表示 し ます 。 な お 、 バ パック グ ラウ ンド プロ 
セス は 、CONEIG.SYS に “PROCESS* の 指定 が な いと 実行 で きま せん 。 詳し く は 
「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 


かい 


@ バ ッ ク グ ラウ ンド プロ セス の 情報 を 表示 する 





PROCESS /B |J 











これ を 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


PSP ID ID プロ グラ ム 名 モ - ド 749-7" SSP USP 1 
0550D0 00 Human68k system 02 000000 059E84 059E84 00DA52 000080 
0414B0 01 SYSTEM TIMER V1  -- 0000E7 043252 04444E 0419BA 000080 


それ ぞ れ の 意味 は 次 の と お り で す 。 


・PSP ID 

バッ ク グ ラウ ンド プロ セス の プロ セス 切り 替え 識別 番号 。 

・ID 

パック グラ ウン ド プ ロ セ ス の 管理 番号 。 プ ロ セ ス の 制御 は この 番号 で 指示 し ます . 
・ プ ログ ラム 名 

ペッ ク グ ラウ ンド プロ セス の プロ グラ ム 多 。 

・ モ ー ド 


テク ー 


実行 モー ド 。 数 値 は タイ ム ス ラ イス 何 回 に 1 回 実行 する か を 示し ます (16 進数) 。 
だ た だ し 、 一 一 の と き は その プロ セス が スリ ー プ (停止 ) し て いる こと を 示し ます 。 


107 


第 5 章 コマ ンド 


・ ス リー プ 
スリ ー プ 残り 時 間 (16 進 数 ) 。 次 回 起動 され る まで の 時 間 を 示し ます 。 た だ し 、 数 値 
が 000000 で か つ モ ー ド が ーー の と き は 、 他 か ら 起 動き れる まで スリ ー プ し て いま す 。 
これ 以外 の 場合 は 、 バック グラ ウン ド で 実行 され て いる こと を 示し ます 。 
・SSP 
プロ セス の SSP レ ジス タ の 値 (16 進 数 ) 。 
・USP 
プロ セス の USP レ ジス タ の 値 (16 進 数 ) 。 
バッファ 
プロ セス 間 通 信用 バッ ファ の 先頭 アド レス (16 進 数 )。 
・ 長 さ 
プロ セス 間 通 信用 バッ ファ の 長き (16 進 数 ) 。 


@ 全 プロ セス の 情報 を 表示 する 。 





PROCESS /A Jl 


これ を 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


006800 985FFF 97F899 SUPER Human.sys 

986919 9869FF 9999FO MALLOC 

986119 98639F 999299 MALLOC 

09A480 99B56F 991 の FOO USER A :\COMMAND . x 
99B589 9A2843 9972C4 MALLOC 

0 の A2869 9 の A327B 999A1C MALLOC 

90A3299 9A348F 999299 MALLOC 

9A34A の 9 9A369F 999299 MALLOC 

9A36B の 49BFFF 368959 USEE A:\BTN\PROCESS .x 


686329 9 の 9A1FD の 913EDE KEEP A:¥BIN¥TIMER.x 
09A210 99A467 999258 KEEP A:¥BIN¥VDSP.x 


9A36B9 99 Human68k system 02 000000 0A8480 0A8480 99E33E 000010 
086320 91 SYSTEM TIMER V1 -- 99937B の 8832E 089B2A 086A0A 999994 


上 段 に は すべ て の プロ セス の 情報 が 表示 され 、 下 段 に は バッ ク グ ラウ ンド プロ セス 
の 情報 が 表示 され ます 。 上 段 に 表示 され た も の の 意味 は 次 の と お り で す 。 


・ 開 始 

メモ リプ ブロック の 開始 アド レス (16 進 数 )。 デ ー タ 部 また は PSP の 先頭 アド レス を 示 
し まま 
・ 終 了 

メモ リプ ブロ ッ ク の 終了 アド レス 16 進数 ) 。 
・ 長 さ 

メモ リプ ブロ ッ ク の 長き (16 進 数 )。 メモ リ 管 理 領 域 の 16 バ イト は 含ま な い デ ー タ 部 の 
み の 長 さ 。 
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・ モ ー ド 
メモ リブ ロッ ク の 属性 を 示し ます 。 属 性 は それ ぞ れ 以 下 の よ うな 意味 で す 。 


SUPER スズ スーク マーノ ベイ ザー モー ド で 実行 


USER ユー ザー モー ド で 実行 
MALLOC 直前 に 表示 され た SUPER、USER、KEEP に な っ て いる プロ セス 
に よっ て 確保 8 ミ きれ た メモ リ 
KEEP 常駐 プロ セス 。 バ ッ ク グ ラウ ンド プロ セス も 含み ます 
・ フ ァイル 名 


起動 され た プロ セス の パス 名 と ファ イル 名 。 
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PROMPT 内 部 コマ ンド 





機 能 プロ ンプ ト の 設定 
書 式 PROMPT (< プロ ンプ ト テ キス ト >)〕 
PROMPT コマ ンド は 、Human68k の プロ ンプ ト を 設定 する た め に 使用 し ます 。 


Human68k の デフ ォ ル ト (すなわち 、 シ ステ ム 起 動 時 ) の プロ ンプ ト は 、 
X> 


で す 。 こ こ で 、X は 、 そ の と き の カ レン トド ライ ブ を 表す 英文 字 1 文字 で す 。 
PROMPT コマ ンド を 使う こと に より 、 こ の プロ ンプ ト を 変更 する こと が で きま 
す 。 
< プロ ンプ ト テ キス ト > に は 、 設 定 し た い 文 字 列 を 指定 し ます 。 た と えば 、 


PROMPT Human : 


と 入力 すれ ば 、 プ ロン プ ト は 、 “Human : ” に 変わ り ま す 。 
PROMPT コマ ンド で は 、 通常 の 文字 列 の は か に 、 ドル マー ク ($ ) に 続い て 以下 の 
記号 を 指定 で きま す 。 こ れ に よっ て 、 特 別 な プロ ンプ ト を 作る こと が で きま す 。 


カレ ント ドラ イブ 名 (大 文字 表示 ) 

カレ ント ドラ イブ 名 (小文字 表示 ) 

現在 の 日 付 

現在 の 時 刻 

カレ ント ドラ イブ 名 と カレ ント ディ レク トリ 名 
バー ジョ ン 表 示 


\ 0 



































N 
n 
D 
36 
P 
V 
$ 
G 
L 
B 


音 | 半 | 蘭 | 芯 

















E ASCH コ ュ コード"$1B" (ミス ター アラ コード) 


< プロ ンプ ト テ キス ト > を 指定 せ すず に PROMPT コマ ンド を 実行 する と 、 デ フォ ル 
ト の プロ ンプ ト に 変更 され ます 。 
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例 
PROMPT $N$G 

oos デフ ォ ル ト の プロ ンプ ト と 同じ 文字 に 設定 し ます 。 
PROMPT Time=$T$ Date=$DS$ _ 


ーー Time 三 < 現在 の 時 刻 > 
Date 三 < 現在 の 日 付 > 
の 2 行 の プロ ンプ ト を 表示 する よう に 設定 し ます 。 


PROMPT  $E[ 7 m$N$G$E[m 


9 プロ ンプ ト だ け を 反転 表示 し 、 そ の 他 の 入力 文字 は 通常 表示 する よう 設定 し ます 。 


HI 
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RECOVER ao ンド 





機 能 不良 クラ スタ を 含む ファ イル また は ディ スク の 修復 


書 式 RECOVER {<d: > | ンス 名 >【< フ ァイル 名 ?〉]〕} 
| 解 説 | "ディ スク に 不良 クラ スタ が ある (リー ド エ ラ ー に な っ た ) 場合 に は 、 こ の コマ ンド に 


より 、 不 良 ク ラス タ の ある ファ イル 、 デ ィ レ クト リ ま た は ディ スク 全体 (不良 クラ ス 
タ が 階層 ディ レク トリ で ある 場合 な ど ) を 仕様 可能 な 状態 に 修復 する こと が で きま す 。 


1 . メ ニュ ー 画 面 か ら の 実行 











RECOVER | 





と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


RECOVER f or X68000 Version *.** Copyright 1988 SHARP 


ラス タ の ある ファ イル の 修 役 
スタ の ある ディ レ リ の 修 視 
で き な い ファ イル の 取り 出 





SC (OS に 戻る ) 














ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [人 | [1| で 処理 を 選択 し て | を 押し ます 。 そ れ ぞ 
れ の 項目 は 、 次 の よう な と き に 使用 し ます 。 

















@ 不 良 ク ラス タ の ある ファ イル の 修復 

ファ イル が リー ド エ ラ ー に な っ た と き に 使用 し ます 。 実 行 する と 、 フ ァイル の 中 の 
不良 クラ スタ を 飛ば し な が ら フ ァイル を 読み 込み 、 新 し い フ ァイル を 作成 し ます 。 不 
良 ク ラス タ は 記憶 され 、 以 後 そ の セク タ を 使用 で き な い よう に 設定 し ます 。 た だ し 、 
修復 さん た ファ イル の 一 部 は 消失 する の で 、 注 意 し て くだ さい 。 
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@ 不 良 ク ラス タ の ある ディ レク トリ の 修復 
リー ド エ ラ ー に な っ た ディ レク トリ を 修復 し ます 。 た だ し 、 そ の ディ レク トリ の 下 
に ある ファ イル の 一 部 は 消失 する の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


@ ア クセ ス で き な い ファ イル の 取り 出し 

ディ スク 全体 に わた っ て 修復 し ます 。 階層 ディ レク トリ が な ん ら か の 事故 で 読め な 
く な っ た と き は 、 そ の ディ レク トリ の 下 に ある ファ イル を ルー トディ レク トリ に 移動 
し て きま す 。 た だ し 、 フ ァイル 名 は 暫定 的 な も の に な り ま す の で 、 後 で 変更 し て くだ 
きい 。 

項目 の 選択 を 終え. る と 、 ド ライ ブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 、 フ ァイル 名 な ど を 選択 する 
画面 に な り ま す 。 次 は ファ イル を 選択 中 の 画面 で す 。 


RECOVER fur X68000 Version tw Copyright 1988 SHARP 





2 . コ マン ド 行 か ら の 実行 





コマ ンド 行 で | 書式 に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 
ディ レク トリ や ファ イル を 修復 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 











RECOVER < パス 名 >< フ ァイル 名 > 


< パス 名 >< フ ァイル 名 >〉 を 指定 し た 場合 に は ファ イル 中 の 不良 セク タ を 飛ば し な が 
ら セ クタ ご と に 読み 込む よう に し ます 。 そ し て 不良 セク タ を 記録 し 、 以 後 そ の セク タ 
を 使わ な いよ うに し ます 。 た だ し 、 フ ァイル の 一 部 分 は 消失 し ます の で 注意 し て くだ 
さい 。 ぐ パス 名 > の み を 指定 し た 場合 は 、 そ の ディ レク トリ を 修復 し ます 。 だ た だ し 、 そ 
の ディ レク トリ 下 の 一 部 の ファ イル は 消失 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 
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ディ スク 全体 を 修復 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 
RECOVER <d: > 


<d : > は 修復 する ディ スク の ある ディ スク ドラ イブ を 指定 し ます 。 階 層 デ ィ レ クト 
り が な ん ら か の 事故 で 読め な く な っ た と き 、 そ の ディ レク トリ り 下 に ある ファ イル を ル 
ー ト ディ レク トリ に も っ て きま す 。 た だ し 、 フ ァイル 名 は 適当 に つけ られ ます の で 、 
後 で 変更 し て くだ さい 。 
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REN(RENAME) 内 部 コマ ンド 
、 ee 


測 | 
| |L| | 喜 


消 
惜 





ファ イル 名 の 変更 
REN < ファ イル 名 1 > < ファ イル 名 2 > [ノン Q] 
RENAME 


REN コマ ンド は 、 フ ァイル 名 を 変更 する た め に 使用 し ます 。 

変更 する 前 の ファ イル 名 を 先 に (< フ ァイル 名 1 >)、 変 更 し た い フ ァイル 名 を 後に 
(< ファ イル 名 2 >) 指 定 し ます 。 な お 、 く ファ イル 名 1 > に は ドラ イブ 名 、 パス 名 の 指定 
を する こと が で きま す が < フ ァイル 名 2 > に パス 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 


e WKEL. 100 を WKFL. 200 に 変更 し ます 。 


REN  WKFL. 100 WKFL. 200 


@ 拡 張子 に MST を 持つ ファ イル すべ て の 拡張 子 を WK に 変更 し ます 


REN *. MST *. WK 


@ ドラ イブ B に ある ファ イル TEMP を TEMP. 100 へ 変更 し ます 。 
REN B:TEMP ???7?.100 
存在 し な い フ ァイル の ファ イル 名 を 変更 し よう と し た 場合 は 、 
_ ファ イル が 見 つか ら な いか 、 フ ァイル 名 が 重複 し て いま す 


と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
複数 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 する 場合 、 ス イッ チノ Q を つけ る と 変更 の 対象 
と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メッ セー ジ が 表示 され た の ち 、 変更 し ます 。 


注意 

ディ レク トリ 名 に 対し て REN コマ ンド を 使用 し な いよ うに し て くだ さい 。 

ファ イル の 変更 を 行う と き 、 仮想 ドラ イブ や 、 仮想 ディ レク トリ の 割り 当て が 設定 
され て いる 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

変更 し よう と し た ファ イル が 存在 し て いる ディ レク トリ に 、 仮想 ドラ イブ が 割り 当 
て られ て いた 場合 に は 、 フ ァイル 名 の 変更 を 行う と 、 実 体 が 同様 に 割 当て られ て いた 
仮想 ドラ イブ の 中 の ファ イル 名 も 変更 され ます 。 また 、 変 更 し た ファ イル が 存在 し て ぃ 
た ディ レク トリ が 仮想 ドラ イブ や 仮想 アディ レク トリ で あっ た 場合 実体 の ファ イル 名 
も 変更 され た こと に な り ま す 。 つ まり 、 あ る ディ レク トリ で ファ イル 名 の 変更 を 行っ た 
ら 、 実 体 が 同様 で 、 見 た 目 に 別 の ディ レク トリ の ファ イル も 、 ファ イル 名 が 書き 替え ら 
れ て し まう こと に な り ま す 。 (仮想 ドラ イプ に つい て は 、SUBST コ マン ド を 参照 し て 
くだ さい 。) 
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RESTORE = に = 





機 能 BACKUP コマ ンド で バッ クア ッ プ され た ファ イル の 復元 


書 式 RESTORE <fd: > <hd: >【 ン パス 名 >〕 〔/S)( ン PJ(/B : < 日 付 >) し /A : < 日 
付 >] し /E : < 時 刻 >] し /L : < 時 刻 ) し /N] 


解 説 BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ され た ファ イル を 復元 し ます 。 


1 . メ ニュ ー 画 面 か ら の 実行 


RESTORE [2 














と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


RESTORE f or X68000 Version *.** Copyright 1988 SHARP 
リフ ティ レク , 2 た っ 


6 に 戻る 


ラマ ズ スズ を 
戻る ) 

















ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [1 で 処理 を 選択 し て |J| を 押し ます 。 こ の 後 、 
画面 は ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 を 選択 する 画面 に な り ま す の で 、 カ ー ソ ルキ ー で 
選択 し て くだ さい 。 

た と えば 、 ド ライ ブ B _ (フロッピー ディスク) か ら ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク ) 
へ 、 フ ァイル を 復元 する 場合 は 、 次 の 画面 の よう に “サブ デ ィ レ クト リ も リス ト ア ” 
ー バ ドラ イブ B :?ー パ ドラ イブ A : 一 パリ スト ア 開 始 ′ を [| で 選択 し ます 。 














| 
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RESTORE for X68000 Version *.** Copvright 1988 SHARP 


ESC (前 に 戻る ) 





必要 で あれ ば 最後 に 日 付 条件 (指定 し た 日 付 の 間 に 作 成 し た ファ イル を リス ト ア ) 
や 時 刻 条件 (指定 し た 時 刻 の 間 に 作成 し た ファ イル を リス ト ア ) を 設定 し 、「 リ スト ア 
開始 」 を 選択 し て くだ さい 。 


2 . コ マン ド 行 か ら の 実行 





コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 

最初 の <fd : > に は 、 バ バックアップ され た ファ イル を 含む フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ 
て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 し ます 。 次 に 、 そ の ファ イル を 復元 する ハ 
ー ド ディ スク ドラ イブ を <hd : > で 指定 し ます 。 と ペ ス 名 > が 指定 され る と 、 その ディ レ 
クト リ 名 と 一 致し た ディ レク トリ 上 の ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら さ が し て ハ 
ニ ド デ ィ ス ク に 任 元 し ます : 

RESTORE コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ を 使用 する こと が で きま す 。 


グ S サブ ディ レク トリ も 復元 し ます 。 

グ P も し 、 フ ァイル の 属性 が 、^ 不 可視 属性 の ファ イル また は “読み 出し 専用 の フ 
ァイル ” な ら ば 、 そ れ ら を 復元 し て よい か どう か た ず ね て き ます る 

グ 明 指定 され た 日 付 以前 に 変更 され た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

グ A 指定 され た 日 付 以降 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

イズ E 指定 され た 時 刻 以 前 に 変更 き さ れ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

グ L 指定 され た 時 刻 以降 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

/N 復元 先 の ハー ド デ ィ スク に 存在 し な い フ ァイル だ け を 復元 し ます 。 
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RMDIR(RD) 内 部 コマ ンド 





機 能 


mk 


踊 
典 


別表 記 


薄 
ドロ 


ディ レク トリ の 削除 
RMDIR (<d: 2 ンス 名 > 
RD 


RMDIR コマ ンド は 、 指 定 し た ディ レク トリ を 削除 する と き に 使用 し ます 。 

<d : >、 ンス 名 〉 に は 、 そ れ ぞ れ 削 除 し よう と する ディ レク トリ が 存在 する ドラ イブ 
名 、 そ の ディ レク トリ の ソバ ス 名 (絶対 指定 で も 相対 指定 で も 可能 で す ) を 指定 し ます 。 

た だ し 削除 し よう と する ディ レク トリ に は 、` .” (自分 自身 ) と “ ..” ( 親 デ ィ レ ク 
トリ ) 以 外 の ファ イル や ディ レク トリ が あっ て は いけ ませ ん 。 対 象 デ ィ レ クト リ の すべ 
て の ファ イル を 削除 し て か ら 実 行 し て くだ さい 。 フ ァイル な ど が 残っ て いる と 、 デ ィ 
レク トリ は 削除 で きま せん 。 

また 、 の ンス 名 > に は 、 そ の 時 点 で の カレ ント ディ レク トリ の フル ノバ ス 名 に 含ま れ て 
いる ディ レク ト リ 名 を 指定 する こと は で きま せん 。 た と えば 、 カ レン トディ レク トリ 
が "そそ SUB EE\SEC 1” で ある と き に 、 


RMDIR \SUB 1 


RMDIR \SUB 1 \SEC 1 
を 実行 し て も る 、 デ ィ レ クト リク の 削除 を 行う こと は で きま せん 。 


注意 

ディ レク トリ の 消去 を 行う と き 、 仮 想 ド ライ ブ や 、 仮 想 デ ィ レ クト リ の 割り 当て が 
設定 され て いる 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

消去 し よう と し た ディ レク トリ に 、 仮 想 ド ライ ブ が 割り 当て られ て いた 場合 に は 、 デ 
ィ レ クト リ を 消去 で きま せん 。 消去 し よう と し た ディ レク トリ に 割り 当て られ て いる 
仮想 ドラ イブ の 割り 当て を 解除 する と ディ レク トリ の 消去 を 行う こと が で きま す 。 
た だ し 、 仮 想 ド ライ ブ の 割り 当て を 解除 する 前 に 、 そ の 仮想 ドラ イブ プ に ボリ ュー ムラ 
ベル が あっ た 場合 は 、 ボ リュ ー ム ラベ ル を 削除 し て か ら 割り 当て を 解除 し て くだ さい 。 
(仮想 ドラ イブ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。) 











SCREEN 外部 コマ ンド 


中 
3 


避 





画面 モー ド の 設定 
SCREEN 【(< 画 面 サ イズ 2】, (< グラフィック モー ド 〉〕, (< 表示 モー ド >)〕 


SCREEN コマ ンド は 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 の モー ド を 設定 する た め に 使用 し ます 。 
< 画面 サイ ズ > は 、 画面 に 表示 され る 横 方 向 の 文字 数 (グラ フィ ッ ク で は ドッ ト 数 ) を 
決め る も の で 、 0 また は 1 を 指定 し ます 。 


0 : 横 96 文 字 ( グ ラフ ィ ッ ク 768X512 ド ッ ト ) モ ー ド 
1 : 横 54 文字 (グラ フィ ッ ク 512X512 ド ッ ト ) モ ー ド 


<〈 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で 表示 で きる 色 の 数 を 決め る も の で 、 
0 一 3 を 指定 し ます 。 た だ し 、 く < 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 、< グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > に 
2 お よび 3 を 指定 する こと は で きま せん 。 
0 : グラ フィ ッ ク な し 
1 : グラ フィ ッ ク 16 色 
2 : グラ フィ ッ ク 256 色 (< 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 無効 ) 
3 : グラ フィ ッ ク 65536 色 (< 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 無効 


< 表示 モー ド > は 、 画 面 上 に 何 を 表示 する か を 決め る も の で 、0 ~ 3 を 指定 し ます 。 
だ だ し 、 く < グラフィック モー ド > が 0 の と き は 、< 表 示 モ ー ド > に 1 また は 3 を 指定 す 
る こと は で きま せん 。 
0 : テキ スト の み 表 示 
1 : テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク を 表示 (< く グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > が 0 の と き は 無効 ) 
2 : テキ スト 、 ス プラ イト を 表示 
3 : テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト を 表示 (< グラ フィ ッ ク モ ー ド > が 0 の と き は 
無効 ) 
以上 の パラ メー タ を すべ て 省略 し て 、 
SCREEN 
と 入力 し た 場合 は 、 各 パラ メー タ に は 0 が 指定 され ん た も の と 見 な され 、 
SCREEN 0,0,0 


と し た 場合 と 同じ に な り ま す 。 
だ た だ し 、 1 個 また は 2 個 の パラ メー タ を 省略 し た 場合 は 、 そ の 省略 され た パラ メー 
タ に 対し て は 、 以 前 に 指定 し た 値 が 指定 され た も の と 見 な され ます 。 た と えば 、 
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SCREEN 1,2,1 
と 入力 し た 後に 、 
SCREEN , ,3 











と する と 、 く < 画面 サイ ズ > に は 1 が 、 く グラ フィ ッ ク モ ー ド > に は 2 が 、 そ れ ぞ れ 指 定 さ 
れ た も の と みな され 、< 表 示 モ ー ド > の み が 3 に 変更 され ます 。 

な お 、 グラフィック 画面 用 の メモ リ を RAM ディ スク に 使用 する よう な 設定 を 行っ 
た 場合 、 く グラ フィ ッ ク モ ー ド > に は 必ず 0 (グラ フィ ッ ク な し ) を 指定 する よう に し て 
くだ さい 。 こ れ 以 外 の 値 を 指定 する と 、RAM ディ スク の 内 容 が こわ れ て し まい ま 
す 。 

も し 、 く グラフィック モー ド > に 0 以外 を 指定 し て RAM ディ スク を こわ し て し まっ 
た と き に は 、< グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > に 0 を 指定 し て SCREEN コマ ンド を 実行 し た 
後 、FORMAT コマ ンド で RAM ディ スク を フォ ー マ ッ ト し 直し て くだ さい 。 


注意 : 各 パ ラメ ー タ の 間 は 、 必ず カン マ (, ) で 区 切る よう に し て くだ さい 。 
また 、RAM ディ スク に つい は 、「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 くだ さい 。 
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SET 内 部 コマ ンド 





機 能 環境 文字 列 の 値 の 設定 


書 式 SET (< 名 前 >=〔< 文 字 列 〕 
解 説 Human68k に は 「 環 境 文字 列 」 と いう も の が あり ます 。 こ の 環境 文字 列 は 、 シ ステ 


ム に よっ て 管理 され る 領域 (環境 エリ ア ) に 格納 され て お り 、 こ れ を 利用 する こと で 、 
Human68k 下 で 動作 する 複数 の プロ グラ ム 間 で 情報 を や り と りす る こと が で きま す 。 

SET コマ ンド は 、 環境 エリ ア に 、 指定 され た < 名 前 > で 、 指定 され た < 文字 列 > を 書き 
込み ます 。 書 き 込 まれ る 形式 は 、 


< 名 前 > ニ < 文 字 列 > 


の よう に 、 パ =” で つなが れ た 形 と な り ま す 。 

指定 し た 名 前 が すでに 環境 文字 列 名 と し て 使わ れ て いる 場合 は 、 文 字 列 が 新しい 文 

字 列 に 置き か えら れ ま す 。 
< 名 前 >=? だ け を 指定 し て SET コマ ンド を 実行 する と 、 そ の 名 前 に 関連 し た 文字 
列 は 環境 文字 列 か ら 削 除き され ます 。 

何 ち 指定 し な いで SET コマ ンド を 実行 する と 、 現 在 設定 され て いる 環境 文字 列 が 
すべ て 表示 され ます 。 PATH も 環境 文字 列 の 一 種 で す の で 、 こ の と き 同 時 に 表示 され 
ます 。 

環境 文字 列 は 、 バ ッ チ ファ イル で も 利用 する こと が で きま す 。 環境 文字 列 の \ 名 前 ? 
を バッ チ フ ァイル 中 に 入れ て お く こ と に より 、 こ れ を 置き か 可能 な パラ メー タ と し 
て 扱う こと が で きる の で す 。 

た と えば 、 バ ッ チ ファ イル 中 に 、 





DUMP  % TEMP % 


と いう 行 を 入れ て お き 、 こ の バッ チ フ ァイル を 実行 する 前 に 、 





SET TEMP=FILE | 


と セッ ト す る と 、 パ ラメ ー タ % TEMP % が バッ チ フ ァイル の 実行 時 に 自動 的 に 
^*FILE” に 置き か えら れ 、 


DUMP FILE 


と し て 実行 され ます 。 こ れ に よっ て 、 バ ッ チ ファ イル を 再編 集 し な く て も パラ メー タ 
名 を 変更 する こと が で きま す 。 

この よう に 、 バ ッ チ ファ イル で 名 前 に よる パラ メー タ を 用 いる と き に は 、 置 きか え 
の 対象 と する 文字 列 (名 前 ) を % で 囲む よう に し ます 。 


例 
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SET TTY=X68000 
…TTY の 値 は へ X680007 と な り ます 。 
SET TTY= 


DO TTY に 設定 され て いた 文字 列 は 削除 され 、TTY の 項目 が 環境 文字 列 か ら な く 
な り ま す 。 


SET 
ee 現在 設定 され て いる 環境 文字 列 が すべ て 画面 に 表示 され ます 。 
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SORT 外部 コマ ンド 





機 能 デー の の Pe か の え ) 


書 式 SORT RJD し +n) し /T< タ ブサ イズ ぱ ぷ 
SORT コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で す 。 標準 入力 か ら の 入力 デー タ を 、 行 単位 で 


アル ファ ベッ ト 順 (漢字 コー ド 順 ) に 並べ か え 、 標 準 出力 に 出力 し ます 。 
指定 で きる スイ ッ チ に は 、 次 の も の が あり ます 。 


@ プ R 

逆順 (クーA) に ソー ト し ます 。 
@ | 

大 文字 ・ 小 文字 を 同じ も の と し て 扱い 、 ソ ー ト し ます 。 
@ ブ 十 n 


n 桁 目 か ら 行 の 最後 まで の 文字 列 を ソー トキ ー (ソー ト の 対象 ) に し ます 。 こ の スイ 
ッ チ が 指定 され て いな いと 、 つ ね に 行 全体 を ソー ト の 対象 に し ます (n に 1 が 指定 され 
だ た の と 同じ で す )。 

@ < タプ サイ ズ > 

水平 タプ の サイ ズ を 指定 し ます 。 2 、 4 、 8、16 の うち 、 ど れ か を 指定 する こと が 
で きま す 。 デフ ォ ル ト 値 は 8 で す 。 グ +n で ソー トキ ー の 開始 桁 数 を 指定 する 際 に 、 水 
平 タ プ を 最大 いく つの プラ ンク と し て 扱う の か を 設定 する こと が で きま す 。 

SORT コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で すか ら 、 通 常 の コマ ンド の よう に コマ ンド 名 
の 後に パラ メー タ と し て ファ イル 名 を 指定 し て も 無視 され ます 。 必 ず リ ダイ レク ト 、 
また は パイ プ と と も に 使用 し て くだ さい 。 

次 の 例 は ファ イル WKFL. AAA の 各行 を 正 順 (A っ 2) に ソー ト し 、 結 果 を 
WKFL. BBB に 書き 込み ます 。 


SORT < WKFL. AAA > WKFL. BBB 


次 の 例 は ディ レク トリ の 出力 の 36 桁 目 以降 を 対象 に ソー ト し ます 。 ディ レク トリ 表 
示 の 36 桁 目 以降 は 各 フ ァイル お よび ディ レク トリ の 作成 ・ 変 更 の 日 付 と 時 刻 で すか 
ら 、 結 果 的 に 日 付 お よび 時 刻 の 古い 順に ディ レク トリ か 表示 され る こと に な り ま す 。 





DIR | SORT ノ +35 罰 


次 の 例 は ファ イル WKFL. CCC を 逆順 に ソー ト し 、 WKFL. REV に 書き 込み ま 
す 。 


SORT /R < WKFL. CCC > WKFL. REV 
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SPEED 外部 コマ ンド 
機 能 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対す る パラ メー タ の 設定 ・ 起 動 
書 式 SPEED 〔 ン * ラ メー タツ 

SPEED コマ ンド は 、RS-232C じ インター フェイ ス に 対す る パラ メー タ の 設定 や その 
















起動 を 行う と き に 使用 し ます 。 標準 で は 、 本 体内 蔵 の RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対 
し て 設定 を 行い ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 
SPEED |J| 





と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 








| SPEED forX68000 Version x.* ょ Copuright 1989 SHRRP/Hudson | 








デー タ 長 パリ ティ スト ッ プ フロ ー 和 押 挫 p 


9699bps 


























SPEED コマ ンド の 終了 。 設 定 前 の 状態 で 終了 し ます 。 


































































| 各 項 目 の 入力 。 
ROLL UP 各 項 目 の 値 を アッ プ 
スペ ー ス 各 項 目 の 値 を アッ プ 
ROLL DOWN 各 項 目 の 値 を ダウ ン 
垢 | に 幸 ま 項目 の 移動 
































内 容 を 変更 する と き は 、「AUX」 に カー ソル を 合わ せ | を 押し ます 。 カー ソル が 各 
項目 の 欄 に 移動 し ます か ら 、 そこ で ROLL UP| や IROLL DOWN | で 内 容 を 変更 し 
で き 当 きい 。 

設定 が 終わ っ た ら | JJ』 を 押し て 「AUX」 に 戻り 、「 終 了 」 の 項目 に カー ソル を 移動 し 
て 、 | 引 を 押し ます 。 画面 に は 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 設定 し た 内 容 で 
更新 する と き は | Y | を 押し て くだ きい 。 な お 、 途中 で 終了 する と き は [ESC| を 押し 
ます 。 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、| Y | を 押し て くだ きい 、。 




















項目 に つい て は 、 次 の 説明 を 参照 し て 設定 し て くだ さい (カッ コ 内 は 、 コ マン ド 行 
か ら 実 行 す る 場合 の パラ メー タ で す )。 


@ ボー レー ト 
デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 ボー レー ト は 、 次 の いずれ か を 指定 する 
こと が で きま す 。 


19200bps (19200) 
9600bps (9600) 
4800bps (4800) 
2400bps (2400) 
1200bps (1200) 

600bps (600) 
300bps (300) 
150bps (150) 

75bps (75) 


@ デー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長き (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こ 
と が で きま す 。 


8(B8) 
7(B 7 ) 
6(B 6) 
5(B 5) 


@ パ リティ 
パリ ディ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
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な し (PN) 
偶数 (PE) 
奇数 (PO) 
@ ス トッ プ 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
1 (S1) 
1.5(S1.5) 
2 (S2) 





@ フ ロー 制御 
XON, XOFF コー ド に よる バッ ファ あふ れ 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 する も 
の で す 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
Xon (XON) バッ ファ あふ ぶれ 制御 あり 
None (NONE) バッ ファ あふ ぶれ 制 御 な し 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 
コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず に 


コマ ンド を 実行 し ます 。 
各 パ ラメ ー タ の 間 は 、 ス ペー ス で 区 切っ て くだ さい 。 た と えば 、 





SPEED 9600 B8 PE S1 NONE 


の よう に 入力 し ます 。 各 パ ラメ ー タ に つい て は 、「 1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 」 を 参 
昭 じ で くだ きい w。 
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' っ UBST 外部 コマ ンド 





機 能 仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 


SNBSEIC 一 Ra て 名 1 2 Le62 と マク ス 名 2 っ) 


SUBST コマ ンド を 利用 する と 、 パス 名 で 指定 し た 実 ド ライ プ の ディ レク トリ を 仮 
想 の ドラ イブ 名 で 参照 し た り 、 そ の 逆 に ドラ イブ 名 を パス 名 で 参照 する こと が で きま 
す 。 指 定 す る と き は 、 ど ちら か 一 方 が ドラ イブ 名 で な けれ ば な り ま せん 。 

SUBST コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


ーー ーー デー 
el 


ーD 

ドラ イブ 名 を 指定 し て 、 そ の 割り 当て を 解除 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 省略 する と 、 す 
べ て の 割り 当て を 解除 し ます 。 
は 

ドラ イブ 名 を 指定 し て 、 そ の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 省略 する と 、 
すべ て の 割り 当て の 状況 を 表示 し ます 。 


スイ ッ チ や パラ メー タ を すべ て 省略 し て 、 単 に SUBST と 入力 する と その 使い 方 が 
表示 され ます 。 


eA :\USR\SATO\DOC を ドラ イブ Z で 参照 する 
SUBST Z: A:Y\USR\SATO\DOC 
この 設定 で た と えば 、 
DIR Z: 


と 入力 する と 、 ドラ イブ Z の ディ レク トリ (実際 は A : \USR\SATO\DOC の ディ 
レク トリ ) 情報 を 表示 する こと が で きま す 。 

この 場合 ドラ イブ Z は 仮想 ドラ イブ (実際 に 物理 的 に 接続 きれ て いな い ぃ ドライブ) 
で 、 ま だ 割り 当て られ て いな い ド ライ ブ を 指定 し ます 。 実際 に 接続 され て いる ドラ イ 
プ (これ を 仮想 ドラ イブ に 対し て 実 ド ライ ブ と 呼び ます ) に 割り 当て る こと も 可能 で 
す が 、 そ の 場合 その ドラ イブ は 解除 する まで 参照 で き な く な る の で 、 通 常 は 仮想 ドラ 
イプ を 指定 し ます 。 ま た 、 割 り 当 て た ドラ イブ に 対し て 、 物 理 的 な 媒体 に アク セス す 
る よう な コマ ンド (FORMAT や DISKCOPY な ど ) を 使用 する こと は で きま せん 。 

仮想 ドラ イブ を 使用 する と き は 、CONFIG.SYS の LASTDRIVE′ で ドラ イブ 
の 最大 数 を 設定 し て お きま す 。 詳しく は 「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 
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@ ド ライ ブ B を A : ぎ \BDRV で 参照 する 











SUBST A:\BDRV B: dQ 





この 場合 ドラ イブ B は 実 ド ライ ブ で す が 、 こ れ 以 降 ド ライ ブ B で は 参照 で きず 、A : 
BDRV で 参照 し ます 。 ま た 、A : \BDRV は 空 の ディ レク トリ と し て 、 前 も っ て 作 
成 し て お きま す 。 


@ 割 り 当 て を 解除 する 場合 


SUBST -D Z: ドラ イブ Z の 割り 当て を 解除 し ます 。 
SUBST —D |J すべ て の 割り 当て を 解除 し ます 。 














@ 割 り 当 て 状況 を 表示 する 場合 





SUBST 一 L B: 4 ドラ イブ B の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 
SUBST 一 L [4 すべ て の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 割り 当て 
が わか ら な く な っ た と き に 使い ます 。 























スイ ッ チ ー ル を つけ て 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


A: = A:\ 
B: ぐ A:\BDRV 
Z: > A: \USR\SATO\DOC 


ここ で 、^=” は 割り 当て を 変更 され て いな いこ と を 、“^ ぐ ” は 右 の パス を 参照 し た 
と き に 左 の ドラ イブ を 参照 する こと を 、~>” は 左 の ドラ イブ を 参照 し た と き に 右 の パ 
ス を 参照 する こと を 示し ます 。 


注意 
仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ の 割り 当て が 設定 され て いる と き に 、 次 の コマ ンド を 
実行 する 場合 は 注意 が 必要 で す 。 そ れ ぞ れ の コマ ンド の 注意 を 参照 し て くだ さい 。 


COPY、DEL、DIR、REN、RMDIR、VOL 
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SWITCH 外部 コマ ンド 
ーー 
| 機 能 | メモ リス イッ チ の 設定 


式 SWITCH (RS232C= 〔 ン * ラ メー タ 1))〕) (IMEMORY=(〔 ン * ラ メー タ 2 ぺ )) 
[BOOT=〔 ン ラメ ー タ 3 うぅ]〕〕 (EJECTー テ (ンマ ラメ ー タ 4 >〕) (OPT 2 KEY= 
【< く パラ メー タ 5>〕〕 (CONTRAST=【〔 ン * ラ メー タ 6 う )〕 [KANA= [< パラ メー 
タ 7)) (TV_CTRL=( ン * ラ メー タ 82]〕)〔LCD_MODE=(〔 ン パラ メー タ 9 >〕〕 
(SRAM= (< パラ メー タ 10>]〕 〔Pn= ( ン * ラ メー タ 112)) (XCHG= [< パラ メー タ 
12>]〕【HD_MAX= 〔 ン * ラ メー タ 13〕 〕 〔WAIT_PRN=〔 ン * ラ メー タ 14>]〕 
〔FIRST_KY= [< マラ メー タ 15〉]〕) 〔NEXT_ KEY= [< パラ メー タ 16>]]〕 


工 


中 


解 説 SWITCH コマ ンド は 、 メモ リス イッ チ (スタティック RAM) の 状態 を 設定 する と 
き に 使用 し ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 











SWITCH | 





と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


SWITCH for X68000 Uersion *.*x Copuright 1989 SHRRP/Hudson 骨 
時 


ー ワ ー ト 
| [RUK1] 1929 時 - * ッ ト 下 表 4 偶数 ge * トト 軍 還 な し - 
on 


ス 2 トッ 7*2 [AUXn]=(1,2,3,4,5) 
2948 KB 1024KB akg- 1328akB> 
STD D/AHDS/ROM?S/RAI?E) 
On〉 
(Tuctrl/Normal) 
(5 157 

































(Jis/Aiu) 
(Tu/0ff/1~$3F) 
(Lcd/Normal) 
(No_use/Ramdisk/Program) 
G-$9  R-$ B-$B 
R-$  B-$1F 
R-$1F BB 


R-$1F  B-$1 
R-$19 B-$16 庶 
R-$9  B-$11 


(9 16) 

S 秒 =$89989 
(9 15) ms=299ms+199*n 
(9 15) ms=39ms+5*n^2 











画面 の 左側 の 欄 に は 現在 の 値 、 右 側 の 欄 に は 初期 値 が 表示 され て いま す 。 
この 画面 で は 、 次 の キー 操作 が 可能 で す 。 
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SWITCH コマ ンド の 終了 。 設 定 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
各 項 目 の 入 力 に な り ま す 。 

ROLL UP 各 項 目 の 値 を アッ プ 

| スペ ー ス | 各 項 目 の 値 を アッ プ 

ROLL DOWN 各 項 目 の 値 を ダウ ン 

ES 項目 の 移動 















































内 容 を 変更 する と き は 、 まず キー ワー ド の 部 分 で |J| を 押し ます 。 カー ソル が 現在 値 
の 欄 に 移動 し ます か ら 、 そ こ で や [ROLL DOWN| で 内 容 を 変更 し 
で で だ さ W3。 

設定 が 終わ っ た ら |』J| を 押し て キー ワー ド の 欄 に 戻り 、「 終 了 」 の 項目 に カー ソル を 
移動 し て 、 J を 押し ます 。 画面 に は 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 設定 し た 
内 容 で 更新 する と き は 訂 ] を 押し て くだ さい 。 な お 、 途 中 で 終了 する と き は 
を 押し ます 。 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、| Y | を 押し て くだ さい 。 

それ ぞ れ の 項目 に つい て は 、 溢 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 












































(1) RS-232C こ インター フェイ ス の 設定 (RS232C) 

RS-232C じ インター フェ イス の パパ ラメ ー タ を 設定 し ます 。AUX1 は 本 体内 蔵 の RS-232C 
イン ター フェ イス を 、 AUX2~AUX5 は 別売 の RS-232C ボ ー ド を 示し て いま す 。 設 
定 で きる パラ メー タ は 次 の 5 つ で す 。 


@ ボー レー ト 
デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 


19200 ボ ー, 9600 ボ ー, 4800 ボ ー, 2400 ボ ー, 1200 ボ ー, 
600 ボ ー, 300 ボ ー,150 ボ ー, 75 ボ ー 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


@ デ ー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長 さ (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 


ESy ト 、 ブ ビッ ト 、 6 ピッ トド ト 、 5 ビッ ルト 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@ パ リティ チェ ッ ク 


2 パリ ティ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 
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パリ ティ 偶数 、 パ リティ 奇数 、 パ リティ な し 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


@ ス トッ プ ビ ッ ト 数 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 


スト ッ プ 1 、 ス トッ プ 1.5、 ス トッ プ 2 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


@XON、XOFF の 指定 
XON、XOFF コー ド に よる フロ ー 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 し ます 。 


Xon、 None 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


(2) メモ リサ イズ の 設定 (MEMORY/) 

メイ ン メ モリ の 容量 を 設定 し ます 。 メ イン メモ リ の 容量 に 合わ せ て 設定 し て くだ さ 
い 。 また 、 別売 の 増設 RAM を 使用 する 場合 は 、 増設 RAM を 含め た メモ リ 容量 を 設 
定 し て くだ さい 。 


(3) Human68k を 起動 する 装置 の 設定 (BOOT) 
Human68k を 起動 する ディ スク ドラ イブ や ROM な ど を 指定 し ます 。 指 定 で きる パパ 
ママ ー タ は 次 の 7 つつ で FS 


@STD 

シス テム で 規定 し た 順に ドラ イブ を さがし て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 挿入 され て いる 
ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 シ ステ ム で 規定 され た 起動 の 順番 は 次 の と お り 
で 上 3 


1 MB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 
1MB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 1 台 和 目 
ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 2 台 目 
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@2HD0-2HD3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。2HD の 後ろ に つく 03 
は 、 起 動 す る ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 


@HD0-HD15 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。HD の 後ろ に つく 0 ~15 は 、 
起動 する ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 
内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ は HD0 に 対応 し 、 外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド 
ディ スク ドラ イブ は その ドラ イブ (装置 ) 番号 に よっ て HD2~HD15 に 対応 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 1 と いう の は 無効 に な 
り ま すか ら 、HD1 は 使用 し な いで くだ さい 。 


@ROMO $nnnn 
ROM0 の アド レス $nnnn に 書か れ て いる ジャ ンプ アド レス か ら シ ステ ム が 起動 き 
れ ま す 。 


@ROM1 Snnnn 
ROM1 の アド レス $nnnn に 書か れ て いる ジャ ンプ アド レス か ら シ ステ ム が 起動 さ 
れ ま す 。 


@RAMO $nnnn 
RAM0 の アド レス $nnnn か ら シ ステ ム が 起動 され ます 。 


@RAM] $nnnn 
RAM1 の アド レス $nnnn か ら シ ステ ム が 起動 きれ ます 。 


(4) フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ジェ クト の 設定 (EJECT) 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@On 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 切 ” (OFF) に し た と き 、 フ ロッ ピー ディ スク が 自動 的 
に イジ ェクト され ます 。 


@Off 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 切 ′” (OFF) に し て も 、 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 自動 的 に 
1 ジェ クト され な べく な ます 5 





(5) |OPT.2| キー の 設定 (OPT 2 KEY) 
[OPT.2 | キー を 使用 し て 行う 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル に 関す る も の 
で す 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 
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@ Tvctrl 
OPT.2 | キー に よっ て 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル を 選択 する な どの コン 
トロ ー ル が で きる よう に な り ま す 。 





@ Normal 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル が で き な く な り ま す 。 


(6) 画面 の コン トラ スト の 設定 (CONTRAST) 

ディ スプ レイ の コン トラ スト を 設定 し ます 。 設 定 で き る の は 0-15 の 値 で 、 数 値 が 
大 きい ほど コン トラ スト が 強く (文字 が 明る く ) な り ま す 。 0 を 指定 する と 、 ま っ た 
く 表 示さ れ な く な り ま す 。 


(7) キー ボー ド の か な 配列 の 設定 (KANA) 
キー ボー ド の か な 配列 を 設定 し ます 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち い ず 
れ か で す 。 


@ is 
か な 配列 を キー ボー ド 上 に 表記 され た と お り の JIS 配列 に 設定 し ます 。 


@ Aiu 
か な 配列 を 50 音 順に 設定 し ます 。 


8) 本 体 電 源 OFF 時 の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 の 設定 (TV CTRL) 

本 体 の 電源 を OFF に し た と き の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 を 設定 し ます 。 指 定 
で きる パラ メー タ は 、 次 の 2 つ お よび $1~ $3F ($5、 $D を 除く ) の 範囲 の 指定 が 可 
能 で す 。 


・Tv 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 テ レ ビ 画 面 を 表示 し ます 。 
・Off 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF に し まあ も 


な お 、$ 1 $ 3F の 指定 に つい て は 付録 3 テレ ビ コ ン トロ ー ル コー ド 一 覧 」 を 参 
期 セ て で くだ きき 答 


(9) 電卓 の 表示 モー ド の 設定 (LCD MODE) 
|「OPT.1| と [OPT.2 を 同時 に 押す こ と で 表示 され る 電卓 の 表示 モー ド を 設定 し ま 
す 。 指 定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの いずれ か で す 。 
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コマ ンド 


@ Normal 
通常 の 文字 を 表示 し ます 。 


@Lcd 
7 セグ メン ト で 文字 を 表示 し ます 。 


(0 スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド の 設定 (SRAM) 
スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 3 つ 
の いずれ か で す 。 


@No use 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク や プ ブログ ラム エ リ ア と し て 使用 で きま せん 。 


@ Ramdisk 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク と し て 使用 で きま す 。 た だ し 、 デ バイ ス ド 
ライ バ と し て SRAMDISK.SYS を 組み 込む 必要 が あり ます 。 


@Program 
スタ ティ ッ ク RAM を プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま す 。 


(10 テキ スト パレ ッ ト の 規定 値 の 設定 (P 0 一 P8 ) 
テキ スト パパ レット の シス テム 規定 値 を 設定 し ます 。G ( 緑 )、R ( 赤 )、B ( 責 ) の 
それ ぞ れ の 成分 に つい て 、 $1~ $ 1F まで の 各色 32 階 調 の 範囲 で 設定 で きま す 。 


(0 “\%、 ヾ “| キー の 表示 モー ド の 設定 (XCHG) 
脱ぐ? |? キ ー の 表示 モー ド を 設定 し ます 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 0 ~ 
7 まで の 値 で す 。 


0… WW キー を 押す と を 、“ ? を 押す と で? を 、\|7 を 押す と |” 
を 表示 し ます 。 

1… " 補 キー を 押す と NVY を 、“ ? を 押す と ? を 、\|? を 押す と |2 
を 表示 し ます 。 

2… キー を 押す と を 、“ ? を 押す と パー? を 、`|? を 押す と “|” 
を 表示 し ます 。 

3… "キー を 押す と YY を 、* ? を 押す と パー を 、*|? を 押す と 17 
を 表示 し ます 。 

4… " 補 キー を 押す と \\ を 、“ / を 押す と で” を 、\|? を 押す と 
を 表示 し ます 。 

5… "キー を 押す と NY を 、“ ? を 押す と “? を 、*|? を 押す と 
を 表示 し ます 。 
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6… "キー を 押す と 空 を 、“ ? を 押す と パー” を 、*|/ を 押す と い !? 
を 表示 し ます 。 

7 … 堂 キー を 押す と "へ? を 、"? を 押す と ーッ を 、 ヾ | 7 を 押す と 7 
を 表示 し ます 。 


3⑳ 接続 し て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イプ (装置 ) 番号 の 設定 (HD_MAX) 


指定 で きる パラ メー タ は 、 接 続 し て いる ハー ド デ ィ スク の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ 
(装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 で す 。 

ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は 、 0 て 16 ま で の 範囲 で 指定 で きま す 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
の み 使 用 する 場合 は 1 を 指定 し 、 外 部 に 接続 され て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ も 使 
用 する と き は 、 そ の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ (装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 (3 ~16) 
を 指定 し て くだ さい 。 ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 
1 と いう の は 無効 に な り ま すか ら 、 こ こ で は 2 は 使用 し な いで くだ さい 。 


(9 プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 の 設定 (WAIT PRN) 

プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 を 設定 し ます 。 約 5 秒 か ら 5 秒 刻み で 設定 で きま す 。 
プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 と は 、 プ リン タ が プリ ン ト 開 始 可能 信号 (Busy 信号 が Low) 
を 返す まで の コン ピュ ー タ ク グ の 待機 時 間 で す 。 


0⑮ キー の オー トリ ピー ト 間 隔 の 設定 (FIRST KY) 


キー の オー トリ ピー ト が 始ま る まで の 時 間 を 設定 し ます 。 0 ~15 の 範囲 で 指定 で き 
ます 。 指 定 し た 数 値 の 右 に 実際 の 時 間 が 表示 され ます 。 


(0 キー の リピ ー ト 間隔 の 設定 (NEXT KEY) 


キー の リピ ー ト 間隔 を 設定 し ます 。 0 15 の 範囲 で 指定 で きま す 。 
指定 し た 数 値 の 右 に 実際 の 時 間 が 表示 され ます 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 
コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず に 


コマ ンド を 実行 し ます 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の と お り で す 。 な お 、〔 )〕 で 示し た も の は 省略 形 で す 。 
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第 5 章 コマ ンド 


(1) RS-232C こ インター フェ イス の 設定 (RS232C) 


RS232C= ニ こく パ ラメ ー タ 1 > 









RS-232C イン ター フェ イス の パラ メー タ を 設定 し ます a キー ワー ド は =ー "と 叶 
まこと も で きま よ 。 

設定 で きる パラ メー タ は 次 の 5 つ で す 。 パ ラメ ー タ を 複数 指定 する と き は 、 ス ペー 
ス で 区 切っ て 指定 し て くだ さい 。 


e ボー レー ト 
デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 
19200,9600,4800,2400,1200,600,300,150,75 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@ デ ー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長 さ (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 
BITS 一 8 〔B8 〕、BITS 一 7 〔B7 〕、BITS 一 6 〔B6 〕、BITS- 5 〔B5〕 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
e パ リティ チェ ッ ク 
パリ ティ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 
PARITY-NONE (PNJ、PARITY-EVEN (PE)、PARITY-ODD (PO]) 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@ ス トッ プ ビ ッ ト 数 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 
STOP 1 〔S1 〕、STOPー1.5 〔S1.5〕、STOPー- 2 〔S2 〕 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@XON、XOFF の 指定 
XON、XOFF コー ド に よる フロ ー 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 し ます 。 
XON、NONE 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


136 


(2) メモ リサ イズ の 設定 (MEMORY) 
MEMORY= < ベ パ ラメ ー タ 2 > 


メイ ン メ モリ の 容量 を 設定 し ます 。 メ イン メモ リ の 容量 に 合わ せ て 設定 し て くだ さ 
い 。 キーワード は “M=?” と 略す こと も で きま す 。 


(3) Human68k を 起動 する 装置 の 設定 (BOOT) 


BOOT= く パ ラメ ー タ 3 > 


Human68k を 起動 する ディ スク ドラ イブ や ROM な ど を 指定 し ます 。 キ ー ワ ー ド は 


“B=” と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 7 つ で す 。 


@S]D 

シス テム で 規定 し た 順に ドラ イブ を さがし て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 挿入 され て いる 
ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 シ ステ ム で 規定 され た 起動 の 順番 は 次 の と お り 
SGS 


1MB フロ ッッ ピー ディス ク ド ラ イブ 0 
1 MB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 1 台 目 
ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 2 台 目 


€2HD0~2HD3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。2HD の 後ろ に つく 0~3 
は 、 起 動 す る ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 


@HD0-HD15 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。HD の 後ろ に つく 0^15 は 、 
起動 する ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 
内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ は HD0 に 対応 し 、 外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド 
ディ スク ドラ イブ は その ドラ イブ (装置 ) 番号 に よっ て HD2~HD15 に 対応 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 1 と いう の は 無効 に な 
り ま すか ら 、HD1 は 使用 し な いで くだ さい 。 
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@ROMO0 $nnnn 
ROM0 の アド レス $nnnn に 書か れ て いる ジャ ンプ アド レス か ら シ ステ ム が 起動 き 
0 に 


@ROM1 $nnnn 
ROM1 の アド レス $nnnn に 書か れ て いる ジャ ンプ アド レス か ら シ ステ ム が 起動 さ 
れれ ます 。 


@RAMO $nnnn 
RAM0 の アド レス $nnnn か ら シ ステ ム が 起動 され ます 。 


@RAM] $nnnn 
RAM1 の アド レス $nnnn か ら シ ステ ム が 起動 され ます 。 
(4) フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ジェ クト の 設定 (EJECT) 
EJECT= ニ マ パラ メー タ 4 > 
キー ワー ド は E=” と 略す こと も で きま す 。 


指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@ON 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 切 ” (OFF) に し た と き 、 フ ロッ ピー ディ スク は 自動 的 
に イジ ェクト され ます 。 


@OFF 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 切 ” (OFF) に し て も 、 フ ロッ ピー ディ スク は 自動 的 に 
pp の っ に まれ 6 な り ま す 。 


(5) |OPT.2| キー の 設定 (OPT 2 KEY) 





OPT.2 KEY= マ パラ メー タ 5> 





OPT.2 | キー を 使用 し て 行う 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル に 関す る も の 
キー ジョ ャ ド は ほり 6 と 申す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの う ちい ずれ か で す 。 


@TVCTRL 


LOPT.2 | キー に よっ て 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル を 選択 する な どの コン 
トロ ー ル が で きる よう に な り ま す 。 
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@NORMAL 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル が で き な く な り ます 。 
) 画面 の コン トラ スト の 設定 (CONTRAST) 
CONTRAST== く パラ メー タ 6 > 


ディ スプ レイ の コン トラ スト を 設定 し ます 。 キー ワー ド は “C=” と 略す こと も で き 
ます 。 

設定 で きる の は 0 へ ~15 の 値 で 、 数 値 が 大 きい ほど コン トラ スト が 強く (文字 が 明る 
く ) な り ま す 。 0 を 指定 する と 、 ま っ た く 表 示さ れ な く な り ま す 。 


(7) キー ボー ド の か な 配列 の 設定 (KANA) 
KANA= パラ メー タ 7 > 
キー ボー ド の か な 配列 を 設定 し ます 。 キー ワー ド は *K=” と 略す こと も で きま す 。 


指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの う Adem 


@]IS 
か な 配列 を キー ボー ド に 表記 され た と お り の TIS 配列 に 設定 し ます 。 


eAIU 
か な 配列 を 50 音 順に 設定 し ます 。 


) 本 体 電源 OFF 時 の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 の 設定 (TV_CTRL) 
TV_CTRL= く パラ メー タ 8 > 


本 体 の 電源 を OFF に し た と き の 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 を 設定 し ます 。 指 定 
で きる パラ メー タ は 、 次 の 2 つ お よび $1~ $3F ($5、$D を 除く ) の 男 囲 の 指定 が 可 
能 で す 。 


‘TV 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 テ レビ 画面 を 表示 し ます 。 
・OFF 


本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF に し ます 。 


な お 、$1 一 $3F の 指定 に つい て は 「 付 録 3 テレ ビュ コント ロー ルコ ー ド 一 覧 」 を 参 
時 し て くだ さい 。 
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(9) 電卓 の 表示 モー ド の 設定 (LCD_MODE) 









LCD MODE= く パラ メー タ 9 > 











| OPT.1 | と | OPT.2 | を 同時 に 押す こと で 表示 され る 電卓 の 表示 モー ド を 設定 し ま 
す 。 キ ー ワ ー ド は =” と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの いずれ か で す 。 











eNORMAL 
通常 の 文字 を 表示 し ます 。 


@LCD 
7 セグ メン ト で 文字 を 表示 し ます 。 
(10 スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド の 設定 (SRAM) 
SRAM= ベ < パラ メー タ 10> 


スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 キー ワー ド は \S=* と 略す こと も 
で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 3 つの いずれ か で す 。 


@N 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク や プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま せん 。 


@R 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク と し て 使用 で きま す 。 た だ し 、 デ バイ ス ド 
ライ バ と し て SRAMDISK.SYS を 組み 込む 必要 が あり ます 。 


@P 
スタ ティ ッ ク RAM を プ ブログ ラム エリ ア と し て 使用 で きま す 。 
(1) テキ スト パレ ッ ト の 規定 値 の 設定 (P0 ~P8 ) 
Pn= こ パラ メー タ 11> 
テキ スト パレ ッ ト の シス テム 規定 値 を 設定 し ます 。 $0~ $FFFF の 範囲 で 設定 し ま 
す 。 詳しく は 「 メ ニュ ー 画 面 」 を 参照 し て くだ さい 。 
0) *\、 ゞ 7?、 ヾ |? キー の 表示 モー ド の 設定 (XCHG) 
XCHG ニ こく パ ラメ ー タ 12> 


|? キー の 表示 モー ド を 設定 し ます 。 キー ワード は " 文 =? と 略す こと 
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も で きま す 。 


指定 で きる パラ メー タ は 次 の 0 ン 7 ま で の 値 で す 。 


0 キー を すず と PP を ま 、 “7 を 押す と パプ を | "| を 押す と | 


を 表示 し ます 。 

1 捕 キ ー を 押す と YY を 、“ を 押す と "ー ィ を 、 |7 を 押す と い | 
を 表示 し ます 。 

2 キー を 押す と "を 、“ 7 を 押す と で" を 、*|? を 押す と "| 
を 表示 し ます 。 

9 キー を 押す と へ Y を 、“ ? を 押す と ーッ を 、 17 を 押す と ・」? 
を 表示 し ます 。 

4 キー を 押す と 3" を 、“ ? を 押す と パー を *|7 を 押す と 
を 表示 し ます 。 

5 キー を 押す と YY を 、“ ? を 押す と パッ を 、*|? を 押す と 12 
を 表示 し ます 。 

6 補 キ ー を 押す と "/ を 、“ ? を 押す と ーッ を 、\|7 を 押す と | 
を 表示 し ます 。 

7 " 補 キ ー を 押す と "NZ を 、 ヾ ? を 押す と ーッ を 、*|” を 押す と | 
を 表示 し ます 。 


(13 接続 し て いる ハー ド デ ィ ス ク の ドラ イプ (装置 ) 番号 の 設定 (HD_MAX) 
HD _MAX= ご パラ メー タ 13> 


指定 で きる パラ メー タ は 、 接続 し て いる ハー ド デ ィ スク の 中 で 最も 大 きい ドラ イプ 
(装置) 番号 に 1 を 加え た 値 で す 。 キ ー ワ ー ド は HH= と 賠 すこ と も で きま す 。 
ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は 、 0 ~16 ま で の 男 囲 で 指定 で きま す 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イプ 
の の 使用 する 場合 は 1 を 指定 し 、 外 部 に 接続 きん て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ も 使 
用 する と き は 、 そ の 中 で 最も 大 きい ドラ イプ (装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 (3 1 
を 指定 し て くだ さい 。 ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タイ プ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 
1 こい う の は 無効 に な り ま すか ら 、 こ こ で は 2 は 使用 し な いで くだ さい 


(4 プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 の 設定 (WAIT PRN) 
WAIT_PRN= ご パラ メー タ 14> 


プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 を 設定 し ます 。 約 5 秘か ら 5 秒 刻み で 設定 で きま す 。 
イリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 と (は プリ ンタ が プリ ント 開始 可能 信号 (Busy 信号 が Low) 
を 返す まで の コン ピュ ー タ グ の 待機 時 間 で す 。 
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(19 キー の オー トリ ピー ト 間 隔 の 設定 (FIRST_KY) 
FIRST KY= マ パラメータ 15> 


キー の オー ト リ ピー ト が 始ま る まで の 時 間 を 設定 し ます 。n= 0 ~15 の 範囲 で 指定 で 
きま す 。 こ の n の 示す 時 間 は 、200 十 100xn (単位 ms) で す 。 


(190 キー の リピ ー ト 間隔 の 設定 (NEXT_KEY) 
NEXT KEY= く パラ メー タ 16> 


キー の リピ ー ト 間隔 を 設定 し ます 。 n=0~15 の 範囲 で 指定 で き ます 。 
この n の 示す 時 間 は 、30+5XrY (単位 ms) で す 。 








の 


SY 外部 コマ ンド 


機 能 Human68k シス テム の 転送 
89 くす 3 
解 説 寺村 


<d: > で 指定 し た ドラ イブ に っ ユ ピ ー じ ま 生 5 

SYS コマ ンド に よ っ て シス テム ファ イル を っ ュ ピー じ た テ テス ク ば Human68k を 
電動 する こと の で きる シス テム ティ スク と な り ま す - 

転送 先 の ドラ イブ 名 <d : >? は 、 必 ず 指定 し て くだ さい 。 

アト フ ァイル の コビー 葛 と な る ディ スク は 、 事 前 に FORMAT コッ ント ニン 
ォ ー マ ッ ト さ れ た も の で な く て は な ら ず 、 ま た 次 の いずれ か を 満た し て いな く て は な 
り ま せん 。 


@$ フ ァイル や ディ レク ト リ が 何 も 作 られ て いな い プ ラン クティ スク 
フォ ー マ ッ ト 直 後 か 、 す べ て の ファ イル お よび ディ レク トリ を 削除 し た ディ スク を 
指し ます 。 


$ すでに シス テム ファ イル な 存在 し て いる ディ スク 
以前 に 、 シス テム ファ イル を 転送 し た こ と の ある ディ スク で す 。 こ れ は 、 シス テム 
の パー ジョ ン が 変わ っ た と き に 、 シ ステ ム を 入れ か える 必要 が あ る 場合 を 指し ます 。 
カレ ント ドラ イブ の ティ スク に シス テム ファ イル が か あぁ り 、 それ を ドラ イブ B の ティ 
スク に コピ ー す る 場合 は 、 


SYS B: 


と すれ ば コマ ン ド が 実行 きれ 、 シ ス ュ テム ファ イル が 転送 され ます 。 

ここ で 、 転 送 の 対象 と な る シス テム ファ イル は 、 フ ァ イル の 属性 と し て ヾ S/ (シス 
テム ) を も っ て いる も の に 限ら れ ま す 。 アァ イル の 属性 に つい て の 詳細 は 、 ATTRIB 
コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

転送 が 成功 する と 、 次 の よ うに メッ セー ジ か 表示 され ま 2 の 


HUMAN. SYS 


ンス テム の 転送 を 終了 し まし た 


シス テム の 転送 中 、 次 の よ うな メッ セー ジ が 表示 され る こ と が あり ます 。 
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XXXXXX. XXX は 連続 し た FAT に 転送 され て いま せん 


ここ ご で XXXXXX. XXX は 、 フ ァイル 名 で す 。 

も し 、 この メッ セー ジ が HUMAN. SYS ファ イル に つい て 出さ れ た と き に は 、 そ 
の まま で は その ディ スク を シス テム ディ スク と し て 使う こと は で きま せん 。 そ の ディ 
スク の 中 の すべ て の ファ イル お よび ディ レク トリ を 削除 する か 、 ま た は フォ ー マ ッ ト 
し 、 そ の 後に も う 一 度 SYS. コ マン ド を 実行 し 直し て くだ さい 。 

他 の シス テム ファ イル に つい て は 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され て も 問題 は あり ませ 
ん 。 
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TEIMP 内 部 コマ ンド 
2 


中 


草 
民 





テン ポラ リフ ァイル の パス の 設定 
TEMP (に <d:>) ンス 名 2) 
テン ボラ リフ ァイル の パス を 設定 し ます 。 Human68k の パイ プ 機 能 や アセ シプレ ウラ 、 
コン パイ ラ な ど を 使用 する と 、 処 理 中 に 自動 的 に 中 間 フ ァイル (これ を テン ポラ リ テテ 
イル と 呼び ます ) を 作成 し ます 。 処 理 時 間 の 多く が この ファ イル の 入出 力 に 使わ れる の 
で 、 で きる だ け 高 速 な ディ スク に 対し て TEMP コマ ンド で パス を 設定 する と それ だ け 
処理 も 速く な り ま す 。 フ ロッ ピー ディ スク より ハー ド デ ィ スク 、 ハ ー ド ディ スク より RAM 
ディ スク が 高速 な の で 、 パ ス は RAM ディ スク に 設定 する と も っ と る 効果 的 で す 。 
RAM ディ スク は 、RAMDISK.SYS に よっ て 設定 し ます 。 詳し く は 「 第 7 章 ジジ 
ステ ム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 


$ テ ン ポ ラリ ファ イル の パス を A : \TMP に 設定 する 
TEMP A: \TMP 
@ テンポ ラリ バス を 表示 する 


TEMP |J| 





パス 名 を 設定 し な い 場合 は 、 現 在 の 設定 を 表示 し ます 。 
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TIME 内 部 コマ ンド 
機能 時 刻 の 表示 ・ 設 定 
書 式 TIME <hh> : <mm> : <ss>) 

Human68k は 、 ク ロッ ク (時 計 ) に より 、 日 付 ・ 時 刻 を 管理 し て いま す (電源 を 切っ 


て も 常に 日 付 と 時 刻 は 保持 され て いま す )。 こ れ ら の 時 間 情報 は 、 フ ァイル を 作成 ・ 更 
新 し た と き に ディ レク トリ に 記録 きれ ます 。 

TIME コマ ンド は 、 こ れ ら の 時 間 情 報 の ) ちの 時刻” を 表示 し た り 、 設 定 し た り 
する も の で す 。 


TIME 
と 、 コ マン ド だ け を 入力 する と 、 


現在 の 時 刻 は <hh> : <mm> : <ss> で す 
時 刻 を 入力 し て くだ さい : 


と 表示 され ます 。 表 示さ れ た だ 時刻 を 変更 し な いと き は その まま り リターン キー を 押し ま 
す 。 新 た に 時 刻 を 設定 する と き は 、 次 の よう な 書式 で 正しく 入力 し ます 。 


<hh> : く <mmy> : く SS> 


時 <hh>、 分 <mm>、 秒 <ssy の いずれ も 、 省 略す る こと は で きま せん 。 そ れ ぞ れ の 設 
定 可能 な 範囲 は 以下 の と お り で す 。 
時 : <hh> =00 一 23 
分 : <mm> =00-59 
秒 : <ss> 00--59 
時 刻 の 設定 が 正しく な いと 、 


時 刻 の 指定 が 違い ます 
時 刻 を 入力 し て くだ さい : 


と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 もう一度 正しく 入力 し て くだ さい 。 
な お 、TIME コマ ンド を コマ ンド モー ド か ら 入 力 する 際 に 、 直接 時 刻 の パラ メー タ 
を 付け て 実行 する こと も で きま す 。 


TIME 10:10:30 


この と き 、 時 刻 が 正しけれ ば メッ セー ジ は 何 も 表 示さ れず 、 そ の まま 時 刻 が 設定 さ 
れ ま す 。 時 刻 が 誤っ て いる と 、 前 述 と 同じ エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の で 、 再 
入 玉 し て くだ きい 。 
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TIMER 


欠 部 マッ 
ce HOO TY 


雷 説 





時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セット 


(1) TIMER ン ON < 番号 > | OFF 

2) TIMER /A < 時 刻 > < ファ イル 名 > 

(3) TIMER ノ /D < 時 九 < ファ イル 名 > 
(4) TIMER ノ T < 時 學 < テレ ヒビ 制御 文字 > 
(5) TIMER ん L 

(6) TIMER /K < 番号 > 


w KO 





〇 > 


TIMER コマ ンド は 並行 処理 用 の コマ ンド と し て 起動 され 、 時 刻 の 表示 や 時 刻 指 定 
に よっ て ADPCM の 再生 、 メッ セー ジ の 表示 、 テレ ビ の コン トロ ー ル な ど が で き まま 
時 刻 曳 定 は 最大 20 ま で 可能 で す 。 

TIIMER コマ ンド で は 、 以下 の スイ ッ チ が か 使用 で きま 93 


ON < 番号 > 

時 刻 を 画面 の ファ ンク ショ ン キ ー の 上 に 表示 し ま す 。 < 番号 > で 時 刻 を 表示 する ファ 
ンク ショ ン キ ー の 番号 を 指定 し ます 。 番号 の 指定 が な いと き は 、| F10 | の 位置 に 表示 さ 
れ ま す 。 画 面 が 96 桁 の と き は 【 時 : 分 : 秒 ]、64 桁 の と き は 【 時 : 分 〕 で 表示 し ます 。 














OFF 
時 刻 を 表示 し な いよ うに し ます 。 


グ A < 時 刻 > < ファ イル 名 > 

< 時 刻 > で 指定 され た 時 刻 に < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を ADPCM の テー 
タフ ァイル と し て 再生 し ます 。 再生 で きる の は 15.6kHz で サン プ リン グ さ れ た も の で 、 
$FF00 バ イト 以下 の 長 さ の ファ イル で す 。 これ 以上 長い 場合 は 無視 され ま 9 


ノイ D < 時 刻 > < ファ イル 名 > 
< 時 齋 > で 指定 され た 時 刻 に < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を ウィ ンド ウ に を 
10 秒 間 表 示し ます 。 フ ァイル は テキ スト フ ァイル で 60 桁 25 文 字 ま で 表示 可能 で す 。 


ノ T < 時 刻 > < テレ ビ 制 御 文字 > 
< 時 刻 > で 指定 され た 時 刻 に < テレ ビ 制 御 文字 > で 指定 し た テレ ビ の コン トロ ー ル 
を 行い ます 。< テ レビ 制御 文字 > に は 次 の よう な 指定 が で きま す 。 


OFF 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF 
CHI~CHI12 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て チャ ン ネ ル を 1 へ 12 
に セッ ト 
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TV 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て テレ ビ 画 面 に する 

COM 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て コン ピュ ー タ 画面 に 
する 

SP1 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て スー パー イン ポ ボーズ 
(コン トラ スト ダウ ン ) 画面 に 設定 する 

SP2 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て スー パー イン ボー ズ 


(コン トラ スト ノー マル ) 画面 に 設定 する 


ジ 2 
設定 され て いる タイ マー の 一 覧 を 表示 し ます 。 


ノ ズ K < 番号 > 
< 番号 x に は 一 覧 表示 で 表示 され る 管理 番号 を 指定 し て 、 そ の アラ ー ム を 解除 し ま 
す 。 く 番号 > を 省略 する と 、 す べ て を 解除 し ます 。 


スイ ッ チ を 省略 し て 、 単 に ^TIMERY と だ け 入 力 す る と 、TIMER コマ ンド の 使 
い 方 が 表示 され ます 。 
@ 現在 の 時 刻 を ファ ンク ショ ン キ ー 1 の 上 に 表示 する 


TIMER ン /ON 1 


@12 時 00 分 に A : \PCM\OHIRU.PCM を 再生 する 





TIMER ノノ A 12:00 A:Y\PCMYOHIRU.PCM 回 
@19 時 30 分 に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て チャ ン ネ ル を 3 に する 
TIMER ノ T 19:30 CH3 
@9 時 00 分 に B : \MEMO.DOC を 表示 する 
TIMER /D 9:00 B:\MEMO.DOC 
@ タイ マー の 一 覧 を 表示 する 
TIMER ブヒ 
これ ら を 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


1) A 12:00 A:\PCM\OHIRU.PCM 
2) T 19:30 CH3 
3 ) D ( 9 : 00) B : \MEMO.DOC 
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ここ で 、 先 頭 の 番号 は 管理 番号 で 1 て 20 まで の 値 で す 。 また 


、( 9:00) の よう に ヵ 
ッ コ で 表示 され た も の は すでに 処理 済み で ある こと を 示し ます 。 


“登録 され て いる アラ ー ム を 解除 する (管理 番号 の 2 を 解除 する ) 
TIMER ン K 2 
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TREE 


外部 コマ ンド 





時 | | 落 
六 | | 司 


恒 
ドロ 


ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 形 式 で の 表示 
TREE 〔 ノ /F〕 ンス 名 > 


ンス 名 > が 省略 され た 場合 は 、 カ レン トド ライ ブ の ルー トディ レク トリ 以下 の ディ 
レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 表示 され ます 。 


TREE 


カレ ント ドラ イブ の 、 ル ー ト ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 
表示 され ます 。 

ンス 名 > で 指定 し た ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 を 、 ツ リー 形式 で 表示 し 
ます 。 


TREE \TMP 


カレ ント ドラ イブ の 、 デ ィ レ クト リ 壮 TMP 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 
で 表示 され ます 。 


@ ブ トビ 
ディ レク トリ 構造 を ツリ ー 形 式 で 表示 する と と も に 、 そ の ディ レク トリ に 属す る フ 
ァイル の 名 前 も すべ て 表示 し ます 。 


TREE ノ F 


カレ ント ドラ イブ の 、 ル ー ト ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 
表示 され ます 。 デ ィ レ クト リ に 属す る ファ イル の 名 前 も すべ て 表示 し ます 。 

な お 、 シ ステ ム 属 性 、 不 可視 属性 の つい た ディ レク トリ 、 フ ァイル も すべ て 表示 し 
ます 8 


\ 

| -HUMAN.SYS 
|-HIT.BAT 
|-MANA.BAT 
|-JUN . BAT 
|-SANA.BAT 
|-MAG. BAT 
|[-G3 . BAT 

| 

1 -DOC 

| | -HOSTS . EQU 
| [|-HOSTS . LPD 
| |-INETD.CON 
| 1 -NETWORKS 
| 1 -MANA . DOC 
| 1 -JUN . DOC 

| 1 -SANA.DOC 
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内 部 コマ ンド 








ファ イル 内 容 の 表示 
よそ PE < ス ォ イル 名 (< ファ イル 名 X・ ・。 >] 


TYPE コマ ンド は 、 フ ァイル の 内 容 を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

< ファ イル 名 > に 、 表 示し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 複 数 個 指定 する と 、 指 定 し た 
順に ファ イル の 内 容 が 表示 され ます 。 ワ イル ドカ ー ド を 用 いる こと も で きま す 。 
TYPE コマ ンド で は 、 テキ スト ファ イル の 内 容 は 表示 する こと が で きま す が 、 バイ 
ナリ ファ イル を 指定 し た と き は コン トロ ー ル 文字 も 記号 と し て 表示 され て し まう た め 、 
正しい 表示 が 行わ ん ませ ん 。 バイ ナリ ファ イル の 内 容 を 表示 する に は DUMP コマ ン 
ド を 使用 し て くだ さい 。 
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第 5 章 コマ ンド 


USKCGM 外部 コマ ンド 


ーー エエ DE エキ エ ェ エ ェ ェ ュ ューーーー ョ ーーーー ニ ーー ニー ニー デニ ーーー ニー 


機能 外字 の 作成 ・ 登 録 ・ 削 除 
書 式 USKCGM 
USKCGM コマ ンド は 、 外 字 フ ァイル の 作成 、 外 字 フ ァイル の シス テム へ の 登録 、 
外字 ファ イル か ら の 指定 外字 の 削除 な ど を 行い ます 。 
USKCGM 
と 実行 する と 、 


更新 で すか 、 登 録 で すか ? <U プ し > 


と 表示 され ます 。 


1 . 外字 ファ イル の 登録 
外字 ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 する と き は 、 
L 


を 押し ます 。 [JI( リ ター ン キ ー) を 押す 必要 は あり ませ ん 。 次 に 、 





入力 ファ イル 名 〔USKCG. SYS) : 


と 表示 きれ ます か ら 、 登 録 し た い 外 字 フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 その まま 
|( リ ター ン キ ー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 登録 きれ ます 。 
外字 ファ イル が シス テム に 登録 され る と 、 














ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 


と 表示 され 、 コ マン ドモ ー ド に 戻り ます 。 


2 . 外字 ファ イル の 更新 
外字 ファ イル を 更新 する と き は 、 
U 


を 押し ます 。 [|( リ ター ン キ ー) を 押す 必要 は あり ませ ん 。 次 に 、 





入力 ファ イル 名 〔USKCG. SYS) : 


と 表示 され ます か ら 、 読 み 込 みた い 外 字 デ ー タ の 格納 され た 、 外 字 フ ァイル の ファ イ 
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ル 名 を 入力 し ます 。 そ の まま (リターン キ ー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 
指定 され ます 。 
次 に 、 





出力 ファ イル 名 〔USKCG. SYS〕 : | 





と 表示 され ます か ら 、 同 様 に し て 、 作 成 し た 外字 デー タ を 書き 込み た い 外字 ファ イル 
の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 [|( リ ター ン キ ー) の み 押 せ ば 、 USKCC. SYS ファ イル 
が 指定 され ます 。 

する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 














カフ ァイル 名 : USKCG.SYS コー ド : 7621 [16x16] 
出力 ファ イル 名 : USKCG.SYS 





LIIIITI 
IITIIITI 
LITITIIITI 
LTIITITTIT] 


M S SEIsZIRESEN 
5 : ON/ OFF 
9 : RESET & MOVE 
UN key: MOVE 


IIITITTTI 


TTTI 


TITTTI 
ITTITIITTTT] 


IIITITITTI 


ROLLDOMN: 前 コー ド 〈( 登 録 ) 
UHF : まっ コー ド ( 全 和 


TTTT 
TT 上 上 エエ エエ 上 肖 


ITITT 
ITTTI 


LTIITITTI 


: 16/24 (登録) 



























































IIIIITTI 


ITTT 
LTTTI 

































































































































































IIITIIITI 


8 


TITIIIIT 
[TI | 
LTTTTTTTI 
TTIITI 
ITTI 
ロイ イエ] 











次 に 各 キ ー の 使用 法 を 解説 し ます 。 


ROLLDOWN : 前 コー ド 
ROLL DOWN| キー。 1 つ 前 の 画面 の 編集 に 移り ます 。 

















ROLLUP : 後 コ ー ド 
ROLL UP | キー。 1 つ 後 の 外字 の 編集 に 移り ます 。 














SPACE : 16/24 
スペ ー ス キー。 パパ ター ン の ドッ ト 数 (16X16 ド ッ ト 、 24X24 ド ッ ト ) の 切り か え を 行 
いま す 。 


HOME : HOME 
HOME| キー。 編集 画面 の ホー ム ポ ジ シ ョ ン (左上 ) に カー ソル を 移動 し ます 。 
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第 5 章 コマ ンド 


CLR : CLR 
| CLR | キー。 編集 画面 を クリ ア し ます 。 


0 : SET ノ RESET 
数 値 入力 キ ー の 0 。 1 一 9 で カー ソル を 移動 する と き に 、 百 で 埋め な が ら (セット) 
移動 する か 、 黒 で 埋め な が ら ( リ セッ ト ) 移動 する か の 決定 を し ます 。 


5 : ON/OFF 
数 値 入力 キ ー の 5 。 カ ー ソ ル 位置 の 白黒 を 反転 し ます 。 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル を 
移動 する 場合 に 使用 し ます 。 


1 一 9 : SET & MOVE 
1~9 : RESET & MOVE 

数 値 入力 キー の 1 ~ 9 。0 (SET/RESET) で 決め た 状態 に 従っ て 、 カ ー ソ ル を セ 
ッ ト 移 動 ま た は リセ ッ ト 移 動 し ます 。 

各 キ ー で の カー ソル の 動き は 、 次 の と お り で す 。 


8 9 
† 
1 

4 ~  - 6 
\ 

1 ir 


カー ソル key : MOVE 
カー ソル を 移動 し ます 。 セ ッ ト も リセ ッ ト も し ませ ん 。 


F 1 : 登録 
新しく 作成 し た パタ ー ン を 外字 デー タ と し て シス テム に 書き 込み ます 。 
画面 上 部 に 表示 され て いる コー ド 番 号 で 書き 込み が 行わ れ 、 画 面 上 で は 何 も 起 こり 
ませ ん 。 


F 2 : 削除 

シス テム に 格納 きれ て いる 外字 を 削除 し ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カ ッ コ 【 〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て きま す 。16 進 
数 で 削除 し た い 外 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


F 3 : 一 覧 

シス テム に 格納 され て いる 外字 の 一 覧 を 表示 し ます 。 

編集 画面 は トク リア され 、 外 字 の 一 覧 が 表示 され ます 。 次 の 画面 を 見 た いと き は 任意 
の キー、 前 の 画面 を 見 た いと き は [ROLL DOWN| キ ー、 一 覧 表示 を 中 止 し た いと き は 
| ESC | キー を それ ぞ れ 押し て くだ さい 。 
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F 4 : コー ド 

指定 し た コー ド 番 号 の 外字 の 編集 に 移り ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カッ コ 〔 )〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て き ます 。16 進 
数 で 編集 し た い 外 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


F 5 : 読込 
外字 ファ イル か ら 新 し く 外 字 デ ー タ を 読み 込み ます 。 
画面 左 部 に 、 次 の よう に メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


入力 ファ イル 名 〔USKCG. SYS) : 


読み 込み た 外字 デー タ の 格納 され た 、 外 字 フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 
その まま [|( リ ター ン キ ー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 指定 され ます 。 

F 5 に よっ て 読み 込み を 行う と 、 そ れ ま で に 編集 し て いた 外字 デー タ は すべ て 消去 
され 、 新 し く 読 み 直さ れ ま す 。 注意 し て くだ さい 。 


F 6 : 参照 

外字 の 編集 中 に 、 シス テム に 登録 され て いる 文字 パタ ー ン を 呼び 出し ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カッ コ [〔 〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て きま す 。16 進 
数 で 呼び 出し た い 文 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さ い 。 

外字 の コー ド 番 号 を 入力 し た 場合 は 、 外字 ファ イル か ら で は な く 、 現 在 レ ステ ム に 
登録 され て いる 外字 の パタ ー ン が 呼び 出さ れ ま Fe 

編集 画面 に は 、 こ の キー に よ っ て 呼び 出さ れ た 文字 パパ ター ン が 表示 され ます 。 こ の 
と き 画 面 上 部 に 示さ れ た コー ド 番 号 は 変わ り ませ ん 。 呼 び 出し た パタ ー ン を 再編 集 し 、 
さき に 編集 し て いた コー ド 番 号 の 外字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 

文字 の コー ド 番 号 に つい て は 、 『 取 扱 説明 書 』 付 録 の 「A-3 コー ド 表 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 


F 7 : 反転 
編集 画面 の パタ ー ン 全体 を 白黒 反転 し ます 。 


F 8 : 回転 
編集 画面 の パタ ー ン 全体 を 、 90' ず つ 右 回 り に 回 転 し ます 。 


F10 : 終了 
外字 の 編集 を 終了 し ます 。F10 を 押す と 、 
処理 を 終了 し ます か ? <Y ン N> 


と 表示 され ます 。 こ こ で N を 選択 する と も と の 編集 画面 に 戻り ます 。Y を 入力 する 
し 
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シス テム に 登録 し まし た 
ファ イル を 更新 し ます か ? <Y ン N> 


と 表示 され ます 。 ここ で Y を 入力 する と 、 編集 し た 外字 デー タ は 指定 出力 ファ イル に 
書き 込ま れ 、 シ ステ ム に も 登録 され ます 。 そ し て 、 


ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 


と 表示 きれ 、 コ マン ドモ ー ド に 戻り ます 。 

N を 入力 する と 、 何 ちせ ず に その まま コマ ンド モー ド に 戻り ます 。 こ の 場合 、 さ き 
に 行っ た 編集 作業 は すべ て 無効 と な り 、 出 力 フ ァイル に は 何 も 書 き 込 まれ ませ ん 。 シ 
ステ ム に も 、 外 字 は 登録 され ませ ん 。 


3 、 外 字 フ ァイル の 内 容 


外字 ファ イル の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 
































































予約 領域 (34 バ イト ) 
Fk 16 x16 の フォ ント デー タ 
っ ポ 16x16 の フォ ント デー タ 
$FFFF $FFFF 以 降 は 、24x24 ド ッ ト の デー タ で す 。 
a 24x24 の フォ ント デー タ 
= ド 24%24 の フネ ンジ ンド デー ダグ 
ここ で 、 コ ー ド 、 コ ー ド の 内 容 、 フ ォ ン ト デ ー タ の 長 さ は 、 次 の よう に な っ て いま 
3 
ュー 0 フォ ント デニ テク の 所 さ 
2 コー ド の 内 容 
(COINA EY 16x16 ド ッ ト 24X24 ド ッ ト 
上 位 ・ 下 位 が 逆 の Re 
$0000~7FFF TIS 漢 字 コ ー ド 32 バ イト 72 バ イト 

















用 シフ ト JIS 
$8000 ~EFFF as 32 バ イト 
$F400 ~F5FF デー 16 バ イト 








注意 : $ F400 $ F41F、$ F500 $F51F は 特 狐 半角 外字 領域 で す の で 、 通常 の ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト で は 使用 で きま せん 。 
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内 部 コマ ンド 





シス テム の バー ジョ ン の 表示 
VER 
VER コマ ンド は 、Human68k の バー ジョ ン を 確認 する と き に 使い ます 。 
VER [J 
ます る ま 。 
Human68k version * ネ .*※※* 


の よう に Human68k の バー ジョ ン が 表示 され ます 。 
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VERIFY 内 部 コマ ンド 





重 | | 中 | | 薄 
避 | | 員 | | 避 


べ ベリ ファ イ 機 能 の 設定 
VERIFY (ON |OFF) 


VERIFY コマ ンド は 、 デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 際 に 、 正常 に 書き 込め た か どう か 
の チェ ッ ク を 行う か 否 か の 設定 を し ます 。 

VERIFY を ON に 設定 する と 、 書 き 込 み の 直 後に 、 書 き 込ん だ デー タ を 読み 出し 
て その デー タ が 正しく 書け た か どう か の 脱 合 チェ ッ ク を 行い ます 。 し た が っ て 、 不 良 
セク タ な どの た め に 物理 的 に 書き 込め な い 部 分 が ある と き は 、 即 座 に エラ ー と し て 表 
示さ れる よう に な り ま す 。 

VERIFY コマ ンド を 使う と 、 照 合 チ ェ ッ ク を 行い な が ら 書 き 込 む た め 、 デ ィ ス ク に 
書き 込み を 行う 速度 は 遅く な り ま す 。 

現在 の VERIFY の 状態 を 見 た いと き は 、 


VERIFY 

と し ます 。VERIFY が OFF で あれ ば 、 
verify は <off> で す 

と 表示 され 、ON で あれ ば 、 
verify は く on> で す 


と 表示 され ます 。 

な お 、 べ ベリファイ 機能 の 設定 は 、 CONFIG.SYS ファ イル の コマ ンド VERIFY で 
も 設定 する こと が で きま す 。 こ れ に つい て は 、「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 くだ 
さい 。 








< 
〇 
I 


内 部 コマ ンド 





こ 
ky 
CC 


中 
2 


草 


に 3 


ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 変 更 
VOL (<d : >)(< ボ ポリ ュー ムラ ベル > グ S | /C] 


VOL コマ ンド は 、 指 定 し た ドラ イブ 上 に ある ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル を 表示 
し た り 、 変 更 し た りす る と き に 使い ます 。 





VoL A: 回 
と する と 、 
ドラ イブ A : の ボリ ュー ムラ ベル は XXX で す 


と 表示 され ます 。 ここ で 、 XXX は 、 ディ スク の フォ ー マ ッ ト 時 に つけ た ボリ ュー ムラ 
ベル を 表し ます 。 

ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル が 設定 され て いな いと き は 、 次 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


ドラ イブ A : の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん 


ドラ イブ の 指定 が な いと き は カレ ント ドラ イブ が 表示 の 対象 に な り ま す 。 

また 、 く < ポリ ュー ムラ ベル > グ S を つけ て 実行 する こと に より 、 ポ リュ ー ム ラベ ル を 
変更 する こと が で きま す 。 

ec は 











VOL  A: MYDISK/S | 





と 入力 すれ ば 、 ボ リュ ー ム ラベ ル が 、 ヾ MYDISK” に 変更 され ます 。 

VOL コマ ンド に /C を つけ て 実行 する と 、 ボ リュ ー ム ラベ ル を 削除 する こと が で 
きま す 。 

a 





Vo に B/C 癌 | 


と 入力 すれ ば 、 ド ライ ブ B の ボリ ュー ムラ ベル が 削除 され ます 。 


注意 

ボリ ュー ムラ ベル の 設定 の と き 、 仮 想 ド ライ ブ な ど に 対し て 設定 を 行っ た 場合 、 次 
の こと に 注意 し て くだ さい 。 

実体 と な る ディ レク トリ の 中 に ボリ ュー ムラ ベル が 作ら れる の で 、 そ の ディ レク ト 
リ の 内 容 が 空 の よう に みえ て も RMDIR する こと が で き な く な り ま す 。 も し 、 実 体 と 
な る サブ プ デ ィ レ クト リ を 削除 し た い 場合 は 、 そ の 実体 を 使用 し て いる 仮想 ドラ イブ に 
対し て ボリ ュー ムラ ベル の 削除 を 行い 、 そ の 後 、 そ の 仮想 ドラ イブ の 割り 当て を 解除 
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する と RMDIR する こと が で きま す 。 

複数 の 仮想 ドラ イブ が 同一 の 実体 と な る ディ レク トリ に 割り 当て られ て いる 場合 、 
どれ か 1 つの 仮想 ドラ イブ に 対し て ボリ ュー ムラ ベル の 操作 を 行う と 、 そ れ ら すべ て 
の 仮想 ドラ イプ の ボリ ュー ムラ ベル が 操作 され る こと に な り ま す 。 も ちろ ん 、 実 体 と 
な る ディ レク トリ が ルー トディ レク トリ の 場合 、 実 体 と な る ドラ イブ の ボリ ュー ムラ 
べ ベル も 操作 され る こと に な り ま す 。( 仮 想 ド ライ ブ プ に つい て は 、SUBST コ マン ド を 参 
照 し て くだ きい 。) 








WHERE 外部 コマ ンド 


機 能 ファ イル のみ 検索 
WHERE 〔 ノ A | / ズ F) <d : > | ン 信 名 > | < ファ イル 名 >) 
解 ンス 名 > また は く < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を 、 デ ィ レ クト リ の ツリ ー 構 造 の 


中 か ら 検 索 し ます 。 

<d : > で 指定 し た ドラ イブ の ンス 名 > で 指定 し た ディ レク トリ か ら 始 め 、 く ファ イル 
名 > で 指定 され た ファ イル を ディ レク トリ の ツリ ー 構 造 に 従っ て 順に 検索 し 、 見 つか っ 
た ファ イル の 位置 する ディ レク トリ の パス 名 を 表示 し ます 。 

<d : > の ドラ イブ 名 が 省略 され た 場合 に は カレ ント ドラ イブ が 、 ぐ ンス 名 > が 省略 さ 
れ た 場合 に は ルー トディ レク トリ が 指定 され た も の と 見 な され ます 。 

< ファ イル 名 > に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きま す 。 

また 、 シ ステ ム 属 性 、 不 可視 属性 の つい た ディ レク トリ 、 フ ァイル も すべ て 検索 し 
まま 


WHERE TEST.TXT 
カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 フ ァイル TEST. TXT を 検索 し 、 
その 位置 を パス 名 で 表示 し ます 。 
e/A 
すべ て の ドラ イブ を 検索 し ます 。 
WHERE ン A TEST. TXT 


すべ て の ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 ファ イル TEST.TXT を 検索 し 、 そ 
の 位置 を パス 名 で 表示 し ます 。 


注意 : スイ ッ チ プ A を つけ る と き は 、 ド ライ ブ 名 の <d : > は 指定 し な いで くだ さい 。 
@ プ トビ 
パス 名 の ほか に 、 見 つか っ た ファ イル の 名 前 も 表示 し ます 。 
WHERE ノンノ F *. TXT 


カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 拡 張子 が TXTY で ある ファ イル 
を 検索 し 、 そ の 位置 を パス 名 と ファ イル 名 で 表示 し ます 。 
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5.3 バッ チチ 処理 コマ ンド 


ここ で 解説 する コマ ンド は 、 主 に Human68k の バッ チ 処 理 を コン トロ ー ル する た め の も の で す 。 
これ ら の コマ ンド は 単独 で も 実行 する こと が で きま す が 、 バ ッ チ 処理 の 中 で その 機能 を フル に 発揮 し 
ます 。 バ ッ チ 処理 コマ ンド に は 次 の も の が あり ます 。 


ECHO バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 


FOR コマ ンド の 反復 実行 

GOTO バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 

IF 条件 設定 に よる バッ チ 処 理 

PAUSE バッ チ 処 理 の 一 時 停止 

REM バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 


SHIFT バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 





ECHO 内 部 コマ ンド 
ーー 


機 能 バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表 示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 


書 式 | ECHO (ONIOFF| ウッ セー ジ う ) 
ECHO コマ ンド は 、 バ ッ チ プロ グラ ム 実 行 中 に コマ ンド 行 を 表示 する か し な いか を 


設定 する た め に 使用 し ます 。 
また 、 和 任意 の メッ セー ジ を 表示 する た め に も 使う こと が で きま す 。 
@ ECHO モー ド を ON に し ます 
ECHO ON 


と 入力 し ます 。 
この 状態 の と き バ ッ チ ファ イル が 起動 きれ ん る と 、 バ ッ チ フ ァイル の 内 容 が 1 行 ず つ 、 
実際 の 実行 に 合わ せ て 画面 に ヒコ ー バ ッ ク さ れ ま す 。 
@ ECHO モー ド を OFF に し ます 
ECHO OFF 


と 入力 し ます | 
この 状態 の と き バ ッ チ ファ イル が 起動 され る と 、 バ ッ チ フ ァイル の 内 容 は 画面 に 表 
示さ れ ま せん 。 バ ッ チ ファ イル 中 の コマ ン ド 行 を 表示 し た く な いと き に は 、 こ の コマ 
ンド を バッ チ フ ァイル の 第 1 行 と し て 入れ て お く と よい で ク ゃ 光 
@ 現在 の ECHO モー ド を 表示 し ます : 
ECHO 
と だ け 入 力 し ます 。 
echo は <on> で す 
また は 、 
echo は <off> で す 
と いう よう に 、 現 在 の ECHO モー ド が 表示 され ま す 。 Human68k の 初期 設定 で は 、 
ECHO モー ド は ON で す 。 


@ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 
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ECHO < メッ セー ジ > 


の よう に 、< メ ッ セ ー ジ > と し て 何 か 文 字 列 を 指定 し て 実行 する と 、 指 定 し た く メ ッ セ ー 
ジ > が その まま 表示 され ます 。 

バッ チ フ ァイル 中 に この 行 を 入れ て お く と 、 ECHO モー ド が OFF で あっ て も 、 バ 
ッ チ 処理 の 実行 時 に この < メッ セー ジ > が 表示 され ます 。 
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内 部 コマ ンド 
ーー ーー 


時 | | 攻 
導 | | 屋 


コマ ンド の 反復 実行 

FOR %%<C> IN (< 項目 の モッ ト >) DO < コマ ンド > 
wi (バッ チ フ ァイル 用 ) 

FOR %<C> IN (< 項目 の セッ ト >) DO < コマ ン ド > 
CC (コマ ンド 行 用 ) 


< 項目 の セッ ト > の 個数 だ け 、 く コマ ンド > を 繰り 返 し て 実行 し ます 。FOR コマ ンド を 
実行 する と 、 変数 く C> に < 項目 の セッ ト > の 要素 が 順次 代入 され 、 それ に 従っ て < コ マン 
ド > が 実行 され ます 。 

<〈C> に は 1 文字 の 変数 名 を 指定 し ます 。 た だ し 、 バ ッ チ フ ァイル で 用 いる パラメータ 
と 区 別 す る た め 、 数 字 を 用 いな いよ うに し て くだ さい 。 

バッ チ フ ァイル 中 で 用 いる と き に は 、 こ の 変数 <C> の 前 に % が 2 個 必要 (%% F の 
よう に ) で す が 、 コ マン ドモ ー ド か ら 直 接 入 力 す る と き に は は 1 個 だ けつ け て くだ さ 
い 。 

< 項目 の セッ ト > に は 、 次 の よう に 複数 個 の 文字 列 を 空白 で 区 切っ て 並べ た も の を 指 
定 し ます 。 


< 文字 列 > < 文字 列 > …… 


< 項目 の セッ ト > に は ワイ ルド カー ド も 使え ます 。 

〈 コ マン ド > に は 、 繰 り 返 し 実行 し た い コ マン ド を 指定 し ます 。 こ の と き 、 こ の コマ 
ンド の 中 に FOR の 直後 に 指定 し た の と 同一 の 変数 く C> を 含ま せ て お ER ER 
< 項目 の セッ ト 〉 中 の 要素 が 順次 これ に 代入 され 、 反復 実行 され ます 。 


例 


FOR %%E IN (PROC.100 PROC.200) DO DUMP %%E 


NG は じ め に PROC. 100、 次 に PROC. 200 が それ ぞ れ %% E に セ モット され 、 順に 
DUMP され ます 。 
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GOTO 内 部 コマ ンド 





バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 


に 
尺 


GOTO < ラベ ル > 


踊 
3 


GOTO コマ ンド は 、 バ ッ チ 処理 を く ラ ベル > で 定義 され た 位置 へ 移し ます 。 
ラベ ル は 8 文字 以内 の 文字 列 ( 英 大 文字 、 英 小文字 、 数 字 、 カ タカ ナ 、 漢 字 な ど ) 
で 、 必 ず コ ロン ( : ) で 始ま っ て いな く て は な り ま せん 。 ラ ベル は 、 バ パッチ ファ イル 中 
の 任意 の 行 に 置く こと が で きま す 。 
GOTO コマ ンド で 指定 する く < ラ ベル > に は 、 先 頭 の コロ ン ( : ) を 省 い た も の を 指定 
し ます 。 < ラベ ル > に 対応 する 実際 の ラベ ル が バッ チ フ ァイル 中 に な いと 、 バ パッチ ファ 
イル の 実行 は 終了 し ます 。 


ドロ 


例 
: LOOP 
ECHO エン ドレ スル ー プ 
GOTO LOOP 


…… * エ ンド レス ルー プ " を 表示 し 続け ます 。 実 行 を 中 止 す る に は 、[CTRL|+| C | 
を 押し て くだ さい 。 


: LOOP 
ECHO エン ドレ ス ルー プ 
GOTO LOOP 9 


2 指定 し た ラベ ル が な い の で 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 は 終了 し ます 。 
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洋 | | 滝 
員 | 本 


草 
に 





条件 設定 に よる バッ チ 処 理 
IF 【〔NOT〕) < 条件 > < コマ ンド > 


IF コマ ンド は 、< 条 件 シ パ ラメ ー タ に 従っ て 、< コ マン ド > で 指定 し た 処理 を 行い ま 
す 。 < 条件 > に は 、 次 の う ちの いずれ か を 指定 で きま す 。 < 条件 > の 前 に NOT を 付け る 
と 、 逆 に 指定 の 条件 に あて は ま ら な いと き に コマ ンド が 実行 され ます 。 


@ IF < 文字 列 1> ニー < 文字 列 2 > < コマ ンド > 


222 く 文字 列 1 > と く 文字 列 2 > が 等 し い 場 合 < コ マン ド > が 実行 され ます 。 バニ ニテ? の 前 
後に は 必ず スペ ー ス を それ ぞ れ 入れ る よう に し て くだ さい 。 


@ IF < 数 値 > < コマ ンド > 
2 < 数 値 > が 0 で な い 場 合 、< コ マン ド > が 実行 され ます 。 
@ IF ERRORLEVEL < 数 値 > < コマ ンド > 


ーー COMMAND ※ の エラ ー コ ー ド が < 数 値 > 以上 の 場合 、 く < コマ ンド > が 実行 され ま 
す 。 COMMAND.X の エラ ー コ ー ド に つい て は 、 第 5 剤 の COMMAND コマ ンド 
の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ IF EXITCODE < 数 値 > < コマ ンド > 


sta COMMAND. X の エラ ー コ ー ド が < 数 値 > と 等 し い 場合 、< コ マン ド > が 実行 され 
ます 。 COMMAND. X の エラ ー コ ー ド に つい て は 、 第 5 章 の COMMAND コマ ン 
ド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ IF EXIST < ファ イル 名 > < コマ ンド > 


CO < ファ イル 名 > で 指定 され た ファ イル が 存在 し て いる 場合 、< コ マン ド > が 実行 され 
ます 
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PAUSE 内 部 コマ ンド 





凍 | | 時 | 憶 
吉屋 


バッ チ 処 理 の 一 時 停止 
PAUSE (< コメント) 


PAUSE コマ ンド は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 交換 し た り 、 バ ッ チ 処理 を 中 断 さ せ た り する 必要 の ある 場合 に 使用 し ます 。 
PAUSE コマ ンド が 実行 され る と 、 


準備 が で きた ら 何 か キー を 押し て くだ さい 


と いう メッ セー ジ が 表示 され 、 処 理 が 一 時 停止 し ます 。 再 開 す る と き は 任意 の キー ( 
[CTRLI+[| C 以外 ) を 押し ます 。 
この と き [CTRL|+| C | を 押す と 、 


バッ チ 処 理 を 中 止 し ます か ? <Y プ N> 


と た ず ね て きま す 。Y を 入力 する と バッ チ フ ァイル の 処理 か ら 抜 け 出 し 、 コ マン ドモ 
ー ド に 戻り ます 。N を 入力 する と 、 バッ チ フ ァイル 中 の 次 の 行か ら 実行 が 再開 され ま 
す 。 

な お 、|CTRL|+ | C | は 、PAUSE コマ ンド で 一 時 停止 し て いる と まき 以外 に も 有効 
で 、 バ ッ チ 処理 の 中 止 を する こと が で きま す 。 そ の 場合 も 、 同 じ メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ ま す の で 、Y また は N で 答え て くだ さい 。 

く < コメ ント > に は 、 一 時 停止 時 に 表示 し た い メ ッ セ ー ジ を 指定 し ます 。 た と えば ここ 
に 「 フ ロッ ピー ディ スク を 交換 し て くだ さい 」 と 入れ て お け ば 、 




















フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 交換 し て くだ さい 


の よう に コメ ント の み 表 示し て 、 バ ッ チ 処理 の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 
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バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 
REM (< コメ ント 


REM コマ ンド は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 中 に コメ ント を 表示 し た いと き に 使い ま 
する 

REM コマ ンド は 、< コ メン ト >〉 を 表示 する だ け で 他 は 何 $ し ませ ん 。 コ メン ト 内 の 
区 切 記号 は 、 ス ペー ス 、 タ ブ 、 カ ンマ の み 使 用 で きま す 。 

次 の 例 は 、REM コマ ンド を 使っ た バッ チ フ ァイル の 一 例 で す 。 


REM フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の コピ ー 
REM 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ 日 に 挿入 し て くだ さい 
FORMAT 日 : 

DIR B: 

DISKCOPY A: 日 : 
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SHIFT a 


機 能 バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 


SHIFT 


説 SHIFT コマ ンド は 、 バ ッ チ 処理 の 際 、 仮 パラ メー タ に 代入 きれ る 実 パ ラメ ー タ を 、 
ひと つ だ けず ら す (シフ ト す る ) た め に 使い ます 。 

た と えば 、TEST. BAT と いう バッ チ フ ァイル の 内 容 が 次 の よ うに な っ て いる と 
ます 。 


川 


解 


COPY 9%1 %2 
SHIFT 
COPY %1 %2 


この バッ チ フ ァイル を 次 の よう に 実行 する と 、 
TEST X 全 XX2 X3 
1) 第 1 行 の % 1、% 2 に は 、 そ れ ぞ れ ^X 1?、^X 2” が 代入 きれ 、 
COPY X1 X2 


と し て 実行 され ます 。 


COPY X2 X3 


と し て 実行 され ます 。 

この よう に 、 仮 パラ メー タ (ここ で は 96 1 と % 2 ) の 数 よ り 実 パ ラメ ー タ の 数 が 多く 
て も 、SHIFT コマ ンド を 用 いて シフ ト す る こと に より 、 順に 代入 する こと が で きま 
す 。 

し た が っ て 、 ふ つう パッ チ フ ァイル で 使用 で き る パラ メー タ は %6 0 か ら % 9 まで の 
10 個 まで で す が 、SHIFT コマ ンド を 使う こと で 、 10 個 以上 扱え を る よう に な り ま す 。 

な お 、SHIFT コマ ンド で シフ ト を 行っ た と き に 、 代 入 すべ き 実 パラ メー タ が な く な 
る と 、 順 に 空 ( ヌ ル ) 文字 列 が 仮 パ ラメ ー タ に 代入 きれ て いき a 
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キー イン ト 表 ダグ ショ シン 


Human68k で は 、 キ ー 入 力 操作 の 能率 を よく する た め に 、 テン プレ ー ト 機能 、 ヒ スト リ 機 能 (HIS 
コマ ンド )、 ヒ スト リ デ バ イス ドラ イ バ (HISTORY.X) の 3 つ を 持っ て いま す 。 


@ テ ンプ レー ト 機 能 
直前 に 実行 し た コマ ンド 行 を 記憶 し て お き 、 そ の 行 を 加工 し て 再び キー 入力 と し て 使用 し ます 。 


ヒス トリ 機能 (HIS コ マン ド ) 
それ まで に 入力 され た コマ ンド 行 を 記 境 し て お き 、 数 回 前 に 実行 し た コマ ン ド 行 を 、 再 び 実 行 する 
際 に 、 そ の まま 呼び 出し て 使用 し ます 。 


@ ヒ スト リ デ テバ イス ドラ イ バ (HISTORY.※X) 
HISTORYX は HIS コマ ンド の ヒス トリ 機能 を 大 幅 に 拡張 し 、 さ ら に エイ リア ス 機 能 や 簡易 バッ 
チ 機 能 な ど を 備え て いま す 。 こ れ を 利用 する こと で Human68k の 操作 件 は 格段 に 向上 し ます 。 





6.2 テン プレ ー ト 機能 


テン プレ ー ト 機能 は 直前 に 入力 し た コマ ンド を “テンプレート”^ と 呼ば れる 場所 (バッ ファ ) に 保存 
し て お き 、 必 要 に 応じ て 呼び 出す こと が で きる と いう も の で す 。 
テン プレ ー ト 機能 を 使用 する と 次 の よう な 利点 が あり ます 。 


同じ コマ ンド を 続け て 実行 する と き な ど 、 直 前 の キー 入力 を 1 回 の 操作 で 繰り 返す こと が で きま す 。 
@ 長 い フ ァイル 名 な ど を 誤っ て 入力 し た と き 、 最 初 か ら 入力 し 直す 必要 が あり ませ ん 。 1 一 2 回 の キ 
ー 操 作 で 誤っ た 部 分 を 呼び 出し て 必要 な と ころ だ け 再 入力 で きま す 。 

つま り 、 直 前 の 入力 の 全体 また は 一 部 を 活用 で きる わけ で す 。 

コマ ンド 行 と テン プレ ー ト の 関係 を 図示 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


軌 を 押す と … 





A> 直前 の コマ ンド 行 


シス テム の コマ ンド 解析 部 











A>| コマ ンド 行 (現在 行 ) - テン プレ ー ト 機能 "| デシ ンジ レニ ド | 











ここ で の 動作 は 、 次 の よう に し て 行わ れ ま す 。 
(1) キー ボー ド か ら 入 力 し た コマ ンド は 、 リ ター ン キ ー を 押す まで コマ ンド 行 に 保持 され ます 。 
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(2) リタ ー ン キー を 押す と 、 コ マン ド 行 が シス テム 内 部 の コマ ン ド 解 析 部 に 転送 きれ 実行 され ます 。 
同時 に その コマ ンド 行 は テン プレ ー ト に コピ ー さ れ ま す 。 
この よう に 、 い っ た ん 入力 し た コマ ンド 行 が テン プレ ー ト に も コピ ー さ れ て 保持 され る よう に な っ 
て いる た め 、 こ れ を 次 回 の 入力 時 に 利用 で きる と いう わけ で す 。 
次 に テン プレ ー ト 機能 の 一 覧 を 示し ます 。 "機能 名 」 と いう の は 、 画面 の ファ ンク ショ ン キ ー 欄 に 表 
示さ れる も の で 、 機 能 を 省略 し た 文字 で す 。 






























































テン プレ ー ト 機能 
キー 機能 名 機 能 | 
IF 1| (A テン プレ ー ト か ら 現 在 行 へ 、1 文字 コピ ー す る 
(COPY 1 CHARACTER) 
IF 21 CU テン プレ ー ト か ら 現 在 行 へ 、 指定 され た 文字 の 
直前 まで の すべ て の 文字 を コピ ー す る 。 
(COPY UP TO CHARACTER) 
F 3 CA テン プ レート に ある すべ て の 文字 を 現在 行 に 
ず べ で コピ ー す る 
(COPY ALL CHARACTER) 
IF 4 | $1 テン プレ ー ト 内 の 1 文字 を スキ ッ プ する (コピ 
ー は 行わ な い ) (SKIP 1 CHARACTER) 
F 5 SU 指定 され た 文字 の 直前 まで テン プレ ー ト 内 の 
文字 を スキ ッ プ する (コピ ー は 行わ な い ) 
(SKIP UP TO CHARACTER) 
F 6 VOID | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を 取り 消す (テン プレ ー 
ト の 内 容 は その まま ) 
IF 7 NWL | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を テン プレ ー ト に コピ 
ー す る 
IF 8l INS 挿入 モー ド の 設定 ・ 解 除 を 行う 
F 9| N&CU | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を テン プレ ー ト に コピ 
ー し た 後 、 指 定 され た 文字 の 直前 まで の すべ て 
の 文字 を 現在 行 へ コピ ー す る 
EOF | [CTRLH|[ Z | を 入力 する 


























6.2 テン プレ ー ト 機能 


次 に 、 各 キー の 操作 方 法 に つい て 、 使 用 例 を あげ な が ら 説明 し ます 。 


く |F 1 | キー> 
“MASTERFILE, 100′ と 入力 する つも り で 、 次 の よう に ファ イル 名 を 誤っ て 入力 し 、 エ ラー メ 


陣 ウ ニー ジ が 時 示さ れ た と し ます 。 








TYPE MASTERFILE. 200 [J 
ここ で 、 1 | キー を 押し て み ま す 。 す る と 、 
T 


と 、 現 在 行 に 表示 され て ます 。 こ の まま 、 続 け て IF 1 | キー を 押し て 行く と 、 





TYPE MA… 
の よう に 、 順 に 、 さ き ほ ど 誤 っ て 入力 し た 行 が その まま 表示 され て いき ます 。 


TYPE MASTERFILE. 











の と ころ まで 表示 され た ら 、 次 に 、 ヾ 1? と 入力 し 、 ま た IF 1 | キー を 続け て 押し ます 。 





TYPE _ MASTERFILE. 100 


これ で 、 誤 り を 修正 する こと が で きま し た 。 こ こ で リタ ー ン キー を 押す と 、 目 的 の ファ イル の 内 容 


を 表示 させ る こと が で きま す 。 

この よう に [F 1 キー を 使う と 、 い ちい ち タ イプ し 直す 必要 が な < 便利 で す が 、 この 例 の よう に 、 修 
止 し た い 科 所 が 行 の 後ろ に ある と 、 何 度 も |F 1 | キー を 押さ な く て は な り ま せん 。 こ の よう な と き に 
は 、 次 の IF 2 | キー を 使う と 便利 で す 。 









































く |F 2 | キー> 
F 2 | キー は 、 次 の よう に 使い ます 。 

















TYPE MASTERFILE. 200 





と 、 誤 っ て 入力 し て エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 た ら 、|F 2 | キー を 押し て (この 時 点 で は 何 も 起こ り ま せ 
ん )、 続 け て “2? を 押し ます 。 す る と 、 現 在 行 に 、 


TYPE MASTERFILE. 





と 表示 され ます 。|F 2 | キー に より 、 い 2? の 直前 まで の 文字 が 、 テ ンプ レー ト か ら 現 在 行 に コピ ー さ 
れ た の で す 。 こ こ か ら 後 は 、 い まま で どおり 、 ヾ 1?、[F 1 | キー、[F 1 | キー と 続け て 押せ ば 、 


























TYPE _ MASTERFILE. 100 


と な り 、 修正 が 完了 し ます 。 この 方 法 だ と 、 |F 1 | キー だ け を 使う より も 、 は る か に 簡単 に 手直し する 
こと が で きま す 。 
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<[F 3 | キー> 
同じ 例 で 、[F 3 | キー を 使っ て 修正 し て み ま す 。 


TYPE MASTERFILE. 200 


と 、 誤っ て 入力 し て エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 た ら 、[F 3 | キー を 押し ます 。 する と 現在 行 に に さき ほど ま 
ち が え て 入力 し た 行 と 同じ も の が 次 の よう に 、 


TYPE MASTERFILE. 200 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、 | BS | キー、 ま た は [| 一 | キー を 押し て 、 カ ー ソ ルト 2? の と ころ まで 移動 
し て \200/ を 消し 、 ヾ 1? を 入力 し ます 。 そ し て 、 こ の まま 再び |[F 3 | キー を 押す と 、 現 在 行 は 、 


TYPE MASTERFILE. 100 


と 表示 され 、 修 正 が 完了 し ます 。 


<[F 4 | キー> 
F 4 | キー は 、 次 の よう な と き に 使い ます 。 “FILE3. TXT” を コピ ー し よう と し て 、 





COPY FILE34. TXT BB: 


と 入力 し て し まい 、 エ ラー が 出力 され て し まっ た と し ます 。 この と き 、 まず [F 1 | キー、[F 2 | キー な 
ど を 使っ て 、 次 の 現在 行 に 、 ヽ “3” の と ころ まで 表示 させ ます 。 





COPY FILE3 


ここ で 、[F 4 | キー を 押す と 、 テ ンプ レー ト の 中 の 内 容 が 1 文字 (ここ で は ^4?) だ け ス キッ プ ( 飛 
び 越 し ) され ます 。 こ の と き 、 画面 上 で は 何 も お こり ませ ん が 、 次 に 残り の 文字 を IF 3 | キー を 押し て 
現在 行 に コピ ー す る と 、 





COPY FILE3.TXT B: 
と な り ま す 。 こ れ で 、 修 正 が 完了 し ます 。 
EF 5] キ > 


[F 5 | キー は 、 テン プレ ー ト 中 の 指定 の 文字 まで を スキ ッ プ する も の で 、 使 い 方 は [FE 2 | キー と 似 て 
いま す 。 


COPY FILE001.DOC B: 


. と いう 行 が テン プレ ー ト 中 に ある と し て 、[F 1 | キー、 IF 2 | キー な ど を 使い 、 次 の 位置 まで 現在 行 に 
さま テ した た し まあ 











6.2 テン プレ ー ト 機能 


COPY FILE 





ここ で 、|F 5 | キー、 続 いて ` .? を 押す と 、 テ ンプ レー ト 中 の \001*7 が スキ ッ プ され ます 。IF 3 
キー を 押せ ば 、 














COPY FILE. DOC B: 


りり ます 。 





<IF 6 | キー> 

F 6 | キー は 、 いま 入力 し て いる 現在 行 の 内 容 を すべ て 取り 消す の に 使い ます 。 テン プレ ー ト の 内 容 
は 以前 の コマ ンド 行 で 入力 し た まま と な っ て いま す 。 テ ンプ レー トト 機能 に よる 作業 中 に 、 コ マン ド 行 
の 編集 ・ 修 正 が 失敗 し た と き な ど 、 元 の イメ ー ジ に も どす と き に 使用 する と 便利 で す 。 














く IF 7 | キー> 

F 7 | キー は 、 以前 の テン プレ ー ト の 内 容 を 捨て 、 現 在 行 に 入力 され て いる 内 容 を その まま テン プレ 
ー ト に 移し ます 。 こ の と き 、 カ ー ソ ル は 次 行 の 最初 に 戻り 、 何 も 入力 され て いな い 状 態 と な り ま す 。 
何 か コ マン ド を 入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押す 前 に 誤 入 力 に 気がつい た と き は 、 こ の キー を 使う と エラ 
ー に な る 前 に 修正 を 行う こと が で きま す 。 

















<|F 8 [キー> 


F 8 | キー は 、 テ ンプ レー ト 中 の 内 容 の 、 任 意 の 場所 に 文字 を 追加 挿入 し た いと き に 使い ます 。 

















TYPE FLE. TXT 








tet 





と いう コマ ンド テン プレ ー ト に 入っ て いる と し て 、|F 1 | キー な ど を 使っ て 次 の 位置 まで 現在 行 に コ 


ピー だ たと 展 ま 5 





TYPE F 


ここ で 、[F 8 | キー、 続 いて “T' を 押す と 、^EFY” の 後に T” が 挿入 きれ ます 。 IF 3 | キー を 押せ 
ば 、 








TYPE FILE. TXT 


と な り ま す 。 
な お 、|F 8 | キー は 、 い ち ど 押 す と 挿入 モー ド に なり ます が 、 も うい ち ど 押 すか 、 ま た は 別 の テン プ 
レー ト 機 能 キ ー を 押す こと で 挿入 モー ド を 解除 する こと が で きま す 。 








く <IF 9 | キー> 
F 9 | キー は 、[F 2 | キー と 同様 の 機能 を 、 テ ンプ レー ト に 対し て で は を く 、 現在 行 に 対し て 行い ま 
す 。 現在 行 で 、 次 の よう に 入力 し だ 時点 で 、 
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TYPE 


FILD. TXT 


F 9 | キー、 続 いて “D′ キー を 押せ ば 、 現 在 行 に 、 





TYPE 


FIL 


と 表示 され ます 。 こ の と き 、 テ ンプ レー ト に は 、 さ き に 入力 し た 現在 行 の 全文 字 が コ ピー さて いま 


9 
この キー は 、 


F 7 | キー と 同様 、 リ ター ン キ ー を 押す 前 に 誤り を 修正 し た いと き に 便利 で す 。 





6.3 ヒス トリ 機能 (HIS コマンド) 


ヒス トリ 行列 と は 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド 行 を 、 シ ステ ム 内 の バッ ファ に 保存 し た も の で す 。 

ヒス トリ 機能 は 、 こ の ヒス トリ 行列 を 利用 する こと に より 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド を さか の 
ぼっ て 呼び 出す こと の で きる 機能 で す 。 

まず 、 実 際 に ヒス トリ 行列 を 表示 し て み ま し ょ う 。 次 の よう に 入力 し ます 。 


HIS 回 





これ で 、 た と えば 次 の よう に 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ン ド が 順に 表示 され ます 。 


00005 : 
00004 : 
00003 : 
00002 : 
00001 
00000 : 


DIR BS 
TYPE  B:FILE. 100 


COPY  B:FILE. 100 A:FILE. OK 
DIR 

:DEL BB:FILE. 100 
HIS 


左側 に は 、 い ま 入 力 し た HIS” コマ ンド か ら 逆 順に 数 を て “いく つ 前 の " コマ ン ド 行 で ある か が 


数 字 で 示さ れ 、 


ヾ : ? 以下 右側 に 保存 きれ て いる コマ ンド 行 が 表示 され ます 。HIS コマ ンド に つい 


て 、 く わし く は 「 第 5 章 コマ ンド 」 の HIS の 項 を ご 覧 くだ さい 。 
この ヒス トリ 行列 を 実際 に 利用 し て ヒス トリ 機能 を 使う に は 、 次 に 示す よう な キー 操作 を 行い ます 。 
ー < 数 値 > | 注目 行か ら 逆 方 向 (古い 方 向 ) へ < 数 値 > だ け 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト 





に 格納 し ます 。 < 数 値 > を 省略 する と 、 1 を 指定 し た も の と みな され ます 。 


十 < 数 値 > 注目 行か ら 正 方向 (新しい 方 向 ) へ < 数 値 > だ け 移 動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 


ー グ < 文字 列 > 


キノ < 文字 列 > 


ー? < 文字 列 > 


ト に 格納 し ます 。< 数 値 > を 省略 する と 、1 を 指定 し た も の と みな され ます 。 











| づつ | 注目 行か ら 逆 方 向 に ある < 文字 列 > で 始ま る 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ 
ー ト に 格納 し ます 。 

[| 注目 行か ら 正 方 向 に ある < 文字 列 > で 始ま る 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ 
ー ト に 格納 し ます 。 

| づ | 注目 行か ら 逆 方 向 に ある < 文字 列 > を 含 全 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 
ト に 格納 し ます 。 
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十 ? < 文字 列 > | 注目 行か ら 正方 向 に ある < 文字 列 > を 含む 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 




















ト に 格納 し ます 。 
| 最新 の 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
ROLLDOWN| 注目 行か ら 逆 方 向 へ 1 つ だ け 移 動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
IROLL UP | 注目 行か ら 正方 向 へ 1 つ だ け 移 動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
現在 の テン プレ ー ト 中 の 内 容 を 、 そ の まま コマ ンド 行 と し て 実行 し ます 。 


[| を 押し た の と 効果 は 同じ で す 。 





ここ で 、 注 目 行 と は 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、 い ま シ ステ ム が 注目 し て いる 行 の こと を 指し ます 。 
前 記 の 例 を も と に 、 実 際 に ヒス トリ 機能 を 用 いて 作業 を 行っ て み ま す 。 
を 1 回 押す か 、 ま た は 、 


ー 回 
と 入力 し ます 。 す る と 、 次 の コマ ンド 行 に 、 
A>DEL B:FILE. 100 


と 表示 され ます 。 注目 行 が ヒス トリ 行列 中 を 、 逆 方 向 に 1 つ だ け 移 動 し た わけ で す 。 こ こ で も うい ち 
ど 同 じ 操 作 を 行う と 、 さ ら に 注目 行 が 1 つ 逆 に 移動 し 、 次 の コマ ンド 行 に 、 


A> DIR 


と 表示 され ます 。 
次 に 、 | ROLL UP | を 押す か 、 ま た は 、 


+ 以 


と 入力 する と 、 次 の コマ ンド 行 に 、 

















A>DEL B: FILE. 100 


と 表示 され ます 。 こ ん ど は 、 前 の 操作 と は 反対 に 、 注 目 行 が ヒス トリ 行列 中 を 正方 向 に 移動 し まし た 。 
次 に 、 





ー ノ TYPE [| 
と 入力 し て みる と 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、 バ TYPE” で 始ま る 行 が 逆 方 向 に さ が さ れ 、 
A>TYPE 日 :FILE. 100 


と 表示 され ます 。 

以上 どの 場合 も 、 ヒ スト リ 行 列 の 注目 行 は 、 表 示さ れる と 同時 に その 内 容 が テン プレ ー ト 中 に 入り 、 
カー ソル は さら に その 次 の 行 に 移り ます 。 

さき に 注目 行 を 、「 シ ステ ム が 注目 し て いる 行 」 と 説明 し まし た が 、 実 際 に は 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、 


いま テン プレ ー ト に 格納 され て いる ヒス トリ 行 、 お よび その 行 番号 を 指す こと に な り ま す 。 
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時 過去 の 実行 ずみ 
コマ ンド 行 が 
ヒス トリ 行列 に 
格納 され ます 






A> 


A> 
ヒス トリ 行列 








注目 行 の 
| SS (ee) 
| Oo 行い ます 
| oo ヒス トリ 機能 


A> 











回 回 


A> 

















A> | コマ ンド 行 ( 現 在 行 ) 





テン プレ ー ト 機能 
テン プレ ー ト に より 
[eowtefm) 
ご を が で きま すず 
し た が っ て 、 こ の 状態 で テン プレ ー ト 機能 を 使う こと に より 、 い ま 表 示さ れ た 行 を コマ ンド 行 と し 


て 利用 で きる の で す 。 
た と えば 、 |ROLL UP | を 押し て 、 次 の 行 を 表示 させ た と し ます 。 








A>COPY 日 :FILE. 100 A:FILE. OK 
A> 圏 


ここ で IF 2 | を 押し 、 続 け て ヾ A” を 押せ ば 、 テ ンプ レー ト に 入れ られ た この ヒス トリ 行 が 編集 され 
て 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


A>COPY  B:FILE. 100 A:FILE. OK 
A>COPY B: FILE. 100 画 


ここ で 、 他 の テン プレ ー ト 機能 用 の キー も 利用 すれ ば 、 こ の コマ ンド 行 を 自由 に 編集 する こと が で 
きる わけ で す 。 

こう し て 、 ヒ スト リ 機 能 と テン プレ ー ト 機能 を あわ せ て 利用 する こと に より 、 キ ー 入 力 を 効率 よく 
行う こと が で きま す 。 

な お 、 ヒ スト リ 行 列 は バッ ファ に 保存 され ます が 、 バ ッ フ ァ の 領域 の 限度 を 超え た 部 分 に つい て は 
保存 する こと は で きま せん 。 ヒ スト リ 行 列 の 格納 量 を 増やし た いと き は バッ ファ の 領域 を 増やす 必要 
が あり ます 。 こ の と き は 、CONFIG. SYS ファ イル 中 に 指定 され た SHELL 行 中 の COM- 
MAND. に 、 バ HH” スイ ッ チ を つけ て ヒス トリ エリ アサ イズ を 指定 し て くだ さい 。 詳 細 は 、 第 5 
章 の 「COMMAND」 コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
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6.4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


Haman68k の 操作 環境 を 格段 に 向上 させ る た め に 、*HISTORY.X” と い う テ デバ イス ドラ イ バ を 用 
章 し て いま す 。 ここ で は 、 この HISTORY.X の 使い 方 に つい て 解説 し ます 。 6.3 で 解説 し た ヒス トリ 
機能 は COMMAND.X の 内 部 コマ ンド の HIS コマ ンド で 行い まし た が 、 こ こ で 解説 する ヒス Ni 
バイ ス ド ラ イ バ は CONFIG.SYS で 組み 込む も の で す (コマ ンド 行か ら も 可能 )。 実際 の 組み 込み 方 
法 は 後ほど 解説 し ます 。 


6.4.1 HISTORY.x の 概要 
ー の デバ イス ドラ イ バ は 、 キー ポー ド の タイ プ 量 を 極力 減ら す た め に 次 の よう な 機能 を 持っ て いま す 。 


.・ コマ ンド 行 で の 編集 機能 

. テン プレ ー ト の 操作 

・ 入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 
・ ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 

・ エ イリ アス (別名 ) 定義 機能 

. 簡易 バッ チ 機 能 

. 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 


SN ON JI OO ES 


各 機 能 の 概要 は 次 の と お り で す 。 


1. コマ ンド 行 で の 編集 機能 
コマ ンド や パラ メー タ を 間違え て 入力 し た 場合 、 エ ディ タ と 同じ よう に 入力 し た 行 を 編集 する こと 
が で きま す 。 た と そば は 、 


TYPE \HELP\HST.HLP 画 


と 入力 し て 、HST は HIS 和 T の 間違い だ と 気付 いた と き は 、 カー ソル 移動 キー で カー ソル を ヾ S? 
の 位置 に 移動 し て “I” を 入力 すれ ば 修正 で きま す 。 この カー ソル 移動 の 方 法 は 、 基 本 的 に スク リー 
ン エ ディ タ ED′ と 同じ で す 。 


2. テン プレ ー ト の 操作 
テン プレ ー ト 機能 は HISTORY.X が 組み 込ま れ て いな く て も 利用 で きま す が 、HISTORY.X で は 
さら に テン プレ ー ト の 引き 数 だ け を コ ビー する 機能 が 追加 され ます 。 


3. 入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 

HIS コマ ンド で も 、 こ れ ま で 入力 し た コマ ン ド を さか の ぼっ て 呼び 出す こと が で きま す 。 し か し 、 
HIS コマ ンド の 場合 テン プレ ー ト に 格納 し た り 、 ある い は バッ チ フ ァイル に し た り 、 と いっ た 複数 
の 手続 き が 必要 と な り ま す 。 と ころ が 、 HISTORY.X で は 、 以前 に 入力 し た コマ ン ド や 引き 数 を ワン 
タッ チ で 呼び 出し て 実行 する こと が で きま す 。 
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これ まで に 


ED \HELP\HHIST.BAT 
TYPE \HELP\HHIST.BAT 
HHIST 








と いう コマ ンド を 入力 し て いた 場合 、 も う 一 度 HHIST.BAT を 表示 し た いと き は 、 [CTRL| キー 
を 押し な が ら | W」 を 押し ます 。 こ うす る と 、 コ マン ド 行 に は 




















AHHIST 














と 表示 され ます 。 こ こ で 、 き さらに [CTRL | キー を 押し な が ら W | を 押す と 














TYPE \HELP\HHIST.BAT 


と 表示 きれ る の で 、 こ こ で リターン キー を 押せ ば TYPE コ マン ド が 実行 され ます 。 


4. ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 

ディ レク トリ の 移動 は CD コマ ンド で 行い ます か ら 、 ヒス トリ 機能 を 利 月 2 
マン ド を 呼び 出す こと が で きま す 。 し か し 、 ハー ド デ ィ スク を 利用 し て いる 場合 どど は 、 デ ィ レ クト 
リ を 移動 する こと が 多い の で 、 ヒ スト リ 機 能 と は 別に この 機能 を 用 意 人 

これ まで に 





CD \ETC\GAME 
CD \PRG\CSRC\GREP 
CD \UTL\TOOL 





と ディ レク トリ を 変更 し て いた 場 合 、 半 ETC ま GAME に ディ レク トリ を 移動 する と き は 、 | CTRL 
キー を 押し な が ら [Q] と 回 了 し ます 。 こう する と 、 コ マン ド 行 に 




















A>CD \ETC\GAME 
と 表示 きれ る の で 、 こ こ で リタ ー ン キー を 押せ ば CD コマ ンド が 実行 され て 目的 の ディ レク トリ に 移 
動 で きま す 。 


5 . エイ リア ス (別名 定義 ) 機能 

コマ ンド を 別 の 名 前 で 定義 する 機能 で す 。 ス イッ チ や オプ "ショ ン の 多い コマ ン ド は な か な か お ぼ え を 
に くい も の で す が 、 こ うい っ た コマ ンド を 短い 名 前 で 定義 し て お け は ば 、 いち いち マニ ュ ア ル を 見 な く 
て も 簡単 に 実行 で きる よう に な り ま す 。 だ と えば 、 


SPEED 1200 B8 PN S1 XON 


を RSINIT′ で 定義 し て お け は ば 、 











RSINIT | 
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放す る だ け で 、 
SPEED 1200 B8 PN S1 XON 


が 実行 され ます 。 ま た 、 マ ル チ 処 理 や リダイレクト と 組み 合わ せ た り 、 ペッ チ ナチ 処理 と 同心 まう に ペラ 
メー タ も 利用 する こと が で きま す 。 


5. 簡易 バッ チ 機 能 
入力 し た コマ ンド は ヒス トリ バッ ファ に 格納 され ます が 、 こ れ を バッ チ 処 理 の よう に 連続 し て 実生 
で きま す 。 た と えば 、 ヒ スト リバ ッ フ ァ に 湊 の よう に 格納 され て いる と き に 


1 FORMAT B: 

12} DISKCOPY A: B: 

{3} CHKDSK B: 

14| ED ¥HELP¥HHIST.BAT 
15| TYPE \HELP\HHIST.BAT 
{6} HHIST 

{17} CHKDSK A: 


A>1 一 3 7 画 
![CTRL | [IN| (| に | スペース | 「cTRL T+ IN と 入力 する ) 






























































と 入力 する と 、 1 か ら 3 番目 の コマ ンド と 7 番目 の コマ ンド が 順次 実行 され ます 。 


7 . 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 
コマ ンド 行 に 環境 変数 を 展開 し た り 、HISTORY.X の 状態 を 切り 替え る た め の 機 能 で す 。 


6.4.2 HISTORY.X の 機能 


ここ で は 、HISTORY.X の 全て の 機能 を 、 例 を まじ えな が ら 解 説 し て いき ます 。 
HISTORY.X の コマ ンド に は 、CTRL (コン ト ロー ルネ キー) 系 と ESC( エ スケ ー プ キー) 系 の 2 種類 
あり ます 。 


を $CTRL 系 の コマ ンド 
CTRL 系 の コマ ンド は 、[ CTRL | キー を 押し な が ら 1 文字 の キー を 押す こ と に よっ て 入力 する も 
の で す 。 こ の 操作 方 法 を 











CTRL | + | X| (X は 1 廊 字 の キー) 











の よう に プラ ス 記 号 で つない で 表記 し ます 。 


を を ESC 系 の コマ ンド 
ESC 系 の コマ ンド は 、「ESC| を 押し 、 続 け て 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 入力 する も の で す 。 
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この 操作 方 法 を 








IESC| ・| X | (X は 1 娘 字 の キー) 











の よう に “・? 記号 で 区 切っ て 表記 し ます 。 


金 表 記 に つい て 
コマ ンド の 解説 で 使用 する 記号 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よう な 意味 で す 。 





意 味 


uk 
EU 
fh 





CA スペ ー ス (空白 文字 ) 
<str> 任意 の 文字 列 
<nurm> 数 値 

<item> 8 文字 以下 の 文字 列 
<en ツ 任意 の 環境 変数 名 
繰り 返し を 示す 














1 . コマ ンド 行 で の 編集 機能 
編集 機能 は カー ソル の 移動 と 文字 の 挿入 削除 の 2 つ に 分 け て 説明 し ます 。 表 中 の 「 キ ー」 の と こ 
ろ に 複数 の キー が 書か れ て いる も の は 、 ど ちら の キー を 使用 し て も 同じ で す 。 


















































・ カ ー ソ ル の 移動 
キ 一 機 能 
CTRLI+| S |、| 一 カー ソル を 1 文字 左 へ 移動 
CTRLI+ D |、 | 一 カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 
CTREEN A hf カー ソル を 1 ワード 左 へ 移動 . 
CTRLI+| F |、| | カー ソル を 1 ワー ド 右 へ 移動 
CTRL|+ | B |、[CLR| | カー ソル を 行頭 行末 へ 移動 





























表 中 の 「 ワ ー ド 」 と いう の は 、 次 の よう な 文字 で 区 切ら れ た 文字 列 の こと で す 。 


タプ スペ ー ス $ % ¥ (") 、. ノ : 六 還 生還 | ) | 


mrts 





6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


例 ) 
























A>CD \DOC\REPORT \ X68K 田 
) ICTRL +| A 
A>CD \DOC\REPORT\ 図 68K 
) |CTRL|+| B 
A>CD \DOC\ REPORT\ X68K 
! ICTRL +| B 
A>CD ¥DOCY¥REPORTY¥X68K 画 
































・ 文字 の 挿入 削除 

































































= 機 能 
CTRL|+| H BS カー ソル 位置 の 左 の 文字 を 削除 
CTRL|+| G DEL| | カー ソル 位置 の 文字 を 削除 
CTRL| +| ^ カー ソル の 左 1 ワ ー ド を 削除 
CTRL|+| ¥ カー ソル の 右 1 ワ ー ド を 削除 
CTRL|+| U カー ソル より 左 の 文字 列 を 削除 
CTRL| 二 | K カー ソル 位置 より 行末 まで を 削除 
CTRL+| O |、IINS 挿入 上 書き モー ド の 切り 替え 
CTRL|+| [ |、IESC コン トロ ー ル 文字 の 入力 
































文字 の 入力 時 は 、 基 本 的 に 挿入 モー ド に な っ て いま す 。 途 中 で 挿入 上 書き の モー ド を 変え て も 、 
次 に 入力 する と き は 挿入 モー ド に な り ま す 。 た だ し 、 こ の 状態 は 起動 時 の オプ ショ ン や コマ ンド で 切 
り 替 える こと も で きま す (詳し く は 後述 し ます )。 

コン トロ ー ル 文字 を 入力 する と き は +| [ | また は [ESC] ) を 押し た 後に 、 [CTRL| キ 
ー と コン トロ ー ル 文字 を 押し ます 。 











例 1) 


AECHO 画 
! [CTRLI+[ [ ] 
A>ECHO 画 
! |CTRL|+| L | (コン トロ ー ル 文字 ) 
AECHO へ ^ へ し L 画 
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例 2) 


A>CD \DOCYREPORT\ X68K 画 


) |CTRL| 十 | A 
A>CD \DOCY\REPORT\X68K 
{|CTRBI 和 | に > 


























A>CD ¥DOCY¥IX68K 


2. テン プレ ー ト の 操作 
テン プレ ー ト の 操作 に は 、ESC 系 の コマ ンド を 使い ます 。 


・ テ ンプ レー ト 機 能 


































































































年 【 機 能 
ESC|・| S | (C⑪ テン プレ ー ト か ら 1 文字 コピ ー 
ESC|・| T | (CU テン プレ ー ト か ら 指 定 文字 で コピ ー 
ESCI・| U | (CA テン プレ ー ト か ら 残 り の 文字 を すべ て コピ ー 
ESCI・| V | SD テン プレ ー ト 上 で 1 文字 スキ ッ プ 
ESCl・| W | (SU テン プレ ー ト 上 で 指定 文字 で スキ ッ プ 
ESCl・| E | VOD 入力 行 を すべ て 削除 
ESC|・| J | NWL 入力 行 を テン プレ ー ト に コピ ー 
ESC| | P | MAN9 テン プレ ー ト の 挿入 上 書き モー ド の 切り 替え 
ESC|・| FE | (NWL&CU) | 入力 行 を テン プレ ー ト に コピ ー し た 後 、 指 定 文 字 ま で コピ ー 
[ESC|・| 0 | て [ESC|・| 9 | テン プレ ー ト の 1^10 番 目 の 引数 を コピ ー 





表 中 の カッ コ 書 き の も の は 、「6.2 
キー に よる テン プレ ー ト 機能 もそ の まま 機能 し ます の で 、 ど ちら か 使い や すい 方 を 使っ て くだ さい 。 
中 数 」 と いう の は 、 タ ブ や スペ ー ス で 区 切ら れ た 文字 列 を 示し ます 。 


例 ) 


テン プレ ー ト に 


テン プレ ー ト 機能 」 で 示し た 機能 名 の こと で す 。 ファ ンク ショ ン 


TYPE \DOC\REPORT\ABC.DOC 


と いう 文字 列 が 入っ て いる も の と する と 、 次 の よう な 操作 が で きま す 。 


A>DEL 
\ 





ESC|・| 1 

















ADEL \DOC\REPORT\ ABC.DOC 画 








6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


3 . 入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 
ヒス トリ 機能 は 、 以 前 に 入力 し た コマ ンド を 再度 入力 する た め の 機 能 で す 。 新た に 入力 し た コマ ン 
ド は 、 特 別 な 指定 を し な いか ぎり 、 自 動 的 に ヒス トリ バッ ファ と 呼ば れる 領域 に 登録 きれ ます 。 


・ ヒ スト リ 機 能 





キ 一 機 能 
CTRL|+| W |、IROLLDOWN|| ヒス トリ の 新しい も の か ら め 検 索 ・ 再 入力 
<str> [CTRL+| W |、 
<str> IROLLDOWN 
DNCTRUI 和 | し 
’ <str> IROLLDOWN 
CTRL|+ | E |、[ROLLUP| | ヒス トリ の 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 
<str> [CTRL+| E |、 
<str> IROLLUP 


eo [CT キ | 久 し 
’ > <str> IROLLDOWN 






































<str> で 始ま る ヒス トリ を 新しい 方 か ら 検 索 ・ 再 入力 























<str> を 含む ヒス トリ を 新しい 方 か ら 検索 ・ 再 入力 


















































<str> で 始ま る ヒス トリ を 古い 方 か ら 検 索 ・ 再 入力 























<str> を 含む ヒス トリ を 古い 方 か ら 検 索 ・ 再 入力 



































































































































































































































CTRL +| R | ヒス トリ の 新しい も の か ら 引 数 を 検索 ・ 再 入力 
<str> |CTRL|+| R ヒス トリ の 新しい も の か ら <str> を 含む 引数 を 検索 ・ 再 入力 
Gt CR +|R ヒス トリ の 新しい も の か ら 引 数 を 検索 し 、<str>' の 後に 再 
入力 

CERE RN ヒス トリ の 古い も の か ら 引 数 を 検索 ・ 再 入力 

| <sey [CTRLMT+[T | ヒス トリ の 古い も の か ら <str> を 含む 引数 を 検索 ・ 再 入力 
‘SSN "|CTRL| キネ | TD ヒス トリ の 古い も の か ら 引 数 を 検索 し 、<str??’” の 後に 再 入力 
CE 詳 ヒス トリ の 新しい も の か ら 引 数 部 分 を 検索 ・ 再 入力 
ESC| ・| ¥ ヒス トリ の 古い も の か ら 引 数 部 分 を 検索 ・ 再 入力 
CTRL ER 民 ヒス トリ の 新しい も の を 1 画面 分 表示 
<st や > CTRL 寺 | | ヒス トリ の 新しい も の か ら <str> を 含む も の を すべ て 表示 
ESCRS NL ヒス トリ を すべ て 表示 
<str> IESC|・| し <str> を 含む ヒス トリ を すべ て 表示 
<num> IESCI・| N | <num> 番目 の ヒス トリ の 再 入力 
ESC|・| @ | 入力 中 の 行 を ヒス トリ に 登録 し 、 入 力行 を 削除 


























ヒス トリ バッ ファ に 次 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


11! ED \HELP\HHIST.BAT 
12} TYPE \HELP\HHIST.BAT 





第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


例 1) 


例 2) 


例 4) 


例 5) 


13! TYPE REPORT.DOC 
14! HHIST 
5| CD \DOC\REPORT\X68K 


A> 画 





! ICTRL +| W 
A>CD ¥DOCY¥REPORTY X68K 画 

} [CcTRL +| W 
AHHIST 画 




















ATY 画 
} ICTRL|+| W 
A>TYPE REPORT.DOC 画 
! |CTRL|+| W 
A>TYPE ¥HELP¥HHIST.BAT 園 


























A> HE 画 
! |CTRL| 二 | W 
A>TYPE \HELP\HHIST.BAT 画 
} |CTRL|+| W 
A>ED ¥HELPY¥HHIST.BAT 園 


























A> DOC 画 
! |ICTRL|+| E | 
A>TYPE REPORT.DOC 
} [cTRL|+| E | 
A>CD \DOC\REPORT\ X68K 

















A 画 





) |CTRL|+| R 
A>\DOC\ REPORT\ X68K 画 

) |CTRL|+| R 
A>CD 画 
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6。 4 モス 直り デバ イネ 下記 訪 


A>DO 画 
! [CTRL|+| R 
A ン \DOC\ REPORT\ X68K 画 
| |CTRL|+| R 
A>REPORT. DOC 画 























例 7) 


ADIR 瑞 


) ICTRL +| R 


ADIR \DOC\ REPORT \ X68K 陣 





例 8) 


ADEL 還 
! IESCl・| ^ 
A>DEL \DOC\REPORT\ X68K 較 
! |ESe に *da^ 
ADEL REPORT.DOC 画 


























A2 副 
) [ESc|・|N | 
ATYPE ¥HELPY¥HHIST.BAT 画 

















例 10) 


A>ED SAMPLE.DOC 画 
_{ [Esc・|@ | 
A 画 ("ED SAMPLE.DOC′ は ヒス トリ に 登録 され る ) 
! |cTRL|+| L | 


























111| ED \HELP\HHIST.BAT 

{2} TYPE \HELP\HHIST.BAT 
{3} TYPE REPORT.DOC 

41 HHIST 

15! CD \DOC\REPORT\XG8K 
16! ED SAMPLE.DOC 








第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


4 . ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 

以前 に CD コマ ンド で 変更 し た ディ レク トリ の ソス 名 を 再度 入力 する 機能 で す 。CD コ マン ド で ディ 
レク トリ の 変更 を 行う と 、 そ の 内 容 は 自動 的 に ヒス トリ バッ ファ と ディ レク トリ 変更 履歴 の 両方 に 登 
録 さ れ ま す 。 


・ デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 の 検索 
































SS 機 能 
CTRL+| Q ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検 索 ・ 再 入力 
<str> を 含む ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検 索 ・ 再 





<str> [CTRL|+| Q 














入力 

ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検 索 し 、<str>” の 後 
に ディ レク トリ 部 を 再 入力 

CTRL +| Y ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 

<str> |CTRL| 二 | Y <str> ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 
ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 し 、 く stry>” "の 後に 
ディ レク トリ 部 を 再 入力 

に ディ レク トリ の 変更 履歴 を すべ て 表示 


<str> |CTRL| 十 <str> を 含む ディ レク トリ の 変更 履歴 を すべ て 表示 








<stry ” CTRL+| Q 






























































<sti CTR 







































































ディ レク トリ の 変更 履歴 に 次 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


CD 
CD 
CD 
CD 


・\DOC\ REPORT 
: ¥\ DOC¥ X68K 
・\ETC\GAME 
・\TOOL\TOOL 1 


DU と MD » 


例 1) 


A> 画 





} [CTRL+| Q 
A>CD B:Y¥TOOL¥TOOL1 画 
| 「CTRL|+| Q 
A>CD A : \ETC\GAME 軒 
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6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


例 2) 


ADO 画 
} ICTRL +| Q 
A>CD B:Y¥DOCY¥X68K 
} |ICTRL|+| Q 
A>CD A : \DOC\REPORT 


























例 3) 


A> ン DIR 画 
! lcTRL|+| Q 
A> ン DIR B:Y¥TOOL¥TOOL1 画 
{ ICTRL|+| Q 
A>DIR A:Y¥ETC¥GAME 画 


























例 2 


A>RD DO 画 
{ |CTRL|+| Q 
A>RD B : \DOC\X68K 
) |CTRL|+| Q 
ARD A : \DOC\ REPORT 


























5. エイ リア ス (別名 定義 ) 機能 
コマ ンド を 別 の 名 前 で 定義 する 機能 で す 。 定 義 し た 名 前 は エイ リア ス (別名 ) バッ ファ に 登録 され 
ます 


・ エ イリ アス 機能 












































| ニニ 機 能 
tem> ′ «str? IESC|・| 1 | <str> を <item> で 別名 定義 。 2 変数 も 使用 可能 
Stem> IESCI|・| 1 <item> の 別名 定義 を 削除 
—<item>’ "tem IESCI・ 複数 の <item> の 別名 定義 を 無効 に する 
[ES ・[ 1 別名 定義 の 一 覧 を 表示 























エイ リア ス 機 能 は 、 バ ッ チ ファ イル と 同様 に 1 2 9 の 変数 や 環境 変数 を 利用 する こと が で きま す 。 








第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


例 1) 


A>LS DIR %1 /N /P 画 
ESC| ・| | | (1 は アル ファ ベッ ト ) 
| (これ で ゞ DIR 名 1 ズ N / ズ P” が ヾ LS” と し て 定義 され ます ) 





A 画 
こ SS 
A>LS ¥DOC 
と 入力 する と 、 
DIR \DOC /N /P 
が 実行 され ます 。 ま た 、 マ ル チ 処 理 機能 、 リ ダイ レク ト 、 パ イプ を 利用 し て さら に 複雑 な コマ ンド を 
定義 する こと が で きま す 。 
例 2) 


A>VF VOL %1 11 TREE /F %%1\ | FIND %%2 画 
! IEscl・| 」 | 

















この 例 で は 、 ド ライ ブ 名 と 検索 する 文字 を パラ メー タ で 与え て 実行 し ます 。 
た と る ば 


A>VF B: "DOC” 
と 入力 する と 、 
VOL B: || TREE /F B:\ | FIND "DOC" 
が 実行 され ます 。 
6 . 簡易 バッ チ 機 能 
ヒス トリ に 登録 され て いる コマ ンド を 、 バ ッ チ 処理 の よう に 連続 し て 実行 する 機能 で す 。 一 度 バ ッ 


チ 機能 を 使う と 、 そ の 内 容 は バッ チバ ッ フ ァ と 呼ば れる 領域 に 格納 され 、 次 か ら は さら に 簡単 に 実行 
で きる よう に な り ま す 。 






































・ 簡 易 バ ッ チ 機能 
a 機能 | 
<num> .. で 指定 され た ヒス トリ を バッ チバ ッ フ ァ 
<mum ’ ’ um … [CTRLI +|N | w ッ 
に 登録 し 、 実 行 
CTRL + N パッ チバ パッ ファ に 登録 され た 簡易 バッ チ を 実行 | 
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6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


ヒス トリ に 湊 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


11! ED \HELP\HHIST.BAT 
12! TYPE \HELP\HHIST.BAT 
{3} TYPE REPORT.DOC 

141 HHIST 

15! CD \DOC\YREPORT\X68K 
{6} ED SAMPLE.DOC 


例 ) 


A>2 5 一 6 画 
} [CTRL|+| N | 














{2} TYPE ¥HELP¥HHIST.BAT 
{5} CD \DOC\REPORT\X68K 
{6} ED SAMPLE.DOC 


実行 し ます か <Y ン N> 画 


ここ で 、 | Y | また は リタ ー ン キー を 押す と 実行 され ます 。 そ の 他 の キー を 押す と 実行 し ませ ん 。 
また 、 実 行 中 に 中 断 し た いと き は 、 実 行 中 断 待ち 時 間 中 に 任意 の キー を 押し ます 。 

簡易 バッ チ を 実行 する と 、 そ の 内 容 は バッ チバ ッ フ ァ に 格納 され る の で 、 次 に 同じ 内 容 を 実行 し た 
いと き は 、|CTRL| + | N | だ け 押 し ます 。 こ れ で 、 筒 易 バ ッ チ の 内 容 が 表示 され 、 同じ よう に 確認 
の メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 こ れ に 応え れ ば 実行 で きま す 。 




















7 . 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 
コマ ンド 行 に 環境 変数 を 展開 し た り 、HISTORY.X の 状態 を 切り 替え る た め の 機 能 で す 。 


・ 環 境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 

















































































































= 機 能 

% <env %|ESCI・| | | % <enw % を 環境 変数 <env> の 内 容 に 置き 替え る 
現在 入力 中 の 行 に か ぎっ て 、 別 名 と 環境 変数 の 展開 の ON ノ OFF 

本 切り 替え ( 注 1 

| C ま 抽 は | カー ソル 位置 の 文字 を 大 文字 か また は 小文字 に 変換 する 

ESC| . | ] | 大 区 字 ・ 小 文字 失 換 で 大 文字 に する か 小文字 に する か を 切り 替え 
る 

ESC [0 編集 機能 の 挿入 ・ 上 書き の 状態 を 保存 する ノ 保 存 し な い を 切り 替 
える 

9 トー」 ー と + で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 し な い 

ESC|・| + ー と で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 する 

HELP| HISTORY.X の 使い 方 を 表示 する 
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第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


( 注 1 
ESC| ・| * | を 入力 する と 、 現在 入 力 中 の 行 に つい て の み 別 名 と 環境 変数 の 展開 を 行わ な いよ う 
に な り ま す 。 そ の 次 か ら は 展開 を 行う よう に な り ま す 。 




















例 ) 
PATH が 


A : \BIN: A:\ETC: A:\TOOL 
の よう に 設定 され て いる と き に 、\ETC を \UTL に 変え たい とき は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


A>PATH %PATH% 画 
LESC | 
A>PATH A:Y¥BIN; A : \ETC: A : \TOOL 画 
| (ここ で 編集 機能 を 利用 し て 書き 替え ます ) 
A>PATH A:\BIN:A:\UTL:A:\TOOL [A 





























な お 、 単 に PATH に A : \UTL を 追加 する と き は 次 の よう に 入力 し ます 。 





A>PATH %PATH% : A:\UTL | 9 











6.4.3 定義 ファ イル に つい て 


ヒス トリ り 、 エ イリ アス 、 簡 易 バ ッ チ 、 デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 は 、 あ ら か じ め フ ァイル と し て 定義 し 
て お く こ と で 、 起動 時 か ら 利用 で きる よう に な り ま す 。 こ の ファ イル を 「 ヒ スト リ 定 義 フ ァイル 」 と 
呼び ます 。 こ の 他 に ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 を 行う 「 キ ー 定 義 ファ イル 」 も あり ます 。 


1 . ヒス トリ 定義 ファ イル 

ヒス トリ 定義 ファ イル は *HISTORY.HIS′” と いう ファ イル 名 で 、 標準 的 な テキ スト ファ イル で 
すか ら エ ディ タ で 編集 ・ 作 成す る こと が で きま す 。 な お 、 湊 の よう な 行 は 制御 用 と し て 使用 きれ る た 
め 、 特 別 な 意味 を 持ち ます 。 


壮 半 半 HIS0O1 提 音 音 … 1 番目 の ヒス トリ 定義 の 始ま り を 示す 
斗 韻 半 HIS02 半 壮 持 … 2 番目 の ヒス トリ 定義 の 始ま り を 示す 
半井 半 BAT01 症 盾 寺 。 … 1 番目 の 簡易 ペッ チ 定 義 の 始ま り を 示す 
持寺 BAT02 半 半 … 2 番目 の 簡易 バッ チ 定 義 の 始ま り を 示す 
斗 韻 韻 ALIAS 壮 壮 閉 … エイ リア ス 定 義 の 始ま り を 示す 

斗 壮 半 CHDIR # 装 韻 。 … ディ レク トリ 変更 履歴 定義 の 始ま り を 示す 


ヒス トリ 定義 ファ イル に は 制御 行 が な く て も か まい ませ ん が 、 そ の 場合 は 先頭 に ## 半 HISO1 
半井 半 / が ある も の と し て 扱わ れ ま す 。 ま た 、 ヒ スト リ 機 能 の 定義 の 中 に は 、 エ イリ アス で 定義 され 
た コマ ンド も 書く こと が で きま す 。 

ヒス トリ 定義 ファ イル の 例 を 次 に 示し ます 。 


192 








6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


半井 盾 HISO1 斗 半 半 

ED \HELP\HHIST.BAT 
TYPE \HELP\YHHIST.BAT 
TYPE REPORT.DOC 
HHIST 

CD \DOC\REPORT\X68K 
VT Ai:\ "SYS 

閉 韻 韻 ALIAS 半音 持 

LS DIR %1 ZN ノ P 


VF VOL %1 || TREE /F %%1\ | FIND %2 
5 CC /L 多 1 

斗 半 韻 CHDIR 半 擬 半 

CD A : \DOC\REPORT 

CD B : \DOC\X68K 

CD A : \ETC\GAME 

CD B : \TOOL\TOOL 1 


な お 、 各 行 の 最後 は 必ず < 改行 > (リタ ー ン キー を 押す と 入る ) で 区 切り ます 。 


2 . キー 定義 ファ イル 
キー 定義 ファ イル の ファ イル 名 は “KEY.HIS” で 、KEY コマ ンド で 作成 し ます 。 KEY コマ ンド 
で は “KEY.SYS” と いう ファ イル も 作成 で きま す が 、 こ れ に は HISTORY.X を 合用 し な いと き の 
キー (標準 的 な キー 定義 ) を 設定 し 、^KEY.HIS” に は HISTORY.X を 使用 する と き の キ ー を 設定 
し ます 。 これ に よっ て 、 HISTORY.X を 使用 する 場合 と し な い 場 合 で 、 自動 的 に キー 定義 を 切り 替え 
る こと が で きま す 。 キ ー 定 義 フ ァイル の 作り 方 に つい て は 、KEY コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
キー 定義 ファ イル の 例 を 次 に 示し ます 。 


F01 一 F10 標準 (KEY.SYS) と 同じ 
F11 一 F20 標準 (KEY.SYS) と 同じ 
F21 (ROLL UP) “EB 

F22 (ROLL DOWN) ^W 

F23 (INS) “QO 

F24 (DEL) GG 

5 1) A 

F26 (~) 2 

F27 ( つ ) (1 

F28 (\}) の コ 

F29 (CLR) "BB 

F30 (HELP) EE 

F31 (HOME) <esc>E 

F32 (UNDO) <esc>U <cr> 
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た だ し 、 キー 定義 ファ イル は テキ スト ファ イル で は あり ませ ん の で 、 TYPE コマ ンド な ど で 内 容 を 
確認 する こと は で きま せん 。 


ま 。4. キ っ オプション に つい て 


HISTORY.X は 、 通 常 は デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込み ます が 、 コ マン ド 行 か ら 起 動 す る こと も 
で きま す 。 こ の と き の オ プシ ョ ン に は 、 次 の 3 種類 あり ます 。 


1. 組み 込み 時 (初期 起動 時 ) に 設定 で きる も の 
2. 随時 設定 変更 で きる も の (初期 組み 込み 時 に も 設定 可能 ) 
3. 組み 込み 時 以外 に の み 設 定 で きる も の 


以下 に オプ ショ ン の 一 覧 を 示し ます が 、 矛 盾 する オプ ショ ン を 指定 し た 場合 、 後 に 指定 し た 方 が 有 
効 に な り ま す 。 ま た 、 各 オプ ショ ン は 1 個 以 上 の スペ ー ス で 区 切っ て 指定 し ます 。 


1 . 組み 込み 時 (初期 起動 時 ) に 設定 で きる も の 





悦 


オプ ジョ シン 内 





AR エイ リア ス の 中 で さら に エイ リア ス を 使用 で きる よう に する 。 
デ ヂ デフォルト で は 使用 で き な い 。 

ン D ンス 名 > ヒス トリ 定義 ファ イル と キー 定義 ファ イル の 格納 され て いる 位 
置 を 示す 。 

デフ ォ ル ト は HISTORY.X と 同じ 位置 。 

SA < サイ ズ > エイ リア ス 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ を KB 単位 
で 指定 する 。 

デフ ォ ル ト で は 2KB。 

ノノ SB < サイ ズ > 簡易 バッ チ 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ を KB 単位 
で 指定 する 。 

デフ ォ ル ト で は 2KB。 簡易 バッ チバ ッ フ ァ の 個数 は ヒス トリ バ 
ッ フ ァ の 個数 と 同数 確保 きれ る 。 な お 、 各 バッ ファ の 大 き さ は 
く < サイ ズ > で 指定 し た 大 き さ に な る 。 


ノ SC < サイ ズ > ディ レク トリ 変更 履歴 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ 
を KB 単位 で 指定 する 。 
デフ ォ ル ト で は 2KB。 
SH < 個数 > , < サイ ズ > , ヒス トリ 用 の バッ ファ の 個数 と それ ぞ れ に 使用 する メモ リ の 大 
〈《 サ イズ ま ,・・ き さ を KB 単位 で 指定 する 。 


< 個数 > の デフ ォ ル ト は 2 で 、 1 て 64 ま で 指定 可能 。 
く < く サ イズ > は 各 バ ッ フ ァ の 大 き さ を 指定 する 。 省略 する と 32KB 
ずつ 設定 され る 。 
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6. 4 ビス NR リリ デバ イズ の ドク 


3 随時 設定 変更 で きる も の (初期 組み 込み 時 に も 設定 可能 ) 














2 タン クコ ラン 内 容 

ン *N エイ リア ス 、 環 境 変数 の 展開 を 行わ な い 。 

ンプ *Y エイ リア ス 、 環 境 変数 の 展開 を 行う (デフ ォ ル ト )。 

グ ネ 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

< ー と 十 で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 し な い (デフ ォ ル ト )。 
コマ ンド プロ セッ サ と し て COMMAND.X を 使用 し た と き に 
設定 する 。 

キキ ー と + で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 する 。 
コマ ンド プロ セッ サ と し て COMMAND.X 以外 を 使用 し た と 
き に 設定 する 。 

は ノー 十 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

BB ヒス トリ 用 の バッ ファ を 入力 バッ ファ の 位置 (アド レス ) で 切 
り 替 える (デフ ォ ル ト )。 

メイ BP ヒス トリ 用 の バッ ファ を プロ セス の 位置 (アド レス ) で 切り 替 
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グ B 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

EY HISTORY.X の 使用 を 中 止 / 再 開 を 切り 替え た と き に 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の 定義 を 変更 する (デフ ォ ル ト )。 
HISTORY.X の 使用 中 は キー 定義 ファ イル と し て ^KEY.HISY 
の 内 容 を 割り 当て 、 使 用 を 中 止 し た と き は KEY.SYS′ の 内 
容 を 割り 当て る 。 

ノン FN HISTORY.X の 使用 を 中 止 / 再 開 を 切り 替え た と き に 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の 定義 を 変更 し な いよ うに する 。 

ン F 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

ES 現在 の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を HISTORY.X に 登録 する 。 

HISTORY.X の 使用 時 ン 未 使用 時 の どちら に 登録 する か は 、 現 
在 の 状態 に よっ て 決ま る が 、 氏 と プ U の オプ ショ ン と 組み 合 
わせ る こと で さま ざま な 指定 が で きる 。 た と えば い ン K FS 
U” の 順 で 指定 する と 「HISTOR Y.X の 使用 を 中 止 し 、 現在 
の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 未 使 用 時 の キー に 登録 し 、HISTO- 
RY.X の 使用 を 再開 する 」 と な る 。 

と 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 する 

ノイ HI 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 し な いで 、 挿 入 モ ー ド に 
する (フォ ルト )。 

HO 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 し な いで 、 上 書き モー ド 
に する 。 

も 編集 機能 を 挿入 モー ド に し て 、 そ の あと 挿入 上 書き の 状態 を 
保存 する 。 
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オメ ション 


2 


の 


内 





0 


KR 
xz 
ノ L < 待ち 時 間 > 


NA 
NB 
〆NC 
グ V < パス 名 > 


LA 
NB 
“YE 
ノ XA 
XB 
XXCE 








編集 機能 を 上 書き モー ド に し て 、 そ の あと 挿入 ノ 上 書き の 状態 
を 保存 する 。 

HISTORY.X の 使用 を 中 止 する 。 

ノ ズ K で 中 止 さ れ て いた HISTORY.X え の 使用 を 再開 する 。 
簡易 バッ チ 実 行 時 の 中 断 待ち 時 間 を 指定 する 。 

デフ ォ ル ト は 5 で 約 0.5 秒 。 

エイ リア ス 機 能 を 使用 し な い 。 

簡易 バッ チ 機 能 を 使用 し な い 。 

ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使用 し な い 。 

HISTORY.X の ヘル プ フ ァ イ ル (HISTORY.HLP) の 所 在 
を 指定 。 

エイ リア ス 機 能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

簡易 バッ チ 機 能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

エイ リア ス 機 能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え る 。 

簡易 バッ チ 機 能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え る 。 

ディ レク トリ 変更 履 歴 機能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え 
る a 





196 








6:-4 ト ヒビ ヒスイ ス INIgI49 


3 . 組み 込み 時 以外 に の み 設 定 で きる も の 











オプ ション 内 容 
CA エイ リア ス 用 の バッ ファ を クリ ア 。 
CB 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
ノ ズ CB < 番号 > < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
ンプ CBA すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
A ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ を クリ ア 。 
CH 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
ノ CH < 番号 > < 番号 > で 指定 し た ヒス ドリ 用 の バッ ファ を クリ ア 。 
CHA すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
グ C@ JNIG の ON ツ フ ア ダ ツリ 7 5 
XE 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を 破棄 。 
ノ E < 番号 > < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ 
を 破棄 。 
XEA すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を 破棄 。 


RA < ファ イル 名 > 
RB < ファ イル 名 > 
RB < ファ イル 名 > , < 番号 > 


RB < ファ イル 名 > , A 
RC < ファ イル 名 > 

| ノ RH < ファ イル 名 > 

| /RH く < ファ イル 名 > , < 番号 > 


〆RH < ファ イル 名 > ,A 
の R@ < ファ イル 名 > 


RA < ファ イル 名 > 
ン R 土 B* ぐ アア ゴル 名 > 
ノ ズ R+B < ファ イル 名 >, < 番号 > 


ノ R+B < ファ イル 名 > , A 
RC < ファ イル 名 > 

グ R 十 是 < ファ イル 名 > 

グ R 填 HH < ファ イル 名 >, < 番号 > 





ファ イル の 内 容 を エイ リア ス 用 バッ ファ に 読み 込む 。 

ファ イル の 内 容 を 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 
読み 込む 。 

< 番号 > は 1 から ノ SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内容 を 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 パッ ファ に 読 
み 込 む 。 く 番号 > は 1 から SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
ファ イル の 内 容 を すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を すべ て の バッ ファ に 読み 込む 。 
RA、/RB,A、/RC、/RH, A す べ て を 指定 し た と き と 同 じ 。 
ファ イル の 内 容 を エイ リア ス 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 
追加 。 

< 番号 > は 1 か ら /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ に 追加 。 
ファ イル の 内 容 を 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 
< 番号 > は 1 から ノ SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
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オジ ンション 


内 容 





ノ ズ R+H < ファ イル 名 > ,A 
ノノ R+@ < ファ イル 名 > 


ノ WA < ファ イル 名 > 
〆WB < ファ イル 名 > 
ン WB く ファ イル 名 > , < 番号 > 


WEB < ファ イル 名 > ,A 
WC < ファ イル 名 > 

グ WH < ファ イル 名 > 

ン WH く ファ イル 名 > , < 番号 > 


グ WH < ファ イル 名 > ,A 
ン W@ < ファ イル 名 > 


グ W 寺 A < ファ イル 名 > 
WTB < ファ イル 名 > 
ノ W+B < ファ イル 名 > , く 番号 > 


ノ ズ W+B < ファ イル 名 > , A 
WC < ファ イル 名 > 

ノ ズ W+H < ファ イル 名 > 

ノ ズ W+ 有 H < ファ イル 名 > ,< 番 号 > 


ズ W+H < ファ イル 名 > ,A 
ノ ズ W+@ < ファ イル 名 > 





ファ イル の 内 容 を すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の バッ ファ に 追加 。 

だ RA ZZRt 上 BIASZR ま CR 二 H,A すべ て を 指定 し た と 
き と 同 じ 。 

エイ リア ス 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

< 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書 
き 込 む 。 

< 番号 > は 1 か ら SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

< 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 
込む 。 

< 番号 >〉 は 1 か ら /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
すべ て の バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

ン WA、 /WB,A、 /WC、 プ WH,A すべ て を 指定 し た と き と 
同じ 。 

エイ リア ス 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

< 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
< 番号 >〉 は 1 から ノ SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

< 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
< 番号 > は 1 から SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
すべ て の バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

ン WTA、/W+B,A、 /W+C、 /W+ 有 H,A すべ て を 指定 し た 
と き と 同 じ 。 








これ まで 示し た よう に 、 HISTORY.X の オプ ショ ン は 非常 に た くさ ん あり ます 。 し か し 、 その は と 
ん ど は デフ ォ ル ト の まま で も 十分 で す の で 、 使 っ て いく う ち に 不便 を 感じ た とら 、 あ ら た め て 本 書 を 参 


照 す る と よい で し ょ う 。 
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543 ラペ イス ドラ 6 が 


例 1) 
DEVICE= \ SYS\HISTORY.X プ D\HIS\ ン V\HIS\ AR 


この 例 は 、 CONFIG.SYS で デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込む と き の も の で す 。 HISTORY.X は 
サブ ディ レク トリ \SYS に ある も の と し て 指定 し て いま す 。 オプ ショ ン の バン D ぎ HIS 壮 ” は 、 定義 フ 
ァイル が ぎ \HIS に ある も の と し て 、 そ の ディ レク トリ の 中 に ある HISTORY.HIS' と KEY.HISY 
を 読み 込み ます 。 バ /V\HIS\? は 、 ヘ ルプ ファ イル が \HIS に ある も の と し て 、 そ の ディ レク ト 
リ の 中 に ある HISTORY.HLP” を 読み 込み ます 。 

また 、 バ /AR′” は エイ リア ス の 多重 定義 ご で きる よう に 指定 し て いま す 。 多重 定義 と いう の は エイ 
リア ス で 定義 し た コマ ンド を さら に エイ リア ス で 定義 むる こと で す 。 こ の オプ ショ ン を 付け る と 、 た 
と えば 


A>FTREE TREE /F 1 画 
! Ed 


あ 征 義 了 あじ で お いで 、 さら に 





AFTPR FTREE > PRN 画 
} 」Escl・| 1 




















の よう に 定義 で きま す 。 こ こ で 、 
A>FTPR B:Y¥ 

と 入力 する と 
TREE /F B:\ > PRN 


が 実行 され ます 。 


例 2) 
HISTORY プ W+ @ \ HIS\ HISTORY. HIS 


この 例 は 、 HISTOR Y.X の 使用 中 に 定義 し た 内 容 を ^\HIS\HISTORY.HIS" と いう ファ イル 
に 追加 する も の で す 。 電 源 ス イッ チ を 切る 前 に 実行 する と よい で し ょ う 。 ま た 、 こ れ を エイ リア ス で 
短い 名 前 に し て お く と さら に 便利 で す 。 


6.4.5 HISTORY.X の 運用 に つい て 


ここ で は 、 ま と め と し て HISTORY.X を 利用 し て いく 上 で ヒン ト と な る よう な こと に つい て 触れ 
て いき ます 。 


1 . エイ リア ス 機 能 の 利用 
エイ リア ス 機 能 の 例 は これ まで に も 示し て きま し た が 、 こ こ で さら に 実用 的 な 例 を いく つか 紹介 し 
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ます 。 こ の 例 を 参考 に し て 、 ヒ スト リ 定 義 フ ァイル CHISTORY.HIS") を 作成 し て みて くだ さい 。 


例 1) 


FMCP ECHO %%1 と め %2 の 準備 を し て くだ さい | | PAUSE | | FORMAT 2 
1 1 DISKCOPY 1 1% 1ESCI・| ! 




















この 例 は 、 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト と ディ スク コピ ー を 一 括 で 行う も の で す 。 し か し 、FORMAT 
コマ ンド は 危険 な コマ ンド な の で 、ECHO と PAUSE に よっ て 確認 の メッ セー ジ を 表示 する よう に し 
て いま す 。 実行 する と き は 、 コ ピー 元 の ドラ イブ 名 と フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 た 
と えば 、 ド ライ ブ B に ある ディ スク を フォ ー マ ッ ト し 、 ド ライ ブ A か ら ド ライ ブ B に コピ ー す る と き 
は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 





FMCP A: B: A 











この 例 の よう に 、IF や GOTO コマ ンド を 使わ な いも の は 、 バッ チ フ ァイル を 作ら な く て も エイ リ 
アス 機能 で 代用 で きま す 。 ま た 、 使 い 方 が わか ら な く な っ た 場合 バッ チ フ ァイル な ら ば いち いち そ 
の ファ イル を TYPE コマ ンド な ど で 表 示し て 確か め な けれ ば な り ま せん が 、 エ イリ アス の 場合 は その 

容 を 簡単 に 画面 に 表示 で きる と いう 利点 ちあ り ま す 。 


例 2) 


BACKALL ECHO ドラ イブ B の 準備 を し て くだ さい | | PAUSE | 1IBACKUP 
A BE 3 ドス る ESCGSINT 




















この 例 は 、 ハ ー ド ディ スク (ここ で は ドラ イブ A と し て いる ) の すべ て の 内 容 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク (ここ で は ドラ イブ BB と し て いる ) . に バッ クア ッ プ する も の で す 。 ハ ー ド ディ スグ を 利用 し て いる 
と き は 不 庶 の 事故 に 備え る た め に 定期 的 に バッ クア ッ プ を と る 必要 が ある の で 、 と きど きこ の コマ ン 
ド で バッ クア ッ プ し て くだ さい 。 実行 する と き は 、 


BACKALL |J 





と だ 央 火 妨 江 ま す 。 


例 3) 


BACKNEW ECHO へ [[35m ド ライ ブ B の 準備 を し て くだ さい へ [[m | IPAUSE 1l 
COPYALL /T A:\DOC B: [Esc・| | 

















この 例 は 、A : \DOC 以 下 の 新 し い フ ァイル だ け を ドラ イブ B の ディ スク に コピ ー す る も の で す 。 
ハー ド デ ィ スク 全体 の バッ クア ッ プ は 例 2 で 行う の で 、 こ の コマ ンド で は 新しく 作っ た ファ イル ( こ 
こ で は A : \DOC 内 に 新しい ファ イル を 作成 する も の と し て いる ) だ け を バッ クア ッ プ する よう に し 
て いま す 。 

実行 する と き は 、 


200 








6N 4mE 眉 天 バ イス ドラ イ 公 


BACKNEW | 





を は ば 入力 し ます 。 

また 、 こ の 例 で は ECHO コマ ンド に エス ケー プシ ー ケ ンス を 利用 し て 、 確 認 の メッ セー ジ を 強調 し 
と いま き 。 ポー ズー ケン レス どい う の は ゴン ドロ ー ル ルコ ー ド の 中 の エス ダ タープ コモ ま ( の [ ) 
に 続く 一 連 の 文字 の こと で 、 こ れ に よっ て さま ざま な 表示 の コン トロ ー ル が で きま す 。 エ スケ ー プ コ 
は 、|CT RI 二 | | | を 押す と 入力 で きま すず 。、 信 お コン トロ ー ル コー ド 呈 テー ショ チア 
ス に つい て は 、 付 録 を 参照 し て くだ さい 。 




















例 4) 





LPFF ECHO ~L > PRN [Esc|・| 」 | 
この 例 は 、 プ リン タ に フォ ー ム フィ ー ド ( 紙 送 り ) の コン トロ ー ル コー ド (^L) を 送る も の で す 。 
^L は [CTRL| + | [ | を 押し た あと 、[CTRL|+| L | を 押し ます 。 実行 する と き は 、 
LPFF 


たけ 入 放 ます 。 これ と 同様 に OZ リン タ の エス ケー プシ ー ケ ンス な ど を 送っ て 、 さ ま ざ ま な プ 
リン タ の コン トロ ー ル が で きま す (プリ ンタ の コン トロ ー ル コー ド や エス ケー プシ ー ケ ンス は プリ ン 
タ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい )。 






































例 5) 

















SAVHIS HISTORY プ W+@\HIS\HISTORY.HIS IESC|・| 1 





この 例 は 前 に も 示し た も の で す が 、HISTORY.X を 使用 中 に 定義 し た エイ リア ス や ヒス トリ な ど を 
ファ イル に 追加 し て 書き 込む も の で す 。 実行 する と き は 、 


SAVHIS 
だ だ けけ 大 万 じ ます 


例 6) 

















RSINIT SPEED 1200 B8 PN S1 XON |ESC・| 1 





この 例 も 前 に 示し た も の で す が 、 こ の よう に オプ ショ ン の 多い コマ ンド に は エイ リア ス 機 能 は た い 
へ ん に 便利 で す 。 


例 7) 


APATH PATH %path% : %1 [ESC|・| | | 


この 例 は 、 す で に 設定 し て ある コマ ンド パス に さら に ノ パス を 追加 する た め の も の で す 。 た と えば 、 
A : \UTL を 追加 し た いと き は 、 
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APATH A:\UTL [4A 





と 入 放し ます 。 


ここ で は エイ リア ス 以 外 の 例 は 示し ませ ん で し た が 、 デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 に は 普段 よく 使う ディ 
レク トリ を 、 ヒス トリ に は よく 使う コマ ンド を ヒス トリ 定義 ファ イル (HISTORY.HIS") に 登録 し 
て お る て で すい て で し FS 


2. ヘル プ フ ァ イ ル に つい て 

HISTORY.X に は 便利 な 機能 が た くさ ん あり ます が 機能 が 多 す ぎ て 一 度 に は な か な が か 憶え きれ な 
いも の で す 。 だ か ら と いっ て いち いち と 本書 を 開く の も めん どう で す 。 そ こ で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に は 
HISTORY.X の 使い 方 を 表示 する た め に ヘル プ フ ァ イ ル が 用 意 き れ て いま す 。 

ヘル プ フ ァ イ ル の ファ イル 名 は “HISTORY.HLP′ と し て 、\HIS の ディ レク トリ の 中 に あり ま 
す 。 こ の ヘル プ フ ァ イ ル は 組み 込み 時 に スイ ッ チ バ V で 、 そ の ディ レク トリ を 指定 し ます 。 


例 ) 


DEVICE=\SYS\HISTORY.X /D\HIS\ /V\HIS\ AR 


この 例 で は 定義 ファ イル や ヘル プ フ ァ イ ル が “ 半 HIS\” に ある も の と し て 指定 し て いま す が 、 こ 
の よう に 必ず 最後 に 記号 を つけ て くだ さい 。 ス イッ チバ V の 指定 が な い 場合 スイ ッ チ ノ D で 指定 
し た ディ レク トリ に ヘル プ フ ァ イ ル が ある も の と し て 、 そ れ を 読み 込み ます 。 た だ し 、 ス イッ チノ D 
で 指定 し た ディ レク トリ に ヘル プ フ ァ イ ル が な い 場 合 は 、HISTORY.X の ある ディ レク トリ か ら ヘ ル 
プ フ ァ イ ル を 読み 込み ます 。 

ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 する と き は 、|HELP| キー を 押し て くだ さい 。「 ヒ スト リー ヘル フ プ メ ニュ ー」 
が 表示 され ます の で 、 メ ニュ ー の 指示 に し た が っ て くだ さい 。 
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6.5 キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 


キー ポー ドコ ント ロー ル 機 能 は 2 つの キー を 組み 合わ せ て 使用 する こと に より 、 画 面 や ドラ イブ な 
ど を コン トロ ー ル する 機能 で す 。|[CTRL | キー を 押し な が ら も う 1 つの キー を 押す こと に より 実行 し 
ます 。 

次 に キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 の 一 覧 を 示し ます 。 














キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 







































































キテ 機 能 
CTRL|+IF 1 | ドラ イブ A の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
ICTRLITIF 2 | ドラ イブ B の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
CTRLI+IF 3 ドラ イブ C の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
CTRL| 十 IF 4 ドラ イブ D の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
CTRLI+TIF 7 | ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 の 変更 
CTRL|+ [OPT.1|+ [DEL シス テム の リセ ッ ト 
CTRL|+| C 実行 中 の コマ ンド の 中 止 
ICTRL| 十 | H コマ ンド 行か ら 最後 の 文字 を 削除 (| BS | と 同様 ) 
[CTRL|+| P 画面 表示 を プリ ンタ に も 出力 (一 度 押 す と プリ ンタ 出力 の 設定 、 

も う 一 度 押 す と 出力 の 解除 ) 

CTRL|+| N プリ ンタ へ の 出力 を 解除 
[CTRL| 画面 表示 、 ス クロ ー ル の 一 時 停止 。 任 意 キ ー で 解除 
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7.1 イン トロ ダク ショ ン 


Human68k は 、 シ ステ ム 自 体 が 非常 に 柔軟 で 拡張 性 に 富ん で いま す 。 使用 する 状況 に 応じ て 、 ビジ 
ュ ア ルモード で 起動 する か コマ ンド モー ド で 起動 する か を 決め た り 、 起 動 時 に 必要 な デバ イス ドラ イ 
バ を シス テム に 付け 加え た り 、 そ の デバ イス ドラ イ バ の 機能 を あら か じ め 設 定 し て お いた り 、 と いう 
よう な 、 さ ま ざ ま な 要求 に 答え を ら れる よう に 設計 され て いま す 。 な お 、 デ バイ ス ド ラ イ バ は シス テム 
ディ スク 上 の SYS” と いう ディ レク トリ の 中 に あり ます 。 

この 章 で は 、 こ う し た 数 々 の シス テム 構成 を 作り あげ る 方 法 に つい て 解説 し ます 。 


7。2 ビジ ンジ ュ アル moFK も マギ モー ト 


Human68k に は 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド と コマ ンド モー ド が あり ます 。 シ ステ ム 
を リセ ッ ト す る と 、 必 ず こ の いずれ か の モー ド で 起動 し ます 。 こ の と き 、 ど ちら の モー ド で 起動 する 
の か は 、 起 動 時 に 使用 する シス テム ディ スク 中 の ファ イル の 状態 に よっ て 決ま り ま す 。 

次 に 、Human68k シス テム の 起動 の 流れ を 図示 し ます 。 












KEY.SYS 読 み 込み KEY.SYS 読 み 込み 
半生 

USKCG. SYS 読み 込み USKCG.SYS 読 み 込 み 
ニュ 

CONFIG. SYS 読み 込み CONFIG.SYS 読 み 込み 














AUTOEXEC.BAT 実 行 











7.3 CONFIG. SYS ファ イル の コマ ンド 


図 か ら わ か る よう に 、Human68k を 起動 し た 際 に 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド に な る 
か 、 コ マン ドモ ー ド に な る か は 、CONEIG. SYS ファ イル 内 の 、 


SHELL ニ XXX.XXX (XXX. XXX は コマ ンド プロ セッ サ ) 
旋 よ っ て 決ま り ま す 。 す な わ ち と 、 


SHELL=VS.X っ ビジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 
SHELL 三 COMMAND.X つ コ マン ドモ ー ド 


を な り ま す 。 
だ ただ し 、CONEIG. SYS ファ イル 中 の ^*SHELL ニ =? 行 を 省略 し た と き に は 、 次 の よう に 
TITLE. SYS ファ イル の 有無 に よっ て 、 起 動 の モー ド が 決定 され ます 。 


TITLE. SYS が 存在 する 場合 タイ トル 表示 後 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 
TITLE. SYS が 存在 し な い 場 合 っ コマ ンド モー ド 


な お 、 標 準 ( お 買い 上 げ 時 ) で は 、CONFIG ディ レク トリ 内 に TITLE.SYS が 用 意 き れ て いる た め 、 
起動 時 に は 、 タ イト ル 表 示 の 後 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド と な り ま す 。 

起動 時 (リモ ッ ト 時 ) に コマ ンド モー ド に し た い 場 合 は 、TITLE. SYS ファ イル の ファ イル 名 
を 、 た と えば 次 の よう に 変更 し て くだ さい 。 





REIN \CONFIG\TITLE. SYS \CONFIG\TITLE.VS |J 











な お 、CONFIG. SYS ファ イル の 中 に SHELL ニ =? 行 が ある 場合 に は 、 こ の 行 を 削除 する か 、 
まだ た は この 行 に COMMAND XX” を 指定 し て くだ さ い 。 


注意 : TITLE. SYS ファ イル は 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 用 の タイ トル 表示 プ ブログ 
ラム で す 。 
SHELL=COMMAND. X と 指定 する 場合 は 、TITLE. SYS ファ イル を リネ ー ム (REN) 
する か 、 ま た は 削除 (DEL) し て くだ さい 。 


7.3 CONFIG. SYS ファ イル の コマ ンド 


Human68k で は 、 シ ステ ム が 起動 する と き に 、 デ ィ ス ク フ ァ イル の 中 か ら CONFIG. SYS と 名 
付け られ た ファ イル を さがし 、 そ の 内 容 に より 、 シ ステ ム が 作動 する 環境 を 設定 する よう に な っ て い 
まあ 

この CONFIG. SYS ファ イル は 、「 シ ステ メ 構 築 用 ファ イル 」 と 呼ば れ 、 以 降 で 説明 する 各種 の コ 
マン ド が 文字 列 で 記述 され た 、 テ キス ト フ ァイル と な っ て いま す 。 

し た が っ て 、CONFIG. SYS ファ イル を か きか える こと に より 、 自 分 の 目的 に 応じ た シス テム の 
環境 を 作り 出す こと が で きま す 。 

CONFIG. SYS ファ イル は テキ スト ファ イル で すか ら 、 そ の 内 容 は スク リー ン エ ディ タ ED や 、 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ な ど で 作 成 ・ 編 集 す る こと が で きま す 。 ま た 、CUSTOM コマ ンド を 使え 
ば 、 手 軽 に CONFIG. SYS ファ イル を 作成 で きま す 。 
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CONFIG。 SYS ファ イル の 内 容 設定 に 使用 で きる コマ ンド は 次 の と お り で Fa 














42 タ ド 機 能 
BELL ビー プ 音 に 使用 する PCM ファ イル の 指定 
BREAK [CTRL| + | C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
BUFFERS ディ スク バッ ファ の 数 と バッ ファ 容量 の 設定 
COMMON COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する メモ リ 容 量 の 指定 
DEVICE デバ イス ドラ イ バ を シス テム リス ト に 登録 
ENVSET 環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル の セッ ト 
FILES ファ ンク ショ ンコ ー ル で 同時 に オー プン で き る ファ イル の 数 を 指定 
KEY キー 定義 ファ イル の 指定 
LASTDRIVE 仮想 ドラ イブ を 含め た 最大 の ドラ イブ 数 を 指定 
PROCESS 並行 処理 の た め の 制 御 情報 の 設定 
PROGRAM シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 
SHARE ファ イル の 共有 と 排他 制御 の 指定 
SHELL 指定 し た ファ イル を シェ ル (コマ ン ド プ ロ セ ッ サ ) と し て 実行 
TITLE タイ トル ファ イル の 指定 
USKCG 外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 
VERIFY べり ファ イ 機 能 の 設定 


各 コ マン ド の 詳細 に つい て は 、 以 降 の コマ ンド 別 解説 を 参照 し て くだ ざい 。 


@CONFIG.SYS の 例 
CONFIG.SYS の 例 を 次 に 示し ます 。 


FILES = 3 

BUFFERS =20 1024 

LASTDRIVE ー グ 

KEY =\CONFIG\KEY.SYS 

USKCG =\CONFIG\USKCG.SYS 

BELL =\CONFIG\BEEP.SYS 

DEVICE =\SYS\ASK68K.SYS B:X68K _M.DIC B:X68K_S.DIC 
A : \ASK ぎ ENV1.ASK 

DEVICE =\SYS\PRNDRV.SYS キン M7 

DEVICE =¥SYS¥FLOAT2.X 

DEVICE =¥SYS¥PCMDRV.SYS 

DEVICE =¥SYS¥OPMDRV.X 

DEVICE =¥SYS¥RAMDISK.SYS #M700 

BREAK =OFF 

SHELL =A : \BIN\COMMAND.X /P 


206 





7.3 CONFIG.SYS ファ イル の コマ ンド 


この よう な CONFIG.SYS で Human68k を 起動 する と 、 次 の よう に 設定 され ます 。 


@FILES は 15、BUFFERS は バッ ファ 数 20、 バ ッ フ ァ 容 量 102 ル バイ ト に 設定 

@ 最終 の ドラ イブ を ドラ イブ Z に 設定 

@KEY.SYS、USKCG.SYS、BEEP.SYS を SYS ディ レク トリ か ら 読 み 込む 

@ 日 本 語 FP(ASK68.SYS、 プ リン タ (PRNDRV.SYS、 数 値 演算 (FLOAT2.X)、PCM (PCMDRV. 
SYS) 、OPM (OPMDRV.X) の デバ イス ドラ イ バ を 登録 

@RAM ディス ク と し て メイ ン メ モリ 700K バ イト を 使用 

eBREAK は OFF に 設定 

@ コ マン ド プ ロ セ ッ サ と し て 、 ド ライ ブ A の \BIN に ある COMMAND. X を 読み 込ん で 実行 
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機 能 ビー プ 音 に 使用 する PCM ファ イル の 指定 
書 式 ML [<d の 2J に ンス 名 く フ テイ ルレ 名 > 
Human68k シス テム で は 、 エ ラー の 発生 時 や 、 コ ン ソ ー ル に 対し て |CTRL|+ 
G | を 送っ た と き な ど に 、 ビー プ 音 が 鳴り ます 。 BELL は 、 この ビー プ 音 を 発生 する 
た め の デ ー タ ファ イル を 指定 する も の で す 。 
く < ファ イル 名 > に は 、 鳴 ら す べき 音 の デー タ を ADPCM 方 式 で 記録 し た ファ イル を 
指定 し 、<d : > と ンス 名 > に は その ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 指 定 可 能 な ファ イル の 
大 き さ は 64K バイ ト 以 内 で す 。 64K バイ ト 以 上 の ファ イル を 指定 し た 場合 は 、 64K バ 
イト 分 の デー タ の み が 有 効 と な り 、 残 り の デー タ は 無視 され ます 。 
BELL を 指定 し な か っ た と き は 、 コ ン ソ ー ル に 対し て |CTRL| 十 | G | を 送っ て も 、 
また エラ ー の 発生 時 に も 、 ビ ー プ 音 は 鳴り ませ ん 。 
機 能 CTRL| 十 | C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
書 式 BREAK=〔ON | OFF | KILL〕 
解 ふつ う 、|CTRL| 十 | C | を キー ボー ド か ら 入 力 す る こと に より 、 実行 中 の コマ ンド 

















や プロ グラ ム を 中 止 す る こと が で きま す 。 

BREAK は 、 この |CTRL| 十 | C | に よる 割り 込み を チェ ッ ク す る 機能 を 設定 する 
た め に 使用 し ます 。 

BREAK=OFF に 設定 する と 、 コ ン ソ ー ル 入出 力 時 と プリ ンタ 出力 時 に の み 
[CTRL|+| C | が 有効 と な り ま す 。 プ ログ ラム が これ 以外 の 作業 を 行っ て いる 場合 
は 、 [CTRL|+| C | を 押し て も 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 止 す る こと は で きま せん 。 

BREAK=ON に 設定 する と 、 す べ て の 場合 に 、 |CTRL| 十 | C | が 有効 と な り ま 
す 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム の コン パイ ル を 行っ て いる と き な ど の よう に 、 デ ィ ス ク 
を アク セス し て いる と き に も 、 |CTRL| 十 | C | を 押す こと に より プロ グラ ム の 実行 
を 中 止 す る こと が で きま す 。 

BREAK=KILL に 設定 する と 、 ど の よう な 場合 も 実行 を 中 止 す る こと は で きま せ 
ん 。 どう し て も 中 止 し た いと き は 、 本体 の INTERRUPT スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 

な お 、 この CONEIG. SYS ファ イル 用 の BREAK コマ ンド は 、Human68k コマ 
ンド モー ド 中 で 使用 で きる BREAK コマ ンド と 、 そ の 働き は 同じ で す 。 第 5 章 の 
BREAK コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 

































































BUFFERS 


| 北 能 | 


書 


1 


潤 
ドロ 


起動 時 に Human68k が 割り 当て る ディ スク バッ ファ 数 と バッ ファ 容量 を 指定 
BUFFERS= ニ < ディ スク バッ ファ 数 > 〔< く バッファ 容量 >) 


ディ スク と メモ リ 間 な ど で や り と りさ れる デー タ は 、 一 時 的 に ディ スク バッ ファ と 
呼ば れる 部 分 に 保存 され ます 。 BUFFERS は 、 こ の ディ スク バッ ファ の 数 を 指定 する 
も の で 、 こ れ を 大 きく する と ディ スク アク セス の 速度 が 向上 し ます 。 

< ディ スク バッ ファ 数 > で 指定 で きる 範囲 は 2 から 99 で す 。 無 指定 時 の デフ ォ ル ト 
値 は 20 で す 。 

日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ や デー タベース な ど 、 大 量 の デー タ を ディ スク と 頻繁 に や 
り と りす る よう な アプ リケーション プロ グラ ム を 実行 する と き な ど は 、 デ ィ ス ク バ ッ 
ファ 数 を 増加 きせ る と よい で し ょ う 。 サ ブ デ ィ レ クト リ の 数 が 非常 に 多い 場合 な ども 、 
この ディ スク バッ ファ 数 を 増加 させ る と 効果 的 で す 。 

バッ ファ 容量 と は 、1 つ の ディ スク バッ ファ に 割り 当て る メモ リ の 容量 で 、 バ イト 
数 で 指定 し ます 。 指 定 で きる 範囲 は 1024~-32768 で 、 指 定 し な い 場 合 は 1024 と な り ま す 。 
ディ スク バッ ファ は デバ イス ドラ イ バ か ら 1 セクタ ず つつ 読み 込ん で 保存 し て お く た め 
の バッ ファ な の で 、1 セク タ が 1024 バ イト 以上 の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む と き は 、 
その 最大 の バイ ト 数 を 指定 する 必要 が あり ます 。 

この 指定 に よっ て 確保 され る メモ リ は 、 次 の よう な 計算 式 で 算出 で きま す 。 


ディ スク バッ ファ 数 X (バッ ファ 容量 +16) バイ ト 


COMMON 


| 機 能 | 


書 式 


[解説 


COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する メモ リ 容 量 の 指定 
COMMON= < 容量 > 


各 ア プリ ケー ショ ン は 、COMMON ファ ンク ショ ン を 利用 し て 内 部 の コモ ン エ リア 
を アク セス する こと が で きま す 。COMMON は 、 そ の エリ ア の 容量 を KK バイ ト 単 位 で 
指定 する も の で す 。 指定 し な いと 、 COMMON ファ ンク ショ ン は 利用 で きず 、 エラ ー 
を 返し ます 。 
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DEVICE 


重 | | 時 | 憶 
封 | | 貞 | 属 


ファ イル 名 で 指定 し た デバ イス ドラ イ バ の 、 シ ステ ム へ の 登録 
DEVICE=〔<d : >]( ン ス 名 >]】 く ファ イル 名 > < オプ ショ ン >)〕 


DEVICE は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を Human68k シス テム に 登録 する 場合 に 使用 し 
ます 。 

く < ファ イル 名 > に は 、 登 録 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ の ファ イル を 、<d : > ンス 名 > に 
は 、 そ の ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 < ファ イル 名 > は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 様式 で 
作成 され た も の で な く て は な り ま せん 。 ま た 、 そ の デバ イス ドラ イ バ が オプ ショ ン を 
指定 で きる よう に 作ら れ た も の で あれ ば 、 く < オプ ショ ン > に 、 指 定 し た い オ プシ ョ ン を 
添え ます 。 

デバ イス ドラ イ バ を CONFIG. SYS ファ イル 中 に 指定 し て お く と 、Human68k の 
起動 時 に その デバ イス ドラ イ バ が シス テム に 読み 込ま れ て メモ リ 上 に 常駐 し ます 。 以 
後 、 設 定 の デバ イス を 使用 する こと が で きる よう に な り ま す 。 

た と えば 、CONFIG. SYS ファ イル 中 に 、 


DEVICE=¥ SYS\PCMDRV. SYS 


と 指定 する と 、 デ バイ ス PCM“ を 使う こと が で きる よう に シス テム が 設定 され ま 
す 。 こ れ が 書か れ て いな けれ ば 、PCM の 機能 は 使え を な いこ と に な り ま す 。 


< 標準 で 登録 きれ て いる デバ イス ドラ イ バ > 


DEVICE= \ SYS\PRNDRV. SYS 
プリ ンタ を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 
DEVICE= \ SYS\PCMDRV. SYS 
PCM 機 能 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 
DEVICE=\SYS\ASK68K.SYS B:\X68K M.DIC B:X68K S.DIC 
A : \ASK\ENV1 .ASK 
日 本 語 FP を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。ASK68K.SYS の 後に 、 使 
用 する 辞書 (メイ ン 辞書 と サブ 辞書 ) と 環境 ファ イル を 指定 し ます 。 


DEVICE=¥ SYS¥ OPMDRV.X 
FM 音源 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。X-BASIC で FM 音源 を 使用 
する 場合 も 必要 で す 。 





DEVICE ニ \SYS\FLOAT2.X 
X-BASIC の 数 値 演算 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 浮動 小数 点 の 
デー タク フォー マッ ト は IEEE フ ォ ー マ ッ ト で す 。 IEEE フォー マット と は 別売 の 
「C Compiler PRO-68K」 で 使用 きれ て いる デー タフ ォ ー マ ッ ト で す 。 


DEVICE=\SYS\HISTORY.X プ DY\HIS\ 。・・・・・ 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ に よる 、 ヒ スト リ 機 能 、 エ イリ アス 機能 、 筒 易 バ ッ 
チ 機 能 な ど を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 詳し く は 、 第 6 章 「6.4 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


< 登録 は され て いな い が 標 準 で て 用意 され て いる デバ イス ドラ イ バ > 


DEVICE= ¥ SYS¥ RAMDISK.SYS キ GM128 
グラ フィ ッ ク RAM お よび メイ ン メ モリ を RAM ディ スク と し て 使用 する た め 
の デバ イス ドラ イ バ で す 。RAMDISK.SYS の 後に 、 メ モリ の 種類 と 容量 を 指 
定 し ます 。 


DEVICE= \SYS\SRAMDISK.SYS 
スタ ティ ッ ク RAM (内 蔵 の バッ クア ッ プ メモ リ ) を RAM デ ィ ス ク と し て 使用 
する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 


す 


DEVICE ニ \SYS\FLOAT1 .X 
X-BASIC の 数 値 演算 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 浮動 小数 点 の 
デー ク フ ォ ー マ ツ NISSHNN も シネ ホ ニー マツ クト G95 SHARP フ ォ ー マ ッ ト と は 
X-BASIC ver.1.00 で 使用 きれ て いる デー タフ ォ ー マ ッ ト で す 。 
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ENVSET 





哨 | | 洪 
旧 | | 載 


恒 
に 


環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル の セッ ト 
ENVSET= < 環境 エリ ア 容 量 > 【〔<d :>〕〔 ン パス 名 >)】 < ファ イル 名 >) 


環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル に 設定 され た 内 容 に し た が っ て 環境 変数 の セッ ト 
を 行い ます 。CONFIG.SYS の “SHELL' 起動 の 前 に PROGRAM” で プロ グラ 
ム を 起動 する 場合 や マコ マン ド プ ロ セ ッ サ と し て COMMAND.X 以 外 (た と えば 
BASIC.X な ど ) を 起動 する 場合 に 使用 し ます 。 

< 環境 テリ ア 容 量 > は 、 バ イト 単位 で 指定 し ます 。 < ファ イル 名 > に は 、 環境 ファ イ 
ル を 、<d : > ンマ ス 名 > に は 、 そ の ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 標 準 で は "STARTUP. 
ENV′ が 指定 され て いま す 。 
< ファ イル 名 > を 省略 し た 場合 は 、 環 境 エ リア の み 確 保 さ きれ 、 環 境 フ ァイル は セッ 
ト され ませ ん 。 環境 ファ イル と は 、 左辺 に “環境 変数 名 =”、 右辺 に その 内 容 を 列記 し 
た も の で す 。 


環境 ファ イル の 例 


path=A:¥ ; A:¥BIN; A:¥UTL 
WORK=A : \DOC 
HELP=A : \HELP 


212 





EL ES 


策 | | 暗 | | 
執 | | 唱 | 民 


KEY 


藻 
mk 
CC 


半 


普 
書 


ファ ンク ショ ンコ ー ル で 同時 オー プン で きる ファ イル 数 の 指定 
FILES= < ファ イル 数 > 


FILES は 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 同時 オー プン で きる ファ イル ハン ドラ の 数 を 、 
< ファ イル 数 > で 指定 され た 数 に 設定 し ます 。 

< ファ イル 数 > で 指定 で きる 範囲 は 5 か ら 93 で す 。 無 指定 時 の デフ ォ ル ト 値 は 15 で 
a 


FILES=20 


と する と 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 同時 に 20 の ファ イル を オー プン する こと が 可能 と 
な りり ます % 

な お 、 く < ファ イル 数 > に は 、 必 ず 5 以上 を 指定 する よう に し て くだ きい 。 

ファ ンク ショ ンコ ー ル の 詳細 に つい て は 、 別 売 の 「C Compiler PRO-68K」 で 
明 し て いま す 。 


に 3 


キー 定義 ファ イル の 指定 


KEY= <d :>] 〔 ン パス 名 >〕 < ファ イル 名 > 


KEY コマ ンド で 作成 され た キー 定義 ファ イル と その 所 在 を 指定 し ます 。 こ の “KEY 
が 省略 され た 場合 、 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に KEY.SYS” が あれ ば そ 
の 内 容 が 設定 され 、^KEY.SYS” が な けれ ば デフ ォ ル ト の キー 定義 が 設定 され ます 。 
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LASTDRIVE 





機 能 


村 
青 


目 


解 


仮想 ドラ イブ を 含め た 最大 の ドラ イブ 数 を 指定 
LASTDRIVE= <d:> 


SUBST コマ ンド や ネッ トワ ー ク 環境 中 で 使用 する 仮想 ドラ イブ の 最大 値 を 設定 し 
ます 。 <d : > で 指定 で きる ドラ イブ 名 は AZ で す 。 た だ し 、 実際 に 接続 され て いる 
ドラ イブ 数 より 小さ い 場 合 や パラ メー タ エ ラ ー の 場合 は 、 実 際 に 接続 され て いる 最終 
の ドラ イブ 名 に な り ま す 。 ま た 、`LASTDRIVE” の 指定 が な い 場 合 は 、 ド ライ ブ Z 
と 次 呈示 す 。 


PROCESS 





並行 処理 の た め の 制 御 情報 の 設定 
PROCESS= < プロ グラ ム 数 > く < レ ベル > < く タ イム ス ライ ス 値 > 


並行 処理 (複数 の プロ グラ ム を 見 か け 上 同時 に 動か すこ と ) を 行う プロ グラ ム 数 な 
ど を 設定 し ます 。 < プロ グラ ム 数 > に は 並行 実行 可能 な プロ グラ ム の 数 を 指定 し ます 。 
指定 可能 な 範囲 は 2 32 です 。 

く レ ベル > に は プロ グラ ム の 実行 間隔 を 指定 し ます 。 指定 で きる 値 は 2 ~255 で 、 値 
が 小さ い ほど 短い 間隔 で 実行 され ます (実行 速 度 が 速く な る )。 

< タイ ム ス ラ イス 値 > に は 各 プ ログ ラム の 実行 時 間 を 指定 し ます 。 指定 で きる 値 は 
ミリ 秒 単 位 で 1 ~100 の 値 で す 。 (1ms~100ms) > 

*PROCESS′ の 指定 が な い 場 合 、 並 行 処理 は で きま せん 。 な お 、 並行 処理 の 状態 
は PROCESS コマ ンド で 表示 する こと が で きま す 。 
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PROGRAM 





シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 


浴 
坪 


PROGRAM= に Kd :>] 〔 ン パス 名 >〕】 < く プ ログ ラム 名 > 〔 オ プシ ョ ン ]〕 


中 
上 


CONFIG.SYS の SHELL” に よっ て 、 シ ェ ル (コマ ンド プロ セッ サ ) が 起動 さ 
れ ま す が 、 この “PROGRAM′ に は その シェ ル の 前 に 実行 する プロ グラ ム を 指定 し ま 
す 。 こ れ は メモ リ に 常駐 する プロ グラ ム や シェ ル が COMMAND.X で な い 場 合 (た 
と えば VS.X な ど ) に 実行 する プロ グラ ム を 起動 する た め の も の で す 。 た だ し 、 指定 
で きる プロ グラ ム は SUBST コマ ンド な どの 外部 コマ ンド に 限ら れ 、COPY コマ ンド 

_ な どの 内 部 コマ ンド は COMMAND.X の 機能 の ひと つ な の で 指定 する こと は で きま 
せん 。 ま た 、“PROGRAM" を 使用 する 場合 は 、 あ ら か じ め ENVSET” で 環境 ェ 
リア を 確保 し て お いて くだ さい 。 


1 


SHARE 








機 能 ファ イル の 共有 と 排他 制御 の 指定 
SHARE= < ファ イル 数 > < ロッ ク 領 域 数 > 
解 ョ ネッ トワ ー ク を 利用 し て いる と き は 、 複 数 の ユー ザー が 1 つの ファ イル を 同時 に ア 


クセ モス する 可能 性 が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 フ ァイル の 読み 出し お よび 書き 込み 
を すべ て の ユー ザー に 許す と 、 フ ァイル の 整合 性 が と れ な く な る よう な こと が 発生 し 
て し まい ます 。 こ の よう な 不 整 合 を 防ぐ た め に 、 1 人 の ユー ザー が ある ファ イル を ア 
クセ ス し て いる と き は 、 そ の ファ イル を 他 の ユー ザー が アク セス で き な く する (これ 
を 排他 制御 機能 ある い は ロッ ク 機 能 と 呼び ます ) よう に し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ 
を 行う よう に 指定 する の が この ご SHARE” で す 。 

< ファ イル 数 > に は 同時 に 管理 する ファ イル 数 を 、 < ロッ ク 領 域 数 > に は それ ぞ れ の 
ロッ ク 領 域 の 数 を 指定 し ます 。 
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SHELL 





書 


2 


に 3 


起動 時 の シェ ル (コマ ンド プロ セッ サ ) の 指定 
SHELL=[<d : >]【 ン * ス 名 >] く ファ イル 名 > オプ ショ ン 2] 


SHELL は 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ を 指定 する と き に 使用 し ます 。 こ の 指定 を 行う 
と 、 シ ステ ム を 起動 し た と き に 指定 し た ファ イル が 読み 込ま れ 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ 
と し て 実行 され ます 。 

< ファ イル 名 > に は 、 実 行 可 能 な ヽ や X′ また は ヽ RI の 拡張 子 を も つ プ ログ ラム 
を 、<d: > ンス 名 〉 に は その ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 そ の プロ グラ ム が オプ シ 
ョ ン の 指定 が で きる よう に 作成 され て いれ ば 、 く < オプ ショ ン > に 指定 し た い オ プシ ョ ン 
を 添え ます 。 

SHELL を 指定 し な いと き 、 デ フォ ルト の コマ ンド プロ セッ サ は 、COMMAND. Xx 
と な り ま すず 。 これ に うら いで の 詳細 は 「 容 2 モジ ュ ア ルモード と コマ ンド モー ド 」 
を 参照 し て くだ さい 。 


TITLE 





藻 
ky 
CC 


中 
貞 


薄 
に 


タイ トル ファ イル の 指定 
TETLBE= Kd : う >] (ンス 名 < ファ イル レ 名 > 


タイ トル ファ イル の ファ イル 名 と その 所 在 を 指定 し ます 。^TITLE” が 省略 され た 
場合 、 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に *TITLE.SYS” が あれ ば その 内 容 を タ 
イト ル と し て 表示 し 、 な けれ ば 表示 し ませ ん 。 



























に 


SKCG 





外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 


USKCG= [<d >] 〔 ン パス 名 >] < ファ イル 名 > 


弟 | | 恒 
避 | 唱 | 層 


外字 登録 用 デー タフ ァイル の ファ イル 名 と その 所 在 を 指定 し ます 。 “USKCG" が 省 
略 さ れ た 場合 、 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に “USKCG.SYS" が あれ ば その 
内 容 を 外字 登録 文字 と し て 定義 し 、 な けれ ば 定義 し ませ ん 。 


VERIFY 





機 能 べ ベリ ファ イ 機 能 の 設定 
書 式 VERIFY= (ON | OFF) 
VERIFY は 、 デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 際 に 、 正 常に 書き 込め た か どう か の チェ ッ 


ク を 行う か 否 か の 設定 を し ます 。 

VERIFY=ON に 設定 する と 、 書き 込み の 直後 に 、 書き 込ん だ デー タ を 読み 出し て 
その デー タ が 正しく 書け た か どう か の 胎 合 チェ ッ ク を 行い ます 。 し た が っ て 、 不 良 セ 
クタ な どの た め に 物理 的 に 書き 込め な い 部 分 が ある と き は 、 即 座 に エラ ー と し て 表示 
され る よう に な り ま す 。 

た だ し 、VERIFY=ON に 設定 され て いる 場合 、 膨 合 チェ ッ ク を 行い な が ら 書 き 込 
む た め 、 デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 速度 は 遅く な り ま す 。 

VERIFY を CONFIG. SYS ファ イル 中 に と くに 指定 し な い 場合 、VERIFY ニ = 
OFF と な り ま す 。 

な お 、 この CONFIG. SYS ファ イル 用 の VERIFY コマ ンド は 、Human68k コマ 
ンド モー ド 中 で 使用 で きる VERIFY コマ ンド と 、 そ の 働き は 同じ で す 。 第 5 章 の 
VERIFY コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
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7 に 4 ニコ フリ ンタ 設定 に つい て 


プリ ンタ を 使用 する た め に は 、 CONFIG, SYS ファ イル 中 で 、 DEVICE 行 に プリ ンタ ドラ イ バ を 
指定 する 必要 が あり ます 。 
次 に 使用 する プリ ンタ と 、 そ の た め の プ リン タ ド ライ バ と の 対応 表 を 示し ます 。 


プリ ンタ ドラ イ バ 使用 する プリ ンタ 

PRNDRV. SYS CZ-8PK3, CZ-8PK4。 CZ-8PK5, CZ-8PK6, CZ-8PC1, CZ-8 
PN1, CZ-8PC2, CZ-8PK7, CZ-8PK8, CZ-8PK9。 CZ-8PC3 

PRNDRV1. SYS ESC/P24-J81 レ ベル 以上 の プリ ンタ 
(VP-85K、VP-135K( 以 上 エプソン ) な ど ) 

PRNDRV2. SYS PC-PR201(NEC) 

PRNDRV3. SYS NM-9300(NEC), AR-2400( ス ター) 


お 買い 上 げ い た だ いた だ 時点 で は 、 プ リン タ ド ライ バ と し て PRNDRV. SYS が 設定 され て いま す の 
で 、 そ の まま 、 表 に 示し た 1 機種 の プリ ンタ を 使用 する こと が で きま す 。 こ れ ら 11 機 種 以 外 で 、 表 中 
に 掲げ られ た プリ ンタ を ご 使用 の 際 は 、 次 の よう に し て CONEIG. SYS ファ イル を 変更 し て くだ さ 
ks 
1) 本 書 第 1 部 「2.2 Human68k の 起動 」 の 手順 に し た が っ て 、Human68k の コマ ンド モー ド 

に し じ ま す ぁ 
2) 次 の よう に 入力 し て 、CUSTOM コマ ンド を 実行 し ます 。 











CUSTOM | 





メニ ュー 画面 が 表示 され ます の で 、 第 5 章 の CUSTOM コマ ンド を 参照 し て 変更 し て くだ さい 。 


た と えば 使用 する プリ ンタ が PC-PR201(NEC) で あれ ま デ バイ ス の 中 の プリ ンタ を \SYS\PRNDRV. 
SYS か ら 、 次 の よう に 変更 し ます 。 
\SYS\ PRNDRV2 .SYS 
3 設定 し 直し た ら 、CUSTOM コマ ンド を 終了 し て くだ さい 。 
4) リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て 、 シス テム を 再起 動 し ます 。 これ で 新しく 設定 し た プリ ンタ を 使用 
する こと が 可能 と な り ま す 。 
@ PRNDRV. SYS デバ イス ドラ イ バ の 機能 に つい て 
PRNDRV. SYS デバ イス ドラ イ バ に つい て は 、CONFIG. SYS ファ イル 中 の DEVICE 行 
で 、 行 末 に 次 の よう な パラ メー タ を 付加 する こと に より 、 プ リン タ 印 字 の 方 法 を 各種 に 設定 する こと 
が で きま す 。 


DEVICE=\ SYS\PRNDRV. SYS ミン Mn 
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7 . 5 RAM 大 名 ス ク に ョ MS 


ここ で 、n に は 次 の 値 の う ちの いずれ か を 指定 し ます 。 
n 印字 方 法 
0 すべ て の 文字 が コー ド 印 字 
1 英 数 字 、 カ ナ 文 字 、JIS 第 1 ・ 第 2 水準 漢字 は コー ド 印 字 、 外 字 の み ビ ッ ト イ メー ジ 印 字 
7 英 数 字 、 カ ナ 文 字 、 JIS 第 1 水準 漢字 は コー ド 印 字 、 第 2 水準 漢字 、 外字 は ビッ トイ メー ジ 印 


こっ 


3 た 5 
15 英 数 字 、 カ ナ 文 字 は コー ド 印 字 、JIS 第 1 ・ 第 2 水準 漢字 、 外 字 は ビッ トイ メー ジ 印 字 
31 すべ て の 文字 が ビッ トイ メー ジ 印 字 


な お 、#/Mn パラ メー タ を 指定 し な い 場 合 は 、#/M7 を 指定 し た の と 同様 と な り ま す 。 
た と えば 、CZ-8PK6 は 、JIS 第 1 ・ 第 2 水準 漢字 が 内 蔵 き され て いま す の で 、 こ れ ら を コー ド 印 字 に 
馬 た い 場 合 、 次 の よう に し じ ま す 。 


DEVICE= \ SYS\PRNDRV. SYS # ン M 1 


7.5 RAM ディスク に つい て 


本 章 の DEVICE コマ ンド で 説明 し た と お り 、 本 機 で は 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM、 メ イン メモ リ 、 スタ 
ティ ッ ク RAM を 、RAM ディ スク と し て 使用 する こと が で きま す 。 登録 を 行う に は 、 ス クリ ー ン エ 
ディ タ ED や CUSTOM コマ ンド を 使っ て CONFIG.SYS ファ イル 中 に 次 の よう な 行 を 追加 し た 後 、 
リセ ッ ト を 行っ て くだ さい 。 

(1) グラ フィ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 


DEVICE= \ SYS\RAMDISK. SYS #G 


この 行 を 登録 する こと に より 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM512K バイ ト 分 を RAM ディ スク と し て 使用 す 
る こと が で きま す 。 
な お 、 他 の アプ リケーション ソフ ト (た と えば X-BASIC な ど ) で グラ フィ ッ ク RAM を 使用 する 
と 、RAM ディ スク の 内 容 は 壊さ れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 
(2) メイ ン メ モリ を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 
DEVICE= \ SYS\RAMDISK. SYS #Mnnn 
ここ で 、 nnn に は 、 RAM ディ スク と し て 使用 する 容量 を KK バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 (1) の グラ フ 
ィ ッ ク RAM と と も に 同時 に 指定 する こと も 可能 で す 。 た と えば 、 
DEVICE=\ SYS\ RAMDISK.SYS #GM128 


と する と 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM512K バイ ト と 、 メ イン メモ リ 128K バイ ト の 順に RAM ディ スク が 割 
り 付 けら れ ま す 。 
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(3) スタ ティ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 
DEVICE= \ SYS\ SRAMDISK. SYS 


この 場合 は 、 こ の 行 を CONEFIG.SYS に 登録 し た 後 、Human68k の コマ ンド モー ド か ら 





SWITCH S=R 4 











と 入力 し ます 。 こ の 後に リセ モット を 行っ て くだ さい 。 
逆 に スタ ティ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する の を や め る 場合 は 、 


SwiTcH S=N | 





さき 区 衝 も ます 。 
な お 、 以 上 の いずれ の 場合 も RAM ディ スク の 内 容 を 初期 化す る と き は 、|SHIFT| キー を 押し な が 
ら リ セッ トス イッ チ を 押し て くだ さい 。 














(4) RAM ディ スク の 利用 法 

RAM ディ スク は 、 CONFIG.SYS の “DEVICE=” で 指定 し た 順に ドラ イブ 名 が 割り 当て られ ま 
す 。 た と えば 、 ハ ー ド ディ スク が 1 吾 、 フ ロッ ピー ディ スク が 2 耕 の シス テム の 場合 、 こ れ ら の ドラ 
イプ に は A、B、C と いう ドラ イブ 名 が 割り 当て られ 、 さら に CONEIG.SYS で 次 の よう に 指定 し て 
いる と 、 


DEVICE= \ SYS\RAMDISK.SYS #G 
DEVICE=¥ SYS\SRAMDISK. SYS 


グラ フィ ッ ク RAM の RAM ディ スク が ドラ イブ D に 、 ス タテ ィ ッ ク RAM の RAM ディ スク が ドラ 
イプ ブ E に 割り 当て られ ます 。 こ う し て 割り 当て られ た ドラ イブ に 対し て は 、 通 常 の ドラ イブ と 同じ よ 
うに 扱う こと が で きま す 。 


@RAMDISK.SYS に つい て 

RAMDISK.SYS で は 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM を RAM ディ スク に 使用 する こと が で きま す 。 し か し 、 
X.BASIC を 合 め 多く の アプ リケーション で グラ フィ ッ ク RAM が 使わ れる の で 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM 
を RAM ディ スク と し て 使わ な い 方 が 無難 で す 。 送 に ソフ トウ ェ ア 開 発 に 利用 する 場合 、 グ ラフ ィ ッ 
ク RAM を 使用 する こと が ほとん ど な い の で 、 積 極 的 に 利用 する と よい で し ょ う 。 

メイ ン メ モリ を RAM ディ スク に 使用 する 場合 、 設定 し た 分 だ け メ イン メモ リ と し て 利用 で きる メ 
モリ 容量 が 減り ます 。 で すか ら 、 あ まり 大 き な 値 を 設定 する と 、 メ モリ 不足 で 動作 し な い ア プリ ケー 
ショ ン も で て きま す 。 そ の 場合 は 、 設 定 値 を 変更 する か 、 別 売 の 増設 メモ リ を 増設 する か の どちら か 
の 方 法 を と っ て くだ さい 。 

RAM ディ スク は ハー ド デ ィ スク より も 高速 で すか ら 、 使 い 方 に よっ て は た い へ ん に 便利 な も の で 
す が 、 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 切る と その 内 容 が 消え て し まう と いう 欠点 ちあ り ま す 。 そ の た め 、 
RAM ディ スク に は プロ グラ ム フ ァ イル な どの 更新 する こと の な い フ ァイル を 格納 し 、 デ ー タ ファ イ 
ル な ど は ハー ド デ ィ スク ある い は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 格納 する よう に し て くだ さい 。 





第 8 章 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 





8.1 イン トロ ダク ショ ン 


Human68k は 、 何ら ちか の エラ ー が 発生 する と 、 これ を 検知 し 、 エ ラー メッ セー ジ を 画面 に 表示 し て 
その こと を 知ら せま す 。 し た が っ て 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 適 
切な 処置 を 行っ て くだ さい 。 


8.2 デバ イス エラ ー メ ッ セ ー ジ 
ディ スク ドラ イブ 、 デ ヂ ディスプレイ 、 プ リン タ な どの デバ イス に 対し て 読み 込み お よび 書き 込み を 実 
行 し て いる と き に エラ ー が 発生 し た 場合 、 次 の よう な 形 で エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


< エラ ー の タイ プッ > 
中 止 く <A 再 実行 <R> 無視 <? 


各 項 目 の 内 容 は 次 の と お り で す 。 
@ < エラ ー の タイ プッ > 
発生 し た エラ ー の 種類 を 表す メッ セー ジ で す 。 ど うい う 状 況 が 発生 し た か を 示す も の で す 。 


@ 中 止 <A> 再 実行 <R> 無視 <b? 
エラ ー 発 生後 の 処置 を どう する か の 応答 を 求め る メッ セー ジ で す 。 指 定 の キー を 押す と エラ ー メ ッ 
セー ジ は 画面 か ら 消 え 、 処 置 が 行わ れ ま す 。 処 置 方 法 に つい て は 、 次 の 8 . 3 節 を ご 覧 くだ さい 。 


8.3 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 

テバ パイ スエ ラー が 表示 され た と き は 、 A”、 *R/、『F の いずれ か を 押し て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 意 
味 は 、 次 の と お り で す 。 

YA” <Abort> 


読み 出し また は 書き 込み を 中 止 し ます 。 た だ ち に Human68k に 戻り ます 。^R"” で 再 実 行 し て も エ 
ラー が 繰り 返さ れる と き に は 、^A” を 押し て くだ さい 。 


YR” <Retry> 


処理 を 再 実行 し ます 。 ふ つう 、 デ バイ スエ ラー メッ セー ジ が 表示 され た と き は 、 ま ず こ の `^R” を 提 
2 ぐだ さい の 。 


YY <Ignore> 
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エラ ー を 無視 し て 、 そ の まま 処理 を 続行 し ます 。 複 数 の ファ イル の 処理 な ど を し て いて 、 処 理 を 先 
に 進め た いと き に は 、 を 選択 し ます 。 た だ だ し 、 デ ィ ス ク 上 の デー タ が 破壊 さん る こと も あり ます の 
で 注意 が 必要 で す 。 


2 用 








第 2 部 


スク リー ン エ ディタ ED 





1.3 BB の 志 先 


第 1 章 スク リー ン エ ディ タ ED の 概要 





この 章 で は スク リー ン エ ディ タ ED/ の 使い 方 に つい て 解説 し ます 。 


1「 巨 55 は 


ED は 、 ソー スプログ ラム や テキ スト ファ イル を 作成 ・ 編 集 する と き に 使用 する 、 ツ ー ル プロ グラ ム 
で す 。 ED は 豊富 な コマ ンド を 備え て お り 、 CONFIG. SYS ファ イル や AUTOEXEC. BAT ファ 
イル を 作成 する と き な ど に も 便利 に 使う こと が で きま す 。ED は シス テム ディ スク 上 の “BIN” と い 
う デ ィ レ クト リ の 中 に あり ます 。 


1 .2 ED の 機能 


ED は 次 の よう な 機能 を 備え て いま す 。 

@ 複 数 に わた っ て 編集 する こと が で きま す 。 

@ 1 行 の 文字 数 は 最大 128、256、512、1024 文 字 の う ちか ら 選 ぶ こ と が で きま す 。 

@ 編 集 画面 の 横 ス クロ ー ル を 行う こと が で きま す 。 こ れ に より 、 画 面 の 端 で 行 が 折り 返さ れる こと な 
く 、 長 い 行 を 入力 で きま す 。 

@ 一 度 に 10 個 まで の ファ イル の 編集 が 可能 で す 。 

@ 切 り 貼 り 用 の カッ トバ ッ フ ァ (文字 列 の 作業 用 一 時 格納 エリ ア ) が 用 意 さ きれ て お り 、 テ キス ト の プ 
ロッ ク 移 動 や ブロ ッ ク コ ピー な ど を 行う こと が で きま す 。 

@ テ キス ト の 編集 中 に 、 他 の ファ イル を 読み 込み 、 こ れ を 挿入 し た り 追 加 し た りす る こと が で きま す 。 

@ 迅 速 な 処理 を 実現 する た め 、 確 認 の た め の メ ッ セ ー ジ は 極力 少な く 抑 えて あり ます 。 

@ 日 本 語 入力 を 行う こと も 可能 で す 。 日 本 語 の 入力 方 法 に つい て の 詳細 は 、「 取 扱 説明 書 ] の 「 第 3 部 
日 本 語 入 力 」 を 参照 し て くだ さい 。 





1 . 3 ED の 起動 


ED を 起動 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 
ED 〔<d : >]〔< く パス 名 >】 く < ファ イル 名 > 〔. < 拡張 子 >) 


ここ で 、<d : > は ドラ イブ 名 を 、 ン ス 名 > は パス 名 を 、 く < ファ イル 名 > は 主 フ ァイル 名 を 、< 扱 張子 > 
は 拡張 子 を 、 そ れ ぞ れ 示 し て いま す 。 

この と き ド ライ ブ 名 を 指定 し な いと カレ ント ドラ イブ が 対象 と な り ま す 。 ま た 、 何 も ファ イル 名 を 
指定 し な いと ED. $ $ $? と いう ファ イル 名 を も つ フ ァイル が 自動 的 に 作成 され ます 。 

* ヾ ED, $$ $” ファ イル が 作成 され た と き は 、ED の 終了 後 、 リ ネー ム (REN) を する か 、 ま た は 
COPY コマ ンド で その 内 容 を 他 の ファ イル に コピ ー す る よう に し て くだ さい 。 

な お 、 ED の 起動 時 に は 、 さら に いろ いろ な スイ ッ チ を 指定 する こと も で きま す 。 これ に つい て の 詳 
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細 は 、[ 第 3 章 ED の スイ ッ チ 付き 起動 ] を ご 覧 くだ さい 。 
次 の よう に 入力 し て 、 


ED EDIT. TXT 


ED を 起動 する と 画面 は 下 の よ うに な り ま す 。 





ここ で 、 画 面 の 下部 に ある メッ セー ジ は 、 左 か ら 順 に 、 
@ 編 集 する ファ イル 名 
@ カー ソル の ある 行 (現在 行 ) の 行 番号 (ファ イル の 先頭 か ら 何 行 目 か ) 
@ メ モリ の 空き 領域 (バイ ト 数 ) 
@ 入 力 モ ー ド (入力 され た 文字 が 挿入 され る “挿入” モー ド か 、 上 書き され る ^ 上 書 " モー ド か ) 
@ 大 文字 ノ 小 文字 変換 ([CTRL|+[ ] | で 、 い 大 "文字 に 変換 する か 、^ 小 ” 文字 に 変換 する か ) 
を 、 そ れ ぞ れ 表 し て いま す 。 

ここ で は 、 フ ァイル に EDIT. TXT を 指定 し て 起動 し た た め 、 編 集 す る ファ イル 名 は EDIT. TX 
と な っ て いま す 。 

何 か キ ー を 押し 続け て みて くだ さい 。 画面 の 右端 を 超え て も 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 

た と えば 、 AA” の キー を 続け て 入力 する と 、 ヾ A” が 画面 の 右端 に 達し た と き に 、 さ ら に 入力 で きる 
よう に 画面 全体 が 左 方 向 に 動き ます 。 


AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA-AAAAA 


この よう な 機能 を 、 横 スク ロー ル と いい ます 。 画 面 に 表示 で きる 1 行 の 文字 数 は 96 文 字 (また は 64 
文字 ) で す が 、 横 スク ロー ル を 利用 する こと に より 、 行 の 折り 返し な し で 、 最 大 文字 数 (128/256/ 
512/1024 の いずれ か ) まで 入力 する こと が で きま す 。 

適当 な と ころ で リタ ー ン キー を 押す と 、 2 行 目 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA-AAAA 
| | 
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1.4 ED の 終了 


この と き 、 横 スク ロー ル し て いた 画面 は も と の 位置 に 戻り ます 。 
同様 に し て 、 い ろ い ろ な キー を 押し て 対応 する 文字 が 画面 に 表示 され る の を 確認 し て くだ さい 。 具 
給 的 な ED の 使い 方 に つい て は 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 


1.4 ED の 終了 


昌 ファ イル の 編集 内 容 を セー ブ し て 終了 
編集 内 容 を ディ スク に セー ブ (格納 ) し て 編集 を 終了 し た いと き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


・| E |(| ESC | を 押し 、 続 け て | E | を 押す ) 


編集 中 の ファ イル は 、 指 定 し た ファ イル 名 で ディ スク に セー ブ さ れ 、 Human68k の コマ ンド モー ド 
に 戻り ます 。 


(2) ファ イル を 編集 前 状態 で 終了 
編集 前 の 状態 、 す な わ ち ED の 起動 君 に 指定 し た ファ イル の 内 容 を 変更 する こと な く 終 了 し た いと 
き は 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


| ESC |・| Q |(| ESC | を 押し 、 続 け て | Q | を 押す ) 








計る と 
本 当 に エディ タ を 終了 し て よろ し いで すか (Y ノ ア N) 
と 表示 され ます の で 、 こ こ で Y を 押せ ば 編集 を 終了 し ます 。N を 押せ は ば 編集 画面 に 戻り ます 。 
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第 2 章 ED の コマ ンド の 解説 





本 章 で は 、 テ キス ト の 編集 を 行う た め の コ マン ド や キー 操作 に つい て 、 説明 し ます 。 
コマ ンド に は 、CTRL (コン トロ ー ル キー) 系 と ESC (エス ケー プ キ ー) 系 、 そ れ に 単独 キー 系 の 
3 種類 が あり ます 。 次 に その 操作 方 法 と 本 書 で の 表記 法 に つい て 説明 し ます 。 


を CTRL 系 の コマ ンド 
CTRL 系 の コマ ンド は 、 |CTRL | を 押し な が ら 、 アル ファ ベッ ト 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 
入力 する も の で す 。 こ の 操作 方 法 を 、 


[CTRL|+| X |(X は アル ファ ベッ ト 1 文字 の キー) 


の よう に プラ ス 記 号 で つない で 表示 し ます 。 














金 ESC 系 の コマ ンド 
ESC 系 の コマ ンド は 、 ま ず | ESC | を 押し 、 画面 左下 に アス タリ スク (*) が 表示 され て か ら 、 続 け 
て アル ファ ベッ ト 1 文字 を どの キー を 押す こと に よっ て 入力 する も の で す 。 この 操作 方 法 を 、 

















ESC |・| X |(xX は 1 文字 の キー) 

















の よう に “・? 記号 で 区 切っ て 表示 し ます 。 


単独 キー 系 の コマ ンド 
単独 キー 系 の コマ ンド は 、 ファンク ショ ン キ ー や | INS |、| DEL | と いっ た 、 単独 の 特殊 キー で 入 
力 す る も の で す 。 こ れ に は 、 | SHIFT | を 押し な が ら 用 いる 場合 も 含み ます が 、 こ の と き は 、 





























SHIFT |+| X |(X は 単独 の 特殊 キー) 











の よう に 表示 し ます 。 
以降 で は 、 ED の コマ ンド の 使用 法 を 目的 別に 述べ ます が 、 それ ぞ れ の 項 で 、 この 3 種類 の コマ ンド 
系 に 分 け て 解説 し ます 。 


2.1 カー ソル の 移動 


ED は 、 編 集 作業 を 画面 上 で 行い ます の で 、 作 業 の 中 心 は 常に カー ソル 位置 に な り ます 。 文 字 の 検索 ・ 
削除 や 、 行 の 削除 ・ 挿 入 な どの よう な 編集 作業 は 、 カ ー ソ ル が 表示 され て いる 位置 を 基準 点 と し て 行 
われ ます 。 し た が っ て 、 ま ず 何 か の 作業 を 行う 前 に は 、 カ ー ソ ル を 目的 の と ころ に 移動 し な く て は な 
り ませ ん 。 

カー ソル の 移動 を 行う コマ ンド は 、 次 の と お り で す 。 


228 





多 CTRL 系 の コマ ンド 
@ ] 文字 単位 の 移動 

ICTRLI+[E | 
[CTRL|+| X | 
CTRLI+[ S | 
ICTRLI+[D | 














2.| カー ソル の 移動 


カー ソル を 上 に 移動 し ます 。 
カー ソル を 下 に 移動 し ます 。 
カー ソル を 左 に 移動 し ます 。 
カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 


この 4 つの コマ ンド は 次 の よう に カー ソル 移動 キー に 対応 し て いま す 。 










































































LE | 
CTRL|+| S | D| = [< | っ 」 
@ 行 単位 の 移動 
[CTRL|+| B | カー ソル を 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 先頭 に ある と き は 行 の 終り に 移動 し ます 。 
それ 以外 は 、 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 
ICTRLI+[ Q カー ソル を 行 の 左端 に 移動 し ます 。 
ICTRLI+| P | カー ソル を 行 の 右端 に 移動 し ます 。 
ICTRLI+| I | 水平 タプ で 指定 し た 分 カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 画 面 の 右端 に きた と き 
は 次 の 行 に 改行 され ます 。 
CTRL|+| M 改行 し ます 。 挿 入 モ ー ド の と き は 、 行 を 分 割 し ます 。 
[ば | と 同じ 機能 で す 。 
@ ワ ー ド 単位 の 移動 
ICTRLI+|A | カー ソル を 1 ワー ド 左 に 移動 し ます 。 
[CTRL|+| F | カー ソル を 1 ワード 右 に 移動 し ます 。 
この 2 つの コマ ンド に より 、 カ ー ソ ル を ワー ド 単 位 で 移動 する こと が で 
きま す 。 ここ ぞ で 、 ワー ド と は 、 空自 、. カ ンマ 水平 タプ な ど で 区 切ら ちら れ た 
文字 列 の 単位 の こと を 示し ます 。 
@ ペー ジ 単 位 の 移動 
ICTRLI+[| R | カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 。 
IROLL DOWN| と 同じ 機能 で す 。 
CcTRL|+[ C | カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 。 











人 ESC 系 の コマ ンド 


[ESC]・[B | 





IROLL UH と 同じ 機能 で す 。 


カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 。 
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ESC|・| Z | 


EScl[n 上 | 回 











着 
3 
| 
4 
AG 


で ! 


る 
a 
| 


OLL DOWN 


dE 


Hk 











2.2 挿入 
挿入 を 行う コマ ンド は 、 


を を CTRL 系 の コマ ンド 


[CTRLI+LN | 


単独 キー 系 コマ ンド 


INS 


カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 終り に 移動 し ます 。 
カー ソル を n (数 値 ) で 指定 し た 行 に 移動 し ます 。 カ ラム 位置 ( 横 方 向 の 桁 
位置 ) は 変わ り ま せん 。 


カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 ) に 移動 し ます 。 
カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 。 
カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 終り に 移動 し ます 。 
改行 し ます 。 挿 入 モ ー ド の と き は 、 行 を 分 割 し ます 。 
カー ソル を 上 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 下 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 左 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 

水平 タプ で 指定 し た 分 カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 画 面 の 右端 に きた と き 
は 次 の 行 に 改行 され ます 。 


次 の と お り で す 。 


カー ソル の ある 行 (現在 行 ) の 前 の 行 に 空白 行 を 1 行 挿入 し ます 。 
現在 行 の カラ ム 位 置 に か か わら ず 実 行 さ れ ま す 。 


現在 行 の 次 の 行 に 現在 行 を 挿入 コピ ー し ます 。 

キー 上 の 赤 の ラン プ が つい て いる と き は 挿入 モー ド で す 。 

文字 は 、 カ ー ソ ル の ある 位置 の 直前 の カラ ム に 挿入 され ます 。ED の 画面 に 
は “挿入” と 表示 され ます 。 

ラン プ が 消え て いる と き は 上 書 モー ド で 、 文 字 は 、 カ ー ソ ル の ある 位置 か 
ら 上 書き され ます 。 ED の 画面 に は ` 上 書 ” と 表示 され ます 。 
挿入 と 上 書 は バト グル ′” に な っ て お り 、 押す ご と に 状態 が 反転 する よう に 
な っ て いま す 。 
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2.3 削除 
削除 を 行う コマ ンド は 、 


を を CTRL 系 の コマ ンド 


ICTRLI+LG | 
ICTRLI+[ H 


[CTRL|+| T 
ICTRLITLY 





ICTRLI+| U 
[CTRL|+| K 

















2.4 検索 
検索 を 行う コマ ンド は 、 


を ESC 系 の コマ ンド 


ESC |・| N 
ESC| S 





人 単独 キー 系 の コマ ンド 


次 の と お り で す 。 


カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 

と 同じ 機能 で す 。 

カー ソル 位置 の 前 の 文字 を 削除 し ます (バッ クス ペー ス )。 
と 同じ 機能 で す 。 

カー ソル 位置 の ワー ド を 1 ワー ド 削 除 し ます 。 

現在 行 を 1 行 削除 し ます 。 

カー ソル の カラ ム 位 置 に か か わら ず 実 行 さ れ ま す 。 
この キー で 削除 きれ た 文字 列 は 、 [CTRL |+| L | で 復帰 (押入 ) する こと 
が で きま す 。 

行 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 の 前 まで を 削除 し ます 。 

カー ソル 位置 の 文字 か ら 行 の 終り まで を 削除 し ます 。 


次 の と お り で す 。 


文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 検索 し ます 。 
コマ ンド の 実行 方 法 は 、 と 同じ で す 。 

文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 検索 し ます 。 
コマ ンド の 実行 方 法 は 、 | SHIFT |+|F 4 | と 同じ で す 。 








文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 検索 し ます 。 

指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か らき が し 、 最 初 に 見 つか っ た と ころ に カ 
ー ソ ル が 移動 し ます 。 

検索 は 1 回 の み 行 われ ます 。 同 文字 列 に つい て 、 続 いて 検索 を 行い た い 
と き に は 、[F 5 | を 押し て くだ さい 。 

[F 4 | を 押す と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 検索 文字 列 : 回 
画 が 点 減 し ます 。 検索 する 文字 列 を 入力 し 、 ば | を 押 じ で ぐだ さい 。 
検索 文字 列 と 同じ 文字 列 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 
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| SHIFT |+[F 4 








該当 する 文字 列 が 見 つか ら な いと き は 、 検 索 前 の 状態 に 戻り ます 。 こ の と 
き 特 に エラ ー メ ッ セ ー ジ は 表示 され ませ ん 。 





EF 4 | の 逆 方 向 の 検索 を 行い ます 。 カ ー ソ ル 位 置か ら 文頭 に 向かっ て 検索 














[SHIET |+[F 5| 








2.5 置換 
置換 を 行う コマ ンド は 、 


を る ESC 系 コマ ンド 


[EScl[ 了 | 


BR ま SS 

コマ ンド の 実行 方 法 は [F 4 | と 同じ で す 。 

検索 は 1 回 の み 行わ れ ま す 。 同 文字 列 に つい て 、 続 いて 検索 を 行い た い 
と き に は 、| SHIFT |+ IF 5 | を 押し て くだ さい 。 








指定 し た 文字 列 を 連続 的 に 文末 に 向かっ て 再 検索 し ます 。 

F 5 | を 用 いる 前 に 、IF 4 | また は SHIFT |+[F 4 | で 、 検 索 文字 列 を 指 
定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

再 検索 は 該当 する 文字 列 が 見 つか ら な く な る まで 行わ れ ま す 。 

[FF 5 | を 押す と 指定 し た 文字 列 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 
続い て [F 5 | を 押す と 次 の 文字 列 が 再 検索 され ます 。 



































[F 5 逆 方 向 の 再 検 索 を 行い ます 。 カ ー ソ ル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 再 
検索 し ます 。 

SHIFT |+ IF 5 を 用 いる 前 に 、[F 4 | また は SHIFT |+[F 4 で 、 検 
索 文字 列 を 指定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

コマ ンド の 実行 方 法 は IF 5 | と 同じ で す 。 





























次 の と お り で す 。 


カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 旧 文 字 列 : 画 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 新 文字 列 : 画 


新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 す る 
と 、 
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[Esc]・ [1 | 


[Esc]. LR | 


2.5 7 置換 


検索 中 ESC て 中 止 
と 表示 され 、 該 当 する 置換 前 文字 列 が 見 つか る と 、 
置換 し ます か ? (Y/N) 


と た ず ね て きま す 。 ここ で 、 置換 を 行う 場合 は Y を 、 置換 し な い 場合 は N 
を 押し ます 。 

続い て 、 次 の 置換 前 文字 列 が さき が さ れ ま す 。 置 換 は 、 置 摘 前 文字 列 が な く 
な る まで 続け られ ます 。 

置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場 合 は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 


カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 旧 文 字 列 : 較 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、[J| を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 新 文字 列 : 画 








新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、| を 押し て くだ さい 。 








検索 中 ESC で て 中止 
と 表示 され 、 該 当 する 置換 前 文字 列 が 見 つか る と 、 
置換 し ます か ? (Y ン N) 


と た ず ね て きま す 。 ここ で 、 置換 を 行う 場合 は Y を 、 置換 し な い 場 合 は N 
を 押し ます 。 

続い て 、 次 の 置換 前 文字 列 が さき が され ます 。 置 換 は 、 置 換 前 文字 列 が な く 
な る まで 続け られ ます 。 

置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場合 は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 





カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 旧 文 字 列 : 較 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
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[ESclLU | 


単独 キー 系 コマ ンド 
IF 3] 








SHIEFT | 十 jF3 


前 方 置換 新 文字 列 : 画 


新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
する と 、 


検索 中 ESC で 中 止 
と 表示 され 、 該 当 す る 置換 前 文字 列 は すべ て 置換 後 文字 列 に 置換 され ます 。 
置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場合 は 、 | ESC | を 押し て くだ きい 。 


カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 | 旧 文 字 列 : 較 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 || を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 新 文字 列 : 還 





新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、[| を 押し て くだ さい 。 
する と 、 


検索 中 ESC で 中 止 


と 表示 され 、 該 当 す る 置換 前 文字 列 は すべ て 置換 後 文字 列 に 置換 され ます 。 
置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場合 は 、| ESC | を 押し て くだ さい 。 





カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 

コマ ンド の 実行 方 法 ESC |・| R | と 同じ で す 。 

カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 

コマ ンド の 実行 方 法 は [ ESC」・ と 同じ で す 。 


2.6 ファ イル の 読み 込み ・ 書 き 出 し 


ファ イル の 読み 込み 


を を ESC 系 の コマ ンド 


・ 書 き 出し を 行う コマ ンド は 、 次 の と お り で す 。 
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IESc|:[Y 
[ESC]-[W | 
ユー すま 


2 > アー Sb/ で テイ 


別 の ファ イル を 編集 中 の ファ イル に 読み 込み ます 。 

すでに 作成 し て ある 別 の ファ イル を 読み 込む と き に 使用 し ます 。 現 在 行 ( カ 
ー ソ ル の ある 行 ) の 直前 に 、 指 定 し た ファ イル 全体 が 挿入 きれ ます 。 コ マ 
ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル 読込 み : 一 


ここ で 読み 込む ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 続い て |J| を 押し て く 
だ さい 。 指定 フ ァイル が 読み 込ま れ ま す 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場合 に は 、 を 押し て くだ さい 。 


編集 中 の ファ イル か ら 一 部 分 を と り 出 し 、 新 し い フ ァイル と し て 作成 ( 書 
き 出し ) し ます 。 

これ に は 、 2 通り の 方 法 が あり ます 。 

(1) 現在 行か ら フ ァイル の 最後 まで を 書き 出す 場合 

| ESC |・[| W | を その まま 実行 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され 
素 誠 8 





ファ イル 書 出し : 画 


ここ で 、 作 成す る ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場合 に は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 

(2) 特定 範囲 内 の 内 容 を 書き 出す 場合 

まず 、 指 定 し た い 範 囲 の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し て か ら 、IF 6 | を 押 
し 、 範 囲 指定 を 開始 し ます 。 

続い て 、 指 定 し た い 範 囲 の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 次 に 、 
| ESC |・ | W |] を 実行 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル 書 出し : 画 





ここ で 、 作 成す る ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場合 に は 、[ ESC | を 押し て くだ さい 。 


カッ トバ バッファ 


カッ トバ ッ フ ァ は まとまっ た 量 の 文字 列 を 削除 ・ 複 写 ・ 貼 付す る と き に 使用 し ます 。 
パカ ッ ト ′ バッ ファ は 、 あ る まとまり の ある 文字 列 を 切り 取っ て (カッ ト ) 一 時 的 に 格納 し て お き 、 
次 の 処理 (移動 ・ 複 写 ) に 備え る よう に な っ て いる も の で す 。 


人 を ESC 系 コマ ンド 








ESC 








n [Pg 








カー ソル の ある 行か ら n 行 分 カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 。n 行 分 の テキ 
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スト は 削除 きれ ます 。n は 任意 の 数 値 で 、 これ を 省略 する と 、 1 と な り ま 
3 

[本 Ca G1 回 カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に n 回 挿入 し ます 。n は 任意 の 数 二 
で 、 こ れ を 省略 する と 、1 と な り ま す 。 














単独 キー 系 コマ ンド 

IF 6| カッ トバ ッ フ ァ に テキ スト を 格納 する 前 に 、 格 納 す る 範囲 を 行 単位 で 指定 
する た め に 使い ます 。 
指定 し た い 範囲 の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し て か ら |F 6 | を 押す と 、 画 
面 左 下 に 次 の よう に 表示 され ます 。 








範囲 指定 


続い て 、 指 定 し た い 範 囲 の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 次 に 説明 
する |F 7 | ある い は |F 8 | を 押し ます 。 
































IF 7 [F 6 | で 指定 し た 行か ら 現在 行 の 前 の 行 に いた る まで の 範囲 内 の テキ スト 
を 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 指 定 範囲 内 の テキ スト は 削除 きれ ます 。 

F 8 F 6 | で 指定 し た 行か ら 現 在 行 の 前 の 行 に いた る まで の 範囲 内 の テキ スト 
を 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 指 定 範囲 内 の テキ スト は その まま 削除 
され ず に 残り ます 。 

F 9 カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に 挿入 し ます 。 











カッ トバ ッ フ ァ を 使用 し て 実際 に テキ スト の 編集 を する と き は 、 次 の よう に し ます 。 


@ テ キス ト の 移動 
1 . 移動 元 と な る テキ スト の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 [F 6 | を 押し て 範囲 指定 を 開始 し ます 。 
2 . 次 に 、 移 動 元 の テキ スト の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 こ こ で IF 7 | を 押し て 移動 元 テ 
キス ト 全 体 を カッ トバ ッ フ アァ に 格納 し ます 。 こ の と き 、 指 定 し た テキ スト は 、 編 集 画面 上 か ら 
削除 され ます 。 
3。 カーソル を 移動 し て 、 カ ッ ト バ パッ フ ァ 中 の テキ スト を 挿入 し た い 場 所 まで も っ て いき 、LESC 
| na |・[ G | 以 | 実行 する か 、 ま た は [F 9 | を 押し ます 。 (ESC Ln [G1 で は 、 
n に 数 値 を 指定 すれ ば 、n 回 分 挿入 で きま す )。 
4 テキ スト は 、 現 在 行 の 直前 に 挿入 され 、 結 果 的 に テキ スト が 移動 きれ ん た こと に な り ま す 。 
な お 、1. 一 2. の 作業 の 代 ゎ り に 、[ESC][m [PF |g を 使っ て 指定 行 分 の テキ スト を カ 
ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 する こと も で きま す 。 















































@ テキ スト の 複写 
1 . 複写 元 と な る テキ スト の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し 、|F 6 を 押し て 範囲 指定 を 開始 し ます 。 
2. 次 に 、 複 写 元 の テキ スト の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 こ こ で F 8 | を 押し て 複写 元 テ 
キス ト 全 体 を カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 こ の と き 、 指 定 し た テキ スト は 、 編 集 画面 上 か ら 
は 削除 きれ ず に 残り ます 。 


























236 





2.8 その 他 の 編集 コマ ンド 


3. カー ソル を 移動 し て 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ 中 の テキ スト を 挿入 し た い 場 所 まで も っ て いき 、| ESC | [ESCI 
Ln |[ G | 回 を 実行 する か 、 ま た は IF 9 | を 押し ます 。( [ESC・[ nm | G | 回 で 
は 、n に 数 値 を 指定 すれ ば 、n 回 分 挿入 で き ます 。) 
4. テキ スト は 、 現 在 行 の 直前 に 挿入 きれ 、 結 果 的 に テキ スト が 複写 され た こと に な り ま す 。 
な お 、1. 一 2. の 作業 の 代わ り に 、[ ESC|・| n |・| P | を 使っ て 指定 行 分 の テキ スト を カ 
ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 する こと も で きま す 。 た だ し 、 画 面 上 か ら は 削除 され ます 。 
































2.8 その 他 の 編集 コマ ンド 


を を CTRL 系 コマ ンド 

叶 馬 41 ED の ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 。 
コマ ンド の 使い 方 を 参照 する と き に 使用 し ます 。 
と 同じ 機能 で す 。 





[CTRL+[ ] | 現在 の カー ソル の 位置 の 文字 を 、 大 文字 また は 小文字 に 変換 し ます 。 
大 文字 に 変換 する か 小文字 に 変換 する か は 、| ESC | ] | で 切り か えら れ 
に 
CTRL+| V | コン トロ ー ル コー ド を 入力 し ます 。 
CTRL| +| V | に 続け て 、 入 力 し た ない コ ント ロー ルコ ー ド の 大 文字 を 押 
幸信 上 






































を を ESC 系 コマ ンド 
LESCl・[ 0 ] 現在 編集 中 の ファ イル を 編集 前 の 状態 に 戻し ます 。 そ れ ま で に 行っ た 編集 
作業 は 無効 と な り 、 最 初 の 状態 と な り ま す 。 

コマ ンド を 実行 する と 、 





再編 集 (Y ン N) 
と た ず ね て きま す 。Y を 押せ は 編集 前 の 状態 に 戻り 、N を 押せ ば 以前 の 編 
集 画面 に 戻り ます 。 
SC 現在 編集 中 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ます 。 


コマ ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ファ イル 名 変更 : メメ メメ .X メ メメ 較 


ペ ※ メ ※. メ メメ に は 、 現 在 編 集中 の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
ここ で 、 [ BS | を 使っ て カー ソル を 前 に 戻し 、 新 し い フ ァイル 名 を 入力 後 、 
に ほ 押 し て くだ さい 。 
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Esc] Lc 


[Esc]・[™ ] 


[sc] 


[Esc]・ LI 1 





ESCI・| @ | 


単独 キー 系 コマ ンド 
HELP 
LCLR | 





UNDO 











ED か ら 抜 け 出す こと な く < Human68k の コマ ン ド を 実行 する と き に 使 


用 し ます 。 
実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Human68k: 左 


一 に Human68k の コマ ンド を 入力 し ます 。 コ マン ド が 正しい と き は 指定 
し た コマ ンド が 実行 きれ た 後 、 任 意 の キー の 入力 待ち と な り ま す 。 何 か キ 
ー を 押す と 、ED の 編集 に 戻り ます 。 ま た 、 こ こ で 単に [| だ け を 押す と 、 
HHuman68k の コマ ンド 待ち に な り ます 。 再び ED に 戻る と き は EXIT[J| 
と 入力 し ます 。 


改行 記号 (!) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

ED で は 通常 、 改 行文 字 は 表示 され ませ ん 。 この コマ ンド を 実行 する と くり ” 
記号 に より 改行 の 位置 が 表示 され ます 。 

も う 一度 [ESC]・[ M を 実行 する と 、 改 行 記号 の 表示 は 解除 され ま す 。 


大 文字 ・ 小 文字 変換 モー ド の 切り か え を し ます 。 
[CTRL|+[ ] ] を 使っ て 、 現 在 カ ー ソ ル の ある と ころ の 文字 を 大 文字 ま 
た は 小文字 に 変換 する と き に 、 ど ちら に 変換 する の か を 切り か える の に 使 
いま す 。 

大 文字 変換 モー ド に な っ て いる と き に は 、 画 面 右 下 に 大” と 表示 され 、 
小文字 変換 モー ド に な っ て いる と き に は ツ と 表示 され ます 。 


タプ 記号 (っ ・・・) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 
ED で は 通常 、 水 平 タプ は 表示 され ませ ん 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 
いつ っ ・・・/ 記号 に より タブ の 位置 が 表示 され ます 。 
も う 一 劇 ESC]・[ 1 | を 実行 する と 、 タ ブ 記号 の 表示 は 解除 る れ ます 。 


マク ロ を 定義 し ます 。 

ESCI| ・ を 押し て 、 次 に IESC| ・| @ | を 押す まで に 入力 し た 内 容 
が マク ロ と し て 定義 され ます 。 定 義 し た マク ロ は |UNDO| を 押す と 実行 さ 
れ ま ず す 。 

















ED の ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 。 

ファ イル の 終端 記号 (EOF) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

ED で は 通常 、 フ ァイル 終端 記号 は 表示 され ませ ん 。 こ の コマ ンド を 実生 
する と い EOE 記号 に より ファ イル の 終端 位置 が 表示 され ます 。 

も う 一 度 | CLR | を 押す と 、 フ ァイル 終端 記号 の 表示 は 解除 され ます 。 
定義 きれ た マク ロ を 実行 し ます 。(|ESC| ・| @ | 参照 )。 
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2.9 ファ イル の セー プ ブ ・ 編 集 の 終了 


2.9 ファ イル の セー プ ブ ・ 編 集 の 終了 


金 ESC 系 コマ ンド 


LESC ト [H | 





[ESC]・[X | 


LESC]・[E 





[Esc]・[Q | 





現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に テー プ し ます 。 

現在 の 編集 状態 を 一 度 記録 する と き に 使用 し ます 。 

コマ ンド を 実行 し て も 、 画 面 上 で は 何 も 起 こり ませ ん が 、 現 在 編集 中 の フ 
ァイル だ けが 、 現 在 の ファ イル 名 で セー ブ さ れ ま す 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー プ し た い 場 合 は 、 あ ら か じ め | ESC |・ 
| 了 | で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ンド を 実行 し て く 
だ さい 。 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
複数 ファ イル の 編集 (2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 現 在 編集 中 の ファ 
イル だ け を 終了 し 、 残 り の ファ イル の 編集 は 継続 し ます 。 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 

複数 ファ イル の 編集 (2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 現 在 編集 中 の ファ 

イル だ け を セー プ ブ し 、 こ れ 以 外 の ファ イル は セー プ ブ し ませ ん 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー ブ したい 場合 は 、 あ ら か じ め 「 ESC |・ 
了 | で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ンド を 実行 し て く 

だ さい 。 

















編集 中 の すべ て の ファ イル を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
複数 ファ イル の 編集 (2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 編 集中 の すべ て の 
ファ イル を セー プ し ます 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー ブ し た い 場 合 は 、 各 ファ イル に つき 、 あ 
ら か じ め | ESC 上 | T | で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ン 


ド を 実行 し て くだ さい 。 


編集 中 の すべ て の ファ イル を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
それ まで 編集 し た 結果 を すべ て 無効 に する と き に 使用 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


本 当 に エディ タ を 終了 し て も よろ し いで すか (Y ン N) 


ここ で Y を 入力 する と ファ イル の 編集 前 の 状態 で ED を 終了 し ます 。N 
を 入力 する と も と の 編集 画面 に 戻り ます 。 
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2.10 複数 ファ イル の 編集 


FD で は 、 一 度 に 10 個 まで の ファ イル を 編集 する こと が で きま す 。 
複数 ファ イル の 編集 を 行う 場合 に は 、 コ マン ドモ ー ド か ら ED を 起動 する 際 に 、 次 の よう に 指定 し 
ます 。 各 ファ イル の ファ イル 名 は 、 ス ペー ス で 区 切っ て くだ さい 。 


ED [< ファ イル 1 >] [< ファ イル 2 >]………【< フ ァイル 10>〕 


この 形式 で ED を 起動 し た 後 、 次 に 示す よう な コマ ンド を 用 いる こと に より 、 編集 の 対象 と な る フ 
ァイル を 切り か えな が ら 、 それ ぞ れ の ファ イル に つい て 編集 を 行う こ と が で きま す 。 


念 ESC 系 コマ ンド 


[ESc[A | 





[ESCl・| D 











[EScl・[F | 


[ESclLY | 


編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か を を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 順 、 す な ね わ 
ち 、 


ファ イル 1 ラフ ァイル 2 っ 
。。・ ラ フラ ァイル 9 ラフ ァイル 1 0 マフ ァイル 1 


の 順に 行わ れ ま す 。 
編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 


ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 逆順 、 す な わ 
ち 、 


ファ イル 1 っ ファ イル 1 0 ラフ ァイル 9 っ 
<・・ー ラ ファ イル 2 ラフ ァイル 1 


の 順に 行わ れ ま す 。 

新しい ファ イル を 作成 し ます 。 

コマ ンド を 実行 する と 、 
編集 ファ イル : 田 


と 表示 され ます 。 作 成 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し 、|』| を 押し て 
くだ さい 。 新しい フ ァイル が 編集 の 対象 と な り ま す 。 





タグ ジャ ンプ を 行い ます 。 

編集 中 、 他 の ファ イル を 参照 し た い 場合 に 使う も の で 、 次 の よう に し て 実 
親しま 

まず 、 つ き の 例 の よう に 、 編 集 画面 中 の 任意 の 1 カラ ム 目 か ら 、 参 照 し た 
い フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し 、 続 け て | TAB | を 押し て か ら 数 値 を 入 
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金 単独 キー 系 コマ ンド 








SHIFT 





十 





F 6 








まま 


2.10 複数 ファ イル の 編集 





CONFIG. SYS | TAB | 3 











数 値 は 、 目 的 の ファ イル が 開か れ た と き の 、 カ ー ソ ル の 位置 ( 行 数 ) を 
示し ます 。 





続い て 、 





ESC ト 


V | を 実行 し て くだ さい 。 こ の 例 で は CONFIG. SYS 











ファ イル が 開か れ た 後 、 3 行 目 に カー ソル が 置か れ ま す 。 

な お 、 指 定 の ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 は 、 “タグ ファ イル が 無効 で す " 
と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 も と の 編集 画面 に 戻る に は 、 こ こ で 任意 の 
キー を 押し て くだ さい 。 

また 、 FIND コマ ンド で FIND text *.S ノン F > TEMP と 実行 し 、 


その 出力 を リダイレクト 機能 を 用 いて 、 TEMP と いう ファ イル に 作成 し 、 
その ファ イル で タグ ジャ ンプ を 使っ て すばやく 参照 する こと が で きま す 。 


編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 順に 行わ れ 


ます $ 





BSC ド 








A 














SHIFT 











EF 








な お 、 複 数 ファ イル の 編集 を 終了 する 場合 、 す べ て の ファ イル に つい て 終了 し た けれ ば 、 次 の い ず 


編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 逆順 に 行わ 


れ ま す 。 





ESC | に 








D 














れ か を 使用 し な く て は な り ま せん 。 





ESC |・ 


E 








ESC |・ 











Q 








次 の コマ ンド を 使用 し た 場合 は 、 現 在 編 集中 の ファ イル に つい て だ けし か 終了 し ませ ん の で 注意 が 











必要 で す 。 
ESC kX 
ESC [ja 

















編集 中 の すべ て の ファ イル を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
編集 中 の すべ て の ファ イル を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 


と 同じ 機能 で す 。 


と 同じ 機能 で す 。 
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第 3 章 ED の スイ ッ チ 付き 起動 











ED は スイ ッ チ を 付け て 起動 する こと に より 、 そ の 実行 環境 の 設定 を 行う) こと が で きま す 。 
ED を スイ ッ チ 付き で 起動 する に は 、 次 の 書式 を 使い ます 。 


ED (一 AJ〔ーB〕 (EH (LM 【 一 S〕 【 一 T〕 
[ く フ ァイル 1 >〕 … 〔 く ファ イル 10>〕 


< ファ イル 1 > < ファ イル 10> に つい て は 、「 2 .10 複数 ファ イル の 編集 」 に 説明 し て あり ます の 
で 、 参 照 し て くだ さい 。 


各 ス イッ チ の 意味 は 、 次 に 示す と お り で す 。 


ーA へ ヘルプ ファ イル の パス 指定 。 
ヘル プ ' フ ァイル の 存在 し て いる ディ レク トリ の フル ノ パ ス 名 で 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、 ヘル プ フ ァ イ ル の パス 名 は 、 ED. X の 存在 し て いる ディ レク トリ の パス 
名 と 同じ と な り ま す 。 


ーB バイ ナリ ファ イル 指定 。 
ファ イル の 終端 は 、 デ イレ クト リ 情 報 に 記述 され た ファ イル サオ イズ で 認識 され ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、 フ ァイル の 終端 は ファ イル 中 の EOF コー ド ($ 1 A) で 認識 され ます 。 


ーE ファ イル 終端 記号 (EOF) の 表示 指示 。 
デフ ォ ル ト で は 、EOF 記号 は 表示 され ませ ん 。 


ーH 水平 タプ の 最大 表示 幅 指 定 。 
水平 タプ ($ 09) の 最大 表示 幅 を カラ ム 数 で 指定 し ます 。 
この スイ ッ チ の 直後 に 、 
AORN 
の うち の どれ か を 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、 8 カラ ム に 指定 され て いま す 。 


ーL 改行 記号 (!) の 表示 指定 。 
デフ ォ ル ト で は 、 改行 記号 は 表示 され ませ ん 。 


ーM 行 長 の 指定 。 
1 行 の 長き さ を バ イト 数 で 指定 し ます 。 
この スイ ッ チ の 直後 に 、 
128、256、512、1024 
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の うち の どれ か を 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、512 バ イト に 指定 され て いま す 。 


画面 モー ド の 指定 。 

この スイ ッ チ の 直後 に 、 モ ー ド を 設定 する 数 値 を 指定 し ます 。 
1…96 (カラ ム ) x30 ( 行 ) 
2…64 (カラ ム ) x30 ( 行 ) 

デフ VI ま 、、] です 。 


タプ 記号 (つっ ・・・) の 表示 指定 
デフ ォ ル ト で は 、 タ ブ 記 号 は 表示 され ませ ん ん 。 
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第 4 草 ED の 操作 例 





ここ で は 、ED の 簡単 な 操作 例 と し て 、 小 さ な フ ァイル の 作成 を 行う 方 法 を 示し ます 。 
例 と し て 作成 する の は 、 簡 単 な バ ッ チ ファ イル で す が 、 同 様 な 方 法 で 、 プ ログ ラム や メモ 書き な ども 
作成 する こと が で きま す 。 

まず 、Human68k の コマ ンド モー ド (入力 待ち 状態 ) か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 





ED LPR.BAT |J 











ここ で 、^LPR.BAT” が 、 作 成す る ファ イル 名 に な り ま す 。 すでに LPR.BAT が 作ら れ て いる と 
き は その 内 容 が 、 そ う で な いと き は 何 も 入 力 さ れ て いな い 、 新 た な 画面 が 表示 され ます 。 

ここ で は 、LPR.BAT ファ イル を 新た に 作成 する も の と し て 説明 し ます 。 

で は 、 次 の よう な 内 容 の LPR.BAT ファ イル を 作っ て み ま す 。 


ECHO OFF 

IF 21” == ”” GOTO NONFILE 
IF NOT EXIST %1 GOTO NONFILE 
PR /F /H"%1” /W80 /L60 %1 PRN 
GOTO END 

:NONFILE 

ECHO LI 警告 HILL 
ECHO ファ イル が あり ませ ん 


ee se ess 


:END 





実際 に 入力 し て み ま し ょ う 。 文 字 を 大 文字 で 入力 する と き は 、| CAPS | の 赤 ラ ンプ が つい て いる 状態 
に し ます 。 
まず 、 











ECHO OFF 


を 入力 し て み ま す 。 

“ECHO” に 続い て スペ ー ス (空白) を 入力 し ます 。 スペ ー ス は スペ ー ス キー を 押す と 入力 で きま す 。 

も し 、 入力 まち が い を し た ら 、 | BS | また は [CTRL|+ | H | を 押す と 、 カー ソル の 直前 の 文字 を 消 
すこ と が で きま す 。 ま た | DEL | また は [CTRL|+ | G | を 押せ ば 、 カ ー ソ ル の と ころ に ある 文字 を 消 
せま お 。 

ここ で 改行 を し ます 。 改行 は 、 リ ター ン キ ー を 押す か [CTRL|+ | M | を 押し ます 。 改行 さき れ た か ど 
う か 確認 する た め に 、 | ESC | M |(| ESC | を 押し て か ら 、| M | を 押す ) を 実行 し て みて くだ さき 
い 。 

改行 記号 (! ) が 行末 に 表示 され て いれ ば 正しく 改行 され て いま す 。 
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次 に 、 


IF ”"%1" == ”” GOTO NONFILE 
322Ja し し ま 298 
これ は 、 前 の 行 と 同じ 要領 で 行う こと が で きま す 。 
同様 に し て 、 
・ NONFILE 


まで 入力 し て くだ さい 。 続 いて 、 


ECHO Ll! 警告 II 

ECHO ファ イル が あり ませ ん 

ECHOENRUUUUUUUUMNUURNUUN 
を 入力 し ます 。 


ここ で 、 “ECHO を 3 行 連 続 し て 入力 する こと に な り ま す が 、 こ れ を 能率 よく 行う に は 、 最初 に 
*ECHO "を 入力 し て か ら 、 カ ー ソ ル を その 行 に 置い た まま IF10| を 2 回 押し ます 。*ECHO "が 
次 の 2 行 に コピ ー さ れ 、3 行 連続 し て 同じ 文字 列 が 入力 され ます 。 

次 に スペ ー ス 以降 を 入力 し ます 。 そ し て [| 一 | ぉ お ょ よび | 一 | ほ た は [CTRLTI S | お ょ HICTRL 




































































| D | ) で カー ソル を 左右 に 動か し い !!!11! 警告 1!T!111? を 入力 し ます 。 
次 に 、| | | また は [CTRL| + | X | を 押し て カー ソル を 下 に 動か し 、` フ ァイル が あり ませ ん "、 
*4 よ TTYHLT41T1TF や PIN を 順に 入力 じ ま す | 野際 に END RNN 





な お 、 日 本 語 の 入力 方 法 は 、『 取 扱 説明 書 』 を 参照 し て くだ さい 。 
入力 まち が い を し て 、 1 行 全体 を 消し た いと き に は 、|CTRL| 十 | Y を 押し て くだ さい 。 

入力 を 終え た ら 誤 り が な いか どう か 確認 し ます 。 正確 に 入力 で きた な ら ば 、LPR.BAT ファ イル の 
内 容 を ディ スク に セー ブ し ます 。 こ れ に | ESC ・| H | を 実行 し ます 。 する と 、 編集 画面 に は 何 の 
変化 も 起こ り ま せん が 、 セ ー ブ が 行わ れ ま す 。 

ファ イル を セー ブ し た 後 、ED を 終了 し た けれ ば 、| ESC |・| E | を 実行 し ます 。 セ ー ブ の 終了 
後 、Human68k の コマ ンド モー ド (入力 待ち 状態 ) に 戻り ます 。 

な お 、 最 初 の ED の 起動 時 に 、 パ ラメ ー タ と し て ^LPR.BAT′ を 指定 せ ず 、 





















































ED | 











と し て ファ イル の 内 容 を 入力 し た 後 、 セ ー ブ す る 前 に ファ イル 名 を LPR.BAT に 変更 する こと も で 
きま る 

これ を 行う た め に は 、| ESC | T | を 実行 し ます 。 現在 編集 中 の ファ イル 名 と し て "ED. $$ $” 
が 表示 され ます か ら 、 | BS| を 使っ て これ を 消し 、 新 し い フ ァイル 名 (LPR.BAT) を 入力 し て か ら 、 
リタ ー ン キー を 押し ます 。 こ れ で 、 現 在 編集 中 の ファ イル 名 が “LPR.BAT′ に 変わ り ま すか ら 、 以 
後 、 セ ー ブ を 行 を ば 、 こ の 新しい ファ イル 名 で ファ イル が 作成 され ます 。 

これ まで の 説明 に 出 て きた コマ ンド は ED が 持っ て いる 中 の ご く 一 部 で す 。 こ の ほか に も 便利 で 強 
力 な コマ ンド が 数 多く あり ます 。 こ れ ら の コマ ンド は 、「 第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 」 に すべ て 示 
され て いま す の で 、 参 照 し な が ら 実 行 し て みて くだ さい 。 




















245 














第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 


第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 





これ まで の 章 で ED の 操作 を ひと と お り 解 説 し ま し た 。 こ の 章 で は 、ED で 使う こと の で きる 全 コ マ 
ンド を まとめ て あり ます の で 、 利 用 し て くだ さい 。 


(1) CTRL 系 コマ ンド 


































































































































































































































































































CTRLH| A カー ソル を 1 ワード 左 に 移動 し ます 

CTRLH| B カー ソル を 行 の 右端 ・ 左 端 に 移動 し ます 

CTRLH| C ペー ジア ッ プ し ます (1 ペー ジ 後 に 移動 ) 

CTRLH| D カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます (| っ | と 同じ ) 
(@BNM 間 記 記 カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます (| 1 | と 同じ ) 
CTRLH| F カー ソル を 1 ワー ド 右 に 移動 し ます 

CTRLH| G 1 文字 削除 し ます (| DEL | と 同じ ) 

CTRLH| 是 バッ クス ペー ス (| BS | と 同じ ) 

CTRLH| I タブ (| TAB | と 同じ ) 

CTRE 上 HH :] ヘル プア ファ イル を 示し ます (|HELP と 同じ ) 

CTRLH| K カー ソル 位置 か ら 行末 まで を 削除 し ます 

CHREHL も CTRL | 十 | Y | で 削除 し た 文字 列 を 現在 行 に 復帰 (搬入 ) し ます 
CTRLH| M 改行 。 挿入 モー ド で は 、 行 を 分 割 し ます (リタ ー ン キー | と 同じ ) 
CTRLH| N 1 行 挿入 し ます 

CTRLH| O | 挿入 ・ 上 書 の モー ド を 切り か えま す 

CTRLHI| P カー ソル を 行 の 右端 に 移動 し ます 

CTRLH| Q カー ソル を 行 の 左端 に 移動 し ます 

CTRLH| R ペー ジ ダ ウ ン し ます (1 ペー ジ 前 に 移動 ) 

CTRLT| S カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます (| | と 同じ ) 
CTRL け | 1 ワー ド 削 除 し ます 

CTRLH| U 行 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 の 直前 まで を 削除 し ます 
CEREV コン トロ ー ル コー ド を 入力 する 前 に 入力 し ます 
CTRLI+H W 1 行 分 ロー ル ダ ウ ン し ます 

CTRLH| x カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます (| + | と 同じ ) 
CERE NN 1 行 削除 し ます 

CTRLH| Z 1 行 分 ロー ル ア ッ プ し ます 

CTRL| ] カー ソル 位置 の 文字 を 大 文字 また は 小文字 に 変換 し ます 
2) ESC 系 コマ ンド 























ESC | A 複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え ( 正 順 ) 
ESC|・| B | カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます (|F 1 | と 同じ ) 
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3 単独 キー 系 コマ ンド 
F 1 | (先頭 行 ) 
(最終 行 ) 

[F 3 | (置換 ) 
[F 4 | (検索 ) 
IF 5 | 
IF 6 | 
IF 7? 











(次 検索 ) 
(範囲) 
( 削 際 ) 








(複写 ) 


Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 

複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か える (逆順 ) 
編集 中 の ファ イル すべ て を セー ブ し て ED を 終了 し ます 
新しい ファ イル の 編集 を 行い ます 


・| G | 9| カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に n 回 挿入 し ます 


現在 編集 中 の ファ イル を セー ブ し ます 。 編集 は 継続 し ます 
タブ 記号 ( つ ・・・) の 表示 ノ 非 表示 を 切り か を ます 
文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 あり ) 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 
文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 あり ) 
改行 記号 (} ) の 表示 / 非 表示 を 切り か えま す 

文字 列 を 検索 し ます (文末 方 向 ) 

現在 編集 中 の ファ イル を 編集 前 の 最初 の 状態 に 戻し ます 
現在 行か ら n 行 分 カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 
編集 中 の ファ イル すべ て を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 
文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 
文字 列 を 検索 し ます (文頭 方 向 ) 

現在 編集 中 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ます 
文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 
タグ ジャ ンプ を 行い ます 

編集 中 の ファ イル か ら 一 部 を と り 出 し 、 フ ァイル を 作成 し ます 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を セー ブ し 、ED を 終了 し ます 
編集 中 の ファ イル に 、 別 の ファ イル を 読み 込み ます 

カー ソル を ファ イル の 終り に 移動 し ます (F 2 と 同じ ) 
カー ソル を 第 n 行 に 移動 し ます 

大 文字 変換 ・ 小 文字 変換 モー ド を 切り か えま す 

マク 定義 を 行ない ます 














カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 

カー ソル を ファ イル の 終り に 移動 し ます 

文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 

文字 列 を 検索 し ます (文末 方 向 ) 

文字 列 を 再 検索 し ます (文末 方 向 ) 

行 範囲 の 最初 行 を 指定 し ます 

IF 6 | の 指定 行か ら 現在 行 の 前 の 行 ま で の テキ スト を カッ トバ ッ フ ァ に 格 
納 し ます 

指定 範囲 内 の テキ スト は 削除 され ます 

IF 6 | の 指定 行か ら 現在 行 の 前 の 行 ま で の テキ スト を カッ トバ ッ フ ァ に 格 
納 し ます 
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指定 範囲 内 の テキ スト は 削除 され ませ ん 

カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に 挿入 し ます 
現在 行 を 次 の 行 に 挿入 コピ ー し ます 

文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 座 認 な し ) 
文字 列 を 検索 し ます (文頭 方 向 ) 

文字 列 を 再 検 索 し ます (文頭 方 向 ) 

複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え ( 正 順 ) 
複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え (逆順 ) 
カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます 

カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます 

カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます 

カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 

カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 左上 ) に 移動 し ます 
挿入 ・ 上 書 モ ー ド を 切り か を ます 

1 文字 削除 し ます 

カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 

カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 

水平 タダ 

2 クス ペペ 

ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 

改行 。 挿入 モー ド で は 、 行 を 分 割 し ます 

ファ イル 終了 記号 (EOF) の 表示 / 非 表示 を 切り か えま す 
定義 され た マク ロ を 実行 し ます 





ま 表 





付録 1 


ASCII 制御 コー ド 


次 に 示す ASCII コー ド を コン ソー ル (画面 ) に 対し て 出力 する こと に より 、 画 面 を 制御 する こと が 
で きま す 。 制 御 コ ー ド は 1 文字 で す 。 





ーー 


























記入 機 。 能 
BEL | 07 Sound bell 
ベル を 鳴ら し ます 。 
ベル の 音 は 、CONFIG.SYS ファ イル の 中 の “BELL=< フ ァイル 名 の 記述 
に 従い ます 。 ヾ BELL= く < ファ イル 名 の 指定 が な い 場 合 は 無効 。 
BS 08 Cursor backward 
カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 1 カラ ム 目 に ある と き は 1 行 上 の 最終 カラ ム に 移動 し ます 。 
カー ソル が ホー ム ポ ジ シ ョ ン (1 カラ ム 目 、 1 行 目 ) に ある と き は 無効 。 
HT 09 Skip to next tab stop 
カー ソル を 次 の タブ の 位置 に 移動 し ます 。 
タプ の 位置 は 、 キャ ラク タ 上 座標 の 最大 カラ ム 数 を 越え な い 8 の 倍数 で 、 次 の よう 
に 決め られ ます 。 
08、16…… キ ャ ラク タ 座 標 の 最大 カラ ム 数 より 小さ い 8 の 倍数 の 最大 値 ( 最 大 | 
の タプ 位置 ) 
カー ソル が 最大 の タプ 位置 の カラ ム よ り 右 側 に ある と き は 1 行 下 の 1] カラ ム 目 
に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ ' し ます 。 
LF 0A Cursor down 
同じ カラ ム 位置 で カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 
VT 0B Cursor uD 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 画面 の 1 行 目 に ある と き は 無効 。 
FF 0C Cursor forward 
カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 最終 カラ ム に ある と き は 1 行 下 の 1 カラ ム 目 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 画面 最終 行 の 最終 み カラム に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ ' し ます 。 
CR 0D Cursor to left margin 
カー ソル を 行 の 1 カラ ム 目 に 移動 し ます 。 
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機 能 








Clear screen 
画面 の 表示 を すべ て クリ ア し ます 。 
その 後 、 カ ー ソ ル は ホー ム ポ ボ ポジション に 移動 し ます 。 





ESC 


Introduce on ESC sequence 
エス ケー プ コ ー ド の 始ま り で す 。 


ESC コー ド に 続く 文字 に より 、 エ スケ ー プ シー ケン ス に よる 画面 制御 を 行い ま 
す ( エ スケ ー プ シー ケン ス の 詳細 に つい て は 、「 付 録 2 エス ケー プシ ー ケ ンス 」 


を 参照 )。 





RS 











Cursor HOME 
カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます 。 





252 





付録 2 エス ケー プシ ー ケ ンス 

エス ケー ブシ ー ケ ンス は 、ESC コー ド と それ に 続く 文字 列 に より 画面 の 制御 を 行い ます 。 

エス ケー プ ' シ ー ケ ンス の 長き は 、 シ ー ケ ンス ご と に 異な り ま す 。ESC は エス ケー プ コ ー ド ($1B) 
を 表し ます 。 ノ パラ メー タ pn、npl、pc、ps は 10 進 数 の 文字 を 意味 し ます 。 





ジ シーク ンズ 


機 能 





ESC「plpcH 


Direct cursor addressing 

カー ソル を 指定 の 位置 に 移動 し ます 。 

pl=m の と き 、 m が 最終 行 の 値 よ り 大 きい 場合 は 最終 行 に カー ソル を 移動 し ま 
す 。 

pl== 0 また は pl が 省略 され た と き 、 1 行 目 に カー ソル を 移動 し ます 。 

pc デ n の と き 、n が 最終 カラ ム の 値 よ り 大 きい 場合 は 最終 カラ ム に 、pc 0 また 
は pc が 省略 され た 場合 は 1 カラ ム 目 に 、 そ れ ぞ れ カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 





ESC [pl:pcf 


ESC [plpcH と 同様 の 処理 を 行い ます 。 





ESC=lc 


ESC [pl:pcH と 同様 の 処理 を 行い ます 。 

2 パラ メー タ 1、c は 、 行 ・ カ ラム 位置 を 指定 する も の で 、 各 パラ メー タ は 16 進 数 
で $ 20 の オフ セット を 加算 し た 文字 に よっ て 表し ます 。 

1 c は 省略 不可 。 

1 は 行 の 位置 を 指定 し ます 。 1 行 目 に カー ソル を 移動 する と き は $20 と し ます 。 
c は カラ ム 位 置 を 指定 し ます 。 1 カラ ム 目 に カー ソル を 移動 する と き は $ 20 と 

BS 











ESC [pnA 


Cursor up 

同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 上 に pn 行 移動 し ます 。 

カー ソル が 1 行 目 に ある と き は 無効 。 

pn が 省略 され た と き 、pn= 0 の と き は pn 1 と し て 実行 し ます 。 





ESC [pnB 


Cursor down 

同じ カラ ム 位置 で カー ソル を 下 に pn 行 移動 し ます 。 

カー ソル が 最終 行 に ある と き は 無効 。 

pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 





ESC [pnC 








Cursor forward 

カー ソル を 右 に pn 文字 移動 し ます 。 

カー ソル が 行 の 最終 み カラム に ある と き は 無効 。 

pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn 1 と し て 実行 し ます 。 
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付録 





ジー ケン スズ 


機 


CE 
FC 





ESC [pnD 


Cursor backward 

カー ソル を 左 に pn 文字 移動 し ます 。 

カー ソル が 行 の 1 カラ ム 目 に ある と き は 無効 。 

pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 





ESC [0J 


Clear from cursor to end of screen 

カー ソル の 位置 か ら 最 終 行 の 最終 み カラ ラム ま で クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 

パラ メー タ 0 は 省略 可能 。 





ト 


ESC [1] 


Clear from beginning of screen to cursor 
先頭 行 の 1 カラ ム 目 か ら カ ー ソ ル の 位置 まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 





ESC [2J 


Clear screen 
画面 を すべ て クリ ア し ます 。 
その 後 、 カ ー ソ ルレ は ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます 。 





ESC * 


ESC [2J と 同様 





ESC [OK 


Clear from cursor to end of line 

カー ソル の 位置 か ら 行 の 最終 カウラ ム ま で を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 

パラ メー タ 0 は 省略 可能 。 





ESC [1K 


Clear from beginning of Hine to cursor 
行 の 1 カラ ム 目 か ら カ ー ソ ル の 位置 まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 


トーー 





ESC [2K 


Clear entire line containing cursor 
カー ソル の ある 行 の 1 カラ ム 目 か ら 最 終 カ ラム まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 





ESC [pnM 








Delete line 

カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 削除 し ます 。 

削除 し た 行 の 後 の 行 が 繰り 上 が り ま す 。 

カー ソル の 位置 は 繰り 上 が っ た 文 の 先頭 行 の 1 カラ ム 目 と な り ま す 。 
pn が 省略 され た と き 、pn= 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 
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シー ケン ス 機能 
ESC [pnL Insert line 
カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 空 白 行 を 挿入 し ます 。 
カー ソル の ある 行 よ り 下 の 行 は pn 行 分 下 に スク ロー ル し ます 。 
カー ソル の 位置 は 挿入 され た 先頭 の 空白 行 の 1 カラ ム 目 と な り ま す 。 
pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn 1 と し て 実行 し ます 。 
BS@SD Index 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 下 に 1 行 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 
ESCE Next line 
カー ソル を 1 行 下 の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 
ESC M Reverse index 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 上 に 1 行 移動 し ます 。 
カー ソル が 先頭 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル ダウ ン し ます 。 
ESC [s Save cursor position 
カー ソル の 位置 ( 行 、 カ ラム ) と その 表示 文字 の 属性 を セー ブ し ます 。 
ESC [u Set cursor position 
カー ソル を ESC [s で セー ブ し た 位置 ・ 属 性 に 戻し ます 。 
ESC[s が 実行 され て いな いと き は 、 カー ソル は ホー ム ボ ポジ ショ ン に 移動 し 属性 
は 変化 し ませ ん 。 
ESC [6n Cursor Dosition report 
実行 後 、 コ ユン ソ ー ル 入力 の 度 に カー ソル の 位置 を ESC[pl:pcR の 形 で 通知 し ま 
す 。 
ESC「[>51 Enable cursor display 
カー ソル を 画面 上 に 表示 し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
Human68k シス テム の 初期 値 。 
ESC [>5h Disable cursor display 





カー ソル を 画面 上 に 表示 し ませ ん 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
実行 後 、 再 び [>51 が 出力 され る まで カー ソル は 表示 され ませ ん 。 
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シー グズ ス 機 能 
ESC [>1h Enable bottom line 
画面 の 最終 行 を プロ グラ ム で 使用 可能 と し ます 。 
実行 後 、 画 面 の すべ て の 行 を プロ グラ ム 上 で 使用 で きま す 。 
ESC [>11 Disable bottom line 
画面 の 最終 行 を Human68k シス テム で 使用 可能 と し ます 。 
実行 後 、 最 終 行 は プロ グラ ム 上 で 使用 で きま せん 。 
ESC「ps:… Character attribute 
DS m 表示 文字 の 属性 を 指定 し ます 。 








属性 は 一 度 指 定 す る と 次 に 変更 する まで 有効 と な り ま す 。 
パラ メー タ ps は 一 度 に 複数 指定 可能 。 
指定 する ps を 次 に 示し ます 。 








DS 機能 
0 初期 設定 時 の 属性 
1 ハイ ライ ト 

7 リバ ー ス 

30 黒 

31 水色 

32 黄色 

33 白 


34 パイライト 黒 

35 ハイ ライ ト 水色 

36 ハイ ライ ト 黄色 

37 ハイ ライ ト 折 

40) リバース 黒 

41 リバ ー ス 水色 

42 リバ ー ス 黄色 

43 リバ ー ス 自 

44 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 時 
45 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 水色 
46 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 黄色 
47 イジ ラド < リド テス W 自 

















も と の 属性 に 戻す と き は ESC [m を 使用 し ます 。 

だ た だ し 、 ノ パラ メー タ ps は 一 度 に 複数 指定 可能 で す が 、 ノ パラメータ 1 また は 7 
は 、 ノ パラメータ 30 一 37 と 40 一 47 を 次 の よう に 変化 させ る トグル スイ ッ チ (実行 
する 度 に 2 つの パラ メー タ を 切り か える ) の 役割 を 果たし ます 。 
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シーー ン - シ クズ 











1 7 
90.4 ユ 434 30 = 40 
3 の. 35 3 目 忌 。 外 
2 + 36 SD ned2 
09 は 97 3Jrs ょ 43 
40 ~ 44 34 ~ 44 
41 = 45 35. 。45 
42 ~ 46 36 … 46 
43 の 47 6442 





付録 3 テレ ビ コ ン トロ ー ル コー ド 一 覧 


























パラメータ 状 能 
$01 ボリ ュー ム を 上 げ る 
$02 ボリ ュー ム を 下げ る 
$03 ポリ ズー I 
$04 チャ ン ネ ルコ ー ル 
Tv テレ ビ 画 面 (初期 化 ・ リ モ セット) 
$06 音声 ミュ ー ト 
$07 電源 ON 
$08 テレ ビブ コン ピュ ー タ 
$09 テレ ビン 外部 、 コ ンピュータ ノー マル オー バー 
$0A コー ンド ラズ スト ンー マク ジレ 
$0B チャ ン ネ ル ア ッ プ 
$0C チャ ン ネ ル ダ ウ ン 
Off 電源 OFF 
$0E 電源 ONOEF 
$0F 2 スー ジラ マー 
$10 チャン ネル 1 
$11 チャ ン ネ ル 2 
$12 チャ ン ネ ル 3 
$13 チャ ン ネ ル 4 
$14 チャ ン ネ ル 5 | 
$15 チャ ン ネ ル 6 | 
$16 チャ ン ネ ル 7 | 
$17 チャ ン ネ ル 8 | 
$18 チャ ン ネ ル 9 
$19 チャ ン ネ ル 10 | 
$1A チャ ン ネ ル 11 
$1B チャ ン ネ ル 12 
$1C テレ ビ 画 面 ($05) 
$1D コン ピュ ー タ 画面 ($05 十 $08) 
$1E スー ペー1($05 十 $0F) 
$1F スー フッ パー2($05 十 $0F 十 $0A) 





※$20 一 $S3F の と き 、 電 源 を ON に し た の ち 、$01 一 $1F($20 十 $01 一 $20 十 $1F) の 処理 を 行い ます 。 





索引 


記号 類 

? (ワイ ルド カー ド ) ee 13 
| ( 縦 線 ) A Se ERR の SoC る 4 
| (パイ A ) の [7 32 
| | (マル チ 処 理 ) ee 93 
i (省略 記号 ) ee 4 
カ (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) (il 25 
[| ] (角形 カッ コ ) ee 4 
{ ) (波形 カッ コ ) ee 4 
く > (山形 カッ ココ) ee 4 
< (入力 の リダイレクト ) ee 32 
> (出力 の リダイレクト ) ee 31 
> (アペンド の リグ イレ クト ) gies 31 
辛 (パス 名 の 区 切り 記号 ) ee 19 
平 (ルー トディ レク トリ ) ee 19 
9%0~%9 ( 仮 パ ラメ ー タ ) ee 29 
* (ワイ ルド カー ド ) ee 13 
つっ ・・・( タ 記号 ) ee 238 
} (改行 記号 ) 。……… ド ドーン 238, 242 
16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 

(っ DUMP) ee 77 
1 画面 ご と の 表示 (っ MORD _…………… 101 
A~Z 

ASCII 制 御 コ ー ドー 251 
AUTOEXEC. BAT の 10, 2 30 
AUX (補助 入出 力 装 置 ) Oe 14 
© ¥ て て て OOAYOCKOCS XXUKKLLKYO 7 
EA a RR OER RR RRA CR RT SR ERNE TR {72 
CLOCK RR RIG 8 RIE RS RE CE 14 
COMMAND コマ ンド の エラ ー コ ー ド ……:50 
COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する 

メモ リ 容 量 の 指定 ( つ COMMON) …… 209 
CON (コン ソー ル ) ドド oo 14 
CONFIG. SYS 上 で ee で emem 61, 205 
CONEFIG. SYS の コマ ンド ………………… 205 
CONFIG. SYS ファ イル の 作成 

(> CUSTOM ieee 61 
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の も N。 が っ 26, 44, 168.183 
仁和 26 
CTRL 十 Z i NE CR i BN REE SR je)e:979 ee 28 
CTRL+C の チェ ッ ク 機 能 の 設定 

(っ BREAK) PY 44 
CTRL 系 の コマ ンド …( (ioieiei… 181, 228 
CU RE NA ET OS CPR 0 SIE CR 0 Rt 2 
d: (ドラ イブ 名 ) ee 25 
補 CE 163 
ED ae Cl sai i EE (の ao で ee ee 225 
ED. $ $ $ ENR RE GN EEN EDEN 225 
RD OE ee 225 
ED の コマ ンド 一 覧 oe 246 
ED ON hf を の me 227 
ED の スイ ッ チ 付き 起動 ……… 172, 238, 242 
EOF PP と と で OLK CK メル ミミ ミミ 242 
ESC 系 の コマ ンド …………t の の tilt 181, 228 
HISTOR Y. Ne RR RE 4 0 RDI 0 Gt 8 179 
Human68k ER Rd iis 0 CN san $3 5 
Human68k シス テム の 転送 (っ SYS) 

人 た っ で その ピー 際 村 0 143 
mn ee 34 
NS EE 172 
KEY. SYS IE ER ER ER CR ER RE FR; 213 
ERT RY SR Ra Rhee 14 
NC eo Red ends 172 
NUL (ヌル ファ イル うー ヤー ドー…… 14 
NW ee iS ER pee tes 172 
OG Di Rg eis 3 
PATH で か 26, 103 
PCM (PCM デバ イス ) ee 14 
PCM フナ ァイル ei 


PRN (プリ ンタ ) 
PRNDRV. SYS 
PRNDRV1.SYS 
PRNDRV2.SYS 
PRNDRV3.SYS 











RAMDISK.SYS KO スト パー 220 
RAM デメ 次 ク esos oes see ee esos eee es eeeeeeee 219 
RS-232C oe 124 
RS-232C と イン ター フェ イス に 対す る 
2 パラ メー タ の 設定 ・ 起 動 ( つ SPEED) …… 124 
RS-232C 回 線 7866 810 8 80 RR RG I i 60 
0 172 
SHELL= cecseeeeeeeeeeeseeeeeseeeeeeseeseeeeees 205 
SRAMDISK. SYS 20 0 S806 8 0 ER TT 220 
SU ssoseeeeeeeeseeeeceeeeseeessoeeeeeeeseeeeees esse 次 
2B SYS oe 0 0 00 ia: ie Go Ta VS ai 216 
VOID eseesaeeeeeeeseeeeseeee eesese oes ee ese ee 172 
USKCG. SYS WR eo GC I ED Re hn eh re 217 
あ 
アス キー 比較 “ーー 79 
新しい ディ レク トリ の 作成 (っ MKDIR) 
eeeeeeeeeeveeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseee 100 
アド レス 固定 実行 ファ イル ………………… 13 
アペンド の リダイレクト ee 31 
移動 (ディ レク トリ の ) こま ここ きり 末 5 21 
PP 230 
王寺 で 230 
エイ リア ス ( 別 名 定義 機能 ) …………… 180, 189 
エス ケー プシ ー ケ ンス RE 253 
ェ ラ ー コ ー ド (COMMAMD コマ ンド の ) 
CCO に 50 
A ee Td 41 
オー バー レイ X フ ァイル の 作成 ・ 変 更 
(> BIND) …… で ドー ドド ドド ーー ツー 41 
所 人 237 
央 区 汗 肉 換 Eー ドアー ラテ ルク この 0  S 238 
NS nn eee es 25 
オペ レー ティ ング シス テム ……ーーーーー 3 
親 デ ググ oo eo one unas の 
親 プ ロ セ スー 上 人 中 ドー…… 78 
か 
カー ソル の 移動 … 心 ……ー………… 182, 228 
必 村 2 238, 242 
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階層 構造 …ー ド ーーー 17 
階層 ディ レク トリ 構造 ーー ラン ーー 17 
角形 カッ ココ 4 
拡張 子 I 0 0 12 
仮想 ドラ ポ プ ド ドー 75 
仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 

(= SUBST) S00 04.0649 80 0 Sie 00 06:0 lt 0 00 の wc: タグ 


仮想 ドラ イブ を 合 め た 最大 の ドラ イ 1 数 を 指定 (っ LASTDRIVE)…214 





ガツ コー ーー ドー ドー 4 
カッ トバ ッ プ ファ の に ooo 235 
仮 パ ラメ ター ター で に oh 29.170 
カレ ント ディ レク トリ の …ーー ド ーー ドー の 
カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 
CCHBIR CN 45 
WEIL RA. 6 
2 121 
環境 エリア サイ の ……… ド ーー 49 
時 7 2 ン さ ZSISROS32GrrY と ぱこ 121 
環境 文字 列 の 値 の 設定 ( つ SET) ……… 121 
外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 (っ USKCG) ……217 
外字 の 作成 登録 ・ 削 除 (> USKCGM) …152 
外字 ファ イル ドド ドド ーー 152, 156 
外字 ファ イル の 更新 ……ii ド ドー 152 
外字 ファ イル の 登録 eee 152 
外字 ファ イル の 内 容 …………… ド ーー 156 
外部 コマ ンド の oo 24, 26 
外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 

(> PATH) 証 ECEPOCEPUHEEEEPPPPPPPPEPPPEEPPE 103 
画面 の 消去 ( つ CLSOD Oe 48 
画面 モー ド の 指定 (ED の) ……(………… 243 
画面 モー ド の 設定 (っ SCREEN) ……… バ 119 
簡易 バッ チ 機 能 …… (ii…ー ド ーー 181, 190 
キー 設定 ファ イル ……… ド ーー 92, 95 
キー 設定 ファ イル の 更新 … 必 ーーー…… 92 
キー 設定 ジ ァ イル の 内 容 ……ーーーーー… … 95 
キー 定義 ジテ イル レツ ツー ドー 193, 213 
キー 定義 ファ イル の 指定 ( つ KEY) …… 213 
に の 94 
キ 喧 直下 ユ ジン ト 選 三 ル 機 能 ここ ー 179 
木 構 造 Pe cie ET NE Sm ONGEN Re SR 17 
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起動 (ED、 ス イッ チ 付 き ) ee 242 
起動 (ED の ) ii 225 
起動 (Human68k の ) PPPPPPPPPPCLPPLEKYY す どの 5 
起動 (シス テム の ) ee 5,204 
行 長 の 指定 ee 242 
区 切り 記号 ee 26 
検索 ee 231 
コピ ビュ eo ビー だ ん る の 2y で 1 の 1 9 
コピ ー (ファ イル の ) eee 15 
子 プ ロ セ スー ドド moe 49, 78 
子 プ ロ セス と し て 超 動 きれ た COMMAND.X 
か ら の 親 プ ロ セ ス へ の リタ ー ン (っ EXIT) …… 78 
マン 24 
コマ ンド (Human68k の の) …… 34 
コマ ンド オプ ショ ンー 25 
コマ ンド 行 ee 163 
コマ ンド の 機能 別 分 類 …… ド ドー 34 
コマ ンド の 書式 ieee 4 
コマ ンド の 反復 実行 (> FORD orr 165 
コマ ンド の 表記 法 eeeeeeeeee 4 
コマ ンド プロ セッ サ ee 205, 212 
コマ ンド プロ セッ サ COMMAND.X え の 起動 
(> COMMAND) ieee 49 
コマ ンド モー ド ee 5.6.204 
小文字 変換 ee 937 
小文字 変換 モー ド ee 238 
さ 

再 実行 <KR2 ere 221 
再編 集 ere 297 
前 991 
TRIO Et 16 
削除 (ディ レク トリ の ) ee の の 
作成 (ディ レク トリ の ) ee 21 
サブ ディ レク トリ ee 7 
7 205, 212 
時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セッ ト 

MR a 147 
シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 
(つっ PROGRAMD) で で ee の os 215 
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シス テム 構築 用 ファ イル sooee see eeieie eo ee 61, 205 
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